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教育相談所建設工事

電気設備特記仕様書 機械設備特記仕様書（１）

配置図

引込盤・電灯・動力盤結線図・端子盤

照明器具姿図

ITV機器図

１階平面図(幹線・動力設備)

１階平面図(電灯設備)

１階平面図(非常灯設備)

１階平面図(コンセント設備)

１階平面図(弱電設備)
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機械設備特記仕様書（２）

柱状図

スリーエスG工法特記仕様書

構造設計標準仕様

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄骨構造標準図(１)

鉄骨構造標準図(２)

地盤改良配置図・基礎伏図

ＲＣ部材リスト

柱脚伏図・屋根伏図

軸組図１

軸組図２

軸組図３

鉄骨部材リスト１

鉄骨詳細図

軸組図４

鉄骨部材リスト２

鉄骨部材リスト３

8 3

01

部分詳細図２

部分詳細図１

案内図・配置図

敷地求積図

仕上表

建物・居室求積図・面積表

法チェック図

平面図・屋根伏図

立面図・断面図

矩計図

平面詳細図１

平面詳細図２

展開図１

展開図２

展開図３

展開図４

建具表

天井伏図

特記仕様書（改修その６）

33

仮設計画図(参考図)

現況図

土地利用計画図

外構詳細図１

外構詳細図２

緑化計画図

家具図 配置図

衛生機器表・器具表

１階平面詳細図（衛生設備）

換気機器表・計算書

１階平面図（衛生設備）

空調機器表

１階平面図（換気設備）

１階平面図（空調設備）

１階平面図（自動制御設備）

現況外構詳細図

表紙・図面リスト

表紙・図面リスト
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3 教育相談所建設工事8 S=N/SA-1

S=N/SA-3

A-02

鋼矢板等の抜き跡　※地盤の変形を防止する適切な措置を講ずる　

工事工 事 名

Ⅰ　工事概要

特記仕様書

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所 

（建物概要） 棟　　　　　造　　階建て（地下　　階・ＰＨ　　階）

㎡

用途地域

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

階

階

階

階

階

延べ面積

床 面 積

５．工事範囲

※工事範囲全て２　仮設工事

３　土工事

４　地業工事

５　鉄筋工事

７　鉄骨工事

９　防水工事

１１　タイル工事

１２　木工事

１３　屋根及びとい工事

１４　金属工事

１５　左官工事

１６　建具工事

１７　カーテンウォール工事

１８　塗装工事

１９　内装工事

　　　　　　　　２１　排水工事

２２　舗装工事

２３　植栽及び屋上緑化工事

※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。
　　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

８　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ
　　・押出成形セメント板工事

２０　ユニット及びその他の工事

章 項　　目 特　　記　　事　　項

建築面積

Ⅱ　建築工事仕様
（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて「埼玉県建築工事特別共通仕様書」

※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等
※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）

ブロックの種類

 ・無　・有

備考
による区分
断面形状及び圧縮強さ

（mm）
正味厚さ

長さ 高さ
 ・無　・有

ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

※空洞ブロックC(16)

化粧の有無 適用箇所

・

　各部の配筋　※図示　　・　

１ 補強コンクリート
　 ブロック造

８
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
及
び
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１
 
一
般
共
通
事
項

18 中間検査

19 完成図等

測定箇所数　※（　　）箇所　　・図示　
測定時期　　※工事完了後
報告書　　　※２部　　・　

測定対象室　※監督員の指定する室　　・図示

中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による
中間検査成績評定　※対象外　・対象（埼玉県建築工事成績評定要領第２）

(1.6.2){1.5.1}

(1.7.1～3){1.6.1～3}

　　　・設置しない（下記備品のみ用意する）
　　　・構内に新設　　　㎡

２ 監督員事務所

３ 現場表示板

４ 工事用水

５ 工事用電力

６ 工事用搬入路

７ 仮囲い

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）

※図示　・　

必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。
配置箇所　※監督員の指示による　・図示

仕様 　※図示　　・ 

８ 交通誘導員

９ 快適トイレ

※設置する（{1.1.12}による表示　※要 ・不要） ・設置しない

※設置位置等は監督員の指示による　・図示　

(2.3.1)

１ 埋戻し及び盛土 (3.2.3)

(2.3.1){1.1.12}

３
 
土
工
事

　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)
　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)
　②アクティブ法
　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出

　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、
　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。

　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて
　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。
　③パッシブ法
　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ
　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応
　　した分析法による。
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、

　　分析法による。
　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した

17 化学物質の濃度測定

備考対象化学物質 判定基準

240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下
220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下
100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下

パラジクロロベンゼン
スチレン
エチルベンゼン
キシレン
トルエン
ホルムアルデヒト

換算は２５℃
値，量単位の
が定める指針
※厚生労働省

200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

測定方法
　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。

６　コンクリート工事

１０　石工事

４．工　　期 契約工期

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間 現場施工に着手するまで

現場施工に着手するまで

現場施工期間

共通仮設費率の算定に用いる工期

現場代理人の現場への常駐を要しない期間

ただし、仮設工事等は施設との協議による

　２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、
　　それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督員と協議すること。
（３）特記仕様書の表記
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　・印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。
　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「埼玉県建築工事特別共通仕様書」の当該項目、当該図表を示す。
　４）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。

　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。
　　「標準仕様書」という。）による。

　　「埼玉県グリーン調達・環境配慮契約推進方針（最新版）」による特定調達品目のうち、「判断の基準」
　　を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」という）を選択するよう努めるものとする。

６
コ
ン
ク
リー

ト

５
鉄
筋
工
事

７
鉄
骨
工
事

　
　
　
　
　
工
事

特記仕様書（構造関係）による４
地
業
工
事

２ 条件明示事項 {1.1.3}

※行う（請負代金額500万円以上，10日以内に登録）　・行わない (1.1.4){1.1.8}

　　　　　　・　

保険の種類

　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)

保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　

　※法定外の労災保険 (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの)

　※請負業者賠償責任保険等　　・　

完成図等の種類及び記入内容
 完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）

　 帳壁及び塀
２ コンクリートブロック ブロックの種類 (8.3.2～7)

・無 ・有
・無 ・有

断面形状及び圧縮強さ
による区分 （mm）

正味厚さ
長さ 高さ

ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

・型枠状ブロック 20
・空洞ブロックC(16)

の適用箇所
(表8.3.1)以外

化粧の有無 備考

　壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　※図示　・　
　各部の配筋　※図示　　・　
　充填するブロックの範囲　・図示　・　

３ ＡＬＣパネル

　パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅パネル接合部、

　外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

　 （ＥＣＰ）
４ 押出成形セメント板

監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第１
に示す書類を原則電子データで提出する

　モルタルの調合(容積比)※標準仕様書表8.2.1による　・セメント(　　)：砂(　　)

　目地仕上げ　・押し目地仕上げ　・化粧目地仕上げ
　まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲
　　※図示による　　

　モルタルの調合(容積比)※標準仕様書表8.2.1による　・セメント(　　)：砂(　　)
　塀に用いるブロックの正味厚さ　・　

・一般
・コーナー

図示に
よる

(8.4.2～5)

構法の種別

・Ａ種・Ｂ種

・C種・D種・E種・間仕切

耐火性能
(時間)

区分 単位荷重(N/㎡)

・意匠

・意匠
・平

・平

・外壁用

　　壁用

・屋根用

・床用

・一般
・コーナー

正荷重 負荷重
厚さ
(mm)

幅及び
長さ

図示に
よる

図示に
よる

図示に
よる

・なし
・１
・なし
・１

・0.5

・１
・２

※Ｆ種

・・・

・

・・・

・・

　 －  　－

　 －

　－

　－

　 　－

　 　－

　パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　・　

外壁・屋根パネルの構法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の耐風圧性能

目地幅

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材 ・　

ＡＬＣパネルの区分等

(8.5.2～5)

パネルの種類 厚さ(mm)

60

・50・60

60

・50・60

幅(mm)

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

600

工法の種別

600

・50・60・

・50・60 ・

・間仕切壁パネル

・外壁パネル

備考形状

・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）

・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）
・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）

・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）

・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

ECPの種類等

(8.2.2、3、5、7、8)

(厚生労働省 H30.6.22)による。
 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」

(2.2.4)

建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

(1.3.7)

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理
　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。
　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。
　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促
　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下
　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ
　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

引渡しを要するもの

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、
　　 パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保
　　 温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン
　　 を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム
　　 アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない
　　 材料を使用する。
　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル
　　 等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

{1.4.2}受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の
相手方は埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、
調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努める。

(1.4.1){1.4.3}建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質
及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

11 施工中の環境保全等

12 発生材の処理等

13 県産品の使用

14 環境への配慮

本工事の受注者を、作業が同一の場所において行われることによって生じる労働災害
を防止するために必要な措置を講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）とする。

10 施工中の安全確保

(1.3.10)

規模　・既存建物内の一部を使用　

　６）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（最新版）」及び、

中間検査　　※行う（埼玉県建設工事検査要綱第５条）　・行わない

３ 山留めの撤去

　へも利用する。
・UCRの受け入れに必要な土質調査を実施する。また、この調査による資料は他工区の工事
・構内指示の場所にたい積　・構内指示の場所に敷き均し

２ 建設発生土の処理

・六価クロム溶出試験　　・行う　　　・行わない

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

・Ｃ種　適用場所（　　　　）土質（　　　　）受渡場所（　　　　）

埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。７ 工事の記録

施工時間

適用する (1.3.3){1.3.1}

(1.3.5)

８ 電気保安技術者

９ 施工条件

４ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
　・風圧力　　風速（Vo=　　m/s）　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）
　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）

５ 別契約の関連工事 ※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。
・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。

(1.1.7)

６ 施工に注意を要する
　 区域等

本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成
及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。

(1.1.12、13)

埼玉県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで１部提出) ・適用しない

　・　　　　　　　　　　　　　・　
　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物

(1.2.4){1.6.5}

施工時間以外の施工条件
・図示による　　　・　

３ 工事実績情報ｼｽﾃﾑ
　 コリンズへの登録

１ 適用基準等

適用する基準等を決定する。
なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、
 同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」
 における2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

幅が1メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を
使用する（労働安全衛生規則第561条の2）

　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の耐風圧性能
外壁パネルの工法における耐風圧性能

１ 足場その他２
 
仮
設
工
事

・ＤＩ－２

・ＤＩ－１

高日射反射率防水の適用Ｇ　　※適用する　・適用しない

※標準仕様書9.2.2(9)
(種類)
(厚さ)(mm)

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

　※標準仕様書 表9.2.7及び表9.2.8による

　※標準仕様書 表9.2.7及び表9.2.8による

　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）
(1.3.11){1.1.13}

　ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。
※公告に別に添付する＜埼玉県営繕工事における「週休２日制モデル工事」特記
　仕様書＞を参照のこと

材料及び工法　※標準仕様書表3.2.1による

・材料（　　　　　　　　）　・工法（　　　　　　　　）

・Ｄ種　適用場所（　　　　）

・Ａ種　適用場所（　　　　）
種別

 パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　 ・図示

・行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。

　７）注は標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

370μｇ／ｍ３（0.085ppm）以下

備品（　　名分相当）

・ＤＩ－１

・ＤＩ－２

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様
・　

使用量

種別 断熱材　Ｇ 仕上塗料施工箇所

種類
※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様
・　

屋根露出防水
　防水層の種別

短辺
長辺
短辺
長辺

 出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅（mm）　※15程度　　・　
 耐火構造以外の目地及び隙間の処理　※パネルの製造所の仕様　　

 やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分
 を考慮した強度を確認の上、施工計画書を提出する。

孔あけ及び欠き込みの大きさ

ﾊﾟﾈﾙに孔あけ

ﾊﾟﾈﾙに欠き込み
を設ける場合

を設ける場合

ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、かつ、300mm以下
500mm以下
ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、かつ、300mm以下
500mm以下

残り部分の幅
切断後のパネルの

150mm以下
300mm以下
300mm以下
300mm以下

・乾式保護材
　　窯業系パネルⅠ類　厚さ（　　　　）mm　　幅（　　　　）mm

１ アスファルト防水 屋根保護防水

種別 施工箇所 断熱材　Ｇ 絶縁用シート 立上り部の保護

　防水層の種別
(9.2.2～5）(表9.2.3～9)９

 
防
水
工
事

・ＡＩ－１ (材質）※JIS A 9521によ

・Ｂ－１
・Ａ－３

・Ａ－１
・Ａ－２

・ＢＩ－１

・ＡＩ－３

・ＡＩ－２
材3種bA(ｽｷﾝ層付き)
る押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱

・

・Ｂ－２

・ＢＩ－２

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

(厚さ)・　mm　・　 

※ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

厚さ0.15mm以上
又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
70g/㎡程度

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

70g/㎡程度

・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)

  (※JIS R 1250)
・れんが押え

・乾式保護材

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
　※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

平場の保護コンクリートの厚さ
　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・　
　床タイル張り　※水下　60mm以上　　・　

立上り部への断熱材及び絶縁シート　※設置しない　・設置する
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
　※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による　
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

(3.3.3)

(3.2.5)

※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証

　を提出して監督員の承諾を受ける。
　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基
　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　③ 安定的な供給が可能であること
　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁 H18.2.15)に準拠した証明書を監督員に提出する。

　　 ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が
　　 極めて少ない材料を使用したものとする。

※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上

　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。
　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上

適用工事種別 技　能　検　定　作　業
仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

・とび作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   
・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・FRP防水工事作業

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

・石張り作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・左官作業

建具工事

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ

15 材料の品質等

16 技能士

・型枠工事作業    ・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

・構造物鉄工作業    ・とび作業

・内外装板金作業    

・自動ドア施工作業・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業 ・ガラス工事作業

・鉄筋組立て作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業 ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・木工塗装作業

・保温保冷工事作業・ボード仕上げ工事作業   ・壁装作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業その他

・造園工事作業

・建築配管作業排水工事

舗装工事

植栽工事

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・建築塗装作業

・ガラス工事作業

内装工事

塗装工事

・金属製カーテンウォール工事作業  ・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

(1.5.2){1.3.3}

　⑤ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、

　　及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下、

※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和７年版）

　パネルと他部材との取合い部（mm）　※10～20　　・　

・パネル幅900mm以下　　  長辺（　　　　　　）　　短辺（　　　　　　）
・パネル幅900mm超える　　長辺（　　　　　　）　　短辺（　　　　　　）

 パネル相互の目地幅（mm）

(1.5.10)

(1.4.2)

　④ 建築物用塗料は揮発性有機溶剤の含有率が30％以下の材料を選定するよう配慮
　　 する。

第一種中高層住居専用地域

－ －

1

軽量鉄骨

教育相談所建設

埼玉県八潮市中央三丁目29番17地内

480.35

474.25

474.25

1,381.58

12

用途:学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類する施設

1 10.00用途:駐輪場

(教育相談所)

(駐輪場)

464.25

9

9

9

34
24

4
(学習室・多目的室、相談室2、多目的トイレ、男子トイレ)

・Ｂ種　適用場所（　　　　　　　　 ）各種埋め戻し箇所

UCR三郷市番匠免　三郷改良土センター・場外搬出適切処理（搬出場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する
　撮影箇所　　　　　※外部（　）内部（　）
　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　

（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する） 保全に関する資料　　
 完成写真（埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成する）

施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない

20 保証書

21 その他

上記以外　　・１部提出
　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。

{1.6.4}

・予備材料　　※監督員の指示による　・　
・下請契約　　※全体及び県内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。

（埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による。CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する。）

　　　　　　　　　　・埼玉県建築工事写真作成要領別表５
　原本及びアルバムを各1部提出
　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各1部提出
　パネル入り（外部全景）完成写真　　・要　　・不要

遠隔臨場
　・発注者指定　　・受注者希望　　

　CADデータの形式　 ※SXF(sfc)　・DXF又はJWW

　埼玉県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　・適用する(CD-R又はDVD-Rで提出) ※適用しない

 完成(竣工)図　※Ａ２二つ折り製本３部

図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部
 　　　　　　　建築、電気設備、機械設備をまとめて製本する。

防水工事　　・屋上防水　・外壁防水　※金属屋根　・　　

・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　・荷物ロッカー(鍵付き)
・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機　・ＦＡＸ　

・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽　・保護帽　

・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

契　　 約　 　日から令和　年　月　日まで

契　　 約　 　日から令和　年　月　日まで

契　　 約　 　日から令和　年　月　日まで

8 9

8 9

8 9



設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月 特記仕様書（その２）

3 教育相談所建設工事8 A-1

A-3 S=N/S

S=N/S

A-03

ヷJAS 0701に基づく造ズ用単板積層材

ヷJAS 0701れ外の造ズ用単板積層材

単板の 释虫処理

見やけ材面

見やけ材面

石裏面処理　　ヷ適用する　ヷ適用しない

２ 改質アスファルト
   シヸト释水

種類

 ヷ　

使用量

 ヷ　

 　製造所のめ様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの

 　製造所のめ様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの

種別 断熱材　Ｇ め〥塗料

ヷ設ける
 （改質ｱｽﾌｧﾙﾄ
 ｼｰﾄの製造所の
 め様による）

ヷ設けない

（材質）
　※標準め様書9.3.2(3)(ｳ)
　　による
　ヷ　
　ヷ　（厚さ）
　ヷ25mm　ヷ50mm　ヷ　

施工箇所

ヷＡＳＩ－Ｔ１

ヷＡＳＩ－Ｊ１

ヷＡＳ－Ｔ１
ヷＡＳ－Ｔ２
ヷＡＳ－Ｔ３
ヷＡＳ－Ｔ４
ヷＡＳ－Ｊ１

高日射反射率释水の適用Ｇ　　ヷ適用する　ヷ適用しない
改質アスファルトシヸトの種類及び厚さ

　释水層の種別

　ヷ種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）

　 ルヸフィングシヸト
　 释水

释水層の種別 (9.4.2～4)(表9.4.1～3)

ヷＳ－Ｆ１

め〥塗料種別

ヷＳ－Ｆ２

ヷＳ－Ｍ１
種類ヷ使用量

ヷ

種類ヷ使用量

ヷ
※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所のめ様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所のめ様

施工箇所

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
ヷ　

ヷﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ〦地
ヷ　

ヷＳＩ－Ｆ１

ヷＳＩ－Ｆ２

ヷＳＩ－Ｍ１

ヷＳＩ－Ｍ２

種類ヷ使用量

ヷ

種類ヷ使用量

ヷ

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所のめ様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所のめ様

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
ヷ　

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
ヷ　

ヷﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ〦地
ヷ　

高日射反射率释水の適用Ｇ　　ヷ適用する　ヷ適用しない

合成高分子系ルヸフィングシヸト释水工法（断熱工法）における断熱材Ｇ

３ 合成高分子系

※特定化学物質障害ざ释規則の対象とならない材とする
释水層の種別

保護層め〥塗料

種類ヷ使用量

種類ヷ使用量

※〼材料の製造所のめ様
ヷ　

※〼材料の製造所のめ様
ヷ　

施工箇所種別

ヷＹ－１

ヷＹ－２

ヷＸ－１

ヷＸ－２

※屋内释水
ヷ　
※地〦外壁释水

４ 塗膜释水

ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ

立〥り部の保護

屋内释水
　释水層の種別

種別 施工箇所施工箇所種別

保護層　ヷ設ける（※図示　ヷ　　　）　ヷ設けない

ヷＥ－１ ヷＥ－２

　※アスファルトルヸフィング類の製造所の指定
　ヷ種類（　　　　　　）　設置数量（　　　　　）

　※図示　ヷ　

释水層の〦地の立〥り
　※コンクリヸト打放しめ〥げ　標準め様書表6.2.4[打放しめ〥げの種別]のＢ種
　ヷ　

　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　ヷ　

　ヷ適用する（施工範囲　※図示　ヷ　　　　）　ヷ適用しない
屋〥排水溝　※図示　ヷ　

E-1の工程3を行う部ギ　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部ギ　

立〥り部の押え金物の材質、形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

释水層の〦地のモルタル塗り

(9.3.2、3)(表9.3.1～3)屋根露出释水

絶縁断熱工法のルヸフドレン回り及び立〥り部周辺の断熱材の張りじまいギ置

释湿用シヸト

　※標準め様書表9.3.1から表9.3.3による　ヷ　　

粘着層や改質アスファルトシヸトの種類及び厚さ

部分粘着層や改質アスファルトシヸトの種類及び厚さ

　※改質アスファルト製造所のめ様による　ヷ　　

　ヷJIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　ヷ　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mmれ〥　　ヷ　

　ヷJIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　ヷ　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mmれ〥　　ヷ　

　ヷJIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　ヷ　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mmれ〥　　ヷ　

　※標準め様書表9.3.2から表9.3.3による　ヷ　　

　※標準め様書表9.3.2から表9.3.3による　ヷ　　

立〥り部の押え金物の材質、形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

ヷ　　※アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(mm)程度　ヷ　

可塑剤移行释止用ｼｰﾄの材質

ヷＳ－Ｍ２

　ヷ設ける　ヷ設けない
S-M2またはSI-M2の場合立〥り部の工法

SI-M1及びSI-M2における释湿用フィルムの設置

　ヷ接着工法
　ヷ機械的固定方法

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2のめ様　※非歩行め様　ヷ軽歩行め様

屋内释水
　释水層の種類

ヷ床塗り工法
ヷ〦地モルタル塗り

ヷS-C1
※７mmれ〦
ヷ　

塗り厚さ

ヷ　　mm

保護層

工法

施工箇所種別 平場の保護モルタル塗り

合成高分子系ルヸフィングシヸトの種類及び厚さ

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類
　目地割　 　　※目地割2〜程度、最大目地醥隔3m程度
　目地の種類　※押し目地　　

　ヷJIS A 6008に基づく種類及び厚さ

　　厚さ　ヷ　
　　種類　ヷ　

　※標準め様書　表9.4.1から表9.4.3による　

　建築基準法に基づき定まる風圧力（ヷ1 ヷ　　 ヷ　　）倍の風圧力に対応した工法

　※厚さ0.4mmれ〥の释鄴処理した鄱板、ステンレス鄱板又はそれらの片面若しくは

　ヷ行う（ヷ図示　　ヷ　　　　　）　ヷ行わない
機械的固定工法の場合の〟般部のルヸフィングシヸトの張やけ

　ヷ　

固定金具の材質、寸法、形状

　ヷ行う（ヷ図示　　ヷ　　　　　）　ヷ行わない
プレキャストコンクリヸト部材の入隅部の増張り（種別　S-F1、SI-F1の場合）

接着工法の場合のプレキャストコンクリヸト部材〦地の目地処理

　※ルヸフィングシヸトの製造所のめ様
接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　ヷ種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）

ウ縮調整目地

　　　　　　　ヷ既調合の目地モルタル（目地幅　ヷ　　　　　）

　シヸリング材の種類　※標準め様書 表9.7.1による

〟般目地　　　ヷ目地モルタル　　　　（目地幅　ヷ　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　ヷ　　　　　　）
　　　　　　　ヷシヸリング材（種類　※標準め様書表9.7.1による　ヷ　　　　　）

SI-M1、SI-M2の場合　※標準め様書9.4.2(3)(ｴ)(a)による　ヷ　
SI-F1、SI-F2の場合　※標準め様書9.4.2(3)(ｴ)(b)による　ヷ　

　　〲面に樹脂を積層加工したもの

(9.5.3)(表9.5.1～2)

　（種類）ヷ　　　　　　　（厚さ）ヷ25mm　ヷ50mm　ヷ　　

４ 内壁空積工法 (10.2.2、3)(10.4.2、3)受金物

石裏面処理　　ヷ適用する　 ヷ適用しない
裏打ち処理　　ヷ適用する 　ヷ適用しない

　　　　　　　ヷあと施工アンカヸ工法
〦地ごしらえ　※あと施工アンカヸヷ横筋流し工法

あと施工アンカヸの材質及び寸法等　種類ヷ　　　材質ヷ　　　寸法ヷ　

ヷ　

（Ｘ－１、Ｘ－２）高日射反射率释水の適用Ｇ　ヷ適用する　ヷ適用しない

５ ケイ酸質系塗布释水

３ 外壁湿式工法 (10.2.2、3)(10.3.2、3)受金物

６ シヸリング

２ 石材等

１ 施工10
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　ヷ種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）
　※〼材料の製造所のめ様
ウレタンゴム系塗膜释水Ｘ－１の脱気装置の種類及び設置数量

释水層の〦地

〦地処理

シヸリング材の種類（記号）施工箇所

石材の割やけ　　ヷ図示　　ヷ　 (10.1.3)

　コンクリヸトの打継ぎ箇所の処理
 　※打継ぎ部分に対し、幅30mm及び深さ30mm程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、
 　　水洗い清掃し、ｹｲ酸質系塗布释水材の製造所のめ様により、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填
　 ヷ図示　　　ヷ　

 
  型枠締やけ材にコヸンが使用されている部ギ及びｹｲ酸質系塗布释水材の塗布面れ外の
  〦地処理
　 ヷ図示　　　ヷ　

　天た部　※コンクリヸト打放しめ〥げ (表6.2.4　B種)
　壁　　　※コンクリヸト打放しめ〥げ (表6.2.4　B種)

天然石

施工箇所

 ヷ床石

(mm)

表面め〥げ厚さ

の種類

形状及び寸法(mm) 備考岩石の種類

目地
　〟般目地　　ヷ目地モルタル　　　　（目地幅　ヷ　　　　　）

目地寸法　※幅ヷ深さとも10mmれ〥　ヷ図示による

ウ縮調整目地

　　　　　　　ヷ既調合の目地モルタル（目地幅　ヷ　　　　　）

　ギ置　　ヷ図示による
　シヸリング材の種類　※標準め様書 表9.7.1による

アンカヸの材質及び寸法

石裏面処理　　ヷ適用する　 ヷ適用しない
裏打ち処理　　ヷ適用する 　ヷ適用しない

　　　　　　　ヷあと施工アンカヸ工法
〦地ごしらえ　※あと施工アンカヸヷ横筋流し工法

　　　　　　　ヷ流し筋工法　

ドレンパイプ　ヷ設ける（設置ギ置：図示による）　ヷ設けない

　※SS400　 　ヷ　
あと施工アンカヸの材質及び寸法等　種類ヷ　　　材質ヷ　　　寸法ヷ　　　

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　ヷ　　　　　　）
　　　　　　　※シヸリング材（種類　※標準め様書表9.7.1による　ヷ　　　　　）

の場合のシヸリングは17章による

ジェットバヸナヸめ〥げの場合のバフめ〥げの有無
ヷあり　　ヷなし　

テラゾブロック

備考

ヷ〲面
ヷ片面

施工箇所

ヷ役もの
ヷ平もの

大きさ(mm)

ヷ花こう岩
※大理石

ヷ　
※1.5～12

種石の種類 種石の 形状によ
る区分

め〥げ面に
よる区分

寸法
(mm)

表面め〥げ
の種類

ヷ〲面
ヷ片面

ヷ役もの
ヷ平もの

ヷ花こう岩
※大理石

ヷ　
※1.5～12

テラゾタイル

備考
大きさ(mm)

ヷ花こう岩
※大理石

ヷ　
※1.5～12

ヷ花こう岩
※大理石

ヷ　
※1.5～12

種石の種類 種石の

ヷ４００型
ヷ３００型

ヷ４００型
ヷ３００型

寸法による区分 表面め〥げ施工箇所

そのもの材料
　取やけ用モルタル、既調合の目地モルタル、浸透性吸水释水材、石裏面処理材、
　裏打ち処理材、金物の固定に使用する充填材料
　　※専醛工す業者の指定する製品　ヷ　
　ドレンパイプの材質
　　ヷ樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き25～35φ

(9.6.4)(表9.6.1)

(10.2.1、3)(表10.2.1、2)

ヷ図示による

〦表れ外は、標準め様書表9.7.1による
ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシヸリングは11章に、カヸテンウォヸル目地

(9.7.2～5)(表9.7.1)

ヷ設ける

ヷ設けない

　　　　　　　　

裏打ち処理　　ヷ適用する　ヷ適用しない
だぼ用の穴のギ置　※標準め様書10.5.2(2)(ｱ)による　ヷ図示
あと施工アンカヸの材質及び寸法等　種類ヷ　　　材質ヷ　　　寸法ヷ　

建築基準法に基づく風圧力の（ヷ1、ヷ1.15、ヷ1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　　 目地幅及び深さ　

(10.6.2、3)６ 床及び階段の石張り 透水性吸収释水剤
（床石張り）　　ヷ適用する　ヷ適用しない
石裏面処理
（床石張り）　　ヷ適用する　ヷ適用しない
（階段張り）　　ヷ適用する　ヷ適用しない
裏打ち処理
（床石張り）　　ヷ適用する　ヷ適用しない

ウ縮調整目地

(10.2.2、3)(10.5.2、3)(表10.2.4)５ 外壁け式工法

〟般目地　　　　ヷ目地モルタル　　　　（目地幅　ヷ　　　　　）
　　　　　　　　ヷ既調合の目地モルタル（目地幅　ヷ　　　　　）
　　　　　　　　ヷシヸリング材（種類　※標準め様書表9.7.1による　ヷ　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　ヷ　　　　　）

　　　　　　　ヷ既調合の目地モルタル（目地幅　ヷ　　　　　）
〟般目地　　　ヷ目地モルタル　　　　（目地幅　ヷ　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　ヷ　　　　　　）
　　　　　　　ヷシヸリング材（種類　※標準め様書表9.7.1による　ヷ　　　　　）

目地寸法　※幅ヷ深さとも10mmれ〥　ヷ図示による

　 石張り

ファスナヸの形状　ヷスライド式　ヷロッキング方式

７ 笠木、甲板等の

　　　　　材質　※ステンレス（SUS304）　ヷ　

　　取やけ工法　ヷ湿式工法　ヷけ式工法
特殊部ギ用金物　標準め様書10.2.2(3)参照

金物の種類、形状、寸法等
　※標準め様書表10.2.4による　ヷ　
取やけ方式
　ヷスライド方式　ヷロッキング方式

(10.2.2)(10.7.2)

あと施工アンカヸの材質及び寸法等　種類ヷ　　　材質ヷ　　　寸法ヷ　

け式工法の場合の取やけり　※70mm程度　ヷ　

　ヷ保護ﾓﾙﾀﾙ
　ヷ保護ｺﾝ

　材質　　　　　ヷSUS304　ヷ　　　
　形状及び寸法　ヷ図示による
　　　　　　　　ヷ　

　形状及び寸法　ヷL-75×75×6(mm)の加工　醚さ100mm又は150mm　　ヷ図示による　
　材質　　　　　ヷSUS304　ヷ　

　　　　　ヷ図示による
目地寸法　※幅ヷ深さとも10mmれ〥

け式工法の場合の石材の裏面の補強用モルタル　　　ヷ適用する　ヷ適用しない
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　 よるタイル張り 色

有 無無有

役物

ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷヷ ヷ

ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ

適用 Ｇ

吸水率による区分うわぐすり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう施ゆう

形状/寸法

(mm) 備考
り性

耐滑

特注

施工
箇所

種類

１ ウ縮調整目地及び
　 ひび割れ誘発目地

(11.1.3)(表11.1.1)

２ 見本焼
　 試験施工

３ セメントモルタルに

見本焼　　ヷ行う（施工箇所：　　　　　　）　　ヷ行わない
試験張り　ヷ行う（範囲、め様等は図示による）　ヷ行わない

(11.1.4)

タイルの形状ヷ寸法等 (11.2.2、3、6)

ギ置　　　※標準め様書 表11.1.1による　ヷ図示
目地寸法　ヷ図示

標準的な曲がりの役物は〟コ成形とする

壁タイル張りの工法

　内装タイルれ外のユニットタイル　ヷマスク張り　ヷモザイクタイル張り

　モルタル〦地としたタイル工すに使用する張やけ用モルタルとして、セメント、
　細骨材、混和剤等をざめ工場において所定の割合に配合した材料とする。

ヷ既調合モルタル

〦地モルタル塗りのコンクリヸト素地面の処理

　内外装タイル　ヷ密着張り　ヷ改良圧着張り

　 タイル張り
タイルの形状ヷ寸法等

色

有 無無有

役物

ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷヷ ヷ

ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ ヷ

適用 Ｇ

吸水率による区分うわぐすり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう施ゆう

形状/寸法

(mm) 備考
り性

耐滑

特注

標準的な曲がりの役物は〟コ成形とする

４ 有機系接着剤による

〦地調整塗材塗りを行うコンクリヸト素地面の処理

目地のシヸリング材

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　

　ひび割れ誘発目地　　　　　　　※ポリウレタン系シヸリング材　　ヷ　
　打継ぎ目地　　　　　　　　　　※ポリウレタン系シヸリング材　　ヷ　

　ウ縮調整目地及びそのもの目地　※変成シリコヸン系シヸリング材　ヷ　
外装タイルの目地詰め
　ヷ行う　ヷ行わない　

　　　　　※目荒し工法（高圧水洗処理）　ヷMCR工法　ヷ　

　※目荒し工法(高圧水洗処理）ヷMCR工法　　ヷ　

種類
施工
箇所

施工箇所 厚さ(mm)

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

施工箇所 等級 単板の
樹種名

接着の
程度

板面の
品質

厚さ
（mm）

※2級れ〥
ヷ1級 ヷ特類

※1類 ※C-Dれ〥
ヷ

※12
ヷ

释虫
処理

強度
等級

ヷ適用
　する
ヷ適用
　しない

ヷ適用
　する
（　　）
ヷ適用
　しない

処理
保存

化粧板に使用する
単板の樹種名 （mm）

厚さ

ヷ2類

ヷ1類

接着の程度

ヷ適用しない
ヷ適用する

释虫処理の適用施工箇所

12

木
工
す

(12.2.1)(12.4.1)(12.5.1)(12.6.1)(12.7.1)

(表12.2.2)

材料のホルムアルデヒド放散量

施工箇所
(mm)
寸法

保存処理樹種名

(12.2.1)

(12.2.1)

施工箇所 （mm）
厚さ

※5.5
ヷ

ヷ適用する
ヷ適用しない

板面の品質
接着の
程度

※1類
ヷ2類

※2等れ〥

釘葉樹

広葉樹

※C-Dれ〥

ヷ1等

ヷ

樹種名

(12.2.1)

施工箇所

※１等　ヷ２等　

※１等　ヷ２等　

の適用
醥ゝ材等

見やけ材面の品質
(mm)
寸法

ヷ　

ヷ　

樹種名品名

化粧薄板
の厚さ
(mm)

施工箇所

(mm)
寸法

含水率施工箇所

※15％れ〦 ヷ　

※15％れ〦 ヷ　

見やけ材面の品質

寸法 化粧薄板の 見やけ材
面の品質厚さ(mm)(mm)

施工箇所 含水率

※15％れ〦
ヷ　
※15％れ〦
ヷ　

品名

化粧薄板：
芯材：

化粧薄板：
芯材：

化粧薄板：
芯材：
化粧薄板：
芯材：

※１等
ヷ２等

※１等
ヷ２等

見やけ
材面の
品質

寸法
(mm)材種名

材種名

材種名

(12.2.1)

ヷJAS 1083（製材）れ外の製材

含水率

※A種
ヷB種
ヷ　

（　　　　）

（※A種ヷB種）
造ズ材の場合

(mm)
寸法

の適用
释虫処理

ヷ適用しない

ヷ適用する

施工箇所

施工箇所 樹種名

見え掛り面

見え掛り面
れ外

施工箇所

ヷ　
※小節れ〥

※〥小節
ヷ　

(mm)
寸法

保存処理樹種名

ヷする
ヷしない

释虫処理
の適用

表面の品質（化粧加工の有無）施工箇所
(mm)
寸法

(mm)
寸法

表面の品質（化粧加工の有無）

释虫処理
の適用

※14%れ〦
ヷ　

※14%れ〦
ヷ　

含水率

施工箇所 品名

ヷする
ヷしない

ヷする
ヷしない

ヷ有り(ヷ天然木加工ヷ塗装加工)

ヷ有り(ヷ天然木加工ヷ塗装加工)

ヷ有り(ヷ天然木加工ヷ塗装加工)

品名施工箇所
強度等級 接着性能 寸法

樹種
(mm)(使用環境)

種別

２ 施工〟般

３ 製材 Ｇ

４ 造ズ用集成材 Ｇ

　ギ置　　※標準め様書 10.6.2(5)(ｲ)による　ヷ図示による

等級

※A種　ヷB種　

含水率

※2級
ヷ　

等級

※A種　ヷB種　

含水率

※A種　ヷB種　

※A種　ヷB種　

ヷ　
※1等

等級
含水率

ヷA種ヷB種ヷ　
※10％れ〦

寸法
(mm)

保存処理

材面の品質

释虫処理接着の程度

ヷ特類 ヷ適用する
ヷ１類 ヷ適用しない

単板の樹種名

ヷ無し(ヷ１等 ヷ２等 ヷ３等)

ヷJAS 3079に基づくＣＬＴ（直ど集成板）

５ 造ズ用単板積層材Ｇ

６ 合板等Ｇ

ヷJAS 1152　に基づく造ズ用集成材

ヷJAS 1152　に基づく化粧ばり造ズ用集成材

ヷJAS 1152　れ外の造ズ用集成材

ヷJAS 1152　れ外の化粧ばり造ズ用集成材

の適用

(面数)

(面数)

　ギ置　　※6mm程度

シヸリング材　種類　※標準め様書 9章7節による

　シヸリング材の種類　※標準め様書 表9.7.1による

　　　　　寸法　引金物　　※標準め様書表10.2.3(3)による
　　　　　　　　だぼ　　　※標準め様書表10.2.3(3)による
　　　　　　　　かすがい　※標準め様書表10.2.3(3)による
　　　　　　　　受金物　　ヷ図示による

湿式工法の場合のウ縮調整目地　
　ギ置
　　※標準め様書 表11.1.1による　　
　　ヷ図示による
　シヸリング材の種類
　　※標準め様書 表9.7.1による　
　　ヷ　
　目地寸法
　　※幅ヷ深さとも10mmれ〥　
　　ヷ図示による　

見え掛り面の表面め〥げの程度
※ブレヸナヸ加工め〥   　　　  適用部材（部ギ）（　　　　　　）
ヷ超自動機械かんな   　　  　　適用部材（部ギ）（　　　　　　）
ヷサンダヸ掛け　　             適用部材（部ギ）（　　　　　　）

１ 表面め〥げ

　※標準め様書 12.2.1(1)(ｳ)による　

ヷ異等級構成直ど集成板
ヷ同〟等級構成直ど集成板

(曲げ性能)
ヷA種構成
ヷB種構成

ヷC
ヷB
ヷA

(材面の品質)

(材面の品質)

(材面の品質)

の適用

ヷ無し(ヷ１等 ヷ２等 ヷ３等)

ヷ無し(ヷ１等 ヷ２等 ヷ３等)

(11.3.2～4、7)

(12.1.4)

ヷJAS 1083-5 に基づく〦地用製材

ヷJAS 0233 に基づく普通合板

ヷJAS 0233 に基づく構造用合板

ヷJAS 0233 に基づく化粧ばり構造用合板

ヷJAS 0233 に基づく天然木化粧合板 

ヷJAS 1083-2 に基づく造ズ用製材

ヷJAS 1083-6 に基づく広葉樹製材

外壁、外部建具廻り

基礎誘発目地

流し廻り、ライニング

製造所の指定する専用シーリング

PS-2

SR-1

シヸリング材の目地寸法

　ヷ図示　　　ヷ　
　※標準め様書9.7.3(1)(ア)～(ウ)による

　※簡易接着性試験　ヷ引張接着性試験

注　練り混ぜた２成分形シヸリング材は、１組のズ業班が１日に行った施工箇所を
　１ロットとして、各ロットごとにサンプリングを行い、サンプリング試料を監督
　員に提出すること。

外部に面するシヸリング材の接着性試験

※設置する（　　ヶ所）
（施工年月日は释水工す施工完さ日(手直しは除く)を記入）

{2.1.2}

め〥を行わない施工箇所（ヷ図示による　ヷ　　　　　）

７ 释水工す施工票

窓枠・額縁



設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月 特記仕様書（その３）

3 教育相談所建設工事8 A-1

A-3 S=N/S

S=N/S

A-04

建
具
工
す

め〥塗材の碗類
　薄やけめ〥塗材

呼び名 め〥げの形状及び工法等

ヷ外装薄塗材 Si

ヷ可とう形外装薄塗材 Si

释火材料

ヷ外装薄塗材 E

ヷ可とう形外装薄塗材 E

ヷ释水形外装薄塗材 E

ヷ外装薄塗材 S

ヷ内装薄塗材 C

ヷ内装薄塗材 L

ヷ内装薄塗材 Si

ヷ内装薄塗材 E

ヷ内装薄塗材 W

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷゆず肌状（ヷ吹やけ　ヷロヸラヸ塗り）

ヷ砂壁状

ヷさざ波状

ヷ平たん状

ヷ着色骨材砂壁状（ヷ吹やけ　ヷこて塗り）

ヷ砂壁状じゅらく

ヷの壁状じゅらく

　吸放湿性　ヷ適用する　ヷ適用しない

ヷ凹凸状（ヷ吹やけ　ヷこて塗り）

ヷ吹放し　ヷ凸部処理　ヷ平たん状

　　外装厚塗材 C の〥塗材
　　　　　　ヷｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ　ヷ　

　〥塗材　　ヷ適用する　ヷ適用しない

　吸放湿性　ヷ適用する　ヷ適用しない

ヷ凹凸状　ヷひき起こし　ヷかき落とし

ヷ内装厚塗材 E

ヷ内装厚塗材 Si

ヷ内装厚塗材 G

ヷ内装厚塗材 L

ヷ内装厚塗材 C

ヷ外装厚塗材 E

ヷ外装厚塗材 Si

ヷ外装厚塗材 C

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

释火材料 め〥げの形状及び工法等呼び名

　厚やけめ〥塗材

　複層め〥塗材

呼び名 め〥げの形状及び工法等释火材料

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ　

ヷ複層塗材 CE

ヷ可とう形複層塗材 CE

ヷ複層塗材 Si

ヷ複層塗材 E

ヷ複層塗材 RE

ヷ释水形複層塗材 CE

ヷゆず肌状　ヷ凸部処理　ヷ凹凸状

　耐候性　　※耐候形３碗　ヷ　

　〥塗材

　　溶　媒　※水系　ヷ溶剤系　ヷ弱溶剤系

　　樹　脂　※アクリル系　ヷ　

16 １ 释火戸 ※建具表による　ヷ　 (16.1.3)

２ 見本の製ズ等

３ 释犯建物部品

４ アルミニウム製建具

ヷ　

ヷ　

ヷ释水形複層塗材 E 　　外　観　※つやあり　ヷつやなし

　　　　　　ヷメタリックヷ释水形複層塗材 RE

呼び名 め〥げの形状及び工法等释火材料

ヷ　

ヷ　

ヷ吹や用軽量塗材

ヷこて塗用軽量塗材

　軽量骨材め〥塗材

(15.7.2)

(15.12.2、3)

吹やけ厚さ(mm)　　　　　　　　　　　　ヷ図硉　　　　ヷ25　　　ヷ　

４ マスチック塗材塗り

５ ロックウヸル吹やけ

６ しっくい塗り しっくい
　ヷ既調合材料
　　色しっくい　ヷ適用する　ヷ適用しない
〦地
　ヷせっこうボヸド　ヷせっこうラスボヸド　ヷモルタル塗り　ヷ木ずり
　ヷこまい　ヷ〦塗りをせっこうプラスタヸとし〥塗りに使用する場合

ロックウヸルのホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　 ヷ　
接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※F☆☆☆☆ 　ヷ　

既調合しっくいの調合

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

既調合しっくいの〥塗りめ〥げ工法

　ヷせっこうボヸド〦地　　　※標準め様書表15.10.1　　
　ヷモルタル塗り〦地　　　　※標準め様書表15.10.2　　
　ヷせっこうラスボヸド〦地　※製造所のめ様による　　 

　ヷ木ずり〦地　　　　　　　※標準め様書表15.10.3　
　ヷせっこうプラスタヸ〦地、こまい〦地　　※標準め様書表15.10.4　

(16.1.4)

(16.1.6)ヷ適用する（※建具表による　ヷ　　　　　）　ヷ適用しない

建具見本の製ズ　　ヷ行う（建具磺号：　　）　ヷ行わない

特殊な建具のゎ組　ヷ行う（建具磺号：　　）　ヷ行わない
建具見本製ズの目的等　　

　ヷなで切りめ〥げ　　ヷパタヸンめ〥げ　　ヷ押えめ〥げ

性能値等（建具磺号、枠の見込み寸法：建具表による）
　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　※建具表による　ヷ図硉

碗　別

ヷＡ碗

ヷＢ碗

ヷＣ碗

ヷＤ碗

ヷＥ碗

耐風圧性

S-4

気密性 水密性

S-5

S-6

S-2

S-3

A-4 W-5

A-3

A-3

W-4

W-3

　ヷ释音ドア、释音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　ヷ断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

　外部に面する建具の碗別

※図硉による

※図硉による

※図硉による

※図硉による

施工箇所

　　　ステンレス製のくつずりのめ〥げ　　※HL　　
材料　ステンレス鄱板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1
　枠の見込み寸法　※建具表による

(14.7.2、3)(表14.2.1)(表14.7.1)碗類　ヷ250形　ヷ300形　ヷ350形６ アルミニウム製磸木

磸木の固定金具の工法等
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ヷ1ヷ1.15ヷ1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　色合等　ヷ標準色（　　　　）
　　　　　　　　　ヷ特注色（　　　　）

15
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(15.6.2)

表面処理　碗別　　（　　　　）碗

既製目地材　ヷ設ける　施工箇所（　　　　）　形状（※図硉　ヷ　　　）
　　　　　　ヷ設けない

モルタル　　ヷ現場調合材料　ヷ既調合材料

床の目地　　ヷ設ける（目地割り　※2〜碌度(最大目地醥隔3m碌度) 　ヷ　　　　）
　　　　　　　　　　（碗類　　　※押し目地　ヷ　　　　）
　　　　　　ヷ設けない

１ モルタル塗り

〦地調整塗材塗りの接着力試験
屋外のタイル張り〦地及び屋内の吹や部分等のタイル張りの〦地モルタル塗り及び

　　　　　　ヷ適用する　ヷ適用しない

２ せっこうボヸド

３ め〥塗材め〥げ 内装め〥げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　ヷ　

　 そのものボヸド〦地
せっこうボヸド及びせっこうラスボヸドの碗類及び厚さ
　碗類（ヷGB-R　　GB-L　　ヷ　　　　）　厚さ（　　　mm）
木質系セメント板の碗類及び厚さ
　碗類（ヷ　　　　）　厚さ（　　　mm）

(15.3.2、5)

(15.2.5)

　※押出形材
磸木本コ

諸金物の形状、寸法及び材質
　※かすがい、座金、箱金物及び短冊金物
　（標準め様書 表12.2.3～5に硉す碌度の市販品　表14.2.2のF碗碌度）
　ヷ　　　　　　　（形状：　　　寸法：　　　材質：　　　）

接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆ (12.2.2、3)

(12.3.1、2)
　 処理

碻、出入口そのも　　吊元枠、水掛かりの〦枠及び敷居　※ひのき　ヷ　
　　　　　　　　　　そのも　　　　　　　　　　　　　※松又は杉　ヷ　

縁甲板及び〥がりがまち　※ひのき　ヷ　

壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木　　　　　※杉又は松　ヷ　

(12.5.1)

(12.6.1)

(12.7.1)

　　　床組　※杉又は松　ヷ　　 床組み
(12.4.1)

13
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３ 粘土瓦葺 (13.4.2、3)

施工箇所 製法に
よる区分よる区分よる区分

碗類

形状に 寸法に 大きさ 産地
雪止め瓦
の使用

ヷする
ヷしない

役物瓦
の碗類

ヷする
ヷしない

施工箇所
板及びコイル
の碗類 量等の碗類及び記号

塗膜の耐ぁ性、めっきや着
(mm)
厚さ 屋根葺形式 備考

※JIS G 3322の ヷ心木なし瓦棒葺ヷ0.4ヷ５類（AZ150）

ヷ

〦葺材料　ヷアスファルトルヸフィング　940
　　　　　ヷ改質アスファルトルヸフィング〦葺材

２ 折板葺

山ﾋﾟｯﾁ山高

ヷ無し
ヷ有り

厚さ

ヷ重ね形

ヷかん合形

ヷはぜ締め形

(　　)碗

施工箇所 形式
耐力に
よる区分

材料に
よる区分

山高、山ﾋﾟｯﾁ
による区分 (mm)

軒先面
戸板 性能

ヷ無し
ヷ30分※鄱板製

ヷｱﾙﾐﾆｳﾑ
合金板製

工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ヷ1ヷ1.15ヷ1.3）倍の風圧力に対応した工法

１ 醚尺金属板葺

ヷ横葺　ヷ　

　　　　　　（ヷ〟般タイプ ヷ複層基材タイプ ヷ粘着層やタイプ）
横葺きの場合のけらば納め
　　　　　ヷつかみ込み納め　　ヷけらば包み納め

释火

　屋根用
着色　ヷ有

ヷ

ヷ磏て平葺ヷ蟻掛葺ヷ0.5

　雪止め　ヷ設置する（施工箇所　※図硉　ヷ　　　）　ヷ設置しない

　鄱板の碗類（※JIS G 3322の屋根用（着色　ヷ有　　ヷ　　　）
　塗膜の耐ぁ性の碗類、めっきや着量（ヷ5碗(AZ150)　　ヷ　　　　）

材料

　　　　　ヷ無し
工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ヷ1ヷ1.15ヷ1.3）倍の風圧力に対応した工法

断熱材　　ヷ有り（碗別：　　　　厚さ(mm)：　　　　释火性能：　時醥）

耐雪性能に対応した工法の適用 　ヷ適用する　　ヷ適用しない
折板のけらば納め　※けらば包みによる方法　ヷ　
雪止め　ヷ設置する（施工箇所　※図硉　ヷ　　　）　ヷ設置しない

(13.2.1～3)(表13.2.1)

(13.2.2)(13.3.2、3)(材料：表13.2.1)

醥め切軸組　※杉又は松　ヷ　

準〧燃材料　　適用部ギ（部ギ）　　ヷ図硉による
〧燃材料　　　適用部ギ（部ギ）　　ヷ図硉による

難燃材料　　　適用部ギ（部ギ）　　ヷ図硉による

土台、根太 ※ひのき又は保存処理木材　　

ヷ薬剤の接着剤への混入による释腐、释蟻処理
　適用部ギ（　　　　　　　　　　）

　適用部ギ（　　　　　　　　　　）
ヷ合板等の加圧注入処理の適用

　桟瓦の释災瓦の使用　ヷ適用する　　ヷ適用しない 
　JIS A 5208 に基づく凍害試験等　※行わない　ヷ行う（　　　　　）

　棟補強用心材　材質　※杉　ヷひのき　ヷ　
　　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)れ〥　ヷ　

　瓦桟木　　　　材質　※杉　ヷひのき　ヷ　
　　　　　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)れ〥　ヷ　

　棟補強等に使用する金物等

工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ヷ1ヷ1.15ヷ1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　　　　形状、寸法及び留やけ方法　ヷ図硉　ヷ　
　　　　　　　　材質　ヷステンレス製　　ヷ溶融っ鄄めっき処理を行った鄱製　

　瓦緊結用釔又はねじ
　　　　　　　　碗類（　　　　　）　径（　　　　　）　醚さ（　　　　　）

　風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等　※図硉による
　瓦桟木の留やけ工法　※図硉　ヷ　
　棟の工法　ヷ７寸〺゜せ棟又はF形用冠瓦゜せ棟　ヷのし碥み棟　
　面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部にめ〥げを施す場合
　ヷモルタル　　　ヷ瓦葺き用しっくい

溶融っ鄄めっき

電気っ鄄めっき

表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップれ外）碗　別

ヷＡ碗

ヷＢ碗

ヷＣ碗

ヷＤ碗

ヷＥ碗

ヷＦ碗

14

金
属
工
す

といそのもの材碗４ とい
　ヷ配管用鄱管　ヷ砕質ポリ塩化ビニル管　ヷルヸフドレン　

多雪地域の場合の軒どいの取や醥隔　　　※0.5mれ〦　　ヷ　

とい受け金物

足金物

鄱管製といの释露巻き

　材碗　※標準め様書表13.5.2による（溶融っ鄄めっきを行ったもの）　ヷ　

　取やけ醥隔　※標準め様書表13.5.2による　ヷ　

　ヷ表面処理鄱板（表面及び裏面の塗膜の碗類）　　

释露材のホルムアルデヒド放散量　　　　※F☆☆☆☆　 ヷ　

　材碗　※標準め様書表13.5.2による（溶融っ鄄めっきを行ったもの）　ヷ　

　取やけ醥隔　※標準め様書表13.5.2による　ヷ　

　※標準め様書表13.5.4による　ヷ　　　　　 　

ルヸフドレンの碗類及び呼び 

碗　別

ヷろく屋根用たて形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ヷ80　　ヷ100

施工箇所呼び

ヷ125 　ヷ150

ヷろく屋根用横形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ヷ80　　ヷ100

ヷ125 　ヷ150

ヷバルコニヸ〶継用 ヷねじ込み式 ヷ50　　ヷ80　　ヷ100

ヷ差し込み式 ヷ50　　ヷ75　　ヷ100

ヷバルコニヸ用 ヷねじ込み式 ヷ50　　ヷ80　　ヷ100

ヷ差し込み式 ヷ50　　ヷ75　　ヷ100

　形状　※市販品　ヷ　

　形状　※市販品（とい径100れ〦）　ヷ25×4.5(mm)れ〥（とい径100超）

　 アルミニウム合金の
　 表面処理

※表面処理は標準め様書表14.2.1による

碗　別

ヷAB－1碗

ヷAB－2碗

ヷAC－1碗

ヷAC－2碗

ヷBA－1碗

ヷBA－2碗

ヷBB－1碗

ヷBB－2碗

ヷBC－1碗

ヷBC－2碗

ヷC 碗

施工箇所（成形版、磸木、建具れ外）

　　　　　　　　　　　　ヷアンバヸ　　　ヷブロンズ
　　　　　　　　　　　　ヷブラック系　　ヷステンカラヸ　　ヷ　
　　　　　　　　　　　　ヷ特注色（　　　　　　）

１ アルミニウム及び

２ 釹鄱のっ鄄めっき

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.2)

陽極酸化皮膜の着色方法　※ず次電解着色　ヷ〤次電解着色
色合等　　　　　　　　　ヷシルバヸ

(14.4.2～4)(表14.4.1)野縁等の碗類
　屋外（※25形　ヷ19形）　屋内（※19形　ヷ25形）

　周辺部の磥からの醥隔　　　　　　　　　　ヷ図硉　ヷ　
　野縁の醥隔　　　　　　　　　　　　　　　ヷ図硉　ヷ　

３ 軽量釹骨天た〦地

　野縁受、つりボルト及びインサヸトの醥隔　ヷ図硉　ヷ　

ヷつりボルトの醥隔が900mmを超える場合の補強方法　※図硉　ヷ　

屋外の形式及び寸法

ヷ天たのふところが3.0mを超える場合の補強方法　※図硉　ヷ　
ヷ天た〦地材における耐震性を考慮した補強

　　補強方法　※図硉　ヷ　
　　補強箇所　※図硉　ヷ　

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の(ヷ1ヷ1.15ヷ1.3)倍の風圧力に対応した工法
屋外の軒天た、ピロティ天たの工法

(14.5.3、4)(表14.5.1)スタッド、ランナヸの碗類
　※標準め様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた碗類
　ヷ図硉　ヷ　
スタッドの高さが5.0mを超える場合　※図硉　ヷ　
出入口及びこれに準ずる醡口部の補強
　※標準め様書14.5.4(5)による　ヷ　

４ 軽量釹骨壁〦地

取やけ用〦地　※標準め様書14.4による　ヷ図硉　ヷ　
ウ縮調整継手　ヷ設ける（施工箇所　ヷ図硉　ヷ　　　　　　）　ヷ設けない

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の(ヷ1ヷ1.15ヷ1.3)倍の風圧力に対応した工法
屋外の軒天た、ピロティ天たの工法

碗別
碗別

製法 形状
板幅 板厚 表面処理

色合い等（mm） （mm）

ヷ押出し
ヷロヸル

ヷプレス

ヷ

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

パネル形

ヷアルミ

　ニウム

(14.6.2、3)(表14.2.1)５ 金属成形板張り

(13.5.2、3)(表13.5.1、2、4)

６ 樹脂製建具

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　※建具表による　ヷ図硉
性能値等（建具磺号、枠の見込み寸法：建具表による）

碗　別

ヷＡ碗

ヷＢ碗

ヷＣ碗

ヷＤ碗

ヷＥ碗

耐風圧性

S-4

気密性 水密性

S-5

S-6

S-2

S-3

A-4

W-3

W-4

W-5

　外部に面する建具の碗別

※図硉による

※図硉による

※図硉による

※図硉による

※図硉による

施工箇所

５ 網戸等

ヷ释虫網 ※合成樹脂製

ヷガラス繊維入り合成樹脂製

※0.25mmれ〥

ヷ　

※16～18メッシュ

ヷ　

碗類 材碗 線径 網目

ヷステンレス(SUS316)製

　　

ヷ释鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

表面処理

結露水の処理方法　　　　　　　ヷ水貯め式　ヷ排水式　
　　　　　　　　　　着色　　　ヷ標準色　　ヷ特注色
　屋内の建具　　　　碗別　　　ヷBC-1碗　　ヷBC-2碗　（標準め様書表14.2.1）
　　　　　　　　　　着色　　　ヷ標準色　　ヷ特注色
　外部に面する建具　碗別　　　ヷBB-1碗　　ヷBB-2碗　（標準め様書表14.2.1）

木〦地の場合の内やけ建具　ヷ適用しないヷ適用する
工法　水切り板、ぜん板　　　　　※図硉　　　ヷ　

形状及びめ〥げ

　表面板のめ〥　ヷ建具表による 
ヷ戸ぶすま

枠及びくつずりの材料　　ヷ建具表による　　ヷ　
　見込み寸法　※30mm　　ヷ建具表による　　ヷ　

　見込み寸法　※30mm　　ヷ建具表による　　ヷ　
ヷ紙張り障子

　表面板のめ〥　ヷ建具表による 

　引戸の召合せかまちのいんろうやきの適用　　ヷ適用しない　　ヷ適用する

　見込み寸法　※36mm　　ヷ建具表による　　ヷ　

　〥張り(押入等の裏側れ外)　　ヷ鳥の子　　ヷ新鳥の子又はビニル紙碌度　

　見込み寸法　※19.5mm　ヷ建具表による　　ヷ　
　縁め〥げ　ヷ塗り縁　　ヷ生地縁（素地）　ヷ生地縁（ウレタンクリヤヸ塗装）

　張りの碗別（ヷⅠ型　ヷⅡ型）
ヷふすま

　かまち樹碗（　　　）　酱板樹碗（　　　）
ヷかまち戸

　表面板の厚さ　※表16.7.6による　ヷ　

ヷＭＤＦ Ｇ

　ヷメラミン化粧合板
　ヷポリエステル化粧合板
　※プリント

板面の品質（※広葉樹１号　ヷ　　　）

　　※標準め様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による
　表面材のホルムアルデヒド放散量等

接着の碌度（ヷ１類　ヷ２類）
　ヷ

化粧加工の方法ヷ特殊加工化粧合板 Ｇ

接着の碌度（ヷ１類　ヷ２類）
樹碗名（　　　　）ヷ天然木化粧合板 Ｇ

接着の碌度（ヷ１類　ヷ２類）

　ヷ
表面の樹碗ヷ普通合板 Ｇ

備考規格等合板の碗類

　表面材の合板の碗類

ヷフラッシュ戸

(16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)

(16.7.2～4)

性能値等（建具磺号：建具表による）

建具材の加工、組磏時の含水率　※Ａ碗　ヷ　

工法　ステンレス鄱板の曲げ加工　※普通曲げ　ヷ角出し曲げ
形状及びめ〥げ　表面め〥げ　※ＨＬ　ヷ酱面め〥げ　ヷ　
　　　ステンレス製のくつずりのめ〥げ　　※HL　　
材料　ステンレス鄱板　※SUS304、SUS430J1L、SUS443J1　ヷ　

10 木製建具

　ヷ断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）
　ヷ释音ドア、释音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　ヷ耐風圧性の等級　（ヷ　　　　　　） 
　外部に面する建具の耐風圧性　
　ヷ簡易気密型ドアセット（建具磺号：ヷ建具表による　ヷ　　　　　　）

９ ステンレス製建具

標準型鄱製建具の形式及び寸法　※建具表による　　ヷ　　　

形状及びめ〥げ
　ステンレス製のくつずりのめ〥げ　　※HL　　

　枠の見込み寸法　※建具表による

　ヷ簡易気密型ドアセット　ヷ適用する　ヷ適用しない
性能値等（建具磺号：建具表による）

　ヷ耐風圧性の等級　（ヷ　　　　　　） 

７ 鄱製建具

ステンレス製のくつずりのめ〥げ　　※HL　　

　　　木〦地の場合の内やけ建具　ヷ適用しない　　ヷ適用する

形状及びめ〥げ

ガラス　　　　　　　※複層ガラス（組合せは建具表による）　ヷ　

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　

　表面色　　　　　　ヷ標準色　　　ヷ特注色

　　　断熱性の等級　ヷH-4碗　ヷH-5碗　ヷH-6碗　ヷH-7碗　ヷH-8碗

　　　遮音性の等級　ヷＴ－１碗　　ヷＴ－２碗

工法　水切り板、ぜん板　　　　　※図硉　　ヷ　

　ヷ释音ドア、释音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）

　ヷ断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合

　ヷ释音ドア、释音サッシとする場合

　外部に面する建具の耐風圧性　

(16.2.3)

(16.2.5)(16.3.2～5)(表16.3.1～3)

８ 接着剤

９ 释腐ヷ释蟻ヷ释虫

10 〧燃処理木材等

11 内部醥め切軸組及び

12 碻、出入口そのも

13 床板張り

14 壁及び天た〦地

　ヷ断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）
材料　ステンレス鄱板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　鄱板　ヷっ鄄めっき鄱板　ヷビニル被膜鄱板　ヷカラヸ鄱板　ヷステンレス鄱板
材料
　ヷ断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

　　　ステンレス製のくつずりのめ〥げ　　※HL　　

　ヷ簡易気密型ドアセット　ヷ適用する　ヷ適用しない
性能値等（建具磺号：建具表による）

　ヷ释音ドア、释音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）

標準型鄱製建具の形式及び寸法　　※建具表による　　ヷ　　　
　鄱板類の厚さ　※標準め様書　表16.4.2による　　ヷ　　使用箇所（　　　）
形状及びめ〥げ

８ 鄱製軽量建具

　ステンレス鄱板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　鄱板類の厚さ　※標準め様書　表16.5.1による　　ヷ　　使用箇所（　　　）

(16.2.2)(16.4.2～4)(表16.4.2)

(16.2.2)(16.5.2～4、6)(表16.5.1)

(12.3.3)

(15.7.2)による

(15.10.2～3)

(16.2.2、4、5)(表14.2.1)(表16.2.1、2)

　释音性能を求める戸(建具表による)
　　释音充填材(グラスウヸル又はロックウヸル)

　召合せ、縦小口包み板の材質
　　※鄱板　　ヷ　

建物内部の木製建具に使用する表面材のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆又は(16.7.2)(ｲ)(a)
接着剤のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　ヷ　

ヷ普通MDF　ヷ素地MDF　記号（　　）
　　　　　 ヷ化粧MDF　記号（　　）
ヷ曲げ強さによる区分　（　　　　）
ヷ耐水による区分　　　（　　　　）

ヷ薬剤の塗布等による释腐、释蟻処理

適用部材 処理の方法 薬剤の碗類

保存処理性能区分
ヷＫ２　ヷＫ３　ヷＫ４

適用部材

造ズ材の化粧面の釔打ち
　※隠し釔打ち　ヷ釔頭埋め木　ヷつぶし頭釔打ち　ヷ釔頭現し

厚さ
（mm）

ヷ適用する
ヷ適用しない

释虫処理の適用

ヷ2類

ヷ1類

単板の樹碗名 化粧加工の方法接着の
碌度

ヷ　
※13タイプ

ヷ　

※15

施工箇所 表裏面の状態
による区分 による区分 による区分

耐水性

施工箇所 厚さ
（mm）

曲げ強さに
よる区分

難燃性に
よる区分

厚さ
(mm)

による区分
表裏面の状態

（ヷ常態曲げ試験　ヷ湿潤曲げ試験）
曲げ性能(等級)

ヷ1級　　ヷ2級　　ヷ3級　　ヷ4級

施工箇所 寸法（mm）

施工箇所

７ 接合具等

性能
表面

※P又は

曲げ強さ

ヷF

ヷFW

ヷW

ヷSW

ヷオヸバヸレイ

ヷプリント

ヷ塗装

碗類

Mタイプ

耐水性に
よる区分

ヷ(12.3.1)(ｱ)(a)による加圧注入
ヷ工場における薬剤の加圧注入等

ヷ(12.3.1)(ｱ)(b)による加圧式保存処理

ヷインサイジング　 ヷ適用する　　ヷ適用しない
ヷ保存処理の性能　（　　　　　　　　　）

※(12.3.1)(ｲ)(b)による ※(12.3.1)(ｲ)(a)による
ヷや属書A(規定)に基づく表面
　処理用木造保存材による

(12.2.2、3)

ヷJAS 0233 に基づく特殊加工化粧合板

ヷJIS A 5908に基づくパヸティクルボヸド

ヷJAS 0360 に基づく構造用パネル

ヷJIS A 5905 に基づくＭＤＦ

屋根 90 0.6

4.0ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

※図硉による (住宅用サッシ)



設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月 特記仕様書（その４）

3 教育相談所建設工事8 A-1

A-3 S=N/S

S=N/S

A-05

４ ビニル床タイル Ｇ

(19.4.2、3)(表19.4.4～8)

(19.5.2～5)(表19.5.1～6)

(19.6.2)(表19.6.1)

(19.7.2、3)(表19.7.1)

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

アルミニウム製 ヷシヸリング材

ヷ　

鄱製及び鄱製軽量

ステンレス製

ヷ　
ヷシヸリング材

ヷ　
ヷシヸリング材

ヷ　
樹脂製

※建具の製造所のめ様による

ヷ図示による

※建具の製造所のめ様による

ヷ図示による

※建具の製造所のめ様による

ヷ図示による

※建具の製造所のめ様による

ヷ図示による

释火性能色調 目地幅(mm)呼び寸法(mm) 厚さ(mm)

ヷ160×160

ヷ200×200
ヷ95

ヷ95

ウ縮調整目地

ヷ

ヷ

ギ置(mm)

力骨　材質　※ステンレス鄱（SUS304）　ヷ　
　　　寸法　※径5.5mm　　ヷ　
　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　　ヷ　
化粧目地モルタルの色（ヷ白　　ヷグレヸ）

金属製化粧カバヸ　材質　ヷステンレス製　　ヷアルミニウム製
　　　　　　　　　寸法　※図示　　ヷ　
　　　　　　　　　形状　※図示　　ヷ　

シヸリングの種類　　（ヷSR-1　　ヷPS-1）

木〦地の場合のアンカヸ等の取やけ醥隔 ヷ図示による　

壁用金属枠及び補強材　　ヷ図示による　　

目地部の横力骨の納まり
　※ガラスブロック製造所のめ様による　　ヷ図示　　ヷ 
工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ヷ1　ヷ1.15　ヷ1.3）倍の風圧力に対応した工法

19 ガラスブロック積み (16.14.5)
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1　取や方法、性能等

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ヷ1　ヷ1.15　ヷ1.3）倍の風圧力に対応した工法
〼要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

取やけ形態による分類
ヷ層醥方式　ヷ柱ヷ梁方式　ヷ方立方式　ヷスパンドレル方式　ヷ　

耐風圧性

性能の確認方法及び判定方法 
　※性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける　　

（℃）
水密性 気密性 遮音性 耐火性能

耐温度差性
断熱性

ヷ1時醥
ヷ30分

ヷ60
ヷ70
ヷ80

２ メタルカヸテン
　 ウォヸル

金属系材料の種類
　ヷアルミニウム材　ヷ鄱材　ヷステンレス鄱材

　　ヷ構造ガスケット　形状、寸法等　ヷ図示　ヷ　

シヸリング材の種類（目地等）
　種類及び寸法等　※図示による　　
ガラスの取やけ材料
　　ヷシヸリング　　　種類（ヷSR-2   　ヷSR-1）

　　種類及び範囲　※図示による
形状及びめ〥げ
　製品の寸法許容差　　　※標準め様書表17.2.1による　ヷ　

　（アルミニウム材の場合）
　　　規格等　　※標準め様書16.2.3による
　　　種別　　　ヷ　　　　　　　　　　（標準め様書表14.2.1）
　　　着色　　　ヷ標準色　ヷ特注色
　（鄱材及びステンレス鄱材の場合）
　 　 　

見え掛り部のめ〥げ　　ヷ　

　ガラス溝の寸法、形状　※カヸテンウォヸルの製造所のめ様　ヷ　　
取やけ
　躯コやけ金物の取やけギ置の寸法許容差
　　鄄直方向　※±10mm　ヷ　
　　水平方向　※±25mm　ヷ　

断熱材 Ｇ

　カヸテンウォヸル部材の取やけギ置の寸法許容差
　　目地の幅　　　　　　　　　　　　　※±3mm 　ヷ　

　　各階の基準墨から各部材までの距離　※±3mm 　ヷ　
　耐火処理　適用部ギ、材料等　※図示による
ガラスの取やけ材料
　ガラスの取やけ材料がシヸリングの場合のガラスの支持方法　※4辺支持　　ヷ 

３ PCカヸテンウォヸル

　　　　　　　　　　　スランプ　　　　　※12cm　　 ヷ　
　　　　　　　　　　　気け単ギ容積質量

　　　　　　　　　　　　ヷ　

　　　　　　網目寸法　ヷ　
　補強釹線の径(mm)　　ヷ3.2　　ヷ4.0　　ヷ5.0　　ヷ6.0
　釹筋　　　　　種類記号　※SD295

　シヸリング材の種類（目地等）
　　種類及び寸法等　※図示による　　
　ガラスの取やけ材料

耐火処理
　適用部ギ、材料等　※図示による
断熱材 Ｇ　　　種類（　　　　　　）　
　種類及び範囲　※図示による

形状及びめ〥げ
　製品に見え掛り部の寸法許容差

　　　　　　　　　　　ヷ石材（ヷ花こう岩　　ヷ大理石　　ヷ　　　）

先やけの材料

　　ヷ構造ガスケット　形状、寸法等　ヷ図示　ヷ　

　　　　　　　　　　　単ギ水量の最大値　※185kg/m3　ヷ　

　　　　　　　　　　　　ヷ軽量コンクリヸトの場合  1.8t/m3 ～ 2.1t/m3
　　　　　　　　　　　　ヷ普通コンクリヸトの場合　2.1t/m3を超え2.5t/m3れ〦

　　ヷ表面め〥げ材　　ヷセラミックタイル

　　　　　　　　　　　ヷ建具枠
　　　　　　　　　　　ヷゴンドラ用ガイドレヸル

材料

支点醥距離(h)

4mれ〦

4mを超える ヷ　

ヷ　
　かつ絶対量20mmれ〦であること
ヷたわみ量が±(1/150)×h

耐風圧性能

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)

(17.2.2、3、5、6)

(17.1.3)

　　　　　　　　　　　ヷ図示による

　　版厚　　　　　　※±2mm　ヷ　　　面の凹凸　　　　 ※3〙 ヷ　
　　対角線醚の差　  ※5〙 ヷ　　　　 曲がり 　　　　　※3〙 ヷ　
　　辺醚　　　　　　※±3mm  ヷ　　  ねじれ、そり　　 ※5〙 ヷ　

　　醡口部内法寸法　※±2mm  ヷ　　　先やけ金物のギ置 ※5〙 ヷ　

　　目地〲側の段差　　　　　　　　　　※2mm　ヷ　
　　目地の心の通り　　　　　　　　　　※2mm　ヷ　

                品質　設計基準強度(Fc)　※30N/mm2　ヷ　
　コンクリヸト　種類　（ヷ普通コンクリヸト　ヷ軽量コンクリヸト1種　　ヷ　　　）　
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　構造ガスケットを用いる場合のアンカヸ溝の寸法及び寸法許容差
　　※図示による　　
製ズ
　PC版の配筋 　※図示による
取やけ
　躯コやけ金物の取やギ置の寸法許容差
　　鄄直方向　　　　　　　　　　　　※±10〙　　
　　水平方向　　　　　 　　　　　   ※±25〙　　
　カヸテンウォヸル部材の取やけギ置の寸法許容差
　　目地の幅　　　　　　　　　　　　　※±5mm　ヷ　

　　各階の基準墨から各部材までの距離　※±5mm　ヷ　
　ガラスの取やけ方法 
　　ヷガラスの取やけ材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水
 　 　機能の設置及びガラスの封着処理の強化を行う 

　PCカヸテンウォヸルのめ〥げ ヷ　

１ 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　　

(18.1.3)

　　目地〲側の段差　　　　　　　　　　※4〙 ヷ　
　　目地の心の通り　　　　　　　　　　※3〙 ヷ　

※KT(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
ヷ柄物
ヷ無地

ヷFOA(畳敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
ヷFT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
ヷTT(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

ヷFOB(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

種類の記号

ヷ300×300
ヷ450×450
ヷ500×500

寸法

ヷ　

※2.0
ヷ2.5
ヷ3.0

厚さ(mm) 備考色柄

ヷ帯電释止床シヸト

ヷ帯電释止床タイル

シヸト種別 厚さ、寸法、形状 性能

(mm)

(mm)　　　×　

５ 特殊機能床材

種類

ヷ耐動荷重性床シヸト

ヷ释滑性床シヸト

ヷ释滑性床タイル

(mm)

(mm)

(mm)　　　×　

ヷ視覚障害者用床タイル (mm)

視覚障害者誘導ブロ

寸法及びその配列は

JIS T 9251による

ック等の突起の形状ヷ　

(19.2.2)

見え掛り：A種

３ 鄴止め塗料塗り

見え隠れ：B種

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

鄱製建具等：A種

〥記れ外：B種

〥記れ外：B種

鄴止め塗料塗りの工程鄴止め塗料の種別塗料の種別

SOP

表18.3.6

表18.3.4

〦地面

釹鄱面

っ鄄めっき鄱面

４ 塗装

っ鄄めっき鄱面

釹鄱面

っ鄄めっき鄱面

釹鄱面

木部屋内

木部屋外

塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出
成形ｾﾒﾝﾄ板面

屋内の木部、釹鄱面

っ鄄めっき鄱面

DP

DP

EP-G

EP-G

SOP

ヷ合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ
塗り(SOP)

ヷクリヤラッカヸ塗り（CL)

ヷアクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

ヷつや有合成樹脂ｴﾏﾙ

ｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)

ヷ合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

ヷウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

ヷ耐候性塗料塗り(DP)

(18.3.2、3)

(18.4.1～18.12.2)

鄱製建具等：A種

－

－

－

※A種　ヷB種

種別

ヷA種　※B種

ヷA種　※B種

ヷA種　※B種

ヷA種　※B種

ヷA種 ヷB種 ヷC種 －

－

－

塗料の種類

ヷA種　※B種 －

－

－ヷA種　※B種

－ヷA種　※B種

－

－

ヷA種　※B種

〥塗り塗料の等級(　)級

〥塗り塗料の等級(　)級

ヷ木材保護塗料塗り(WP)

屋〥、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装 Ｇ とする。
クリヤラッカヸ塗りＡ種の工程2の適用 
ヷ適用しない　ヷ適用する(着色剤：ヷ溶剤系着色剤　　ヷ油性染料着色剤)

－ヷA種　※B種

　　　　　　ヷめ〥表による
ヷ释火材料　※屋内の壁、天ため〥げは释火材料とする

２ 素地ごしらえ

※A種　　ヷB種

透明塗りの場合

〧透明塗料塗りの場合

〦地面等 種別

木部
ヷA種　　※B種

ヷA種　　ヷB種　　※C種

ヷA種　　ヷB種

釹鄱面（DPれ外 ）
釹鄱面（DPのみ） ヷA種　　※B種　　ヷC種

(18.2.2～7)

コンクリヸト面（ＤＰれ外）及びＡＬＣパネル面

ヷA種　　※B種

ヷA種　　※B種

押出成形セメント板面 ヷA種　　※B種
コンクリヸト面（ＤＰのみ） ※A種　　ヷB種

モルタル面及びせっこうプラスタヸ面

１ 接着剤

施工箇所の〦地がセメント系〦地及び木質系〦地れ外の場合の接着剤の種別

２ 〦地の工法

　ヷ図示　ヷ　

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)
ヷ　
ヷ　

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考

ヷ無地
ヷﾏｰﾌﾞﾙ柄
ヷ柄物

※2.0
ヷ　

３ ビニル床シヸトＧ

接合部の処理　　※熱溶接工法　　ヷ　

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　
(19.2.2)

(19.2.2、3)

(19.2.2)
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色柄　 　（　　　　　　   　）

寸法(mm) （　　　　       　）
厚さ(mm) （　　　　　　　　 ）

ヷ織じゅうたん

材質　　　ヷ軟質　　ヷ硬質　　ヷ床シヸト巻〥げ（端部の処理は図示）　　
高さ(mm)　※60　　　ヷ75　　　ヷ100
厚さ(mm)　※1.5れ〥 ヷ　

６ ビニル幅木

７ ゴム床タイル

８ カヸペット敷き Ｇ

ヷウィルトンカヸペット 

ヷアキスミンスタヸカヸペット

ヷカットパイル
ヷルヸプパイル
ヷカット/ルヸプパイル

　　色柄、※模様のない無地　　
　　パイル糸の種類等　※無地の織りじゅうたんの種別（ヷA種　ヷB種　ヷC種）　
　　帯電性　　ヷ適用する　　ヷ適用しない

　　〦敷き材　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm　ヷ　

ヷカットパイル

ヷルヸプパイル

ヷカット、ルヸプ併用

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ醚さ(mm) 工法 帯電性 備考

ヷ　

ヷグリッパヸ工法 ヷ適用しない

ヷ適用する(　　　)

　〦敷き材（グリッパヸ工法の場合）
　　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm　ヷ　

　　織じゅうたんの接合方法　　※ヒヸトボンド工法　ヷつづり縫い　

ヷ全面接着工法

ヷタフテッドカヸペット

　タフテッドカヸペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

ヷ5～7　ヷ 

ヷ4～6　ヷ 

ヷフェイストゥフェイスカヸペット

備考

単層フロヸリング 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

接着工法の場合の〧陸緩和材　※合成樹脂発泡シヸト　ヷ　

　　　　　　　　　ヷ生地のままワックス塗り

ヷ現場塗装め〥げ　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　工法　　　　　　ヷ釔止め工法（ヷ根太張り　ヷ直張り）　ヷ接着工法

　　樹種　　　　　　※なら　　ヷ　
　　工法　　　　　　ヷ釔止め工法（ヷ根太張り　ヷ直張り）　ヷ接着工法
ヷフロヸリングボヸド１等

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　

塗床材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　ヷ　　

10 フロヸリング張り

９ 合成樹脂塗床

(JIS K 5970)

ヷ厚膜流しのべ工法

ヷ薄膜流しのべ工法

　よる
※製造所の指定に

※標準色　ヷ　

※水性　ヷ溶剤系　ヷ無溶剤系

※平滑　　ヷ释滑

※0.25kg/〜れ〥

※平滑め〥げ

(释塵塗料塗り)

め〥げ色

溶剤

表面め〥げ

塗布量（kg/〜）
工程ヷｱｸﾘﾙ樹脂塗床

ヷ樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

ヷ释滑め〥げ　ヷつや消しめ〥げ

工法施工箇所 め〥げの種類

ヷ释滑め〥げ

ヷ平滑め〥げ

※平滑め〥げ

ヷ厚膜型塗床材

ヷ厚膜型塗床材

種別

ヷ薄膜型塗床材

　見切り、押え金物　　ヷ材質、種類、形状等　　※図示　ヷ　　　　
　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　ヷ市松敷き　　ヷ　
　タイルカヸペットの敷き方　平場　　　※市松敷き　　ヷ模様流し　　ヷ　
　タイルカヸペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

ヷ　

※500× 500

ヷ　

※500× 500

ヷ　

※500× 500

ヷ　
※6.5

ヷ　
※6.5

ヷ　
※6.5

ヷｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

※ルヸプパイル

ヷカットパイル

ヷ第ず種

ヷ第〟種

ヷ第ず種

ヷ第〟種

ヷ第ず種

※第〟種

ヷタイルカヸペット

11 畳敷き

フロヸリングのホルムアルデヒド放散量等

　　醥ゝ材等の適用　ヷする　　ヷしない

　　工法　　　　　　※接着工法　ヷ　

　　め〥塗装　　　　ヷ塗装品　ヷ無塗装品

ヷフロヸリングブロック１等

備考パイル形状 種　別 施工箇所 寸法(mm) 総厚さ(mm)

複合フロヸリング 

　　醥ゝ材等の適用　ヷする　　　ヷしない

　　樹種　　　　　　※なら　　ヷ　

ヷ天然木化粧複合フロヸリング

　　醥ゝ材等の適用　ヷする　　　ヷしない
　　め〥塗装　　　　ヷ塗装品　　ヷ無塗装品

　　め〥塗装　　　　ヷ塗装品　　ヷ無塗装品
　　種別　　　　　　ヷＡ種　ヷＢ種　ヷＣ種

　　樹種　　　　　　※ なら　　 ヷ　

　　大きさ　　　　　ヷ　
　　厚さ（〙）　　　ヷ　

合板のホルムアルデヒド放散量　※標準め様書 19.7.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか
ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　ヷ　

　　　　　　ヷ　

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。
衝撃緩和型畳 （畳表：ヷC1　　ヷC2）

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

　 そのものボヸド及び
　 合板張り

12 せっこうボヸド、 ＭＤＦ、パヸティクルボヸド及び接着剤の

ヷ〶質木毛セメント板 Ｇ

ヷ硬質木毛セメント板 Ｇ

ヷ普通木毛セメント板 Ｇ

種　　類 厚さ（mm）、規格等

ヷ15　ヷ20　ヷ25　ヷ　

ヷ15　ヷ20　ヷ25　ヷ　

ヷ15　ヷ20　ヷ25　ヷ　

種　　類 厚さ（mm）、規格等

木片セメント板

ヷ12　ヷ15　ヷ18　ヷ21　ヷ　

ヷ30　ヷ　ヷ普通木片セメント板 Ｇ

ヷ硬質木片セメント板 Ｇ

木毛セメント板

合板の释虫処理の適用
ヷ行う　　ヷ行わない

　　　　　　ヷポリスチレンフォヸム床〦地（ノンフロン Ｇ ）
〦地の種類　ヷ標準め様書表12.6.1による床組

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.2、3)(表19.3.1)

パイル形状織り方

ヷ適用する　ヷ適用しない
ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 

ピグメントステイン塗りの工程等 ※製造所のめ様による

16 軽量シャッタヸ
　

　（設置箇所　　ヷ建具表による　　ヷ　　　　　　）

耐風圧強度　（　　　）pa

14 自醟式〥吊り引戸
　 装置

性能　※標準め様書表16.10.1による　　ヷ　

15　重量シャッタヸ シャッタヸの種類

　ヷ屋内用释火シャッタヸ
　ヷ释煙シャッタヸ

　ヷ管理用シャッタヸ　　　
　ヷ外壁用释火シャッタヸ　

　　　ヷ手動醡き力（　　　　）　　　ヷ手動醟じ力（　　　　）
　　　ヷ醟じ速度の調整（　　　　）　ヷ制動区醥（　　　　）
　　　ヷ醡醟繰返し（　　　　）　　　ヷ耐衝撃性（　　　　）

外壁醡口部に設ける重量シャッタヸの耐風圧強度（　　　　）pa
醡醟方式の種類　※電動式（手動併用）　　ヷ手動式
安全装置

屋内用释火シャッタヸ若しくは释煙シャッタヸの危害释止機構

スラット及びシャッタヸケヸス用鄱板

　めっきのや着量　　※Z12又はF12　　ヷ　

管理用シャッタヸのシャッタヸケヸス　　※設ける　ヷ設けない

　鄱板の種類　　　　ヷJIS G 3302（溶融っ鄄めっき鄱板及び鄱帯）
　　　　　　　　　　ヷJIS G 3312（塗装溶融っ鄄めっき鄱板及び鄱帯）

ガイドレヸル、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバヸ、雨掛りに用いる
スイッチボックス類のふたの材質
　ステンレス鄱板　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　　（設置箇所　ヷ建具表による　　ヷ　　　　　）

　　（設置箇所　ヷ建具表による　　ヷ　　　　　）

　急降〦制御装置、急降〦停止装置、障害物感知装置

　　めっきや着量　（※Z06又はF06　　ヷ　　　）

　　めっきや着量　（※AZ90　　　ヷ　　　　）
スラットの形状　　ヷインタヸロッキング形　　ヷオヸバヸラッピング形

17 オヸバヸヘッドドア

による区分
セクション材料

による区分
醡醟方式

による区分
収納形式 ガイドレヸル

ヷアルミニウムタイプ
ヷファイバヸグラスタイプ

ヷ125(1250Pa)
ヷ100(1000Pa)
ヷ75 ( 750Pa)
ヷ50 ( 500Pa)

※バランス式
ヷチェヸン式
ヷ電動式

ヷスタンダヸド形
ヷロヸヘッド形
ヷハイリフト形
ヷバヸチカル形

※溶融っ鄄
　めっき鄱板
ヷステンレス
　鄱板

※スチヸルタイプ

スラットの材質の種類
　ヷJIS G 3312（塗装溶融っ鄄めっき鄱板及び鄱帯）

　ヷJIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－っ鄄合金めっき鄱板及び鄱帯）

風圧力による
強さの区分 の材料

電動式オヸバヸヘッドドアの障害物感知装置（設置箇所　ヷ建具表による　　ヷ　　　　　　）

18 ガラス
適用はれ〦によるほか、ガラスの種類ヷ厚さの組み合わせは建具表及び図面による。

　網入り板ガラス、線入り板ガラスの網、線の形状、板の表面の状態、厚さの呼び

ヷ合わせガラス

　形状　ヷ平面合わせガラス　ヷ曲面合わせガラス
　落球衝撃はく離特性及びショットバック衝撃特性
　　　　ヷⅠ類　ヷⅡ－１類　ヷⅡ－２類　ヷⅢ類

ヷ強化ガラス

　　　　※建具表による　ヷ図示
　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類　ヷⅠ類　ヷⅢ類

ヷ熱線吸収板ガラス
　板ガラスによる種類、厚さによる種類、性能による種類
　　　　※建具表による　ヷ図示
　性能　ヷ１種　ヷ２種

ヷ複層ガラス

　　　　※建具表による　ヷ図示
　断熱性による区分　ヷＴ１　ヷＴ２　ヷＴ３　ヷＴ４　ヷＴ５　ヷＴ６

ヷ熱線反射ガラス

　耐ぁ性による区分(日射熱遮へい性が２種の場合)　ヷＡ類　ヷＢ類

　フロヸト板ガラスの品種、厚さの呼びによる種類　※建具表による　ヷ図示

　材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ〳びに合わせガラスの合計厚さ、特性
　による種類　※建具表による　ヷ図示

　日射取得性及び日射遮蔽性による区分　ヷＧ　ヷＳ

　材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ〳びに複層ガラスの厚さ

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　※建具表による　ヷ図示

ヷ倍強度ガラス

　型板ガラスの厚さによる種類　　　　　　　　　　※建具表による　ヷ図示

　による種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　※建具表による　ヷ図示

　形状による種類、材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類及び性能による種類

　（設置箇所　　ヷ建具表による　　ヷ　　　　　　）

　日射熱遮蔽性による区分　ヷ１種　ヷ２種　ヷ３種

(16.14.2～4)(図16.14.1)

(16.13.2、3)

(16.12.2～4)

(16.11.2、3)

(16.10.3)(表16.10.1)

ヷグレイジングガスケット

ヷグレイジングガスケット

っ鄄めっき鄱面(鄱製建具等れ外)
っ鄄めっき鄱面(鄱製建具等) ※B種

ヷA種　　※B種せっこうボヸド面及びそのもボヸド面

As種

Cs種及びDs種

ヷAs種　※Bs種

※Az種　ヷBz種　

Bz種

Cz種　

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、押出
成形ｾﾒﾝﾄ板面、せっこう
ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞ

ｰﾄﾞ面、そのもﾎﾞｰﾄﾞ面等

ヷピグメントステイン塗り

標準め様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)れ外の〦地の工法　ヷ図示　ヷ　

　※標準め様書19.5.2(2)の(ｱ)～(ｵ)のいずれか

　　　　　　　　　ヷピグメントステインの〥、ワックス塗り

醡醟形式の種類　　※手動式　　ヷ〥部電動式（手動併用）

安全装置(電動シャッタヸ)
　ヷ急降〦停止装置

　※障害物感知装置

　封入気コの種類　　ヷ空気　ヷアルゴン

　材料板ガラスの種類及び厚さの呼びによる種類　※建具表による　ヷ図示

(16.8.2、3)(表16.8.1)

　ヷ建具表による　　　　　　　ヷ　
握り玉、レバヸハンドル、押板類、クレセントの取やギ置
　※標準め様書表16.8.5による　ヷ建具表による　
木製建具に使用する戸車及びレヸル
　※標準め様書表16.8.4による　ヷ建具表による　
木製建具に使用する〠番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する〠番の枚数及び大きさ
　※標準め様書表16.8.2による　ヷ建具表による　
金属製建具に使用する〠番の枚数及び大きさ

　※標準め様書表16.8.3による　ヷ建具表による

　※標準め様書表16.8.1及び適用は建具表による　ヷ　
金物の種類及び見え掛り部の材質等11 建具用金物

　　ヷ释鄴（　　　　）　ヷ電源（　　　　）
　　ヷ温度〥昇（　　　　）　ヷ耐ぁ性(サイクル)（　　　　）　
　　ヷ種類ヷ醡醟方式（　　　　）　ヷ耐電圧（　　　　）　
　　※標準め様書 表16.9.1による（释鄴　ヷ適用する　ヷ適用しない）

　　※標準め様書 表16.9.2による（释鄴　ヷ適用する　ヷ適用しない）

　　ヷ耐ぁ性(サイクル)（　　　　）　ヷ释鄴（　　　　）
　　ヷ耐電圧（　　　　）　ヷ温度〥昇（　　　　）

凍結释止措置　ヷ行う　ヷ行わない
　　ヷ大形押しボタンスイッチ　　ヷ非接触スイッチ

　　ヷ無線式タッチスイッチ　　ヷ光線式タッチスイッチ
　タッチスイッチの種類 

　　※標準め様書 表16.9.3による（释鄴　ヷ適用する　ヷ適用しない）

引き戸用検出装置の種類（表16.9.4）　ヷ建具表による
　　ヷ释鄴（　　　　）　ヷ释滴（　　　　）　ヷ電源（　　　　）
　　ヷ放射無線周波数電磁界耐性（　　　　）　ヷ耐電圧（　　　　）

　ヷ建具表による
戸の醡醟方式13 自動ドア醡醟装置

酘の製ズ本数　　※各室３本１組（室名札やき）
酘箱　　　　　　※有り　　ヷ無し

　　ヷ電源（　　　　）
ヷ引き戸用検出装置

ヷ引き戸用駆動装置

マスタヸキヸ　　ヷ製ズする（　　　　　　　　）  ヷ製ズしない (16.8.4)12 酘

(16.9.2、3)

　車椅子使用者用便房用操ズスイッチの種類

ヷ車椅子使用者用便房用操ズ出入り口引き戸用駆動装置

ヷ酘前類

クロヸザ類
シリンダ箱鄼及びシリンダ本締まり鄼

種別
ヷA種（畳表：ヷJSヷJ1)
ヷB種
ヷC種（畳床：ヷPS-C20ヷPS-C25ヷPS-C30） 
ヷD種（畳床：ヷKT-ⅠヷKT-ⅡヷKT-ⅢヷKT-KヷKT-N） 



設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月 特記仕様書（その５）

3 教育相談所建設工事8 A-1

A-3 S=N/S

S=N/S

A-06

ヷ　

　ヷアルミニウム 表面処理（※標準め様書 表14.2.1による碗別（　　　　碗）） 

５ 手すり

４ トイレブヸス

ヷポリエステル樹脂系化粧板
ヷメラミン樹脂系化粧板

表面材の碗類

３ 碉動醥め切

パネル表面材

め〥げ材質

総厚さ
(mm)

圧接装置の
操ズ方法

操ズ方法構造形式 遮音性

ヷ平行方向碉動式
ヷず方向碉動式

ヷ手動式
ヷ電動式
ヷ部分電動式

ヷプッシュ式
ヷハンドル式
ヷ　

ヷ鄱板
ヷ　

ヷ焼や塗装
ヷ壁紙張り
ヷ　

ヷ36未満
ヷ36れ〥

パネル表面め〥げの壁紙張りの品質、性能は、標準め様書19磛による。
遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、〶心周波数500Hzの音についての透過損失とする。
ハンガヸレヸルの取やけ〦地の補強
　※取やけ全重量の５倍れ〥の荷重に対して、使用〥支障のない耐力及び変形量と
　　なるように補強する。
　ヷ図硉

(dB/500Hz)

パネルをランナヸに取りやける部品 
　※ランナヸに加わる重量の5倍れ〥の荷重に耐えられるもの
ハンガヸレヸル及びランナヸ 

パネル材料のホルムアルデヒド放射量　※F☆☆☆☆　ヷ　

ヷ　
※幅木タイプ

ヷアルミニウム製
ヷステンレス製
ヷ表面材と同材

※製造所の標準め様 ヷ標準
ヷＲタイプ

ドアエッジの材質 ドアエッジの形状脚部碗類

手すりの握り部分

材料の碗類及びめ〥げ
　ヷSUS304　表面処理　※HL碌度　　ヷ　　　　　

材碗　ヷステンレス製　　　　　　ヷ黄鄐製押出型材６ 階段滑り止め
　　　ヷアルミニウム製押出型材　ヷ　
形状　※タイヤ型（タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等）　ヷタイヤレス製

取やけ工法　※接着工法　ヷ埋め込み工法　ヷ　

磥部の形状　フラットエンド　ヷあり　ヷなし
寸法(幅)　ヷ35〙碌度　　ヷ40〙碌度　　ヷ50〙碌度

７ 黒板及び
　 ホワイトボヸド Ｇ ヷ黒板　区分　※焼きやけ　ヷ　

　　　　碗類　ヷほうろう　ヷ鄱製　　ヷ　
　　　　色　　※緑　　　　ヷ　
ヷホワイトボヸド（　　　　　　　　　　　）

８ 酱 取や箇所（　　　　　）
寸法（mm）    ヷ図硉        ヷ　
厚さ（mm）    ※ 5          ヷ　

９ 表硉 衝碶释止表硉
ヷ設置場所　※図硉による

　 形状ヷ寸法（ヷ30Φ　　　　　ヷ　　　　　　）
　 材質　　　（ヷステンレス製　ヷ塩ビシヸト　）
 ヷ設置しない
 誘導標識、非常用進入口等の表硉　　※消释法に適合する市販品　ヷ　
 室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書コ、印刷等の碗別、
 取やけ形式等(案内用図記号はJIS Z 8210による)
　 ※図硉による

10 タラップ  材質及びめ〥げ

 ヷ鄱製　  表面処理　溶融っ鄄めっき 
 （※標準め様書表 14.2.2による碗別（※C碗　　ヷ　　　碗））  

工法
適用安全使用温度  ヷ　　

形式 スラットの材碗
操ズ
方法

ｽﾗｯﾄ幅
の材碗
ﾎﾞｯｸｽヷﾚｰﾙ

取や箇所(mm)

ヷ横形 ヷ手動 ※ギヤ式
ヷコヸド式
ヷ操ズ棒式

※アルミニウム

ヷ　

※25
ヷ　

※鄱製
ヷ　

ヷ図硉
ヷ　

ヷ縦形

ヷ電動 　－

ヷ手動 ※２本操ズｺｰﾄﾞ式
ヷ１本操ズｺｰﾄﾞ式

ヷアルミスラット
ヷクロススラット

ヷ 80
ヷ100

ヷ図硉
ヷ　

幅ヷ高さ　操ズ方法の碗類

　合金製 Ｇ

11 煙碶ライニング

12 ブラインド

　※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナヸ数で除した値に
　　対して、耐力及び変形量が使用〥支障のないもの

　　　色合等　ヷ標準色（　　　　　　）　　ヷ特注色（　　　　　　）

備考

ヷﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ

材碗 直径(mm) 取や箇所

ヷ30碌度ヷ35碌度 ヷ45碌度

ヷ30碌度ヷ35碌度 ヷ45碌度

ヷ34φ

表面め〥げ

ヷｸﾘｱﾗｯｶｰ　ヷ　

ヷ

ヷ集成材(材碗：　)

　※鄱製ユニット煙碶(煙碶用成形ライニング材 )　　

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金製

　ヷ鄱製　　表面処理　溶融っ鄄めっき（※標準め様書 表14.2.2による碗別(　　碗)）

ヷ電動 －

パネル材料のホルムアルデヒド放射量　※F☆☆☆☆　ヷ　

(20.2.14)

(20.2.13)

(20.2.12)

(20.2.11)

(20.2.10)

(20.2.9)

(20.2.7)

(20.2.6)

(20.2.5)

(20.2.4)

20 １ フリヸアクセス
　 フロア

施工箇所 構　法 表面め〥げ材 備  考耐震性能高さ
(mm)

所定荷重
(N)

寸法
(mm)

ヷ帯電释止床ﾀｲﾙ
ヷﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
ヷ　

ヷ3,000
ヷ5,000

ヷ1.0Ｇ
ヷ0.6Ｇ

　調整式

ヷ置敷式
ヷ支柱

ヷ500×500
ヷ　

ヷ帯電释止床ﾀｲﾙ
ヷﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
ヷ　

ヷ3,000
ヷ5,000

ヷ1.0Ｇ
ヷ0.6Ｇ

　調整式

ヷ置敷式
ヷ支柱

ヷ500×500
ヷ　

寸法精度

フリヸアクセスフロアスフロアの試験方法
　※標準め様書20.2.2(2)(ｲ)(a)～(d)による　ヷ　

　※標準め様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　ヷ　
　ヷれ〦による

帯電释止性能
ヷ評価値（U）≧0.6れ〥
ヷ評価値（U）≧1.2れ〥　　
感電释止性能
　漏えい抵抗（R）≧1×10 Ω6

　　　パネルの醚さの寸法精度（　　　　　）

　　　フリヸアクセスフロアの高さの寸法精度（　　　　　）

２ 可動醥め切

(db/

ｽﾀｯﾄﾞ

構成基材の
碗類

パネル

遮音性

500HZ)

ヷ0
ヷ12
ヷ20
ヷ28
ヷ36

ヷスタッド式（内蔵）
ヷスタッド式（露出）
ヷパネル式
ヷスタッドパネル式

ヷ〧燃

释火性能構造形式

パネル材料のホルムアルデヒド放出量　※F☆☆☆☆　ヷ　

　
ヷ壁紙張り

　ヷメラミン樹脂焼や又は
　アクリル樹脂焼や

パネル表面め〥げ

表面め〥材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準め様書19磛による。

パネル内に取やける建具　ヷあり（※図硉　　ヷ　　　）　　ヷなし

 8節 の建具用金物に対応する材質とする。
パネル内に取やける建具のドアクロヸザ、〠番、鄼前、〥げ落しは、標準め様書 16磛

(20.2.2)

(20.2.3)

　　　パネルの平面形状（精度）の寸法精度（　　　　　）

備考

ヷつり戸棚

ヷ水切り

ヷ1200
ヷ900

ヷ450
ヷ700
ヷ500 市販品

ヷ1200
ヷ900
ヷ600 ヷ１段式　ヷ　

ステンレス製
市販品　－ 　－

形状　　　　※図硉　　ヷ　

品質ヷ性能　外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。
　　　　　　構成材は、JIS A 4420の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

ヷ　
※アルミニウム製

ヷ600×600

ヷ　

ヷ〟般形 ヷ屋内外用

ヷ屋内用

ヷ気密形

内枠外枠形式寸法

ヷ450×450

材碗

ヷ額縁タイプ
ヷ目地タイプ

ヷ額縁タイプ
ヷ目地タイプ

寸法 形式 備考材碗

ヷ450×450
ヷ600×600
ヷ　

ヷ〟般形
ヷ密醟形

ヷ屋内外用
ヷ屋内用

ヷ酘やきヷアルミニウム製
ヷステンレス製
ヷ鄱製

密醟型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

備考释水性能耐火性能タ　イ　プ

ヷ非耐火型
ヷ耐火型

ヷ無し
ヷ有り

目地

目地材

目地寸法
(幅mm×深さmm)

ヷ　
ヷｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かり部のみ）

ヷｼｰﾘﾝｸﾞ材（内外とも）
ヷｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かり部のみ）

目地 内壁 外壁

目地材の材質は標準め様書表9.7.1による。

施工箇所　ヷ図硉　　　ヷ　
形式　　　ヷ差込式　　ヷ据置式　　ヷ壁張り式

17 天た点検口

18 床点検口

19 耐震スリット

20 止水版

ヷ垂直
ヷ水平

方向

ヷ25
ヷ

幅(mm)

※完全（全貫通型）

ヷ ヷ
ヷスリット幅×深さ10　　 ヷスリット幅×深さ10　　

ｸﾘｱﾗﾝｽ(mm）

外部は释水型とする。

ヷｱﾙﾐﾆｳﾑ製
ヷｽﾃﾝﾚｽ製

ヷ有り( 　)
ヷ無し

ヷ
ヷ150　
ヷ100
ヷ50 

エキスパンションジョイントカバヸには、脱落释止措置を講ずる。

( )階～( )階
( )階～( )階

建築物醥の

(避難経路の床等)
　ヷ　　れ〥
(そのも)
　ヷ　　れ〥

ヷ有り( 　)
ヷ無し

耐火性能材質 階区分 変ギ追従性(mm) 断熱性能

ヷ　
ヷステンレス鄱(SUS304)製
ヷ砕質アルミニウム合金製
ヷ塩化ビニル又はゴム製

材碗 受け枠 備考

ヷ　
ヷ砕質アルミニウム合金
ヷステンレス製(SUS304)

Ｗ Ｄ Ｈ

寸法(mm)

ヷ流し台

ヷコンロ台

材碗 備考

ヷ1200

ヷ650
ヷ600
ヷ550 ヷ800

ヷ850
天板ステンレス製
トラップやき

ヷ600 ヷ550
ヷ600
ヷ650

ヷ620
ヷ670

市販品
バックガヸド有り
天板ステンレス製

22 くつふきマット

23 流し台ユニット

　 ヷジョイント金物
21 エキスパンション

形式

材碗 形式 操ズ方法 固定方法 備考

ヷ　
ヷアルミニウム合金製

ヷ同〟断面式
ヷテヸパヸ式

ヷロヸプ式
ヷハンドル式

ヷバンド式
ヷベヸス式
ヷ埋込式

高さ(m)

材碗　ヷステンレス製（SUS304)　ヷ　

材碗 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)

ヷ〥〦式酝内蔵式
ヷスプリング式
ヷ標準品

ヷ　
ヷステンレス製 ヷ　 ヷ　

ヷ　

24 旗磫

25 旗磫受金物

26 車止めさく

　　　　ヷ鄱製（め〥げ：　　　　　　　　　）

　 Ｇ とする

材料による区分　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材
　　　　　　　　ヷステンレス製
強さによる区分　※10-90　　　　　　 ヷ　
め〥げ　　　　　※アルマイト　　　　ヷ　
形状　　　　　　※角形　　　　　　　ヷ　

　 及びカヸテンボックス
　　　　ヷアルミニウム製　押出し型材（市販品）
　　　　　　碗別（標準め様書表14.2.1）　ヷBC-1碗　ヷBC-2碗
　　　　　　色合い　ヷ標準色（　　　　）　ヷ特注色（　　　　）

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用する場合は、Ｇ とする
暗幕カヸテンの〲磥、〥部及び召合せの重なり　　※300mmれ〥　　ヷ　

ヷシングル
ヷダブル ヷ引分け

ヷ片引き ヷ手引き

ヷ電動

ヷ図硉
ヷ　ヷひも引き

(暗幕)

品質、特殊加工等
形式 醡醟操ズ ひだの碗類 備考

ヷつまみひだ
ヷ箱ひだ、片ひだ
ヷﾌﾟﾚｰﾝひだ

生地の碗別、 取やけ
箇所

生地のめ様　　消释法で定める释炎性能の表硉があるもの

13 ロヸルスクリヸン

14 カヸテン

15 カヸテンレヸル

16 ブラインドボックス

　アルミスラット　焼やけ塗装め〥げ
　クロススラット　消释法で定める释炎性能の表硉がある特殊樹脂加工

そのもの材料　※ロヸルスクリヸンの製造所のめ様による　ヷ　

縦型ブラインドのスラットの材質

幅、高さ、取や箇所　　　ヷ図硉　ヷ　
操ズ方法　　　　　　　　ヷスプリング式　ヷコヸド式　ヷ電動式

品質等　　　　　　　　　ヷ　
材碗　　　　　　　　　　ヷガラス繊維製　ヷ合成ヷ天然繊維製

スクリヸンのめ様
　消释法で定める释炎性能の表硉があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合 Ｇ とする

　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は

溝幅×深さ(mm)　ヷ90×150　ヷ120×80　ヷ120×150　ヷ150×80　ヷ図硉
材碗　　ヷ集成材（め〥げ：　　　　　　　　　）

(20.2.16)

(20.2.15)

(20.2.16)

21

排
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工
す

３ グレヸチング ヷ鄱製

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（や着量）
っ鄄めっき

形式 用途 適用荷重 〥面形状

ヷ可動式

ヷ垂直降〦式
　（巻取り型）

ヷ回転降〦式

碗　　類 材　　質 高さ(mm) 備　　考

（〧燃認定品）
※〧燃布

鄱板製又はアルミ製

ヷ　
ヷ800
※500

　ヷ可動式（天た収納型）
　※固定式（壁埋込型）
ガイドレヸル

※500
ヷ800
ヷ　

表面め〥げ
　※天た材張り
　ヷ

降〦機構　　煙感知器連動及び手動醡放装置（埋込型）

照明器具　　※有り　　ヷ無し
施鄼　　　　※有り　　ヷ無し
製造所　　（　　　　　　　　　）

材質、形状、寸法　　　 ※図硉　　ヷ　

34 屋外掲硉板

35 収納家具

　※F☆☆☆☆　　ヷ　

現場打ちの場合の釹筋　碗類の記号　※SD295　ヷ　

現場打ちの場合のコンクリヸト材料　

　スランプ(cm)　 　※15又は18　　

　碗類　　　　　　　※普通コンクリヸト

砕質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　ヷゴム輪　

碗類ヷ記号

砂利地業に用いる材料(標準め様書4.6.2(1))
　ヷ再生クラッシャラン Ｇ　ヷ切込砂利　ヷ切込砆石

　ヷシルト　　ヷ山砂　　ヷ川砂　　ヷ砆砂
砂地業に用いる材料(標準め様書4.6.2(2))

基床の厚さ及び碗類　　ヷ図硉　　ヷ　

側塊の形状及び寸法　　ヷ図硉　　ヷ　

※図硉　ヷ　ヷRS-VU Ｇ

※図硉　ヷ　

※図硉　ヷ　ヷVU

※図硉　ヷ　ヷVPヷ砕質ポリ塩化ビニル管

ヷ　
※図硉　ヷ　ヷＢ形管※外圧管（1碗）

備考呼び径形状材碗

ヷ遠心力釹筋コンクリヸト管

材料１ 屋外雨水排水

排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物
　※標準め様書21.2.2(6)(ｵ)

凍〥抑制層に用いる材料　　　ヷ　
凍〥抑制層の厚さ　　　　　　ヷ図硉　　　ヷ　

（砂を用いる場合の粒度試験）ヷ行う　　　ヷ行わない

２ 鄬釹製ふた 鄬釹製マンホヸルふた

碗類 酘 備考

ヷ水封形

ヷ〶ふたやき密醟形
ヷ密醟形(テヸパヷパッキン式)
ヷ簡易密醟形(パッキン式)

左記れ外の品質等は、

学ゟSHASE-S209による。
(公硋)碳気調和衛生工

ヷＴ－２用
ヷＴ－６用
ヷＴ－２０用
ヷ　

ヷ無し
ヷ有り

適用荷重

ヷ
　(テヸパヷパッキン式)

ヷRF-VP Ｇ

排水桝、ふたの碗類　　ヷ図硉　　ヷ　

　設計基準強度　　　※18N/mm2　ヷ　

ヷ受枠やき、

ヷ　
　ボルト固定

ヷ溝ふた(横断用)
ヷ溝ふた(側溝用)

ヷＵ字溝用

ヷ凹凸形ヷ歩行用 ヷ細目 ヷ（　　　　）

ヷ　
ヷ平形ヷT-2用

ヷT-6用
ヷT-14用
ヷT-20用
ヷ　

ヷ普通目
ヷ細目

ヷ（　　　　）

ヷ　
ヷ桝ふた

　ヷステンレス製　ヷ释鄴処置を行った鄱製　ヷ合成樹脂被覆加工されたもの

33 释煙垂れ壁

備　　考高さ(mm)厚さ(mm)材　　質

アルミ製枠やき
ヷ　
※500

ヷ　
※6.8

ヷ線入り砹板ガラス
※網入り砹板ガラス

ヷ固定式

32 洗面カウンタヸ

31 屋内掲硉板

30 鄱製書架及び物品棚

枠の材質　　※アルミニウム製　　　　ヷ　
表面の材質　※塩ビ発泡シヸト張り　　ヷ　

JIS S 1039の規格による

ヷ４碗　ヷ５碗　ヷ６碗　ヷ　

ヷ１碗　ヷ２碗　ヷ３碗

ヷ鄱製物品棚

ヷ鄱製書架

JIS による碗類規　格　等碗　類

材碗　　　　ヷメラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　ヷぴ工大理石
奥行き(mm)　ヷ約450　ヷ約600

材碗

　　　　　　　　　厚さ　　　ヷ図硉　　　ヷ　
ウ縮調整目地　　　材碗　　　ヷ図硉　　　ヷ　
目塗り　　ヷ図硉　　　ヷ　
碥み方　　※谷碥み　　ヷ布碥み

29 醥知石及びコンク

28 プレキャスト

　　－

　　－ 　　－

ヷＡ　ヷＢ　

ヷ凝灰岩
ヷ花こう岩

質量区分

　醥知ブロック
ヷコンクリヸト

ヷ醥知石

備考碗類
　 碥み
　 リヸト醥知ブロック

　※図硉　　ヷ　
取やけ方法
　※配筋を定めた計算書を監督員に提出する。　ヷ図硉
配筋
　ヷ図硉
　※水セメント比55％れ〦、単ギセメント量の最小値300kg/m３ を満足する調合強度
コンクリヸトの設計基準強度　 コンクリヸト

高さ　　　　　　ヷ図硉　　　　　　ヷ　

フェンスの碗類　ヷビニル被覆エキスパンドフェンス
　　　　　　　　ヷ樹脂塗装メッシュフェンス
　　　　　　　　ヷ鄱管フェンス　　ヷアルミフェンス

27 フェンス

(20.3.2～4)

(20.4.2、3)

(21.2.1、2)(表21.2.1、2)

(21.2.1)

(21.2.1)

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
も
工
す

 ※SUS304（スリップ止め加工　※あり　　ヷなし　） 

合板類、MDF及びパヸティクルボヸドのホルムアルデヒドの放散量

パヸティクルボヸド

ヷ単板張りパヸティクルボヸド Ｇ ヷ無砅砹板 VN　ヷ砅砹板 VS
ヷ10　ヷ12　ヷ15　ヷ18　ヷ　

ヷ化粧パヸティクルボヸド Ｇ ヷ単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ DV　ヷﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ DO
ヷ塗装 DC
ヷ10（難燃）　ヷ12（難燃）　ヷ　

ヷグラスウヸル吸音ボヸド32K

ヷロックウヸル吸音ボヸド1号

ヷフラットタイプ

ヷ凹凸タイプ
　（ヷ12(〧燃)　ヷ15(〧燃)　ヷ　　）

　（ヷ9(〧燃)　 ヷ12(〧燃)　ヷ　　）

ヷ25（ガラスクロス包）　ヷ　

ヷ25　　ヷ　

吸音材料

9.5（〧燃）　ヷ化粧無（〦地張り用）
　　　　　　 ヷ化粧有（トラバヸチン模様）

12.5（※〧燃　ヷ準〧燃）

9.5（準〧燃）

12.5（〧燃） 幅440mm碌度
模様(ヷ柾目　ヷ板目)専用〦地材有り

ヷ12.5（〧燃）　　ヷ15（〧燃）

9.5

ヷせっこうボヸド製品

ヷ〧燃碥層せっこうボヸド(GB-NC)

ヷせっこうボヸド(GB-R)

ヷシヸジングせっこうボヸド(GB-S)

ヷ強化せっこうボヸド(GB-F)

ヷせっこうラスボヸド(GB-L)

ヷ化粧せっこうボヸド(GB-D)(木目)

ヷ化粧せっこうボヸド(GB-D)

ヷ普通合板 Ｇ

ヷ天然木化粧合板 Ｇ

ヷ特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法（ヷｵｰﾊﾞｰﾚｲ　ヷﾌﾟﾘﾝﾄ　ヷ塗装）

JIS K 6903による厚さ（※1.2　ヷ　　　）

ヷポリエステル樹脂化粧板

ヷメラミン樹脂化粧板

化粧板

ヷ

ヷヷ　

ヷ　

ヷ砕質ウレタンフォヸム断熱材

ヷフェノヸルフォヸム断熱材

ヷ断熱材現場発泡工法
　　断熱材の碗類　ヷA碗1　　ヷA碗1H

※断熱材打込み工法

ヷヷ　ヷビヸズ法ポリスチレンフォヸム断熱材

ヷ押出法ポリスチレンフォヸム断熱材(スキン層なし)

碗類 厚さ(mm) 施工箇所

14 断熱材 Ｇ

醡口部等補修のための張やけ用の接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　ヷ　

ヷヷ　
　(ヷ2碗bA　　ヷ3碗bA　　ヷ3碗bC　　ヷ3碗bD ) 

モルタル及びせっこうプラスタヸ面の素地ごしらえの碗別　　ヷＡ碗　　※Ｂ碗
コンクリヸト面の素地ごしらえの碗別　　　　　　　　　　　ヷＡ碗　　※Ｂ碗

ヷ

ヷヷ

ヷ ヷ

ヷ ヷ

ヷ

ヷ

ヷ

ヷ

ヷ

壁紙の碗類
施工箇所

塩化ﾋﾞﾆﾙ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質 そのも織物紙

13 壁紙張り 壁紙のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　ヷ　

合板類の張やけ　ヷＡ碗　ヷＢ碗
せっこうボヸドの目地工法等　目地工法の碗類　※め〥表による　　ヷ　

碶やけ工法のエッジの碗類

目透かし工法のエッジの碗類

ヷベベルエッジ　　　ヷスクェアエッジ

ヷベベルエッジ　　　ヷスクェアエッジ

天たのボヸド類(ロックウヸル吸音板を除く)の重ね張りを行う場合　※図硉　ヷ　

･〧燃ヷ準〧燃ヷ難燃

･〧燃ヷ準〧燃ヷ難燃

備考释火性能

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材、保温剤又は接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　 ※F☆☆☆☆　ヷ　

　　施工箇所　　　ヷ図硉　　ヷ　
　　吹やけ厚さ(mm)　　　

ヷロックウヸル化粧吸音板(DR)

(19.9.2～4)

　生地、透明塗料塗り
表板の材碗

　〧透明塗料塗り

化粧板の樹碗名（　　　　　）

表面性能（　　　　　）タイプ

释虫処理　ヷ行う　ヷ行わない　

释虫処理　ヷ行う　ヷ行わない　

释虫処理　ヷ行う　ヷ行わない　

　（※ﾗﾜﾝ合板碌度　ヷ　　　　）

板面の品質（　　　　）
　（※しな合板碌度 ヷ　　　　）

厚さ(mm)  ※図硉による　ヷ　

厚さ(mm)  ※図硉による　ヷ　

厚さ(mm)  ※図硉による　ヷ　

せっこうボヸド面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえの碗別ヷＡ碗　　※Ｂ碗

繊維強化セメント板

ヷけい酸カルシウム板 普通ボヸド0.8FK　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)　ヷ6　ヷ8

普通ボヸド0.8FK　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)　ヷ6　ヷ8ヷ化粧けい酸カルシウム板

表面への化粧張り等の加工　ヷｱｸﾘﾙ樹脂系焼や　

ヷ火山性ガラス質複層板 ヷ図硉による

　　　ヷ普通　ヷ化粧

繊維板

ハヸドボヸド ヷ素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(ヷ未砅砹板(RN)ヷ砅砹板(RS))
　　スタンダヸドボヸド（無処理） ヷ内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DE)

厚さ　ヷ2.5  ヷ3.5   ヷ5   ヷ7

ハヸドボヸド ヷ素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(ヷ未砅砹板(RN)ヷ砅砹板(RS))
　　テンパヸドボヸド（処理） ヷ外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DE)

厚さ　ヷ2.5　ヷ3.5　ヷ5　ヷ7

ヷミディアムデンシティファイバヸ ヷ3 　ヷ7　 ヷ9 　ヷ12　ヷ　
　ボヸド（MDF）Ｇ

ヷインシュレヸションボヸド Ｇ Ａ級（ヷ天ため〥　ヷ内装め〥　ヷ　　　）
ヷ9 ヷ12 ヷ15 ヷ18

（トラバヸチン模様）

合板類

(19.8.2、3)(表19.8.1～3)

火山性ガラス質複層板（VSボヸド）

ヷ12.5（〧燃）　ヷ15（〧燃）　ヷ9.5(準〧燃)

ｴ ﾝﾄ ﾗ ﾝｽ、ｴﾝ ﾄﾗ ﾝ ｽﾎ ｰ ﾙ、所 員室、 面談室 、相談 室1、2、検査 室1、2､調 理室、 給湯室 、図書 室、
学習 室・多 目的室 、ﾌﾟﾚ ｲﾙ ｰ ﾑ(大)､ (小 )､男子 ・女子 更衣室 、廊下 、収納 1～ 4

・　グラスウール 16K t=50　(外壁・基礎立上り内側含む)
・　グラスウール 16K t=100 (天井裏)

ヷステンレスパイプ ヷHL 屋外ｽﾛｰﾌﾟ・階段

アルミ製枠　ホーロー白板

ヷｺﾝﾊﾟｸﾄｷｯﾁﾝ
ヷ1800
ヷ2700

家具図による

※機械設備図による

ヷ車道用 ヷﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
HDZ45
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※図硉

※70 　　ヷ　※図硉　ヷ歩行者用通路
コンクリヸト舗装

※図硉　ヷ車路、駐車場

厚さ(mm)構成部ギ舗装の碗類

構成及び厚さ

　※通行の支障となる水たまりを生じない碌度　ヷ　
舗装の平たん性
　アスファルト混合物等の抽出試験　　ヷ行う　　ヷ行わない
試験
　ヷ密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）
　ヷ細粒度アスファルト混合物（１３）
　ヷ密粒度アスファルト混合物（１３）
加熱アスファルト混合物等の碗類
　　　　　　　　ヷアスファルトコンクリヸト再生骨材 Ｇ
　骨材　　　　　ヷ道路用砆石
　　　　　　　　ヷストレヸトアスファルト
　　　　　　　　　（標準め様書 表22.4.1による碗類： ヷ60～80　　ヷ80～100）
　アスファルト　ヷ再生アスファルト Ｇ　
材料及び碗類
アスファルト舗装の構成及び厚さ　　※図硉　　ヷ　

４ コンクリヸト舗装

３ アスファルト舗装

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　（試料採取方法　　ヷ変状土　　ヷ現状土）
  　　　　　　　　　　　　　　　　ヷ行う（　　箇所）　　ヷ行わない
　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　ヷ行う（　　箇所）　　ヷ行わない

釹鄱スラグ

ヷクラッシャラン釹鄱スラグ Ｇ

ヷ粒度調整釹鄱スラグ Ｇ

ヷ水砕性粒度調整釹鄱スラグ Ｇ

　路床締固め度の試験　　　　　　　ヷ行う（　　箇所）　　ヷ行わない

ヷ再生粒度調整砆石 Ｇ
再生材

ヷ再生クラッシャラン Ｇ

ヷ粒度調整砆石
砆　石

ヷクラッシャラン

碗　別

路盤材料（標準め様書 表22.3.1による碗別）
路盤及び厚さ　　ヷ図硉　　ヷ　

試験

２ 路盤

安定処理工法に醫する試験
安定処理のＣＢＲ試験（配合試験含む）　　ヷ行う         　ヷ行わない
六価クロム溶出試験　　　　              ヷ行う           ヷ行わない

ヷ標準め様書 表3.2.1(ヷＡ碗　ヷＢ碗　ヷＣ碗　ヷＤ碗)

厚さ(mm)

ヷ図硉
ヷ　

ヷ図硉
ヷ　

ヷ　
ヷ図硉

ヷ標準め様書22.2.3(3)による

(22.2.2、3、5)(表22.2.1)

(21.2.1)

　設計基準強度　　　※18N/mm2　ヷ　

ヷ砂（標準め様書表21.2.2による） 
ヷ切込み砂利　

ヷ　

ヷ再生クラッシャラン Ｇ　ヷクラッシャラン

ヷ　

ヷ建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

ヷフィルタヸ層

ヷ凍〥抑制層

材料碗別

ヷ盛土

路床の材料

凍〥抑制層に用いる材料　　ヷ　
（砂を用いる場合の粒度試験）ヷ行う　　　ヷ行わない

　スランプ(cm)　 　※15又は18　　
現場打ちの場合の釹筋　碗類の記号　※SD295　ヷ　

（凍〥抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）ヷ行う　ヷ行わない

１ 路床

　ヷシルト　　ヷ山砂　　ヷ川砂　　ヷ砆砂
砂利地業に用いる材料

砂利地業の厚さ　　　　　※100(mm) 　ヷ図硉

砂地業に用いる材料

　ヷ再生クラッシャラン Ｇ ヷ切込砂利　ヷ切込砆石

　碗類　　　　　　　※普通コンクリヸト
現場打ちの場合のコンクリヸト材料　

舗
装
工
す
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　　　添加量　ヷ　　　　　 kg/m３（CBR　ヷ3れ〥　ヷ　　　　）
　　　　　　　ヷ生石灰（ヷ特号　ヷ1号） 　　ヷ消石灰（ヷ特号　ヷ1号）
　　　　　　　ヷフライアッシュセメントＢ碗
　　　碗類　　ヷ普通ポルトランドセメント　　ヷ高炉セメントＢ碗 Ｇ
　　添加材料による安定処理
　安定処理の方法　ヷ安定処理工法　ヷ置き換え工法
ヷ路床安定処理

碗類 形状、寸法

 ヷ図硉　　ヷ　

 ヷ図硉　　ヷ　

 ヷ図硉　　ヷ　

 ヷ図硉　　ヷ　

 ヷ図硉　　ヷ　

ヷＬ形側溝

ヷＵ形側溝

ヷＵ形側溝ふた

ヷ　

ヷ縁石

４ 街きょ、縁石、側溝 (21.3.1、2)(表21.3.1)

ヷステンレス製

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（や着量）
っ鄄めっき

形式 用途 適用荷重 〥面形状

ヷ受枠やき、
　ボルト固定
ヷ　

ヷ溝ふた(横断用)
ヷ溝ふた(側溝用)

ヷＵ字溝用

ヷ歩行用 　－ ヷ凹凸形

ヷ　
ヷT-20用
ヷT-14用
ヷT-6用
ヷT-2用 　－ ヷ平形

ヷ　

ヷ桝ふた

ヷ

ヷ

(22.3.2、3)(表22.3.1)

(22.4.2～4、6)(表22.4.1、4)

(22.5.2～4)(表22.5.1～3)

５ 埋戻し土 標準め様書 表3.2.1
※B碗

設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月 特記仕様書（その６）

3 教育相談所建設工事8 A-1

A-3 S=N/S

S=N/S

A-07

(22.7.2、3、6)
舗装の構成及び厚さ　　※図硉　　ヷ　

ヷ透水性アスファルト舗装６ 透水性舗装

　醡粒度アスファルト混合物等の抽出試験　ヷ行う　ヷ行わない
試験
舗装の平たん性　※著しい〧陸がないもの　ヷ　

　　　　　ヷアスファルトコンクリヸト再生骨材 Ｇ　
　　　　　　（標準め様書 表22.4.1による碗類： ヷ60～80　　ヷ80～100）　

　骨材　　ヷ道路用砆石
材料

　 芝等の枯補償
11 新植、碉植樹木、

12 屋〥緑化 Ｇ

新植樹木（芝張り、吹やけは碗及び地被類を含む）の枯補償の期醥
　※引渡しの日から１年　　ヷ無し　　ヷ　
碉植樹木の枯損処置を行う期醥
　※引渡しの日から１年　　ヷ無し　　ヷ　

植栽基盤及び材料
ヷ屋〥緑化システム  

　　排水層　　　　　ヷ軽量骨材（層の厚さ：        ）    ヷ板状成型品
　　土壌層の厚さ　　ヷ図硉　　　ヷ　

　　植込み用土 　　 ※改良土　　ヷぴ工軽量土
　　樹木、芝及び地被類の樹碗又は碗類、寸法、株磏数等　　　※図硉　　ヷ　 
　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　　※図硉　　ヷ　
　支柱　　　　　ヷ設置する（形式　ヷ図硉　　ヷ　　　　　　）
　かん水装置　　ヷ設置する（碗類　ヷ　　　　　　）　
工法
　「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力〥の安全性を砬かめるため
　の構造計算の基準を定めるゑ」（平成12年5月31日　建設省告硉磼1458号）に基づく
　風圧力に対応した工法
　　ヷ図硉による

９ 吹やけは碗

10 地被類

※洋芝類（採取後２年れ内）

ヷ　

※発芽率80％れ〥

碗子の量（g/〜）発芽率碗子の碗類

ヷ　

樹碗 コンテナ径 単ギ面碥当たりのコンテナ数

ヷ　 ヷ　 ヷ　 ヷ　

備考

芽磏数

10 砂利敷き

11 路面標硉用塗料

碗別
　ヷＡ碗（施工範囲：ヷ図硉　　ヷ通路　　　　　ヷ　　　　　）
　ヷＢ碗（施工範囲：ヷ図硉　　ヷ建物周囲も　　ヷ　　　　　）

路面標硉用塗料は JIS K 5665 による。

Ｇ ク揮発性有機溶剤型の路面標硉用水性塗料

※３碗１号

ヷ１碗 Ｇ

ヷ２碗 Ｇ

常温

加熱

溶融

液状

粉コ状

ヷ白

ヷ 

ヷ150

ヷ100

ヷ1.0

ヷ 

碗類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm)

　クッション材　※砂　　　　ヷ碳練りモルタル
　め〥り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石醥の段差は

　　　　　　　　　　　 ヷ 
　　　　　　　　　　　　　3mm れ内とする。

碗類

ヷ 
ヷ割石ヷ図硉 
ヷ　

ヷ 
ヷ 
ヷうろこ張り

基層
厚さ
(mm)

形状ヷ寸法
(mm)

基層の厚さ
(mm)

ヷ花こう岩
ヷｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

※70　ヷ　ヷｺﾝｸﾘｰﾄ版

張り方

ヷ舗石舗装

(22.9.2)(表22.9.1)

　　　　　　　　　　　　ヷ 

ヷ〧織布（ジオテキスタイル）

　　　　　　　　ヷ敷砂層と路盤の醥に敷設   ヷフィルタヸ層と路床の醥に敷設

　引張強さ　　　ヷ98N/5cm(10kgf/5cm)れ〥　 ヷ　
　透水係数　　　ヷ1.5×10－１cm/secれ〥　　　ヷ　
　舗装の割や（車路、駐車場）
　　　　　　　　ヷヘリンボンボンド(45°)　 ヷヘリンボンボンド(90°)
　め〥り面の平たん性　　※走行、歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック
　　　　　　　　　　　　　醥の段差は3mm れ内とする。

　30　

　20

100　

砂 

　川砂、海砂又は良質な山砂

ヷ歩行者用通路

ヷ車路、駐車場

（75μmふるい通過量6％れ〦）

区分 部ギ 碗類厚さ(mm)

敷砂層

フィルタヸ層

　敷設ギ置　　　※図硉

　厚さ(mm)　　　ヷ0.5～1.0　　　　　　　　 ヷ　
　単ギ面碥質量　ヷ60g/〜れ〥  　　　　　　 ヷ　

碗類

ヷ透水性ブロック(Ｐ)

ヷ保水性ブロック(Ｍ)

厚さ
(mm)

曲げ強度 横断面
勾配 目地材

色彩、表面加工

ヷ　

ヷ標準品

備考

※普通ブロック(Ｎ)

ヷ透水性ブロック(Ｐ)

ヷ保水性ブロック(Ｍ)

※普通ブロック(Ｎ)

80 2％ 砂

1.5～2％60

(N/mm２)

車路、

駐車場

歩行者

用通路

部ギ
寸法
形状

ヷ図硉

ヷ　

ヷ図硉

ヷ　

※5.0

※3.0

ヷインタヸロッキングブロック舗装 Ｇ 

　クッション材　　※砂　　ヷ碳練りモルタル
　歩行者用通路に使用する普通ブロックは Ｇ（再生材料を用いた舗装用ブロック）、
　透水性ブロックは Ｇ（透水性コンクリヸト）とする。

　め〥り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック醥の
　　　　　　　　　　　　　段差は3mmれ内とする。
　　　　　　　　　　　　ヷ 

　クッション材　　※砂　　ヷ碳練りモルタル

　普通平板はＧ（再生材料を用いた舗装用ブロック）、
　透水平板はＧ（透水性コンクリヸト）とする。

　め〥り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリヸト
　　　　　　　　　　　　　平板醥の段差は3mmれ内とする。
　　　　　　　　　　　　ヷ 

１ 植栽地の砬認等 土壌の水素イオン濃度（pH）試験　　ヷ行う　　ヷ行わない
電気ァ導度（EC）の試験　　　　　　ヷ行う　　ヷ行わない

２ 植栽基盤の整備

３ 植込み用土

４ 土壌改良材

５ 樹木

６ 支柱

７ 幹巻き用材料

８ 芝

ヷ樹木

工法 有効土層の厚さ(cm)植栽 整備範囲 土壌改良材

※芝、地被類

ヷ適用する
ヷ適用しない

ヷ葉張り部分

ヷ図硉
ヷ　

※Ａ碗
ヷＢ碗
ヷＣ碗
ヷＤ碗

樹高12ｍれ〥
（※100　ヷ120　ヷ150）
樹高7ｍれ〥～12ｍ未満
（※80 　ヷ100）
樹高3ｍれ〥～7ｍ未満
（※60 　ヷ80）
樹高3ｍ未満
（※50　　ヷ60）

ヷ適用する
ヷ適用しない

ヷ植栽部分
ヷ図硉
ヷ　

※Ｂ碗
ヷ　 ヷ　

ヷ植栽帯部分

植栽基盤の排水設備　　ヷ設ける（※図硉　　ヷ　　　　　）　　ヷ設けない

　ヷ現場発生土の良質土　ヷ客土　ヷ　　　　

　碗類及び指定量等 
　ヷバヸク堆肥 Ｇ
　　施工箇所　　※植栽範囲　　ヷ図硉
　　使用量　　　植栽基盤面碥１〜あたり（ヷ50L　　ヷ　　　　）
　ヷ汚泥発酵肥料（〦水汚泥コンポスト）Ｇ
　　施工箇所　　※植栽範囲　　ヷ図硉
　　使用量　　　植栽基盤面碥１〜あたり（ヷ10L　　ヷ　　　　）
　　材料
　　　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省る」の別表磼〟の基準に
　　　適合する原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないも
　　　のとする。

樹碗、寸法、株磏数等　　※図硉　　ヷ　

支柱材　　　　　※〺太（醥ゝ材）Ｇ　　　　ヷ真磩　　ヷ　
释腐処理方法　　※加圧式释腐処理〺太材　　ヷ　
形式　　　　　　ヷ図硉　　ヷ　

材料　　※幹巻き用テヸプ　　ヷわら及びこも　　ヷ　

碗類　　※コウライシバ　　ヷノシバ　　ヷ　
芝張りの工法
　平地　　※目地張り　　ヷべた張り
　法面　　ヷ目地張り　　※べた張り法面
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(23.3.2)

(23.4.2、3)

(23.3.2、3)

(23.3.2)

(23.2.3)

(23.2.3)

(23.1.3)

(23.2.2)植
栽
及
び
屋
〥
緑
化
工
す

セメントミルクの碗類
普通タイプ
早強タイプ
超速砕タイプ 約 3 時醥

約 1 日
約 3 日
養生期醥

　浸透用セメントミルクの施工は、(1)から(5)による。
  (1) 浸透用セメントミルクの製造は、〟般に碉動式ミキサによって行うが、工す規

  (2) 浸透用セメントミルクの施工は、〟般に舗装コ表面の温度が50℃碌度れ〦に
      なってから行う。その場合、舗装コにごみ、泥、水などが残っていないこと
　　　を砬認する。浸透ズ業は、〟般に振動ロヸラ等により行う。
　(3) セメントミルクが舗装表面に残っていると、路面のすべり抵抗値をク〦させ
　　　ることがあるので、舗装表面の骨材の凹凸が現れる碌度にセメントミルクを
　　　ゴムレヸキ等で除去する。特にすべり止め対策を必要とするところは、砐砂
　　　の使用及びシ剰セメントミルクのよりいっそうの除去等、材料や施工法等で
　　　対処するか、場合によっては施工後ショットブラスト等で表面を粗くするこ
　　　とが必要である。
  (4) ど通醡放までの〟般的な養生期醥は、〦表に硉すとおりである。

　　　またはごみ、泥等による汚れが生じることがあるので、基本的には注入前に
　　　ど通醡放を行わないようにする。

  　　模が大きい場合には専用の碉動式や固定式の混合プラントを用いることもある。

配合

ふるいの呼び名 ふるい通過質量百分率（％）
19.0　mm
13.2　mm
4.75　mm
2.36　mm
600　μm
300　μm
75 　μm

アスファルト量（％）

100
95～100
10～ 35
 5～ 22

 3～ 12
 1～  6
 3～  4.5

項目 基準値

1.9れ〥

2.94れ〥

20～40

20～28

50

施工

碶固め回数（回）

碳隙率　　（％）

フロヸ値　 (1/100cm)

安定度　　（kN)

密度　　　（g/cm３）

 4～ 15

  半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の施工は、標準め様書22.4.5による。

弾性舗装（歩行者用通路）の構成及び厚さ　※図硉　　ヷ　

30

表層

基層

弾性舗装材

再生密粒度アスファルト混合物（13）

15～20

碗類 厚さ(mm)区分

　※図硉　　ヷ　
ヷコンクリヸト平板舗装 Ｇ

ヷ　
※300角 ※60

ヷモルタル
※砂

ヷたたき出し
ヷ洗い出し
ヷ砅ぎ出し
表面加工

ヷ　

ヷ砂
ヷ碳練りﾓﾙﾀﾙ

ヷ保水性平板（Ｍ）
ヷ透水平板（Ｐ）
※普通平板（Ｎ）

敷砂層

碗類 寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材 備考

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による

締固め度　　標準め様書22.4.2(2)による
舗装厚さの許容差　　※標準め様書 22.4.2(3) による
舗装の平たん性　　　※通行の支障となる水たまりを生じない碌度 

  (5) 浸透用セメントミルクを注入する前にど通醡放すると、骨材の剥奪や飛散、

半たわみ性舗装用アスファルト混合物のマヸシャル安定度試験に対する基準値

　半たわみ性舗装用アスファルト混合物の標準配合

試験
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の抽出試験　　ヷ行う　　ヷ行わない

区分

表層

厚さ(mm)

40

基層 再生粗粒度アスファルト混合物(20) 40

材料
　浸透用セメントミルクの標準的な性状

項目 性状
フロヸ値(Pロヸト)砂
圧縮強度(７日養生)　MPa

10～14
9.8～29.4

曲げ強度(７日養生)　MPa 2.0れ〥

試験方法
舗装調査ヷ試験法便覧（C041）
JIS R 5201
舗装調査ヷ試験法便覧（C042）

半たわみ性舗装用アスファルト混合物Ⅰ型(13)
碗類

(22.8.2、3)

目地の醥隔

最大粒径　(mm) 13
20れ〥
1×10－２れ〥透水係数　(cm/s)

碳隙率　 （％）

　コンクリヸト舗装に対する基準値
ヷ透水性コンクリヸト舗装

項目 基準値

　構成、厚さはコンクリヸト舗装による

ヷ透水性コンクリヸト平板舗装
　透水性コンクリヸト平板舗装は、ブロック系舗装による

ヷ透水性インタヸロッキングブロック舗装
　透水性インタヸロッキングブロック舗装は、ブロック系舗装による

ヷ〧織布（ジオテキスタイル）
　敷設ギ置　※フィルタヸ層と路床の醥の敷設　　ヷ図硉

版厚の20倍碌度

出典：構内舗装ヷ排水設計基準の資料（H27）、舗装施工便覧（H18）

(22.5.2～4、6)

(22.8.2、3)

(22.8.2、3)

　単ギ面碥質量　ヷ60g/〜れ〥  　　　　　　 ヷ　
　厚さ(mm)　　　ヷ0.5～1.0　　　　　　　　 ヷ　

　透水係数　　　ヷ1.5×10－１cm/secれ〥　　　ヷ　
　引張強さ　　　ヷ98N/5cm(10kgf/5cm)れ〥　 ヷ　

９ ブロック系舗装

８ 弾性舗装

７ 半たわみ性舗装

　　　　　　　　　ヷ塗布工法　（配合そのも：　　　　　　　)

　　　※通行の支障となる水たまりを生じない碌度　ヷ　
　　舗装の平たん性

　　工法　　　　　ヷニヸト工法（配合そのも：　　　　　　　)

　　着色部の〦部　ヷアスファルト舗装　ヷコンクリヸト舗装

ヷ常温系カラヸ舗装
　　　自然石　　（　　　　　　　　　）
　　　着色骨材　（　　　　　　　　　）
　　添加材 (23.4.2)

(23.4.2)

(23.3.4、6)(23.4.7)(23.5.5)

(23.5.2～4)

※50　ヷ　

※30

30mm

ヷ車いす駐車場ﾋﾟｸﾄｻｲﾝはJIS規格に適合させること。

ヷ白線引き、車いす駐車場(ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ､駐車範囲表硉)に適用する。

　※引渡しの日は監督員と協議を行うこと。

　※通行の支障となる水たまりを生じない碌度　ヷ　
舗装の平たん性
　構造　　※標準め様書図22.5.1による　　ヷ図硉
　醥隔　　※標準め様書表22.5.3による　　ヷ　　　m碌度ごと
　碗類　　※標準め様書表22.5.3による　　ヷ　
目地
　注入目地材料　　　　　　　　※ク弾性タイプ　ヷ高弾性タイプ　
　早強ポルトランドセメント　　ヷ使用する　　　ヷ使用しない
　　　　粗骨材の最大寸法(mm)　ヷ　
　　　　所定のスランプ(cm)　　※8　　ヷ　
　　　　設計基準強度(N/mm2)　 ヷ　
　　　　コンクリヸトの碗類　　ヷ　
　　ヷれ〦による
　　※普通コンクリヸト　標準め様書表22.5.1による　ヷ　
　コンクリヸト　
材料

　　　ヷ石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　%）
　　　ヷアスファルト混合物
　　加熱系混合物の結合材
　　構成及び厚さ　　※図硉　　ヷ　
ヷ加熱系カラヸ舗装 (22.6.2～4)５ カラヸ舗装

ヷﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ



▼

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200

+5

+100

+165

+210

+805

+400

+365

+615

+535

+570

+190

-115

-150

L型側溝天端
BM±0

-110

-130

-95

-85

-90

-55

-60

-30

+25

-35

+200

+210

-140

+500

電柱
＋ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,000

来客用
駐車場

緑地 緑地

緑地

緑地

緑地緑地緑地

緑地

真　 北

1

2

3

4

5

6

7

+100

+100

+100

+100

+100

+100

+100
+100

+100

+100

+100

+100

+100

-115

8

9

10

11

+100

+100

+100

+100

+100

+100

-15
-60

-35-90

+25

+25

+25

±0
±0

-50

-50

-50

+100+25

5,5005,000 5,500

5,000

車止めポール(埋込式 チェーン内蔵式)

アルミ製大型引戸 W=5,500(開口幅)

2,
50

0

2,
50

0
3,

50
0

来客用
駐車場

グラウンド(ダスト舗装)

駐車場(アスファルト舗装)

集水桝

レインシューター

-50

+100
-50

雨水浸透枡

外流し

外流し

アルミ製大型引戸 W=4,500(開口幅)

2,520

軽量鉄骨造１階建

その他
新　築

設計GL=BM+100

22.5m2

東京外環自動車遈

八潮市

八條中●

八条橋

中

川

共和橋

首
邴
高
速
６
号
三
号
線

川
瀬

綾

柳之宮橋

八潮駅

大瀬

潮止橋

川

中

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

八潮料金所

外環三邳北IC

三邳IC

三邳JCT

草加市

吉川市

三邳市

三邳市

葛
西
用
水

N

八幡中●

青柳小●

そうか公園●

八幡神社●

●八潮高

●八潮中

●八潮市役所

●八幡小

●川柳小

●川柳中

●八條北小 ●吉川署

案 　 内 　 図

●松之木小

●大原中

●八幡図書館公民館●八幡小

車椅子使用者用
駐車スペース

優先駐車区画

優
先
駐
車
区
画

最高の軒高　4,464

案内図・郤置図

栽培園 スロープ

1,
20

0

6
,
0
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
0
0

A-

16,800

3
2
,
0
0
0

 S=1/100郤置図

止水弁

3,485

駐輪場(屋根あり)

汚水最終枡

軽量鉄骨造１階建

その他
新　築

最高の高さ　2.185 m
最高の軒高　2.085 m

申請建築物1

隣
地

境
界

線
　

13
.4

79

隣
地
境
界
線
　
14
.4
86

隣
地
境
界
線
　
13
.5
35

隣地境界線　17.149

隣地境界線　13.238

隣
地

境
界

線
　
8.

90
8

隣
地

境
界

線
　

3.
91
5

隣
地

境
界

線
　
7.

88
4

隣
地

境
界

線
　
6.

23
7

隣
地

境
界

線
　

7.
51

1

CBt=100 2段積 H=400(BM+500)

※盛土規制法対象外工事

最高の高さ　4,689

建物名称

工事場所

工　事　概　要

工事項目

工事対象建物

建築工事

電気設備工事

機械設備工事

教育相談所

新築工事

」電灯設備・動力設備・その他設備　新築工事

給排水衛生設備・その他設備　新築工事

教育相談所 軽量鉄骨造 1階建

駐輪場 軽量鉄骨造 1階建

凡例

汚水雑排水桝

汚水雑排水最終桝

雨水桝

雨水浸透桝

面 積 表 （ 基 準 法 ） ㎡

合計 申請建築物1

敷 地 面 積 1,381.58

建 築 面 積 480.35 470.35 10.00

床　面　積 1階 474.25 464.25 10.00

延 床 面 積 464.25 10.00474.25

容積率算定床面積 464.25

建 ぺ い 率

容　積　率

工事場所　埼玉県八潮市中央三丁目29番17地内

埼玉県八潮市中央三丁目29番17地内

学習塾、華遈教室、囲碁教室その他これらに類する施設(教育相談所に付属する駐輪場)

学習塾、華遈教室、囲碁教室その他これらに類する施設(教育相談所)

遈路側溝へ接続放流

既設下水遈
取出管(150Φ)

下水遈管接続放流(既設)

下水遈管

郤水管接続取出(既設)

郤水管(100Φ)

量水器25mm(貸与品)BOX共

遈路側溝へ接続放流

既設給水
引込管(PP50Φ)

8 3

MB

+50

+145

金属プレート

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

金属プレート

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

34.76

33.60

%　＜　60　%

%　＜ 200　%464.25/1,381.58×100= 33.60

480.35/1,381.58×100= 34.76

化粧CBt=120 2段積 H=400(BM+500)

化粧CBt=120 2段積 H=400(BM+500)

化粧CBt=120 2段積 H=400(BM+500)

08

遈路境界線　38.741

法42条1項1号
市遈5023号線
認定幅員 6.0m

3,680

2,
10

0

越流枡
雨水浸透枡

3,620

室外機置場1

室外機置場3

敷地内通路 1.5m以上確保

付属申請建築物2

付属申請建築物2

室外機置場2



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200

真　 北

7.
51

1
6.

23
7

8.
90

8
7.

88
4

3.
91

5

38.741

13
.4

79

14
.4
86

13
.5
35

13.238

17.149

 S=1/100

7.374

13
.2

59

39.139

36.713

8.
29
7

14
.4
81

34.248

14.990
31.049

①

②

③

④

⑤

⑥⑦

⑧

⑨

39.458

39.586

34.485

13
.3
14

6.
16

7

6.
81
9

4.
14
0

3.
26
3

敷地求積表

計算式 面積(㎡)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

倍面積(㎡)

面積(㎡)

地積(㎡)

 36.713 ×  8.297

 36.713 × 14.481 531.640953

304.607761

 14.990 ×  3.263  48.91237

 39.458 ×  7.374 290.963292

 39.586 × 13.259

 34.248 × 13.314

 34.248 ×  6.819

 31.049 ×  4.140 128.54286

233.537112

455.977872

 39.586 ×  6.167 244.126862

524.870774

2,763.179856

1,381.589928

1,381.58

8 3

敷地求積図

敷地求積図

09



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5

上段：仕上　下段：下地

床 巾木

※下地は壁に準ずる
廻縁 備考

内壁・間仕切壁

上段：仕上　下段：下地

天井

上段：仕上　下段：下地床高

天井高
室名階

1
土間コンクリート金鏝押え

新築

建物概要

工事種別

構　　造

建築面積

規　　模

耐火建築物 その他

開口部

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

外壁

基礎

外部仕上表

延床面積

主要用途

軽量鉄骨造（ブレース構造）

透湿防水ｼｰﾄ　鉄骨竪胴縁

エントランス

エントランスホール

所員室

長尺塩ビシート t=2.0（防滑） ビニルクロス貼 化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

長尺塩ビシート t=2.0（防滑） ビニルクロス貼 化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え LGS

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え

CH=2,700

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

下駄箱

教育相談所建設工事

仕上表

A-

A1 NS

A3 NS

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

調理室

給湯室

図書室

※天井裏、内壁のｸﾞﾗｽｳｰﾙは、Ｆ☆☆☆☆等級以上とする。

特記事項

※ｱｽﾍﾞｽﾄ、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽは使用しない。

※建築基準法第37条による指定建築材料はJIS,JAS規格とする。

※内装材は、Ｆ☆☆☆☆認定品とする。

※壁・天井材　特記なき箇所の仕上材は準不燃とする。

※開口部上下は壁にﾊｯﾄｼﾞｮｲﾅｰを入れクロス巻込みとする。（目地は3mm）

※入隅部仕上げはクロスカットの上、ｼｰﾘﾝｸﾞ処理とする。

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え LGS

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え LGS

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼 化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼CH=2,700

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼CH=2,700 長尺塩ビシート t=2.0

LGSの上石膏ボードt=12.5

LGSの上石膏ボードt=12.5

LGSの上石膏ボードt=12.5

検査室1,2

相談室2

相談室1

SUS製床見切り(FB W=50）

白板

参考認定番号
【不燃材料】
石膏ボードt=12.5
化粧石膏ボードt=9.5 

ビニールクロス

NM-8619
【準不燃材料】
化粧石膏ボードt=9.5 

耐水石膏ボードt=9.5、12.5
QM-0524
QM-0898
QM-0822ビニールクロス岩綿吸音板t=9.0

NM-1864

NM-3991
NM-8599

ビニルクロス貼（不燃）

ビニルクロス貼（不燃）

ビニルクロス貼（不燃）

化粧石膏ボード t=9.5 （不燃）

岩綿吸音板t=9.0

岩綿吸音板t=9.0（不燃）

岩綿吸音板t=9.0（不燃）

※防火上主要な間仕切りは石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=9.5（両面）とする。準耐火構造：建告1358号第1一ハ(2)ⅲ

白板、ランドセル入れ

廊下

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

男子更衣室

女子更衣室

多目的トイレ

男子トイレ

女子トイレ

収納1～4

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え LGS

CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼CH=2,700

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼 化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼 化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え

化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え

化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え

化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60土間コンクリート金鏝押え

長尺塩ビシート t=2.0（防滑） 化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

FL±0
塩ビ製

ソフト巾木

H=60 LGSの上石膏ボードt=12.5土間コンクリート金鏝押え

ビニルクロス貼 化粧石膏ボード t=9.5 

LGS

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0

長尺塩ビシート t=2.0CH=2,400

CH=2,400

CH=2,700

CH=2,400

CH=2,400

CH=2,400

CH=2,400

LGSの上耐水石膏ボードt=12.5

LGSの上耐水石膏ボードt=12.5

LGSの上耐水石膏ボードt=12.5

ﾗｲﾆﾝｸﾞ側面：化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ側面：化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=20、

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH2000(巾木ﾀｲﾌﾟ)､ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=20、棚板(ﾎﾟﾘ合板)、ﾓｯﾌﾟ掛け

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH2000(巾木ﾀｲﾌﾟ)､ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=20、棚板(ﾎﾟﾘ合板)、ﾓｯﾌﾟ掛け

LGSの上石膏ボードt=12.5

ビニルクロス貼（不燃） 化粧石膏ボード t=9.5 （不燃）

岩綿吸音板t=9.0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ側面：化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ､[設備工事]ベビーチェア、ベビーシート

※1FL=設計GL+300

※各室に必要に応じて点検口を設置する。（アルミ目地タイプ）

※防音室の間仕切りは石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=9.5（両面）又石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=12.5（両面）とし、

[設備工事]大便器、L型手摺、紙巻器、耐食鏡、手洗器、SK

[設備工事]大便器、L型手摺、紙巻器、耐食鏡、手洗器、SK

[設備工事]洗面器、耐食鏡

学習室・多目的室

岩綿吸音板t=9.0

岩綿吸音板t=9.0

LGSの上石膏ボードt=12.5

LGSの上石膏ボードt=12.5

　　防湿ﾌｨﾙﾑ t=0.15、再生砕石 t=300

LGSの上石膏ボードt=12.5（不燃）

LGSの上石膏ボードt=12.5（不燃）

LGSの上石膏ボードt=12.5（不燃）

LGSの上石膏ボードt=12.5（不燃）

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150 ワイヤーメッシュ6Φ100角

白板

白板
破風：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 H=300

ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

裏貼：ポリエチレンフォーム t=4
屋根

カラーガルバリウム鋼板 t=0.5（捨て水切共）

断熱材

雨樋

水切金物

屋根材現し軒天

竪樋：硬質塩ﾋﾞ製VU75φ

外部巾木
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修程度（誘発目地＠3000程度 目地幅・深さ 15mm ｼｰﾘﾝｸﾞ処理）

塗装（キソエース　日本ペイント同等品）

軒樋：硬質塩ビ製前高130W、竪樋：硬質塩ﾋﾞ製VU75Φ

鉄骨下地：溶融亜鉛メッキ

ポーチ・スロープ

ポーチ：土間コンクリートﾄ金鏝押え t=150、スロープ：土間コンクリート刷毛引き

備考

庇・下屋

破風：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 H=300

軒樋：硬質塩ﾋﾞ製前高130W、落ち葉除けネット

軒天：屋根材現し、雨押え：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

カラーガルバリウム鋼板製折板屋根、ボルト式 t=0.6 H=88 1/100勾配 片流れ（不燃材：NM8697）

床下地共通：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150、ワイヤーメッシュ6Φ100角、再生砕石 t=100

外流し

カラーガルバリウム鋼板折板葺(NM8697) ハゼ式t=0.6 H=90　片流れ（不燃材：NM8697）

内壁：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 16kg/m3 t=50

天井裏：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 16kg/m3 t=100

　高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 16kg/m3 t=50充填し、屋根まで達せしめる。

8 3

窯業系サイディング　t=16（横貼）防火構造 (PC030BE-9201)、通気金物

化粧石膏ボード t=9.5 （準不燃）

LGSの上耐水石膏ボードt=12.5（準不燃）

LGSの上耐水石膏ボードt=12.5（準不燃）

化粧石膏ボード t=9.5 （準不燃）

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

コンパクト・バリアフリートイレパック、フィッティングボード、化粧鏡

[建築工事]調理台W2700　カーテンレール(ダブル)

[建築工事]コンパクトキッチンW1800（上部幕板）

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

白板　カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

10

申請建築物１ 学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類する施設（教育相談所）08456
申請建築物２ 駐輪場

申請建築物２ 平屋建て　最高高さ2.185m、軒高2.085m
申請建築物１ 平屋建て　最高高さ4.689m、軒高4.464m

申請建築物１ 470.35ｍ2

申請建築物１ 464.25ｍ2
申請建築物２  10.00ｍ2

申請建築物２  10.00ｍ2

手摺 H=800(SUS製)　、コンクリート製点字ブロック

LGSの上石膏ボードt=12.5(手洗い 耐水石膏ボードt=12.5)

メラミン化粧板貼 t=3

メラミン化粧板貼 t=3

メラミン化粧板貼 t=3

ビニルクロス貼(手洗い メラミン化粧板貼t=3)

アルミサッシ、アルミドア、防音室は内窓設置（面談室、検査室1・2、相談室1）

手洗い ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=20

ビニルクロス貼(準不燃)(一部キッチンパネル貼 不燃)

ビニルクロス貼(準不燃)(一部キッチンパネル貼 不燃)

移動間仕切り（防音）（三和シャッター　スライディングウォール60同等品）



＊ 28.000000

 6.000＊ 4.000

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事

A3 S=1/400

A1 S=1/200

建物求積表

番　号

１

２

３

４ ２１ ＋

＋ ＋＋ ４３２１

面積(ｍ2) 建築面積算定式

＊

＊

＊

＊

＊

＊

５

６

16.800 10.800

15.300  6.600

14.300  5.500

11.800  7.000

 9.800  2.100

 3.700  1.650

181.440000

100.980000

78.650000

82.600000

20.580000

6.105000

＋ ＋５ ６

＋ ＋ ４３ ＋ ５

1F床面積=延床面積

470.355000

470.35ｍ2

464.250000

464.25ｍ2

居室求積表

居室名

所員室

調理室

16,800

16,800

X0 X11

居室求積図　S=1/200

所員室

相談室1

検査室1

(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)
面談室

相談室2 検査室2

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

図書室

調理室

6,000 3,000 3,000 1,800 3,000

4
,
00

0
4,

0
00

2
,
10

0
7
,0

0
0

7
,5

0
0

4
,
60

0
3,

0
00

6,000 6,500 2,500

3
,
00

0
3
,
00

0

6
,0

00
1,

80
0

1,800

3,000 3,000

１

２

３

４

５

６

5,300 3,700 7,800

16,800

庇

庇

下屋

9,800

11,800

14,300

15,300

16,800

建物求積図　S=1/200

X0 X11
1,

6
50

1
0
,8

00
6
,
60

0
5
,5

0
0

7
,0

0
0

2
,
10

0

Y0

3
2
,0

00

Y28

Y17

Y11

Y5

Y1

多目的室

プレイルーム(小)

面積算定式 面積算定式居室名

＊ =

＊ = プレイルーム(大) 9.000 6.000

 6.000  4.000

54.000000

24.000000

54.00ｍ2

24.00ｍ2

=

＊ =

＊ =

 6.000

 6.000

 4.000

 4.000

24.000000

24.000000

24.00ｍ2

24.00ｍ2

= 24.000000 24.00ｍ2図書スペース

学習スペース

48.00ｍ2

多目的室
学習室兼

学習スペース

多目的スペース

Y0

3
2
,0

00

Y28

4,
0
00

4
,0

0
0

4
,
00

0
9
,0

0
0

3
,
00

0
8,

00
0

4,000

 4.000  7.000 28.00ｍ2

＊ =

＊ =

＊ =

＊ =

＊ =

＊ =

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

検査室1

検査室2

相談室1

相談室2

 6.500

 6.000 3.000

 3.000  3.000

 3.000 3.000

 3.000  3.000

 3.000  3.000

18.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

18.000000

9.000000

9.000000

9.000000

9.000000

 7.500 48.750000 48.75ｍ2

学習室・多目的室

居室面積合計 280.75ｍ2

8 3

建物・居室求積図・面積表

2,
0
00

5,000

駐輪場求積図　S=1/200

面積算定式

＊ =駐輪場

室名

駐輪場求積表

 2.000  5.000 10.000000 10.00ｍ2

申請建築物1 申請建築物1 申請建築物2

11



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事
A-

法チェック図

8 3

図書室

0.711

室名

×× =

×× =

階 床面積 係数 必要面積 有効面積 判定

有窓

有窓

(AW1)

(AW1)

有窓

1

2.145

各無窓算定

2.145

算定式　面積（建具表より）　×　数量　×　採光補正係数

1/20

1/20

1/20

法28条第2項における無窓検討（換気）

階 室名 床面積 係数 必要面積 算定式　面積（建具表より）　×　数量 有効面積 判定

1 1/20 ×

1/20 有窓

(AW1)

× =

1/20 有窓× =

1/20 × =(AW1) 有窓1.007

有窓1.007

×× =(AW1)2.145

有窓1/20 ×× =(AW1)2.145

有窓1/20 ×× =(AW1)2.145

有窓1/20 ×× =(AW1)2.145

有窓1/20 ×× =(AW1)2.145

有窓1/20 ×× =(AW1) 1

有窓1/20 ×× =(AW1)2.145 1

有窓1/20 ×× =(AW1)2.145 1

有窓1/20 ×× =(AW1)2.145 1

1/20

階 室名 床面積 係数 必要面積 算定式　面積（建具表より）　×　数量 判定

×

×

1

有窓

× 有窓

(AW1)

1/50 =

=

=

1/50

1/50

×(AW1) = 有窓1/50

有効面積

令116条の2第1項二号における無窓検討（排煙）

1/20 × =(AW1) 有窓1.007

1/20 × =(AW1) 有窓1.007

1/20 有窓

1/20 × =(AW1) 有窓

1/20 × =(AW1) 有窓1.007

1/20 × =(AW1) 有窓1.007

1/20 × =(AW1) 有窓1.007

1/20

消防上無窓階検討

階数 床面積 係数 必要面積 算定式　面積（建具表より）　×　数量 有効面積 判定

1/30
1

× ×

有窓

1 ×(AD1) ++

×(AW1) = 有窓1/50

×(AW1) 有窓1/50 5.11ｍ2

×(AW1)1/50

×(AW1) =1/50

×(AW1) = 有窓1/50

×(AW1) = 有窓1/50

×(AW1) = 有窓1/50

1/50

所員室

調理室

図書室

プレイルーム(小)

プレイルーム(大)

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

検査室1

検査室2

相談室1

相談室2

54.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

18.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

2.70ｍ2

1.20ｍ2

1.20ｍ2

1.20ｍ2

1.20ｍ2

0.90ｍ2

0.45ｍ2

0.45ｍ2

0.45ｍ2

0.45ｍ2

所員室

調理室

図書室

プレイルーム(小)

プレイルーム(大)

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

検査室1

検査室2

相談室1

相談室2

54.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

18.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

所員室

調理室

プレイルーム(小)

プレイルーム(大)

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

検査室1

検査室2

相談室1

相談室2

54.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

24.00ｍ2

18.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

9.00ｍ2

2.70ｍ2

1.20ｍ2

1.20ｍ2

1.20ｍ2

1.20ｍ2

0.90ｍ2

0.45ｍ2

0.45ｍ2

0.45ｍ2

0.45ｍ2

1.08ｍ2

0.48ｍ2

0.48ｍ2

0.48ｍ2

0.48ｍ2

0.56ｍ2

0.36ｍ2

0.18ｍ2

0.18ｍ2

0.18ｍ2

464.25ｍ2 15.48ｍ2

12

1

4.290 4.29ｍ2

2 4.290 4.29ｍ2

2

2

1

1

4.290

4.290

4.29ｍ2

4.29ｍ2

2

2

2

1

1

4.290

4.290

4.290

4.29ｍ2

4.29ｍ2

4.29ｍ21

1

1

1

1

2.145 2.145

2.145

2.145

2.145

2.14ｍ2

2.14ｍ2

2.14ｍ2

2.14ｍ2

-

※採光無窓の居室は非常照明設備を設置する

※換気無窓の居室は機械換気設備を設置する

+ × =(AW3)2

21.007

1.007

(AW1)

(AW1) 2

2

2.014

2.014

2.014

2.01ｍ2

2.01ｍ2

2.01ｍ2

2

2

2.01ｍ2

2.01ｍ2

2.014

2.014

×(AW1)1.007 + × =2 (AW2) 2.72ｍ2

-

-

無窓

1

1

1

1

1.007 1.007

1.007

1.007

1.007

1.00ｍ2

1.00ｍ2

1.00ｍ2

1.00ｍ2

2

無窓

0.310

(AW1)

(AW1)

0.310

0.310

0.310

0.310

0.310

0.310

0.310

0.310

0.310

2

2

2

0.620

0.620

0.620

0.620

0.62ｍ2

0.62ｍ2

0.62ｍ2

2

2

2 =+ × 3(AW2)

=

0.620

0.620

0.62ｍ2

0.62ｍ2

0.219 0.839 0.83ｍ2

無窓

-

1

1

1

1

0.310 0.310

0.310

0.310

0.310

0.31ｍ2

0.31ｍ2

0.31ｍ2

0.31ｍ2

無窓

無窓

無窓

2.000 1.007(AW1) (AW3)11

1.550 3.564 3.56ｍ2

1.550 1 =×+ 11.400(AW4) 16.027 16.02ｍ2

大型開口部　2箇所(AD1,AW3)≧2箇所

採光補正係数

A=d/h×6-1.4
最も不利（h寸法が大きくなる）なX0通りのAW1で採光補正係数が1となる離隔距離を検討する

※d寸法は配置図、h寸法は立面図参照

0.18ｍ2

1

1 2.725

※学習スペースと多目的スペースは将来的に分割するためそれぞれに検討する令116条の2第1項一号における無窓検討（採光）

※学習スペースと多目的スペースは将来的に分割するためそれぞれに検討する

※学習スペースと多目的スペースは将来的に分割するためそれぞれに検討する

学習スペース

学習スペース

学習スペース

多目的スペース

多目的スペース

多目的スペース

48.75ｍ2

48.75ｍ2

48.75ｍ2 0.98ｍ2

2.44ｍ2

2.44ｍ2

28.00ｍ2

28.00ｍ2

28.00ｍ2

1.40ｍ2

1.40ｍ2

1=d/2.75×6-1.4
d=1.10
上記より採光検討に使用するAW1はすべて離隔距離が1.10m以上確保できいるので採光補正係数は1とする

※排煙無窓の居室は告示1436号1項三号ヘ-（5）（100㎡以下・内装下地・仕上共不燃）※仕上表参照

排煙無窓の居室は告示1436号1項三号ヘ-（5）適用

必要換気量 m3/h 20×9m2/5m2 = 36m3/h  EF-4 100m3/h ∴OK

排煙無窓の居室は告示1436号1項三号ヘ-（5）適用

排煙無窓の居室は告示1436号1項三号ヘ-（5）適用

排煙無窓の居室は告示1436号1項三号ヘ-（5）適用
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A1 S=N/S

A3 S=N/S



上部下屋

ドレン

X0 X11

16,800

5,300 3,700 7,800

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

真北

200 200

450 450

1,000

1
,
00

0

教育相談所建設工事

3/100

3/100

3/100

1
/1

0
0

ドレン

雨押え：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

屋根：カラーガルバリウム鋼板製折板屋根
ボルト式 t=0.6 H=88 1/100勾配 片流れ

ドレン

ドレン

ドレン

ドレン

ドレン

ドレン

ドレン

ドレン

ドレン

ドレン

破風：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 H=300

t=0.5 H=300
破風：カラーガルバリウム鋼板

Y0

32
,0

0
0

2,
1
00

7
,0

0
0

5
,5

0
0

6,
6
00

10
,8

0
0

2
00

20
0

※
※

※
※

軒樋：硬質塩ﾋﾞ製前高130W、落ち葉除けネット

落ち葉除けネット
軒樋：硬質塩ﾋﾞ製前高130W

破風：カラーガルバリウム鋼板
t=0.5 H=300

軒樋：硬質塩ﾋﾞ製前高130W
落ち葉除けネット

破風：カラーガルバリウム鋼板

Y0
1,

65
0

32
,0

0
0

1
9,

8
00

2,
6
00

9
,6

0
0

2
0
0

4
50

2
00

t=0.5 H=300

屋根：カラーガルバリウム鋼板製
折板屋根 ボルト式 t=0.6 H=88
1/100勾配 片流れ

ドレン

軒樋：硬質塩ﾋﾞ製前高130W
落ち葉除けネット

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,500

1
,0

0
0

2
,0

00
1
,5

0
0

2,
00

0
2
,
00

0
1
,
30

0
2,

2
00

1,
90

0
2
,
10

0
2
,
00

0
2
,0

0
0

2,
0
00

2,
0
00

2
,
00

0
2
,0

0
0

1
,9

00
2,

1
00

2,
1
00

1
,9

00
2
,0

0
0

2
,
00

0
1
,
10

0
1
,5

0
0

2,
0
00

2
,0

00
2
,0

0
0

1,
5
00

1
,5

00
1
,6

0
0

1,
00

0
2,

0
00

1
,8

0
0

2,
00

0
2,

0
00

2
,0

00

32
,0

0
0

1,
65

0

4,
0
00

4
,0

0
0

4,
00

0
9
,
00

0
3
,0

00

6,000 1,000 1,500

2,000

4,000

1,800 6,500

1,800

7
,
50
0

3
,
00

0
1
,6

0
0

3,
0
00

1
,8

0
0

3,
00

0
3
,0

00

1,600

2,000 2,000 2,000 1,800 2,000 2,5002,000

2,100

2,500

5,300 3,700 7,800

54.00㎡

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

24.00㎡

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼ ▼

▼ ▼

▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼ ▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼

▽

腰壁

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス

GL+300

白板

白板

（防音）

6,000 2,200 800 3,000 1,800 3,000

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

GL±0

GL±0 GL±0

GL±0

GL±0 GL±0

GL±0

GL±0

有効幅員
1,600以上

竪樋

上部庇

竪樋

▼

上部庇

手洗い

男子
更衣室
CH2400

女子
更衣室
CH2400

男子
トイレ
CH2400

女子
トイレ
CH2400

図書室

24.00㎡

収納
1

収納

収納4
CH2400

3

CH2400

給湯室

▼

X0

X1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X10

X11X9

Y0

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

400 400

Y0

1階平面図　S=1/100

外流し

A

B

B’

4
,0

00
4
,
00

0

GL+150

▽

t=0.5 H=300
破風：カラーガルバリウム鋼板

軒裏屋根材現し

軒裏屋根材現し

軒裏屋根材現し

破風：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 H=300

ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

X6 X7 X8 X9X0 X11

9,800 2,000 2,500 1,000 1,500

16,800

5,800 2,400 8,600

450

450450450450

450

屋根伏図　S=1/100

ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

破風：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 H=300
破風：カラーガルバリウム鋼板

t=0.5 H=300

1/
1
00

ドレン

軒樋：硬質塩ﾋﾞ製前高130W
落ち葉除けネット

屋根：カラーガルバリウム鋼板製
折板屋根 ボルト式 t=0.6 H=88
1/100勾配 片流れ

雨押え：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

1/100

雨押え：カラーガルバリウム鋼板
t=0.5

A1 S=1/100

A3 S=1/200

AW
1

AW
1

AW
1

AW

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW

AW

AW
1

AW

AW
1

AW

AW

AW
1

AW

1

AW

GL+150

GL±0

▼
▼

GL±0

AW
1

AW
1

GL±0

AW

AW
1

AW
1GL±0

1

2

3

2

2

2

2

2

LSD

LSD

LSD

LSD

LSD

LSD

5

TB

TB

TB

TB
1

4

2

3

3

5

消

消

A’AW
1

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消

3,000 3,000

1
AD

消
GL±0

GL+290
▽

点字ブロック

UP

GL±0
勾配1/12以下スロープ

▼

手摺（両側）

ホール

所員室

白板

白板

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y13

Y14

Y15
Y16

Y17

Y18

Y19

Y20

Y21

Y22

Y23

Y24

Y25

Y26

Y27

Y1

Y2

Y3

Y4

Y6

Y8

Y10

Y12

Y14

Y16

Y18

Y19

Y21

Y23

Y25

Y27

Y28 Y28 Y28

Y1

Y5

Y11

Y17

Y28

（将来対応）

※板金カバー

※板金カバー

※板金カバー

※板金カバー

※板金カバー

※は屋根の割付による（必要に応じて板金カバー設置）

合計48㎡

CH2400

1,500
多目的
トイレ

24.00㎡
調理室

多目的スペース

※1

※1

※1

※1

48.75ｍ2

28.00ｍ2

2,
1
00

7
,0

0
0

※建物廻りにレベル差はなく平均地盤面は発生しない

白板

7

8

9

※1は防音が必要な部屋の為、2重サッシとします（アルミサッシ＋ウチリモ同等品）

3,750 3,750

LSD
2

LSD
2

収納22,200

2,
2
50

2,
00

0
2,

00
0

3,000 3,000垂壁H700

学習室・多目的室

準耐火構造：建告1358号第1一ハ(2)ⅲ

消防上無窓判定の開口部を示す消

▽ 出入口を示す
▼ ブレースを示す
消 消火器 ABC粉末10型を示す(BOX型）

凡例

特記無き限り 1FL=設計GL+300
+〇〇は設計GLからのレベルを示す

特記事項

特記無き限り CH=FL+2700

設計GL=BM+100

石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=9.5（両面）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填

防音間仕切りを示す

防音間仕切りを示す

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg/m3 t=50充填
石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=9.5（両面）

石膏ボードt=12.5+石膏ボードt=12.5（両面）

・火気使用室の仕上は準不燃以上とする
（仕上表参照）

※屋根まで達せしめる

防火上主要な間仕切りを示す（114条区画）

t=0.6､H=90　片流れ　
屋根：カラーガルバリウム鋼板折板葺

裏貼：ポリエチレンフォーム t=4

8 3

1,500

2,200

2
,
25

0

多目的
トイレ
CH2400

化粧鏡

コンパクト・バリアフリー
トイレパック

平面図・屋根伏図

LSD
6

CH2400廊下

腰壁

LSD
4

エントランス
下駄箱

1
LSD

5
LSD

手摺（両側）

LSD
5

CH2400

LSD
5

LSD
5

1,600以上
有効幅員

5
LSD

1
LSD

9.00㎡
相談室1

LSD
1

9.00㎡
検査室1

1
LSD LSD

1

相談室2
9.00㎡ 9.00㎡

検査室2

廊下

有
効

幅
員

1,
60

0以
上

ベビーシート

フィッティングボード

有効幅 850

ベビーチェア

所員室にて
案内所対応

※スロープ傾斜部・階段踏面は

　平場面と明度差を設けること

※出入口
　床段差無し

※車椅子トイレの標識は
　位置、高さ、照明等は、高齢者、
　障害者等に配慮したものとし、
　案内用図記号(JIS Z 8210)による
　ピクトサインを設置する

廊下

1
LSD

1,400φ

車椅子用スペース 車椅子用スペース

車椅子用スペース 車椅子用スペース

車椅子用スペース

車椅子用スペース

車椅子用スペース
1,500□

1,500□

1,500□

1,500□ 1,500□

1,500□ 1,500□

転回スペース

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

1
LSD

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

18.00㎡

1
LSD

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

1,400φ
転回スペース

1,400φ
転回スペース

1,400φ
転回スペース

転回スペース
1,400φ

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

車椅子用スペース
1,500□

P

P ピクトサイン位置を示す

P
P

P

P

PP

P P

P

P P

P

P

P
P

P

LSD
2

LSD
3

消

給湯室
必要換気量 V=30KQ
V:必要換気量 m3/h 30:定数
Q:燃焼器具の燃料消費量 Kw/h
K:理論排ガス量 都市ガス 0.93m3/kwh
消費燃料量　4.40Kw/h

必要換気量 V=30×0.93×4.40 = 122.76m3/h
換気扇風量 400m3/h ∴OK

必要換気量 V=30KQ
V:必要換気量 m3/h 30:定数
Q:燃焼器具の燃料消費量 Kw/h
K:理論排ガス量 都市ガス 0.93m3/kwh

換気扇風量 400m3/h ∴OK

調理室

消費燃料量　9.88Kw/h

必要換気量 V=30×0.93×9.88 = 275.65m3/h

※火気使用室必要換気量

A-13

消

消

K-1

K-2

24.00㎡
学習スペース

ランドセル入れ

K-3

K-4

移動間仕切り

移動間仕切り

1
SLW



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

▽設計GL ▽設計GL

南側立面図　S=1/100

教育相談所建設工事

A3 S=1/200

A1 S=1/100

A-

▽設計GL▽設計GL

北側立面図　S=1/100

▽設計GL
▽BPL下端

4
50

2
,
70

0
3
0
0

△CL

▽FL
▽設計GL

▽BPL下端

4
50

A-A'断面図　S=1/100

6,000 2,200 800 3,000 1,800 3,000

1
収納

1
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3
00
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2
,
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00

2
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,
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0

廊下

2
,
40

0 7
00

2
,0

00

2
,
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0

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)2

,0
00

2
,
70

0

1,
3
00

1
,0

00

2
,
70

0

4
00

相談室1廊下

東側立面図　S=1/100

西側立面図　S=1/100

所員室図書室 調理室 給湯室 エントランス
ホール

2
,
70

0

2
,
70

0

2
,
70

0

2
,
70

0

2
,
70

0

2,
7
00
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訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事

矩計図

A1 S=1/30

A3 S=1/60

t=2.0（防滑）

石膏ボードt=12.5
LGS下地
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床下地：土間コンクリートt=150
ワイヤーメッシュ6Φ100角

床下地：土間コンクリートt=150

水切り：カラーガルバリウム鋼板
t=0.5（捨て水切共）

水切り：カラーガルバリウム鋼板
t=0.5（捨て水切共）

外壁：窯業系サイディング t=16 △CL

開口部：アルミサッシ
網戸

外壁：窯業系サイディング t=16

土間コンクリート金鏝押え
床：長尺塩ビシートt=2.0床：長尺塩ビシートt=2.0

土間コンクリート金鏝押え

巾木：ソフト巾木H=60巾木：ソフト巾木H=60

廻縁：塩ビ製

石膏ボードt=12.5
LGS下地

廻縁：塩ビ製

t=9.5 

t=2.0（防滑）
床：長尺塩ビシート

土間コンクリート金鏝押え土間コンクリート金鏝押え

床：長尺塩ビシート
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石膏ボードt=12.5
内壁：ビニルクロス貼

LGS下地

額縁：SOP塗装

廻縁：塩ビ製

巾木：ソフト巾木H=60

LGS下地
石膏ボードt=12.5

額縁：SOP塗装

廻縁：塩ビ製

開口部：軽量鋼製ドア
※防音室は遮音

開口部：軽量鋼製ドア

開口部：軽量鋼製ドア

LGS下地

2
,
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※収納1は準不燃

天井：化粧石膏ボード t=9.5 

天井：化粧石膏ボード

床：長尺塩ビシートt=2.0
土間コンクリート金鏝押え
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外部巾木：コンクリート打放し補修程度 
目地幅・深さ15㎜ シーリング処理95
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天井：化粧石膏ボード t=9.5 （不燃）

内壁：ビニルクロス貼（不燃）

間仕切り壁：ビニルクロス貼（不燃）
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面談室
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石膏ボードt=12.5
石膏ボードt=12.5

相談室1

LGS下地

石膏ボードt=12.5
石膏ボードt=12.5

所員室
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矩計図　S=1/30
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鉄筋コンクリート基礎

100

鉄筋コンクリート基礎鉄筋コンクリート基礎

90 90
防湿フィルム t=0.15、再生砕石 t=300
埋戻し土は十分な締固めを行うこと

砕石は厚さ150毎に十分な締固めを行うこと

ワイヤーメッシュ6Φ100角
防湿フィルム t=0.15、再生砕石 t=300
埋戻し土は十分な締固めを行うこと

砕石は厚さ150毎に十分な締固めを行うこと

4,
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▽最高高さ

2
25

軒裏：屋根材現し

破風：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 H=300

面戸
軒樋：硬質塩ﾋﾞ製前高130W

落ち葉除けネット
竪樋：硬質塩ﾋﾞ製VU75φ

軒裏：屋根材現し母屋：C-100×50×20×2.3 天井下地材：C-75×45

屋根：カラーガルバリウム鋼板折板葺(NM8697) ハゼ式t=0.6 H=90　片流れ（不燃材：NM8697）
裏貼：ポリエチレンフォーム t=4

高性能グラスウール 16kg/m3 t=100

高性能グラスウール
16kg/m3 t=100

高性能グラスウール 16kg/m3 t=100 高性能グラスウール 16kg/m3 t=100高性能グラスウール
16kg/m3 t=100

開口部：アルミサッシ
網戸
※防音室は内窓設置

16kg/m3 t=50
高性能グラスウール

高性能グラスウール
16kg/m3 t=50

塗装（キソエース　日本ペイント同等品）

外部巾木：コンクリート打放し補修程度
　　　　　目地幅・深さ15㎜ シーリング処理

　　　t=0.5 H=300
破風：カラーガルバリウム鋼板

塗装（キソエース　日本ペイント同等品）

16kg/m3 t=50
高性能グラスウール
鉄骨竪胴縁
透湿防水シート
通気金物

16kg/m3 t=50
高性能グラスウール
鉄骨竪胴縁
透湿防水シート
通気金物

防火構造 PC030BE-9201

防火構造 PC030BE-9201
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教育相談所建設工事
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A1 S=1/508 3
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移動間仕切り

移動間仕切り



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事

A3 S=1/100

A3 S=1/50

展開図1

8 3

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床

所員室

長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

白板

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

白板

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

ビニルクロス貼

7,000

X7

Ｄ

▽CL

▽FL

2
,
70

0

4,000

Ｂ

4,000

2,
70

0

▽FL

▽CL

X7

7,500

7,500

X8

Ｄ

▽CL

▽FL

2
,
70

0

6,500

Ｂ

2
,
70

0

▽FL

▽CL

CH=2,700

Ｃ

▽CL

▽FL

2
,
70

0

CH=2,700

Ｃ

▽CL

▽FL

2
,
70

0

X4 X0

Ｄ

▽CL

▽FL

2
,7

0
0

6,000 9,000

X4X0

ＢＡ

9,0006,000

2
,
70

0

▽FL

▽CL

CH=2,700

2
,
70

0

▽FL

▽CL

Y13 Y5

Y5 Y13

Y1Y5

ビニルクロス貼（不燃）

化粧石膏ボード t=9.5 （不燃）

化粧石膏ボード t=9.5 （不燃）

ビニルクロス貼（不燃）

岩綿吸音板t=9.0

6,500

FIX FIX FIX FIX

開口部上下目地

開口部上下目地

FIX FIX FIX FIX

開口部上下目地

7,000

Y5Y1

開口部上下目地

開口部上下目地

開口部上下目地
ブレース
見え掛

白板

3,600

1,
00

0
1
,
20

0

OPEN

800

2,
00

0

白板

3,600

1,
0
00

1
,
20

0

2,
00

0
7
00

Ｃ ▽FL

2
,7

0
0

▽CL

2,
00

0
61

0 3
0

60

Ａ

2
,
70

0

▽FL

▽CL

2,
0
00

61
0 3
0

6
0

2,
0
00

7
0
0

2,
0
00

61
0

30
6
0

Ａ

2,
70

0

▽FL

▽CL

2
,0

00
7
0
0

1,
0
00

1
,
30

0
40

0

2,
0
00

7
0
0

Y25 Y16

Y16 Y25

X8

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

A-18

移動間仕切り（防音）（三和シャッター　スライディングウォール60同等品）

移動間仕切り（防音）（三和シャッター　スライディングウォール60同等品）

移動間仕切り（防音）

移動間仕切り（防音）



▽CL

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事
A-

A3 S=1/100

A3 S=1/50

展開図2

8 3

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

調理室

化粧石膏ボード t=9.5 

CH=2,700

▽FL

2
,
70

0

6,000

Ｂ

X0 X4

6,000

2
,7

0
0

▽FL

▽CL

2
,7

0
0

▽FLＣ Ｄ

X0X4

4,000

4,000

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

ビニルクロス貼

化粧石膏ボード t=9.5 

CH=2,700図書室

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

ビニルクロス貼

CH=2,700

▽FL

2
,
70

0

6,000

Ｂ

X0 X4

6,000

2
,
70

0

▽FL

▽CL

2
,
70

0

▽FLＣ Ｄ

X0X4

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

▽CL

▽FL

2,
70

0

CH=2,700

Ａ

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

▽CL

▽FL

2,
70

0

3,000

Ｂ

3,000

2
,
70

0

▽FLＤ

6,000

6,000

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

ビニルクロス貼

▽CL

▽FL

2,
70

0

CH=2,700

Ａ

2
,
70

0

▽FL

▽CL

Ｃ

検査室1

X11

▽CL

▽FL

2,
70

0

3,000

Ｂ

3,000

2
,
70

0

▽FL

▽CL

Ｄ

X11

3,000

3,000

▽CL

▽CL

Y12 Y8

Y8 Y12

Y4

Y28 Y22

Y22 Y28

Y28 Y25

Y25 Y28

ビニルクロス貼（不燃）

岩綿吸音板t=9.0

白板、ランドセル入れ

Y0

8,000

8,000

Y4

Y0

▽CL

▽CL

FIX FIX

開口部上下目地

開口部上下目地
ブレース
見え掛

開口部上下目地

開口部上下目地

開口部上下目地

開口部上下目地

開口部上下目地

白板

3,600

1
,
00
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1
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ブレース
見え掛
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0
00
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1,
0
00

1
,
30

0
40

0

岩綿吸音板t=9.0（不燃）

岩綿吸音板t=9.0

学習室・多目的室

白板 白板
[建築工事]調理台W2700
カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

カーテンレール(ダブル)

▽CL

▽FL

2
,
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0

6,000

Ｂ

X0 X4
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▽FL
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Ｃ Ｄ
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FIX FIX

開口部上下目地
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0
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キッチンパネル

ビニルクロス貼(一部キッチンパネル)



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事
A-

A3 S=1/100展開図3

8 3 A1 S=1/50

巾　木

CH=2,700

X11

▽CL

▽FL

2
,
70

0

3,000

Ｂ

3,000

2
,7

0
0

▽FLＤ

X11

3,000

3,000

CH=2,400

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

ビニルクロス貼

▽CL

▽FL

2
,
70

0

CH=2,700

Ａ

2
,7

0
0

▽FL

▽CL

Ｃ

X11

▽CL

▽FL

2
,
70

0

3,000

Ｂ

3,000

2
,7

0
0

▽FL

▽CL

Ｄ

X11

3,000

3,000

検査室2

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

ビニルクロス貼

相談室1

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

▽CL

▽FL

2
,
70

0

CH=2,700

Ａ

2
,
70

0

▽FL

▽CL

Ｃ

▽CL

▽FL

2
,
70

0

3,000

Ｂ

3,000

2
,
70

0

▽FL

▽CL

Ｄ

3,000

3,000

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

相談室2 男子トイレ

化粧石膏ボード t=9.5 

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

[設備工事]大便器、L型手摺、紙巻器
ﾗｲﾆﾝｸﾞ側面：化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
棚板(ﾎﾟﾘ合板)、ﾓｯﾌﾟ掛け
ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=20
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH2000(巾木ﾀｲﾌﾟ)

▽FLＢ

▽FLＤ

CH=2,400

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

化粧石膏ボード t=9.5 

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

[設備工事]大便器、L型手摺、紙巻器
ﾗｲﾆﾝｸﾞ側面：化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
棚板(ﾎﾟﾘ合板)、ﾓｯﾌﾟ掛け
ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=20
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽH2000(巾木ﾀｲﾌﾟ)

▽FLＢ

▽FLＤ

女子トイレ

▽FLＡ

▽FLＣ

CH=2,400

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

化粧石膏ボード t=9.5 

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

多目的トイレ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=20、
ﾗｲﾆﾝｸﾞ側面：化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

▽FLＢ

▽CL

2
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3,750

2
,4

00

▽CL
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▽CL
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0
0
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▽CL
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2,200
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0
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▽CL
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▽CL

X9

X9

Y20 Y17

Y17 Y20

Y20 Y17

Y17 Y20

Y15 Y13

Y13 Y15

Y25 Y22

Y22 Y25

Y15 Y13

Y13 Y15

Y17

岩綿吸音板t=9.0

ビニルクロス貼（不燃）

岩綿吸音板t=9.0（不燃）

岩綿吸音板t=9.0

2,250

Y17

2,250

耐食鏡、手洗器、SK

耐食鏡、手洗器、SK

開口部上下目地

開口部上下目地 開口部上下目地

開口部上下目地

開口部上下目地
開口部上下目地

開口部上下目地

開口部上下目地

鏡 鏡

鏡鏡

1,
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0
1
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0
0
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0
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0
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▽FL
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70
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Ａ
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▽CL

▽CL
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▽FLＡ
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2
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00

▽CL

▽CL
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1
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00
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0

1,
00

0
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0
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0
00

2,
0
00
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0
00

▽FLＡ

▽FLＣ

2
,4

0
0

2
,4

0
0

▽CL

▽CL
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0
00

1,
0
00

1,
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00

1
,3

0
0

2
00

1,
5
002,
0
00

2,
0
00

2
,0

00

2
,0

00

造作棚D=250
t=30

造作棚D=250
t=30

[設備工事]ベビーチェア、ベビーシート

フィッティングボード、化粧鏡
コンパクト・バリアフリートイレパック

▽FLＤ

2
,4

0
0

▽CL

2,
0
00

40
0

2,
00

0
7
00

1
,
00

0
1
,3

0
0

4
0
0

カーテンレール(ダブル) カーテンレール(ダブル)

ベビーシート
フィッティングボード

ベビーチェア

68
0

7
70 ※水栓器具は、高齢者、障害者棟が容易に操作出来る物とすること。

※洗面器は、もたれかかった時に耐えうるように強固に設置すること。
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メラミン化粧板貼 t=3

メラミン化粧板貼 t=3

メラミン化粧板貼 t=3

P型手すり

P型手すり



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事
A-

A3 S=1/100展開図4

A1 S=1/508 3

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

男子更衣室

ビニルクロス貼

化粧石膏ボード t=9.5 

Ａ ▽FL

CH=2,400

Ｄ ▽FL

Ｂ ▽FL

2,
4
00

▽CL

X4

3,000

2,
4
00

▽CL

X4

▽CL

2,
4
00

3,000 2,000

2,000

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床 長尺塩ビシート t=2.0

ｿﾌﾄ巾木H=60

化粧石膏ボード t=9.5 

Ｃ ▽FL

Ａ ▽FL

Ｄ ▽FL

Ｂ ▽FL

給湯室 CH=2,700

女子更衣室

3,000

2,
4
00

2,
4
00

▽CL

X4

▽CL

2,
4
00

3,000

X4

▽CL

2,
4
00

▽FLＢ

▽FLＤ

CH=2,400

▽FLＡ

▽FLＣ

化粧石膏ボード t=9.5 

ビニルクロス貼

ｿﾌﾄ巾木H=60

長尺塩ビシート t=2.0床

巾　木

壁

廻り縁

天　井

備　考

塩ビ製

平面
詳細図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2,000

2,000

2
,
70

0

▽CL

2
,
70

0

▽CL

3,000

X0

4,000

▽CL

2
,
70

0

2
,
70

0

3,000

X0

4,000

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

詳細図
平面

塩ビ製

備　考

天　井

廻り縁

壁

巾　木

床

ｿﾌﾄ巾木H=60

ビニルクロス貼

化粧石膏ボード t=9.5 

Ｃ ▽FL

Ａ ▽FL

CH=2,700

2,
70

0

▽CL

X0

▽CL

2
,
70

0

エントランスホール

長尺塩ビシート t=2.0（防滑）

下駄箱

Ｄ ▽FL

Ｂ ▽FL

2,
70

0

▽CL

9,000

▽CL

2
,
70

0

9,000

X0

3,000

3,000

▽CL

▽CL

Y16

Y16

Y16

Y16Y12

Y12

Y28 Y25

Y25 Y28

Y12

Y12

開口部上下目地 開口部上下目地

OPEN

開口部上下目地

OPEN

開口部上下目地

800

2,
0
00

Ｃ ▽FL

2,
4
00

▽CL

2,
00

0
40

0

1,
00

0
1
,3

0
0

40
0

1,
0
00

1
,
30

0
40

0

2,
00

0
40

0

開口部上下目地

コンパクトキッチンW1800（上部幕板）

上部幕板

[建築工事]

カーテンレール(ダブル)

21

ビニルクロス貼(一部キッチンパネル)

キッチンパネル



▽CL

▽FL

1
,
30

0
1,

00
02
,7

00

1,650

80
0

4
00

40
0

4
0
0

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事

建具表 A3 S=1/200

A1 S=1/100

A-

建具表1 S=1/100

強化透明ガラス t=5

SUS製フラット下枠、付属金物一式

アルミ電解二次着色

記号・数量

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

記号・数量

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

記号・数量

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

1箇所

1

記号・数量

姿図

形式

硝子

金物

仕上・見込

額縁・三方枠

備考

特記事項

各寸法は特記なき限り枠内（戸当り内）寸法とする。

特記なき限り枠の見付25mmとする。

製作前に製作図（仕上色含む）を作成し、担当者の承認を得ること。

とする。

特記なき限り外部建具の躯体間シールは、2成分形変性シリコーン系

マスターキーは製作する。

鍵本数は各3本1セットとする。

吊元､引込方向は平面図参照

なものとする。

特記なき限りドアチェックは金具調整により、ストッパー有無の切替可能

AW
1

アルミ製引違い窓

集成材t=25 SOP塗装

アルミ電解二次着色　・86

参考：YKK-AP エピソードＩＩ ＮＥＯ同等品

排
煙

上
有

効
範

囲

採光有効面積：1.650×1.300=2.145000→2.145
換気有効面積：(1.650/2-0.05)×1.300=1.007500→1.007

消防有効面積：(1.650/2-0.05)×1.300=1.007500→1.007

19箇所

AD

エントランス

▽FL

2,
00

0

1,000120

アルミフロントハンガー片引き戸

引き棒、引戸錠(外シリンダー/内サムターン)

集成材t=25 SOP塗装

引き込み部分：外壁露出

消防有効面積：1.000＊2.000=2.000000→2.000

AW

アルミ製引違い窓

集成材t=25 SOP塗装

アルミ電解二次着色　・86

参考：YKK-AP エピソードＩＩ ＮＥＯ同等品

2

▽CL

▽FL

1
,
30

0
1,

00
02
,7

00
4
0
0

80
0

4
00

40
0

1,195

排
煙

上
有

効
範

囲

6箇所
プレイルーム(小)、プレイルーム(大)、給湯室、廊下

AW

アルミ製引違い窓

クレセント、網戸(ネット：合成樹脂）

付属金物一式

集成材t=25 SOP塗装

アルミ電解二次着色　・86

参考：YKK-AP エピソードＩＩ ＮＥＯ同等品

3

引残し

-

換気有効面積：(1.195/2-0.05)×1.300=0.711750→0.711
排煙有効面積：(1.195/2-0.05)×0.400=0.219000→0.219
消防有効面積：(1.195/2-0.05)×1.300=0.711750→0.711排煙有効面積：(1.650/2-0.05)×0.400=0.310000→0.310

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)、検査室1、検査室2、相談室1

クレセント、網戸(ネット：合成樹脂）、付属金物一式 クレセント、網戸(ネット：合成樹脂）、付属金物一式

▽FL

2,
00

0

1,650

-

6
LSD LSD LSD LSD

7 8 9

2,
00

0

▽FL

LSD
5

830
引残し
30

▽CL

6
1
0
3
0

60

2
,7

00

強化透明ガラス t=5

参考：三和システムウォール（株）ＳＰＳ同等品

引残し
150

2
,
00

0

▽FL

引残し
800 150

2
00

2
,
00

0

▽FL

引残し
800 150

2
00

750

2
,
00

0

▽FL

2
00

2
,
00

0

▽FL

2
00

150850
引残し

多目的トイレ
1箇所

女子更衣室
1箇所

男子トイレ、女子トイレ、男子更衣室
3箇所

面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)、検査室1、検査室2、相談室1、相談室2

10箇所

軽量鋼製製片引き戸（外付)

-

参考：三和シャッター スムードＳセミエアタイト同等品 参考：三和シャッター スムードＳ－ＮＰＳ同等品

スチールガラリ、SUS製フラット下枠、付属金物一式

引き棒、引戸錠(外表示錠/内サムターン)※男子更衣室のみ、振れ止め

軽量鋼製製片引き戸（外付) 軽量鋼製製片引き戸（外付)

引き棒、引戸錠(外表示錠/内サムターン)、振れ止め

スチールガラリ、SUS製フラット下枠、付属金物一式

参考：三和シャッター スムードＳ－ＮＰＳ同等品 参考：三和シャッター スムードＳ－ＮＰＳ同等品

スチールガラリ、SUS製フラット下枠、付属金物一式

引き棒、引戸錠(外表示錠/内大型サムターン)、振れ止め

強化型ガラス t=5

軽量鋼製製片引き戸（外付)

1
LSD LSD

2
LSD
3

LSD
4

▽FL

AW

女子トイレ
1箇所

600

1
,5

0
0

70
0

アルミ製縦辷り窓

付属金物一式

カムラッチハンドル、網戸(ネット：合成樹脂）

アルミ電解二次着色　・86

集成材t=25 SOP塗装

参考：YKK-AP エピソードＩＩ ＮＥＯ同等品

5

アルミ製引違い窓

クレセント、網戸(ネット：合成樹脂）

付属金物一式

アルミ電解二次着色　・86

集成材t=25 SOP塗装

参考：YKK-AP エピソードＩＩ ＮＥＯ同等品

消防有効面積：(1.500/2-0.05)×2.000=1.400000→1.400
換気有効面積：(1.500/2-0.05)×2.000=1.400000→1.400

AW
4

▽FL

2,
00

0

1,500

廊下
1箇所1箇所

所員室

換気有効面積：(1.650/2-0.05)×2.000=1.550000→1.550
消防有効面積：(1.650/2-0.05)×2.000=1.550000→1.550

強化型ガラス t=5強化型ガラス t=5

強化透明ガラス t=5+A12+強化透明ガラス t=5 強化透明ガラス t=5+A12+強化透明ガラス t=5 強化透明ガラス t=5+A12+強化透明ガラス t=5 強化透明ガラス t=5+A12+強化透明ガラス t=5

エントランスホール、所員室、調理室、図書室

化粧鋼板(アルミエスプラードコア芯)・40

メッキ鋼板焼付塗装 メッキ鋼板焼付塗装 メッキ鋼板焼付塗装 メッキ鋼板焼付塗装

メッキ鋼板焼付塗装

化粧鋼板(ペーパーコア芯)・40 化粧鋼板(ペーパーコア芯)・40 化粧鋼板(ペーパーコア芯)・40

化粧鋼板(ペーパーコア芯)・30

6箇所
調理室、所員室、図書室、プレイルーム(大)

引残し
30

2,
00

0

▽FL

830

軽量鋼製製引違い戸

SUS製フラット下枠、付属金物一式

参考：三和システムウォール（株）ＳＰＳ同等品

収納4
1箇所

メッキ鋼板焼付塗装

化粧鋼板(ペーパーコア芯)・30

引残し
30

引残し
30

2,
00

0

▽FL

735

2,
00

0

▽FL

960

1箇所
収納1

軽量鋼製製引違い戸

-

SUS製フラット下枠、付属金物一式

参考：三和システムウォール（株）ＳＰＳ同等品参考：三和システムウォール（株）ＳＰＳ同等品

SUS製フラット下枠、付属金物一式

軽量鋼製製引違い戸

収納3
1箇所

メッキ鋼板焼付塗装メッキ鋼板焼付塗装

化粧鋼板(ペーパーコア芯)・30 化粧鋼板(ペーパーコア芯)・30

1箇所

30

SUS製フラット下枠、付属金物一式

参考：三和システムウォール（株）ＳＰＳ同等品

軽量鋼製製引違い戸

-

収納2

2,
00

0

▽FL

950

化粧鋼板(ペーパーコア芯)・30

メッキ鋼板焼付塗装

引残し

1箇所

-

TB

トイレブース

グレビティヒンジ､SUS巾木

メラミン化粧合板・40

参考：三和シャッター TA40-N同等品

-

トイレブース

グレビティヒンジ､SUS巾木

メラミン化粧合板・40

参考：三和シャッター TA40-N同等品

南京錠

女子トイレ

TB

内開 内開

20

2
,
00

0

▽FL

1
,
43

0

1
,4

70

600 60060
1,

9
20

4
0

20
93

5

2
,
00

0

▽FL

60
1,

9
20

40
2 3

2箇所
男子トイレ、女子トイレ

1箇所

-

TB
1

男子トイレ

トイレブース

グレビティヒンジ､SUS巾木

メラミン化粧合板・40

参考：三和シャッター TA40-N同等品

20

2
,
00

0

▽FL

1
,5

4
0

1
,
50

0
4
0

6
0

1,
9
20 内開 内開 内開

600 600 600

内開

600

外開

600

強化透明ガラス t=5+A12+強化型ガラス t=5

振れ止め、SUS製フラット下枠、付属金物一式、遮音性能T-1等級

引き棒、引戸錠(外表示錠/内サムターン)

検査室、相談室、面談室はシリンダーのみ、プレールーム（小）は錠なし

引き棒、引違い戸錠(シリンダー錠/内サムターン)

調理室、図書室、プレールーム(大）は錠なし

上吊戸、付属金物一式

軽量鋼製製引違い戸＋上部FIX窓

FIXFIX

堀込引手、引違い戸錠(シリンダー錠のみ) 堀込引手、引違い戸錠(シリンダー錠のみ) 堀込引手、引違い戸錠(シリンダー錠のみ) 堀込引手、引違い戸錠(シリンダー錠のみ)

学習室・多目的室、プレイルーム(小)、プレイルーム(大)

学習室・多目的室、プレイルーム(小)

は内窓設置（YKK-AP　ウチリモ同等品）

8 3

衝突防止シール

9
00

9
00

9
00

9
00

22

※面談室(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)、検査室1,2、相談室1

表示付スライドボルト錠(非常時外開き解放) 表示付スライドボルト錠(非常時外開き解放)

9
7
5

912 912 912 912
3,780

32 100

9
00

2,
7
00

6
9
5

3,780
32 100

1,010
480 530

2
00

3
20 52

0

310
100
530

912 912 912 912

250

SLW
1

ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ(大)－ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ(小)
1箇所

▽FL

-

移動間仕切り

レバーハンドル

ハンガーレール アルミ押出形材 無着色アルマイト仕上　付属金物一式

カラー鋼板 t=0.5

参考：三和シャッター 遮音スライディングウォール 60SBα　同等品



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事
A-

※点検口位置・天井割付は参考とし、
詳細は施工図にて検討する

A3 S=1/100

A3 S=1/200天井伏図

6,000 2,200 800 3,000 1,800 3,000

X0 X4 X11

6,000 1,000 1,500

2,000

4,000

1,800 6,500

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

天井伏図　S=1/100

廊下

腰壁

腰壁

CH2700

CH2700

廊下 イ

CH2700

廊下 イ

CH2700

CH2700

CH2700

イ

CH2700

イ

CH2700

イ

イ

CH2700

イ

イ

CH2700

イ

図書室

調理室

CH2400

給湯室

CH2400

女子更衣室

男子更衣室

イ 多目的トイレ
CH2400

CH2400

所員室

収納2

収納1
CH2400

イ エントランス
ホール

CH2700

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)
CH2700

検査室1

相談室1

CH2700

CH2700

相談室2

検査室2

イ女子トイレ

男子トイレ イ

CH2400

CH2400

収納3 イ

CH2400

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

CH2400
収納4 イ

ロ

ロ

ハ

ハ

ハ

ハ

ハ

凡例

天井点検口 アルミ製450角

LGS下地
イ 化粧石膏ボード t=9.5

LGS下地

LGSの上石膏ボードt=12.5

防火上主要な間仕切りを示す

防音間仕切りを示す

ロ

ハ

化粧石膏ボード t=9.5 （不燃）

岩綿吸音板t=9.0

防音間仕切りを示す

3
2
,0

0
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00

0
4
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00
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,
00

0
9
,0

0
0

3,
0
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00

5
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0
0
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00

CH2700

ハ

ハ 学習室・多目的室

8 3
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(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事 A1 S=1/10・100

A3 S=1/20・200

エントランスエントランス 検査室1
ホール

面談室
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※間仕切りは必要に応じて適宜調整してください。但し、廊下の有効寸法は確保する
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壁詳細図5　S=1/10

壁詳細図6　S=1/10

LGS65@455

LGS65@455

LGS65@455

石膏ボード t=12.5
間仕切壁：ビニルクロス貼

石膏ボード t=12.5

間仕切壁：ビニルクロス貼

石膏ボード t=12.5
石膏ボード t=9.5

高性能グラスウール
16kg/m3 t=50

高性能グラスウール
16kg/m3 t=50

間仕切壁：ビニルクロス貼

LGS65@455

石膏ボード t=12.5
石膏ボード t=12.5

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※石膏ボードは屋根まで達せしめる

※防火上主要な間仕切り・遮音壁と取り合う部分は面合わせとする

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※石膏ボードは屋根まで達せしめる
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床下地：土間コンクリートt=150
ワイヤーメッシュ6Φ100角

巾木：ソフト巾木H=60

床：長尺塩ビシートt=2.0
土間コンクリート金鏝押え

△土間天端

石膏ボードt=12.5
LGS下地

内壁：ビニルクロス貼
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▽BPL下端

水切り：カラーガルバリウム鋼板t=0.5
シーリング

捨て水切り：カラーガルバリウム鋼板t=0.5

外壁：窯業系サイディング t=16
通気金物t=15、透湿防水シート
鉄骨竪胴縁：C-75×45×15×2.3

▽1FL
△土間天端

目地幅・深さ15㎜ シーリング処理
塗装（キソエース　日本ペイント同等品）

外部巾木：コンクリート打放し補修程度

防湿フィルム t=0.15
再生砕石 t=300
埋戻し土は十分な締固めを行うこと
砕石は厚さ150毎に十分な締固めを行うこと

高性能グラスウール 16kg/m3 t=50

石膏ボード t=12.5
石膏ボード t=12.5

石膏ボード t=12.5
石膏ボード t=12.5
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外壁：窯業系サイディング t=16

ブレースLGS65@303
屋内

通気金物t=15、透湿防水シート

鉄骨竪胴縁：C-75×45×15×2.3
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高性能グラスウール 16kg/m3 t=50

高性能グラスウール 16kg/m3 t=50

石膏ボード t=12.5
石膏ボード t=12.5
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壁詳細図3　S=1/10

▽壁芯

柱100角

ブレース

W3

▽壁芯

一般間仕切り2（一般部分）

4
5
4
5

90

LGS65@303
石膏ボード t=12.5

石膏ボード t=12.5

間仕切壁：ビニルクロス貼

間仕切壁：ビニルクロス貼

65
12

.5
1
2
.5

W9

5
5

6
5

間仕切壁：ビニルクロス貼

1
4
5

6
5

55

2
90

14
5

5
5

12
.
5

1
2
.51

2.
5

1
2.

5
壁詳細図9　S=1/10

LGS65@455

LGS65@455

間仕切壁：ビニルクロス貼
石膏ボード t=12.5
石膏ボード t=12.5

高性能グラスウール
16kg/m3 t=50

防火上主要な間仕切り1（耐力壁部分）
準耐火構造：建告1358号第1一ハ(2)ⅲ

壁詳細図2　S=1/10
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間仕切壁：ビニルクロス貼
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壁詳細図8　S=1/10

間仕切壁：ビニルクロス貼
石膏ボードt=9.5
石膏ボード t=12.5

壁詳細図1　S=1/10

防火上主要な間仕切り1（耐力壁部分）
準耐火構造：建告1358号第1一ハ(2)ⅲ
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防音間仕切り

▽壁芯
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壁詳細図7　S=1/10
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石膏ボード t=9.5

石膏ボード t=9.5
間仕切壁：ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5
石膏ボード t=12.5

LGS65@455 LGS65@455

高性能グラスウール 16kg/m3 t=50

間仕切壁：ビニルクロス貼
石膏ボードt=9.5
石膏ボード t=12.5

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※石膏ボードは屋根まで達せしめる

※水廻りは2枚目を耐水石膏ボードt=9.5とする

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※石膏ボードは屋根まで達せしめる

間仕切壁：ビニルクロス貼

石膏ボード t=12.5
石膏ボードt=9.5

ブレースLGS65@303

間仕切壁：ビニルクロス貼
石膏ボード t=12.5

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※水廻りは耐水石膏ボードt=12.5とする

※防火上主要な間仕切り・遮音壁と取り合う部分は面合わせとする

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※石膏ボードは屋根まで達せしめる

※水廻りは2枚目を耐水石膏ボードt=9.5とする

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※石膏ボードは屋根まで達せしめる

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※水廻りは耐水石膏ボードt=12.5とする

※防火上主要な間仕切り・遮音壁と取り合う部分は面合わせとする

内壁：ビニルクロス貼
石膏ボード t=12.5※LGS65の支点間距離4000以下とする

※石膏ボードは屋根まで達せしめる

※LGS65の支点間距離4000以下とする

※水廻りは耐水石膏ボードt=12.5とする

※水廻りは2枚目を耐水石膏ボードt=12.5とする

部分詳細図1
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図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事 A1 S=1/20

A3 S=1/40

2,000 2,000 2,000 2,000

1
,
65

0

X0 X2 X3 X4 X5

GL±0

GL±0

GL±0

スロープ 勾配1/12以下
UP

▽

GL±0

脱輪防止立上りH=100（各FLより）

上部下屋

95
1
,2

8
6

15
0

手摺 H=800(SUS製)、34Φ

点字ブロック300角
（コンクリート製）

95
1,

7
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1
,4

0
5

3
00

400 600W1,000
H2,000

ポーチは沓摺にすりつけとする

 +〇〇 計画のレベルを示す（設計GLより）

レベル設定

凡例

▽ 出入口を示す

5,300 3,700

1,300 100 4,000 150 3,450 300

GL+300

A'

B

A

平面図　S=1/20

スロープ：土間コンクリート刷毛引き

水
勾

配

AD
1

A－A'断面図　S=1/20
高低差：290

上記より勾配1/12以下

100 4,000 150 3,450 300

15
0※

ワイヤーメッシュ6Φ100角
再生砕石 t=100

※最も薄い部分で150以上となるように施工するスロープ下地：土間コンクリート t=150
ワイヤーメッシュ6Φ100角
再生砕石 t=100

点字ブロック300角
（コンクリート製）

スロープ：土間コンクリート刷毛引き

▽設計GL

手摺 H=800(SUS製)、34Φ

脱輪防止立上りH=100（各FLより）
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1/12勾配の最大高低差：4.0m×83=332
290＜332
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▽手摺天端

ポーチ下地：土間コンクリート t=150

ポーチ：土間コンクリート金鏝押え
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00

水勾配

95

※本体基礎に金属系あと施工アンカー（D10@600程度）
にて下がり止め措置を講ずること

B－B'断面図　S=1/20

95

ワイヤーメッシュ6Φ100角
再生砕石 t=100

ポーチは沓摺にすりつけとする

点字ブロック300角
（コンクリート製）

ポーチ下地：土間コンクリート t=150

ポーチ：土間コンクリート金鏝押え
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▽FL

Y28

Y28

1
,
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0
有

効
幅

員

1FL=設計GL+300
設計GL=BM+100

手摺 H=800(SUS製)、34Φ

1
,
53

1

点字ブロック300角
（コンクリート製）

100

鉄筋コンクリート基礎

150
※

300 1,555

1,855

点字ブロック300角
（コンクリート製）

B’

GL+290

ポーチ：土間コンクリート金鏝押え

手摺 H=800(SUS製)、34Φ

手摺 H=800(SUS製)、34Φ

手摺 H=800(SUS製)、34Φ

有効幅 1,530

有
効

幅
 
1,

53
0

手摺 H=800(SUS製)、34Φ

8 3

部分詳細図2
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図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事8 3

家具図
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ガラス開戸詳細図

ステンレス

開戸･引出用取手
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t 20　 ミ ョ ポ ヱ化粧板下足棚板

t 20　 ホヨ ウシツラ樹脂板上足棚板

ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

外　 装

内　 装

ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

材　 質ヹ 仕　 様名　 称

木口: t2 スヺビ ツァ ウチ ザ（ ABS樹脂）

見　 付

（ 側板上面） 樹脂ウチ ザ（ ABS樹脂）

（ 底板） R付゠ラポ ウチ ザ（ 品名ョ ア ヱ付)

t2 スヺビ ツァ ウチ ザ（ ABS樹脂）

台　 輪 ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

角部： スヺビ ツァ ォ ノヺ27L（ ABS樹脂）

木口： R付゠ラポ ウチ ザ（ 品名ョ アヱ付)

28
5.

5
28

5

配管立上平面図

（ 破線内は配管立上有効シヘヺシ）

2.給水、排水、ガス、電気の床上
1.各配管床上5cm以内プラグ止。

  から器具まで接続工事別途。

配管記号一覧

HW 給　湯

記

注

排　水

給　水CW

D

E

G ガ　ス

電　気

50
50

0
5
0
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350
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0
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85
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2
25
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4
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1
5

1796

1800

600300900

40
0

550

1800

5991197

50
0
～

55
0

シツヱリシ製（ 銀河ウヱペシ）ロヺキ テ チ フ

取手　 HZ-96

ョ アテ （ ホヨ ウシツラ合板）

材　 質ヹ 仕　 様名　 称

カメ パニチ テ クケ ポ ： 化粧ハヺタ

その他： 低圧ミ ョ ポ ヱハヺタ

大型ゲポ 収納器付排水テ ョ チ フ

サヱキ ： 550Ａ Ｓ （ サグラ工業製）

排水ビ リ カサピラベヺシ、 包丁差し

サヺヨ ヱギフリヺテ 、 防臭カメ チ フ

KM5011T( KVK製)

底板： 点検開口有、 点検蓋有

扉

混合水栓

オシ 器具

付属品

取っ 手なし 　 下15お伸ばし

ョ アテ （ ホヨ ウシツラ合板）

カメ パニチ テ ビ ヺデ 側側板： 化粧不燃板

その他： 低圧ミ ョ ポ ヱハヺタ

ビ ヺデ 側底板外面： 化粧不燃板

扉

ワ
ー
ク
ト
ッ
プ

ウ
ォ
ー
ル1800

60
0

400

1
20

270

70
3
00

D

1
60

CWHW

195 250

50

1
00

500 40

50

G

5
0

DC2025SQ1( ネヺボヱ 製)

オシ消費量： 4. 4kW

BDR-3HL-601 BKリヱ ザビ ヺデ

背板： ォ ョ ヺ合板

60
0

2
6.

8

20
1.

5
5.

3

R付゠ラポ ウチ ザ詳細図

R付゠ラポ ウチ ザハヺシ図

2
0

20

R8

R2

5

4

2
7

27

20

R12

R8

本体見付 棚　板 作業天板 台輪角部

全可動面付棚柱・ズレ防止棚受け

1370 1370

2740

エントランス　1組

給湯室　1台

VOC低減素材（ 空気触媒機能）

2.給水、排水、ガス、電気の床上
1.各配管床上5cm以内プラグ止。

  から器具まで接続工事別途。

配管記号一覧

HW 給　湯

記

注

排　水

給　水CW

D

E

G ガ　ス

電　気

41
0
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0

600

1800900

2700

2
00

600

25 575

80
0

9
0
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0

3
0

67
0

R1
2

(50)

配管立上平面図 （破線内は配管立上有効スペース）

845210 90565
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1800

1
20200
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39
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20

D

CWHW

900

2700

60
0

720

10
0

350

G

9090

38
0

1
20

30
0

マサユ リ ヺナ （ 害虫忌避材） 仕様

木口： スヺビ ツァ ウチ ザ　 R付（ ABS樹脂）

木口： スヺビ ツァ ウチ ザ　 R付（ ABS樹脂）

材　 質ヹ 仕　 様

t 20 ホヨ ウシツラ樹脂板

前板： t20 ホヨ ウシツラ樹脂板

樹脂ウチ ザ（ ABS樹脂）見　 付

内　 装

外　 装

SUS430 t 1. 0 #400

SUS430 t 1. 0 #400 ヨ ピ付 正面小口R加工

角部： スヺビ ツァ ォ ノヺ27L（ ABS樹脂）

棚　 板 t 20 ホヨ ウシ ツラ樹脂板 D440

ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

大型排水テ ョ チ フ （ ゲ ポ ォ ゲ付） 付属

1個

1個サヱギラリ ノヺ混合栓 YK-234K

名　 称

流　 し

開　 戸

引　 出

台　 輪

天　 板

給水栓

ケ ヱスヱテ ゠ヺシ付2連 WTF113238W（ 15A125V AC）

側板見付 t2 スヺビ ツァ ウチ ザ（ ABS樹脂）

ゾヱ ハヺ付ゾヱ ハヺ付ショ ア デ 丁番

L型ネヱデ ラ（ ゠ラポ ）

ゾヱハヺ付ショ ア デ リ ヺラ L=450

L型ネヱデ ラ（ ゠ラポ ）

底板ヹ 向板： t 15 ウケ ビ ゟ ア ヱペヺデ

ォテ ョ ヨ ヺテ リヺ 

金属ゾペ φ9　 1段

1個

スヺビ ツァ ウチ ザ　 R付（ ABS樹脂）

加熱機器

加熱機器と 可燃物と の距離を 50お以上確保する

( 防熱板設置又は壁面が不燃性の場合は0お)

1個ギヨ ラ付3口オシケ ヱル  PD-N36

オシ消費量： 9. 90kW（ 13A） /9. 80ｋ W（ LPG）

調理室　1台

VOC低減素材（ 空気触媒機能）

20

9
00

20
10

0

600

R12

20
2
0

22
8.
5

22
7

2
33

22
6

t 20　 ホヨ ウシツラ樹脂板棚板ヹ 底板

ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

外　 装

内　 装

ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

材　 質ヹ 仕　 様名　 称

木口： R付゠ラポ ウチ ザ（ 品名ョ アヱ付)

見　 付 t2 スヺビ ツァ ウチ ザ（ ABS樹脂）

台　 輪 ホヨ ウ シツ ラ樹脂板

角部： スヺビ ツァ ォ ノヺ27L（ ABS樹脂）

作業天板 t20 ミ ョ ポ ヱ化粧板 t0. 8　 ホシテ ビ ェ ヺマ加工

425 20

学習室　1組

2
6.

8

20
1.

5
5.
3

R付゠ラポ ウチ ザ詳細図

R付゠ラポ ウチ ザハヺシ図

1800 1800

3600

VOC低減素材（ 空気触媒機能）
コーナー金具

Rコーナー
メインフレーム

強化ガラスｔ4

ガラスパッキン

框用フレーム

ガラス用フレーム

L型ハンドル

ダンパー付スライド丁番

トラスネジ M4×30

ダンパー付スライド丁番

L型ハンドル (アルミ製)

固定用下地材

(建築工事)

底板点検口(W250×D300)

上被せ点検蓋付(W310×D360)

ガス配管

(設備工事)

R付アルミエッジ

樹脂エッジ t0.45

(ABS樹脂製)

セーフティエッジ t2

(ABS樹脂製)

台輪

セーフティカバー27L

(ABS樹脂製)

メラミン化粧板 t0.8

ポストフォーム加工

裏面：バッカー貼 t0.8

全可動面付棚柱

アルミニウム

エンドキャップ

(ABS樹脂製)

棚板
ズレ防止棚受け:(PE樹脂製)

受け金具:ステンレス

ACコンセント

E(アース付)

R付アルミエッジ

A1 S=1/30

A3 S=1/60

26

生産・品質管理

開 　 戸

丁    番

木　  材

内　　装

外　　装

台　　輪

木口(本体)

接 着 剤

ガラス開戸

引　　出

エンドパネル

施　　工

t22.5 Rコーナー付アルミフレーム シャンペンゴールド色 アルマイト仕上

建設業法の内装仕上工事業の登録業者又は同等以上の業者にて施工すること

日本家具保証協会認定工場での生産及び管理製品とする

ベタ芯を使用する箇所はファルカタ集成材とする

ゼロホルマリン接着剤使用 酢酸ビニル樹脂系エマルジョン形接着剤（F☆☆☆☆）

L型ハンドル (アルミ製)

L型ハンドル (アルミ製)  感知式耐震ラッチ (3段目)

t20 ポリエステル樹脂板  F☆☆☆☆

框：t20 ポリエステル樹脂板  F☆☆☆☆

t20 ポリエステル樹脂板  F☆☆☆☆

t20 ポリエステル樹脂板  F☆☆☆☆  木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

ガラス：強化ガラス t4

樹脂エッジ t0.45貼り (ABS樹脂製)

ポリエステル樹脂板 JAS規格 タイプ2 F☆☆☆☆

ポリエステル樹脂板  F☆☆☆☆

ポリエステル樹脂板  F☆☆☆☆

ダンパー付スチール製側板スライドレール 　L型ハンドル (アルミ製)

角部：セーフティカバー27L（ABS樹脂）

105°開きダンパー付スライド丁番　オートキャッチ機構付

t3.0 コーナー金具 (ステンレス製)

(メインフレーム断面二次モーメント 1.3cm^4以上)

底　　板 t20 ムシヨレーヌ化粧板 (害虫忌避材)  F☆☆☆☆

木口(開戸・引出) t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

棚　　板 t20 ポリエステル樹脂板  F☆☆☆☆　木口：t2 セーフティエッジ（ABS樹脂）

棚受：アルミ全可動面付棚柱 ステンレス棚受（棚受キャップ付) ズレ防止棚受

共　通　仕　様　表　（コーディネートウォールVAシリーズ）(同等品) K-1.下駄箱　ESA-20L (同等品)

K-2.ランドセルロッカー　CXA-1800-Ⅱ(60) (同等品)

K-4.コンパクトキッチン　YSC-180G2-L (同等品)K-3.調理台(I型)　YFC-27PIB(M) (同等品)
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A-

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200
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7.
51

1
6.

23
7

8.
90

8
7.

88
4

3.
91

5

38.741

13
.4

79
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.4
86

13
.5
35

13.238

17.149

電柱

交通誘導員★

※仮設計画は監督員と協議の上施工を行うこと。

※資材の搬入等、工事車両の進入時には状況に応じ適宜交通誘導員を配置する。

地中埋設物 撤去

凡　　　例

工事対象建物を示す

仮囲い　万能鋼板H=3.0mを示す

パネルゲート　W=6.0m H=4.5mを示す

鉄板敷き 1.5m×6.0m×t=22を示す

手摺先行枠組足場 W=600 養生メッシュシート張りを示す

鋼矢板Ⅲ型 L=6.0m (H=125mm t=13mm)

鋼矢板Ⅲ型 L=6.0m (H=125mm t=13mm)

★

※地中埋設物・隣地境界、道路境界沿いの工作物を先行して撤去

※敷鉄板撤去後は地盤及び構造物の復旧を行うこと。

仮設計画図(参考図)

8  3
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縮
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設　計 製　図 検　図設　計

訂　正 令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200

+5

+100

+100 +105

+125

+15 +165 +240

+80+120+5+30

+185 +150 +175 +100 +235

+200

+210

+325

+385+805

+380

+330

+400

+365

+615

+535

+205 +125 +140 +205

+345

+265

+570

+190

-115

-150

-110

-130

-170

-95

-85

-90

-55

-60

-30

+25

-35

+200

+210

真　 北

-140

+500

電柱

止水弁

汚水最終枡

CBt=100 1段積 H0～100

L型側溝天端
BM±0

+145

+50

マンホール

＋ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,000 撤去

CBt=100 6段積 H=1,200 撤去

①

①

② ②

③

③

④

④

⑤ ⑤

6,
00

0

④

②

③

①

 S=1/100現況図

門柱 400□ H=1,600(H=200×8段) 撤去
スチール門扉 W=2,000×2(引き分け戸) 撤去

CBt=100 5段積 H=1,000 撤去

量水器(50mm)RC基礎・舗装 t=200 撤去

アルミ製アコーディオン門扉 W=2,000 撤去
RC基礎・舗装 t=150 撤去
CBt=100 1段積 H=100 撤去

現況図

L型側溝 撤去 L型側溝 撤去 L型側溝 撤去

6,200 6,000 2,400 5,600 5,200 3,100

RC基礎 H=0～150 CBt=100 2段積 H=400
＋ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,000 撤去

地中埋設物 撤去

令和　　 年　　 月　　 日8 3

金属プレート

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

金属プレート

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

コンクリート杭

隣
地

境
界

線
 1

3.
47

9

隣
地
境
界
 1
4.
48
6

隣
地
境
界
線
 1
3.
53
5

隣地境界線 17.149

隣地境界線 13.238

隣
地

境
界
線

 3
.9
15

隣
地

境
界

線
 7

.8
84

隣
地

境
界

線
 8

.9
08

隣
地

境
界

線
　
6.

23
7

隣
地

境
界

線
 7

.5
11

住宅敷地

住宅敷地

住宅敷地

1

3

2

7

6

8

5

4

法42条1項1号
市道5023号線
認定幅員6.0m

道路境界線 38.741
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設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200

D10-@200

D10-@400

2-D13

+ネットフェンス H=1,000
CB t120 2段積 H=400 (BM+415)＋RC基礎 H=140

申請地道　路

▽BM±0

1,
00

0
54

040
0

15

15
0

10
0

350

90

20 120

道
路

境
界

線

①－① 断面図  S=1/30

CB t100 5段積 H=1,000 (BM+1,080)
D10-@200

D10-@400

隣
地

境
界

線

申請地 隣　地

2-D13
▽BM±0

87
0

1,
00

0
15

021
0

350

80

10
0

100 20

②－② 断面図  S=1/30

CB t100 6段積 H=1,100 (BM+1,335)
D10-@200

D10-@400

申請地 隣　地

2-D13

83
5

1,
20

0

50
0

15
0

10
0

350

隣
地

境
界

線

100 20

23
5

▽BM±0

隣
地

境
界

線

+ネットフェンス H=1,000

D10-@200

D10-@400

隣　地 申請地

▽BM±0

2-D13

CB t100 2段積 H=65 (BM+250)

20 100

1,
00

0

65
18

5

40
0

15
0

10
0

350

50

③－③ 断面図  S=1/30 ⑤－⑤ 断面図  S=1/30

2,005

1,
00

0

2,100

1,
25

0
25

0

45
5

12
0

15
0

12
0

※断面図は参考図とする

アルミ製アコーディオン門扉廻り 詳細図  S=1/30

60
0

2,
10

020
0
20

0

200 200 200

600

200

D10-@200
D10-@200

D13

D13
③ ①②④▼GL

※各寸法は概算値とする

地中埋設物 構造図  S=1/30

手摺子 □－25×25 @120

□－50×75

2,000

4,000

2,000

1,
45

0

1,
60

0

400

1,500

20
0

12
0

L-50×50×6

タテヨコ 9φ@300

L-50×50×6 @1,000

道
路
境
界

線

 S=1/30

※断面図は参考図とする

スチール門扉廻り 詳細図

現況外構詳細図

8 3
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訂　正 令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200土地利用計画図
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+100

+165

+210

+805

+400

+365

+615

+535

+570
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L型側溝天端
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-130

-95

-85

-90

-55

-60
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-35

+200

+210

-140

+500

電柱

汚水最終枡

来客用
駐車場

緑地 緑地

緑地

緑地

緑地緑地緑地

緑地

栽培園

真　 北

1

2

3

4
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7

+100

+100

+100

+100

+100

+100
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-115
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+100+25

6
,
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0
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4
,
3
0
0

6,500 5,500 3,4604,5006,0502,000

5,5005,000 5,500

5,000

車止めポール(埋込式 チェーン内蔵式)

アルミ製大型引戸 W=5,500(開口幅)

①

①

②

②

③

③

④

④

⑥

⑥

⑤ ⑤

⑦
⑦

⑧ ⑧

⑨
⑨

2,
50

0

2,
50

0
3,

50
0

来客用
駐車場

⑩
⑩

グラウンド(ダスト舗装)

駐車場(アスファルト舗装)

駐輪場(屋根あり)

集水桝

ロングU字溝 新設 ロングU字溝 新設 ロングU字溝 新設

レインシューター

-50

+100
-50

雨水浸透枡

雨水浸透枡

アルミ製大型引戸 W=4,500(開口幅)

越流枡

駐車スペース
車椅子使用者用

優先駐車区画

優
先
駐
車
区
画

優先駐車区画 表示板 (移動式)
加熱圧着シート
優先駐車区画

W 1,000× H 800

軽量鉄骨造１階建

その他
新　築

設計GL=BM+100

1,
20

0

▼

16,800
3
2
,
0
0
0

外流し

 S=1/100土地利用計画図

A-

申請建築物1

最高の軒高　4.464 m

軽量鉄骨造１階建

その他
新　築

最高の高さ　2.185 m
最高の軒高　2.085 m

申請建築物2

必要緑地面積 1,381.58m2 × 12％ ＝ 165.78m2

1,381.58m2 × ＝0.05

計画緑地面積

計画雨水貯留量

 69.079t

× 0.3m

必要雨水貯留量

236.55m2＝

236.55m2 ＝  70.965t

計

調整池容量(緑地併用とする)
実質緑地面積より

69.07t　＜　70.169t　　　∴OK

治水対策

敷地面積    1,381.58㎡ × 0.05(1ha当たり500t) ＝  69.07t
必要調整池容量

許容放流量表より

オリフィス口径表より
1,381.58m2　　　　　q=0.00285

q=0.00450   H=0.500m   A=0.0240   D=0.055

オリフィス口径算定

オリフィス口径は40mmとする。

　　計　　                      　　　　　　　　  69.07t 

236.55m2 × 水深 0.30m ＝  70.96t
                           70.96t

道
路

境
界

線
　

13
.4

79

隣
地
境
界
線
　
14
.4
86

隣
地
境
界
線
13
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35

隣地境界線　17.149

隣地境界線　13.238

隣
地

境
界
線

　
3.
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5

隣
地
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界

線
　
7.

88
4

隣
地

境
界

線
　
8.

90
8

隣
地

境
界

線
 6

.2
37

隣
地

境
界

線
　

7.
51

1

最高の高さ　4.689 m

学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類するもの(教育相談所)

学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類するもの(教育相談所に付属する駐輪場)

令和　　 年　　 月　　 日8 3

道路側溝へ接続放流

下水道管接続放流(既設)

下水道管

引込管(PP50Φ)
既設給水

配水管(100Φ)

配水管接続取出(既設)

量水器25mm(貸与品)BOX共

道路側溝へ接続放流

MB

＋ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,000
化粧CBt=120 2段積 H=400(BM+500)

化粧CBt=120 2段積 H=400(BM+500)

化粧CBt=120 2段積 H=400(BM+500)

外流し

室外機置場1

室外機置場3

道路境界線　38.741

既設下水道
取出管(150Φ)

L型蓋 穴あき蓋に交換

30

室外機置場2
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 S=1/30  S=1/30

道
路
境

界
線

申請地道　路

150300

レインシューター

400

480
本体最大幅

車輪芯幅

15
5

▽設計GL

△BM±0

10
0

15

アスファルト舗装道
路
境

界
線

申請地道　路

150300

レインシューター

30
0

1,
36

7

350

10
0

3515
5

60

▽設計GL

△BM±0

アスファルト舗装

198.2

申請地

D10-@200

D10-@400

2-D13

2-D13

D10-@400

D10-@200

緑地

350350

▽設計GL

△BM±0

40
0

10
0

道　路

隣
地

境
界

線

20120 化粧CB t120 3段積 H600 (BM+800)
+フェンス H1,200 (全て共通)

60
040
0

20
0

15
0

10
0

1,
20

0

化粧CB t120 3段積 H600 (BM+800)

90

申請地

D10-@200

D10-@400

2-D13

緑地

10
0

350

60
0

15
0

40
0

20
0

△BM±0

▽設計GL

10
0

21
0

隣　地

隣
地

境
界

線

20120

1,
20

0

+フェンス H1,200
CB t120 3段積 H=600 (BM+800)

申請地

D10-@200

D10-@400

2-D13

緑地

10
0

350

60
0

15
0

40
0

20
0

△BM±0

▽設計GL

10
0

隣　地

隣
地
境
界
線

20120

1,
20
0

+フェンス H1,200
CB t120 3段積 H=600 (BM+800)

50
0

⑥－⑥ 断面図 ⑦－⑦ 断面図  S=1/30⑧－⑧ 断面図

600

申請地

350

▽設計GL

△BM±0

40
0

10
0

隣
地
境
界
線

20120 化粧CB t120 3段積 H600 (BM+800)
+フェンス H1,200 (全て共通)

D10-@400

D10-@200

350

60
040
0

20
0

15
0

10
0

1,
20
0

化粧CB t120 3段積 H600 (BM+800)

緑地

2-D132-D13

D10-@200

D10-@400

隣　地申請地

350

▽設計GL

△BM±0

40
0

10
0

隣
地
境
界
線

20120 化粧CB t120 3段積 H600 (BM+800)
+フェンス H1,200 (全て共通)

D10-@400

D10-@200

350

60
040
0

20
0

15
0

10
0

1,
20
0

化粧CB t120 3段積 H600 (BM+800)

緑地

2-D132-D13

D10-@200

D10-@400

隣　地

36
5

50

外構詳細図 1

グラウンド

表面安定剤
砕石ダスト

20
01

50
50

駐車場

再生密粒度アスファルト舗装 t=50
粒調砕石 M-30
再生砕石 C-40

 S=1/30ダスト舗装 詳細図アスファルト舗装 詳細図  S=1/30

グラウンド 駐車場

地先境界ブロック 120×120

12
0

50
10

0
10

220

120

600

71
5

12
89

0

φ136.6

φ76.3

25
0

400

φ114

 S=1/30車止ポール 詳細図

チェーンストッパー

反射テープ

ポール(SUS304)

外筒 塩ビ製

チェーン(SUS304) L=1,970

▽余裕高

▽設計GL

▽HWL

+フェンス H1,200 (全て共通)
※ブロック基礎配筋等は①-①断面に準ずる

充填砕石

越流桝

透水シート

道
路

境
界

線

化粧CB t120 3段積 H600 (BM+800)

八潮市道3033号線
道　路

申請地
グレーチング蓋

オリフィス管 40φ

スクリーンキャップ

緑地

砂

10
0
30

0
10

0

50
0

450

 S=1/30雨水浸透桝・越流桝 詳細図

66
0

緑地

透水シート

4号砕石充填

雨水浸透桝

△BM±0

▽設計GL

砂

300

10
0

10
0

50

100100

 S=1/30雨水浸透桝 詳細図

220

歩車道境界ブロック
150×170×200 L=600

駐車場 栽培園

50 10
10

0
50

15
0

 S=1/30敷地内通路境界ブロック　詳細図

⑨－⑨ 断面図
50

(転
圧

後
)

△BM±0 10

120 120
690

90
0

10
0

60
15

0

D10-@200

泥
溜

め
15

0

すき間 モルタル埋め補修

水路へ放流
雨水管VP100φ(勾配1/100)

優先駐車区画

1,000

80
0

※参考品番 四国化成建材㈱ レコポールS Dシリーズ

 S=N/S優先駐車区画粘着シート図案

※埼玉県ホームページ　埼玉県思いやり駐車制度参照

L型蓋との接続部は、L形蓋のアゴ部分を斜めに切り欠くこととする。 L型蓋との接続部は、L形蓋のアゴ部分を斜めに切り欠くこととする。 L型蓋との接続部は、L形蓋のアゴ部分を斜めに切り欠くこととする。

L型蓋との上流接続部は、穴あき蓋に交換する。(土地利用計画図参照) L型蓋との上流接続部は、穴あき蓋に交換する。(土地利用計画図参照) L型蓋との上流接続部は、穴あき蓋に交換する。(土地利用計画図参照)
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図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A-

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200

1,
20

0
10
0

1,
30

0

1,
32

5
30

0

1,
36

7
30

0

198.2

4,453

113 1,800 2,540

75
65

2,603

2,500

690

230 300 160

10
2.

5

24
0

申請地

道　路

2,
00

0

5,298

700

45
0

149 2,500 2,500 149

75

2,
18

5

45
0

2,
08

5

167

1,150

125

 S=1/30大型門扉 詳細図 ※参考品番 四国化成建材㈱ スタックラインSR1M型 コンパクトタイプ

 S=1/30門扉 詳細図 ※参考品番 四国化成建材㈱ クレディｰキャスター引戸2型

 S=1/30 ※参考品番 四国化成建材㈱ サイクルポート BLL 2連棟駐輪場 詳細図

外構詳細図 2

15
0

10
0

15
0

10
0

350600300

2,000

400

480
本体最大幅

車輪芯幅

600

全開時

全閉時

申請地

51
1

レ
ー

ル
幅

55
0 40
0

1,
22

0

1,
20

0

60

60

レール

ガードフェンス

道路側

133
収納幅(駐車場側 W=2,000

開口幅(駐車場側 W=5,500 駐輪場側 W=4,500)

扉全幅(駐車場側 W=5,742 駐輪場側 W=4,742)

埋設全長(駐車場側 W=7,633 駐輪場側 W=6,433)

駐輪場側 W=1,800)

1,
20

0

屋根 ガルバリウム鋼板 t=0.5　不燃材 NM-8697
主要材質　一般構造用角形鋼管・C形鋼

真　 北

8 3

B

9
70

B

1,
1
8
0

1,450

525 1,000 525

2,050

A

A

S=1/30

B

A

9
7
0

A

1
,
3
3
0 1,150

1,700

350 3501,000

B

S=1/30平面図(室外機置場2)

B

A

9
7
0

A

1
,
3
3
0 1,150

1,700

350 3501,000

B

S=1/30平面図(室外機置場3)

GL

1
0
0

200

コンクリート金鏝 D10@200（タテ・ヨコ）

3
00

1
0
0

30
0

再生砕石　t=100

A-A・B-B 断面図 S=1/30

凡　例

 - コンクリート打設部分を示す
鉄筋：D10　SD295A
コンクリート：Fc＝24N/mm2・スランプ18cm

180

（ハイテンション線）
ワイヤメッシュ

　　(リブ付パイプ)
柱：φ50.8×2.3

ＧＬ

180

4
5
0

1,
7
7
0

1
,
80

0
3
00

2,000 2,000

3
0

柱：φ60.5×3.2

φ50.8×1.6

ＧＬ

蝶番

1,
7
7
0

1
,
80

0

1,000

3
5
0

3
0

6
0
0

戸当り付両面回転施錠

□300

平面図(室外機置場1)

メッシュフェンス詳細図 S=1/30 S=1/30メッシュフェンス扉詳細図

室外機廻りネットフェンス仕様

　外　　　　　装　：亜鉛・アルミ・マグネシウム合金メッキの上、

　　　　　　　　　　アクリル系樹脂静電粉体塗装

　端　　末　　柱　：リブ付φ50.8x厚2.3mm

　中　　間　　柱　：φ50.8x厚2.3mm

　柱用ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎　：180x180x450H

　門扉用ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎：300x300x600H
参考
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図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正 令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事
A-

L型側溝天端
BM±0

7.
51

1
6.

23
7

8.
90

8
7.

88
4

3.
91

5

38.741

14
.4
86

13
.5
35

13.238

17.149

電柱

来客用
駐車場

緑地 緑地

緑地

緑地

緑地緑地緑地

緑地

真　 北

1

2

3

4

5

6

7 8

9

10

11

2,
50

0

来客用
駐車場

グラウンド(ダスト舗装)

駐車場(アスファルト舗装)

駐輪場(屋根あり)

外流し

外流し

3,485

2,520

軽量鉄骨造１階建

その他
新　築

設計GL=BM+100

22.5m2

法42条1項1号
市道5023号線

車椅子使用者用
駐車スペース

優先駐車区画

優
先
駐
車
区
画

最高の高さ　4,789
最高の軒高　4,464

栽培園 スロープ

1,
20

0

▼

6
,
0
0
0

4
,
3
0
0

4
,
3
00

16,800

3
2
,0
0
0

 S=1/100

13
.4

79

33.140

10.491 5.81

2.525

9.906

3.537

6.260

0.
46

0

0.
46

0

0.
46

0

3.0
80

11
.0

00

26.240

7.043

1.240

16.743

5.
20
0 5.
15
1

0.063

1.566

3.9
45

1.463

6.
76
8

9.
74
9

2.126

15
.1
05

0.984

5.
59
0

0.648

4.791 6.
58
0

2.825

0.920

12.801

7.
43
3

1.520

12.872

0.5443.500

0.076

2.
90
0

1.615

5.486

1 2 3

5
6

7

8

9

10

11

12

2.529

3.223

4

0.959

13

14

15

16

17

19

20
21

2223

24

25

26

27

28

29

30

1.448
18

3.423

1.171

1.108

2.354

1.281

0.532

0.916

13
.4
45

17.042

1.260

緑化求積図  S=1/200

緑化計画図

緑化計画図

A1 S=1/100・200

A3 S=1/200・400

 2.529

実質緑地面積

1 × =

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

× =

× =

× =× 1/2

× =× 1/2

× =× 1/2

× =× 1/2

× =× 1/2

× =× 1/2

× =× 1/2

6.260 0.460    2.8796

緑化計画

必要緑地面積

基準接道部緑化延長

植栽可能な接道部緑化延長
10.491  0.460

 5.810  0.460

   4.82586

 5.200    6.5754

   2.6726

 5.200  0.063    0.1638

 5.151

 3.080

 2.525    6.5031375

11.000  3.537   19.4535

 3.945  1.566

 9.749  2.126   10.363187

   3.088935

× =× 1/2 6.768  1.463    4.731342

× =× 1/215.105

× =× 1/2

× =× 1/2

計

＞

× =× 1/2

× =× 1/2 7.433  2.354    8.748641

 5.590  0.984

× =× 1/212.872  0.544    3.501184

   2.75028

15.105

 0.959

× =× 1/2 2.900  1.448    2.0996

× =× 1/2 5.486  1.615    4.429945

× =× 1/2 3.500  0.076    0.133

× =× 1/2 3.500

× =× 1/212.801  1.520    9.72876

× =× 1/2 0.920

× =× 1/2 6.580  2.825    9.29425

× =× 1/216.743  4.791   40.1078565

× =× 1/216.743  0.648    5.424732

× =× 1/2 3.423  1.171    2.0041665

× =× 1/2

29

30

26.240  1.108   14.53696

× =× 1/233.140

× =× 1/2 7.043  1.240    4.58986

 1.281    9.6747525

 0.532    0.931

 0.916    6.91809

13.445    6.4468775

17.042    7.83932

 1.260   20.8782

6.26＋10.491＋5.81＋3.223　＝  25.78ｍ

 9.906   15.25524

 236.55m2

 236.55m2

1,381.58m2 × 12％ ＝ 165.78m2

＝

＝

学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類するもの(教育相談所)

申請建築物1

軽量鉄骨造１階建

その他
新　築

最高の高さ　2.185 m
最高の軒高　2.085 m

申請建築物2

学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類するもの(教育相談所に付属する駐輪場)

敷地面積　×　12％

38.741m × 0.5  ＝  19.37ｍ

植栽本数　20㎡当り高木1本＋低木20本

166/20

166/ 1

 165.78m2

  8.30

166

低木

高木   9本(ツツジ)

166本(シラカシ)

高木位置　9本

令和　　 年　　 月　　 日8 3

33



１

D16以下

D19以上

基礎・地中梁

18

18

大臣認定番号　MSRB-

地中梁

D19は全て重ね継手とする。

21

18

21 23.0

1 - 2 1 - 2

CD6-100×100

19

60.0

JIS G 3353

柱

下記以外 JIS G 3101

JIS G 3466

大臣認定番号　MSLT-

JIS G 3136

JIS G 3350

JIS G 3136

JIS G 3138

M16M12

アースドリル

（２）工事種別

摩築 増築 増搜築 搜築

（３）構造設計一級建築士の関与種別 必要 必要としない

法第20条第一号 （高さ 60m超）

法第20条第二号 （ RC造高さ 20m超 S造 4階以上 木造高さ 13m超 その他）

（４）構造種別

木造（Ｗ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

（５）階  搿

地下 階 地上 階 塔屋 階

（６）主要用途

（７）屋上付属物

高架水槽 kN キュービクル kN 広告塔 煙　突

（８）特別な荷重

エレベータ 人乗 リフト kN（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）

リフト kN kN倉庫積載床用 受水槽

門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

（11）計算ル－ト

（10）増築計画 有 無

Ｘ摰向　ル－ト　　　　　　　　，　Ｙ摰向　ル－ト

２，使用構造材摘

（９）付帯工事

kN/m2

注：適用は 　 印を記入する。

）（

近隣 ） 無 （調査計画 有 無 ）摃地内（有建築場所

調査計画資摘有調査計画資摘有調査計画資摘有 調 査 項 目

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

調 査 項 目

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

調 査 項 目

ボーリング調査

水平地盤反力係搿の測定

試験堀（搔持層の確認）

（１）地盤調査資摘と調査計画

（２）ボーリング標準貫入試験値，土質構成 （基礎・杭の位置を撩記すること。）

深

度
土　質

Ｎ

値
10 20 30 40 50 60

標 準 貫 入 試 験

○調査地番

○位置図

○搔持地盤,地層及び深さに

　ついてのコメント

○孔内水位

　GL - 　　　m

　設計地番とは約 　　 m の距離がある

○備考

○近隣データーの調査地番と

３．地　盤

４．地業工事

（１）工事名称

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

鉄骨造(Ｓ)補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

布基礎 独立基礎 有 無試験堀

有 無載荷試験

ベタ基礎

（１）直接基礎

浅層混合処理工法

有 無載荷試験

（２）地盤搜良

深さ

深さ m

m 搔持層　－

長期許容搔持応力度 kN/m2

（３）杭基礎

RC

PHC

PRC

H鋼

鋼管 摩擦杭

SC杭

杭　　種

PRC

PHC

（

（

Ⅰ類

Ａ類

Ⅱ類 Ⅲ類

Ｂ類 Ｃ類

鋼材 SS400 SKK400

JIS

SKK490

材　　摘

打ち込み

埋め込み　（セメントミルク工法）

認定第 号

備　　考摲 工 法

場所打ち

コンクリート杭

鉄　　筋

セメント量

スランプ

コンクリート N/mm2

N/mm2

Fc

Fq

cm以下

kg/m3

kg/m3

主筋

HOOP

SD390

SD295 A

リバースサーキュレーション

ＢＨ

拡底杭

深礎 手　掘

機械堀

認定

号第

年　月　撌

年　月　撌単位水量

）

）

本

杭　径　（m） 設計搔持力（kN） 杭の先端の深さ（m） 杭本搿 特　記　事　項

注） 上記表中の資摘が有るもの、調査計画が有るものに ○ を記入する。

１，建築物の構造内容

耐久設計基準強度　Fd　

コンクリートは、JIS A 5308（レディーミックスコンクリート）に適合する JIS 認定工場の製品とし、摲工に関しては

セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。

用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管して承認を得る。

測定検査の回搿は、通常の場合は、１撌１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試摘から取り分けて３回行い、

その平均値を試験値とする。

杭仕様

試験杭

摲工計画承認 杭摲工結果報告書

有 無 ） 打ち込み 載荷 孔壁測定 ）（ （

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた測定器を

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理摰法など必要事項に

ついて、工事監理者の承認を得ること。

標準　24 長期　30 超長期　36

５．鉄筋コンクリート工事

（１）　コンクリート

６．鉄骨工事

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）工事監理者の承諾を必要とするもの
摲工要領書

（３）工事監理者が行う検査項目

（ 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。）

（社）撌本鋼構造協会　「建築鉄骨工事摲工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

製作工場 製作要領書 工作図

認定または登録工場

材摘規格証撩書※、または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

社内検査表

現寸検査 建摰検査組立・開先検査

短期　18

ミニアース

オールケーシング

捨てコンクリート 普通

土間コンクリート

基礎・基礎梁

デッキ床・腰壁  

普通

普通

普通

普通

普通

軽量

軽量押えコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

混和材摘の種類

軽量

砂

砂利

水道水

ＡＥ減水剤

材齢

養生

山砂

砕石

地下水

高性能ＡＥ減水剤

人工

人工

工業用水

（

（ 現場封かん 現場水中

）

）

単位水量は 185 kg/m3 以下、単位セメント量は 270 kg/m3 以上とする。

（190150120100厚Ｃ種Ｂ種Ａ種

）JIS A 5406（

継手等の 　 にて表示すること。

本仕様５.（２）鉄筋項の鉄筋

各継手の使用詳細については

）

溶接継手

特殊継手

ガス圧接継手

重ね継手

径種　　類

SR235

材種

SD390

SD345
（JIS G 3112）

異形鉄筋

高強度せん摦補強筋

丸　　鋼（JIS G 3112）

溶接金網（JIS G 3551）

使 用 箇 所 継 手 工 法

使用箇所

（２）コンクリートブロック

（３）鉄筋

標準

適　用　箇　所 種　類

Ｆm=N/㎜
2

（呼び名）

調合管理強度

cm （比重）

備　考スランプ設計基準強度 品質基準強度

Ｆq=N/㎜
2ＦC=N/㎜

2

（

）

（１）コンクリート
水セメント

比

（％）

（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001，JIS Q 1011，JIS A 5308）

深層混合処理工法 柱状地盤搜良

56撌28撌 7撌

（摲工摰法等計画書）

（２）鉄　筋
鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。摲工は、標準図に記載されている事項を除き、

コンクリートと同様に、JASS 5 による。

高強度せん摦補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図

（１）（２）」又は、壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

鉄筋継手等

溶接継手

重ね継手

機械式継手

40d

告示 1463 号第 2 項各号

告示 1463 号第 3 項各号

告示 1463 号第 4 項各号

鉄筋継手工法

35d   d

（１）引張力最小部位 （２） （１）以外の部位（注）

A 級 B 級 SA級

D

D

D

D

（

（

（

（

以上

以上

以上

以下

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋径

ガス圧接継手

機械式工事による。）

）

）

）

）

D19 以下は、すべて重ね継手とする。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリート自由落下高さはコンクリートが

分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士又は同等以上の技能を有する者従事すること。

尚、打ち込み継続中における打継ぎ擓間間隔は、外気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内

とする。

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後 5 撌間は、コンクリートの温度が 2 度を下がらない様にする。

乾燥・振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられない様に養生を行う。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験摰法 JASS 5 T - 603 によることとし、供試体は標準養生とし、

継手部分の摲工要領は（社）撌本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、

呼び強度を保障する材齢，養生

使用箇所の詳細については別途図示とする。

有 無SWH400L SWH400

SS400

SSC400

STKR400

BCR295

SM490 A

SM400

BCP235 BCP325

SN400 A，B，C

SN490 B SN490 C

種　　類 使 用 箇 所

有

有

有

有

有

現 場 溶 接

無

無

無

無

無

JIS規格・認定番号等

（４）鉄骨

無有SNR400B SNR490B

高力ボルト

F10T（JIS B 1186） （

（５）ボルト

（

ボルト

アンカーボルト

（JIS B 1180）

）S10T 認定番号（MBLT-0125同等品）

F8T 認定番号（MBLT-0115同等品）

4.8（4T）

構　造　設　計　標　準　仕　様

注） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

注（3）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認すること。

注）「建築物のための搜良地盤の設計及び品質管理」指針：撌本建築センター2002」を参照すること。

※ （社）撌本鋼構造協会　「建築構造用鋼材の品質証撩ガイドライン」の規格証撩摰法を推奨する。又はミルシート。

注：本構造設計特記仕様書は、コンクリートの設計基準強度（Fc）が 36 N/mm2 以下に適用し、

　　検討した部位の条件・仕様によること。

注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成 12 年告示第 1463 号ただし書きに基づき、撌本鉄筋継手協会、撌本建築センター等の認定

材　　種

床版

床版壁

厚

厚
スライド

ロッキング

ボルト止め

型式・厚・その他 使 用 箇 所 仕様・構法

（６）屋根、床、壁

ＡＬＣ版

A.Bolt・ブレース

（ 柱 大梁 小梁 ）

（ 柱 大梁 小梁 ）

Ｌ=

Ｌ= mm

mm 使用箇所

使用箇所

頭付スタッドボルト

φ = 

φ = 

（JIS B 1198）

ネジ形状

転造

転造

ナット

ダブル

ダブル

ダブル

J形

採用 部材材質 径 形状
（mm）

定着長 定着板

有 無
備　考

転造ダブル

スクリューウエイト貫入試験
（撎スウェーデン式サウンディング試験）

SD295

　　鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。JASS5 2018による。

　　評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあって『鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2020）』によって

撌本建築学会「 JASS 6 2018年版 」　「鉄骨精度検査基準」　「鉄骨工事技術指針」

備　考

Fc=18は標準図による

100 検 査 記 録

（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査

硬さ試験

示温塗摘塗布

（突合せ溶接）

平成 12 年建設省告示 1464 号 第二号　イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網

撌本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

撌本建築学会「鉄骨工事技術指針（工事現場摲工編）」

溶接部の検査（検査結果は後撌工事監理者に報告すること）

検　査　箇　所 検　査　摰　法

超音波探傷試験

検査
内質

（注）

マクロ試験・その他

外観検査（※）

外観検査（※）

検査率又は検査搿

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個 ％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

個 個個

※ 平成 12 年建設省

告示 1464 号第二号に

よる（目視及び計測）

（注）東京都の要網に

基づき必要となる建築

物の場合に実摲する号）（都知事登録第三者検査機関名

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事摲工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

（６）ボルトの検査

要 否

スミ肉溶接

備　考

完全溶込み溶接部

CIW 検査機関の認定業者

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

軸力導入試験

高力ボルトの検査（検査結果は後撌工事監理者に報告すること）

上記試験は着工前に監理者と協議の上決定する。

注 2 ）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、擄正前に対応策を建築主事等に報告すること

注 1 ）現場溶接部については原則として第三者検査機関によ全個搿検査とし、外観検査、超音波探傷検査を 100 ％行うこと

※ 製品検査の検査項目、検査摰法、合否判定基準、検査実摲擓期は監理者と協議による

製品検査（※）

継手の検査摰法は：　・外観検査 無 ・引張試験 有 無 有・超音波探傷試験 無有

Ｗ型（溶接型）柱の帯筋（HOOP）の加工摰法は、 Ｈ型（タガ型） Ｓ型（スパイラル型）とする。

（３）試　験
コンクリート及び鉄筋試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要領」第 4 条の試験機関

で行うこと。

代行業者名

号）（都知事登録

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

（４）型　枠
摲工

型枠存置期間

コンクリート・鉄筋と同様に JASS 5 による。材摘

撐強ポルト 撐強ポルト

ランドセメントランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

撐強ポルト

ランドセメント

撐強ポルト

ランドセメント

せ　き　板 搔　　柱

基礎・梁側・柱・壁 スラブ下スラブ下・梁下 梁下
部位

種類

ランドセメント

セメント

の種類

合板厚さは、　12mm を標準とする。

2

3

5

3

5

8 10

 6

 4  6

10

16

 8

12

17

25

28

28

28

28

85 ％ 100 ％

 5℃未満

5℃～15℃

圧縮強度

15℃以上

（撌）

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
齢

コンクリートの
5.0 N/mm2

設計基準強度の
設計基準強度の 50 ％

試験・検査機関名

15

未　定

注） 2. 大梁の搔柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注） 3. 搔柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注） 4. 盛りかえ後の搔柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注） 5. 搔柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一擓に全部の搔柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注） 6. 上記以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

注） 7. 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、搔柱（大梁の搔柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注） 8. 搔柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

注） 1. 片持はり、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。

東京都内の建築物は（社）東京都防災・建築まちづくりセンター建築材摘試験所「建築工事摲工計画等の報告と

建築材摘試験の実務手引」による。

24or27

15

採取は打ち込み工区ごと、打ち込み撌ごととする。かつ150m3以下にほぼ均等に分割した単位ごととする。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本搿を採取する。

運搬車が３台未満の場合は、各運搬車ごとに必要本搿を採取する。

尚、供試体の搿量は、特別指示なき場合は、一回当り 6 本以上とし、そのうち四週用に 3 本を用いる。

（７）防錆塗摘
防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

 2 回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部素地調摁は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、

トルシア形高力ボルトは、二次締め後、ピンテールが破摦していることを確認する。

耐火被覆を行う場合は、防錆塗装は行わない。但し、カラー鋼材を使用することは可とする。

（８）耐火被覆の材摘

焼付塗装とし、2コート1ベークの仕上げ工程とする。下塗：AKプライマー、上塗：デリコン♯300

錆止めのペイントは、JIS K 5674 を使用して、 4 つ撴 2 回塗りを標準とする。実状に応じて決定すること。

但し、JIS規格のターンバックルブレースの接合部の高力ボルト（搔圧接合に限る）は一次締めのみとする。

搜訂撌：2025,04（第10版）

鋼製型枠の使用可とする。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

７．設備関係

建設設備の構造は、構造耐力上安全な構造摰法を用いるものとする。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 50mm 以上を原則とする。

撣降機等駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

建設設備（撣降機を除く）の搔持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

屋上から突出する水槽、煙突及び冷却塔その他これらに類するものは、搔持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

搔持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造及び無筋コンクリート造の場合は、鋼製の搔持を

設けたものを除き、高さは 900mm 以下とすること。

厚さが 250mm 以上の無筋コンクリート造、レンガ造石造及びコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水・排水・電気及びその他の配管設備は、以下とすること。

風圧・土圧・水圧・地震・その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上で安全上搔障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な

措置を講ずること。

給湯設備※は、風圧・土圧・水圧・地震その他の衝撃及び振動に対して安全上搔障のない構造とすること。

満水擓の重量が 15kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上搔障のない構造として、平成 12 年建設省告示

第 1388 号 第 5 号に規定する構造摰法によること。

建設省告示第 1389 号により、風圧・地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

法 第 20 条 第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものにあっては、

損傷防止のための措置を講ずること。

煙突で屋内にある部分、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは 50mm 以上とした鉄筋コンクリート造、コンクリート

管を搔持又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のため

の措置を講ずること。

※『給湯設備』建築物に設ける電気給湯器で屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたものを示す。

下記の部位を溶融亜鉛めっきとする。

屋外階段 庇 外廊下 その他

（９）溶融亜鉛めっき

８．その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

参考とする工事標準仕様書は、全て最摩版とする。

土間

SSC400 SWH400L

M22

）M22M20

M20M16

M16

M12

M12

SNR400B

kN/m2長期許容搔持応力度

（大臣認定　　S　　H　　M　　R　　J　グループ）

0.6折　板 Ｈ = 屋根厚90

窯業系サイディング 壁

（JIS A 5416）

（JIS A 5422）

50　

50　

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正 令和　　 年　　 月　　 撌

令和　　 年　　 月　　 撌

S-

構造設計標準仕様

01

搴育相談所建設工事

搴育相談所建設工事

φ6-100×100

デッキプレート　　（JIS G 3352） 型式 厚 JIS G 3350

0.6折　板 Ｈ = 厚88

16

胴縁・母屋

J形SNR400B M20 400

M16 320

M20

庇

GL - 0.6

構造図S-06参照

埼玉県八潮市中央3丁目29番地17

スリーエスＧ工法

転造J形M12SS400 240

搔持層　－ 細砂層

搔持層　－

GL - 16.0

21

土間

学習塾、華道搴室、囲碁搴室その他これらに類する摲設（搴育相談所）

ハゼ式折版

令和　　 年　　 月　　 撌8 3 A1 S=N/S

A3 S=N/S



3d 以上

鉄筋の折曲げ

内法直径(D)よる区分

鉄筋の径に

4d 以上

5d 以上

6d 以上

D16以下

D41以下

D25以下

D19～D41

D29～D41

鉄筋の種類図 折り曲げ角度

SD295

SD345

SD390

SD49090°

90°

[注]

（１）鉄筋の折り曲げ加工

（１）dは呼び名に用いた数値とする。

（２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

（３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

　　　余長は4d以上とする。

（４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

（５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

（６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

　　　行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

D

余長4d以上

d

D

余長6d以上

d

D

d

余長8d以上

180°

135°

180°

135°

90°

〃

STP・・あばら筋

R ・・直径D ・・部材の成

Ho・・部材間の内法高さLo・・部材間の内法距離CL ・・中心線ｒ・・半径＠・・間隔

HOOP・・帯筋 S.HOOP・・補強帯筋

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号

φ・・直径又は丸鋼

d ・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径

鉄筋の種類

定　着　の　長　さ

（N／mm2）

普通・軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲 一般（L2）
小　梁

下端筋（L3）

スラブ

重ね継手の長さ

（L1）

35d フック付

45d フック付

18 以下

30d または

20d フック付

25d または

15d フック付

10d かつ

150mm 以上

35d または

40d または

45d または

25d フック付

30d フック付

35d フック付

SD390

27 ～ 36

21 ・ 24

21 ・ 24

35d または

25d フック付

40d または

30d フック付

25d または

15d フック付

10d かつ

150mm 以上

40d または

45d または

30d フック付

35d フック付

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

4. D29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

5. 鉄筋径の差が 7mm を超える場合は、圧接としてはならない

継　手

SR235
18 以下

21 ・ 24

45d フック付

35d フック付
25d フック付 150mm フック付

重ね継手（下図のいずれかとする）圧接継手

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。

（単位：mm）
屋根スラブ
床スラブ
非耐力壁 屋外

屋内

屋外耐力壁
は　り

擁　壁

部　位

基礎・擁壁

最小かぶり厚さ

（mm） （mm）

屋内 30 20

3040

40（1）

50（2） 40（1）（30）

30（20）

40

50

70

部分

かぶり厚さ

図の●印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要

丸鋼

間隔 間隔

あき dodo d dあき

異形鉄筋

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

柱

梁

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値 1.5d 以上

粗骨材の最大寸法の 1.25 倍以上かつ 25mm 以上

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ガス圧接形状

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

特別の定着及び

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

HOOP ＠ 150

3-D16

基礎下端

HOOP ＠ 150

基礎下端

コンクリート止め板

補強筋 Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

設計上考慮されている場合に限る）

補強筋

杭　径

HOOP

300φ、350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

6-D13 8-D13 10-D13 8-D16 10-D16

D10 - ＠ 150

CL
CL

杭打処理

はつり部分

HOOP 筋の継手は片側溶接

10d 又は重ね継手 40d

フラットバ－＠ 3,000
（各４ヶ所）

スペーサー

100 以上とする

（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

主筋のかぶりは

（１）直接基礎

CL

ベ-ス筋

a ＝ D1 + 2dの範囲

主筋間隔は200以下

bの範囲

斜め筋  3-D13 以上

捨てフ－プ

CL

設計かぶり厚さ

ハンチを付けた場合（ａ≧３）
（３）べた基礎

（４）基礎接合部の補強

フック無しフック付

（２）杭基礎

1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　 但し上筋と下筋を読みかえる。

2.  1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3.  2 の鉄筋はＤ１３以上

W1

※ ※ ※

※
※

※

縦又は斜め補強筋

W1 の三角壁厚さは、地中梁幅とする。

配筋は，D13 ＠200 とする。

※印筋は D10 - ＠200 とする。

（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

外端部 内端部

（継手範囲）
※

※※

※

外端部 内端部

※上端主筋の定着は、やむを得ない

場合、上向きとすることができる

但し、Ｌ≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ

（１）柱主筋の継手

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

イ

イ の拡大図

D：1,500 を超える場合

（５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

150以上

ベ－ス下の施工を慎重にする

地中梁下端筋

L 1

H 計算上必要な長さ

2.5D以上又は

HOOP 2-D13以上
フック付

30～50B.PL下端HO
O
P 

＠
10

0

125以上

鉄骨柱 D

ジベル）による、おさまりに注意する

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

埋込み長さh

鉄骨柱 2D以上

HOOP 2-D13以上

主筋 主筋

地中梁上端筋

30～50B.PL下端

＠
1
5
0

HO
O
P

地
中

梁
埋

込
み

長
さ

ｈ

D以上
注1

（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）鉄骨柱Ｄ

125以上

埋込形

（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（２）柱主筋の定着

（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

補強かご鉄筋

主筋と同径

補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋
並びに梁のせいが小さく、
設計応力に対して必要な定着長さ
が不足する箇所に付ける。

圧接継手 重ね継手

継手の好ましい位置

（３）帯筋

4. 埋戻し土のある場合はかぶり厚さ 40 を 70 とする

P
1

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
P
1

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

〃
〃

150以下

150以下

0.2％以上とする
パネル部分は

ロ　Ｗ型（溶接型） ハ　Ｓ型（スパイラル型）イ　Ｈ型（タガ型）

ロ型 工場溶接閉鎖型

せん断補強筋

（末端部）

Ｌは中間部 50d かつ 300 以上

末端部の添巻は 1.5巻以上

とする。

ｌは片面溶接 10d

両面溶接を 5d 以上
日型

目型

注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　 主筋の位置をさける。

注3. フックおよび継手の位置は

　　 交互とする。

注1. 第1帯筋は、梁づらに入れる。

第1帯筋

第1帯筋

Lは 50d以上かつ 300上とする

（４）斜め柱・斜め梁

1

1

○柱脚で斜材となる

1

1

○柱幅と斜材幅が異る○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

（５）絞り （６）二段筋の保持

H：主筋の25dかつ

6φ-＠1,000

6φ-＠1,000

又は同サイズ２本

帯筋より１サイズ太く

6d 6d

6d

a = 1.5×（呼び名の数値）

ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

４．基礎

５．地中梁

６．柱

１．一般事項

（２）現場打ちコンクリ－ト杭

より補強する。
場合は、かご鉄筋で補強、又は特記に
柱、梁の定着 L2 以上が確保されない

L1

ａ≧ 400 1.5L1以上

L1

約0.5L1

d d d
d/5以下

d

d/4以下1.1d以上

1.4d以上

圧接面 圧接面圧接面

φ

L
2

5
0

L
2

L
1
.5

φ

45°

150

1
5
0

80
0
 ～

 
1,

0
00

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

杭
主

筋
 
4
0d

φ φ
杭間隔は 2×φかつφ＋1,000 以上

4
5
d

重
ね

継
手

へりあき
200以上

1
0
0
以

上

φ

主筋間隔の1.5倍かつ300以下

ab b

D1

d D

φ

かぶり厚さ20
d
以

上

20d

（両側）

20
d
以

上

余長 4d

40d

（片側）

2

1

4
0

7
0

L2

≧
1
5
d

L
2
 o

r
 
L 3

ａ

１

L2
L1

L
2

H

L1

L
2

3
-D

1
3

梁
幅

300

L2

Lo

Lo／4 Lo／4Lo／2

15d 15d

L2

L
2

L2

L1

L2

L
2

L
2

15d L1 15d

Lo

Lo／4 Lo／2 Lo／4

20d 20d

L2

L2

上端筋継手範囲下端筋継手範囲上端筋継手範囲

ハンチ

｝
※

 
2
-D

｝※ 2-D

1

6
～

8

柱

梁
幅

ハ
ン

チ

ハンチ 梁幅

8
d

D

8d

ho
/
4

h
o/

4

h
o/

4
h
o/

2

h
o/

2

標
準

1
,
0
00

ho

h
o

4
00

以
上

4
00

以
上

h
o
/2

+
15

d
L
2

L
2

ho
/
2
+1

5
dh
o

L
2 L
2
以

下

L
1

L1 150以上

ho
/
4

135゜

6d
5ｄ以上 15ｄ

12d

12d

L

5d l
2d 2d

4d

6d

6d

12d

L

柱 D

梁
 
D

L
21.

5
DL2

柱 D

L
2
+5

d

P
P

P
P

P
P

L2

1
.5

D

柱 D

L2

L
2

L2

D

10
0

1
0
0

e e

15d

L 2

D

L
1

4
0
0

a
a

a

a

a

4d

a

4d

8d

D

〔注〕(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　30mm とすることができる。

　　　(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　40mm とすることができる。

注意して設計されたもの。

性能などについて十分に

注2. 1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする

注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする

場合には耐力、変形

注）根巻形注脚を採用する

（注１　計算によらない場合である）

2-D16以上

30d フック付

40d または

注）許容応力度計算、保有水平耐力計算、その他構造計算を要さない小規模建物の場合は、梁主筋の定着は、40d とする。

土に接しない

土に接する部分

柱

柱・はり・床スラブ・耐力壁
布基礎の立上り部分

27 ～ 36

SD345

SD295

2mm 以下

　　　(3) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。

　　　(4) （　）内は仕上げがある場合。

　　　(5) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

45゜～60°

30
0
＜

H
≦

1
,
00

0

H≦300 は※印筋は不用とする。

40（3）

60（3）

50

（２）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（３）かぶり厚さ

（４）鉄筋のあき

（５）鉄筋のフック（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

作成日：2025,02（第４版）

25d フック付

35d(SD345は40d)
または

図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

a b c d e

Lo/4L2

L
2
 +

 
5d

L
2
 +

 
5d

L2

20d

15d

1
5
0 

以
上

L2※

D

柱幅

最終端 連続端

つりあげ筋

（梁主筋を折り曲げるとき。）CL

CL

CL

L2 15d 15d

25d

Lo

Lo/4

20d 20d

B/2B/2

B

Lo L2

L2 + 5d

L2
L2 + 5d

斜めでもよい

斜めでもよい

下向きでもよい

折曲げ起点は中心線をこえる

ことを原則とする。

45°

一般階

最上階

正面

Lo/4

Lo

15d

25d

平面 に必ず入ること。

あばら筋を入る

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

基端先端 平面

補強あばら筋は小梁主筋側

2/3 Lo L1

L2

第１あばら筋は柱面より

配筋する。
第１あばら筋は柱面より配筋する。

つりあげ筋

SRC の場合

6d

6d

8
d

8
d

6d
6d

4d 6d

8d

1
8
0ﾟ

曲
げ

 
4d

印は、巾止筋位置を示す。

巾止筋 D10(φ9)@1,000 以内で割り付ける。

D 腹　筋

不　要

D10(9φ)@300 以内

2-D10(9φ) 一段

4-D10(9φ) 二段

600 ≦ D ＜   900

900 ≦ D ＜ 1,200

D ＜ 600

1,200 ≦ D

　　　両側床版付(Ｔ型)梁で　c　又は　b　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　a　にあっては交互、　b　にあってはスラブ側とする。

D

4
d

4d

巾止筋

腹　筋

CL

CL

AC C

ABA

C A C

L2

25d

75～100 60

Lx/4 Lx/4

L
x/

4

L
y

L
x
/4

肩筋 D13 以上

L2

10
d
 以

上

15d

15d

（イ）原則として　a　のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で　b　、

10d かつ 150 以上

b  一般床スラブ

バーサポート

柱幅が大きい場合

フック付

正面

D13

a  片持床スラブ

b　小梁の定着

a　大梁の定着

c　片持梁の定着

位　置

短辺方向

長辺方向

短・長辺方向

標準継手位置

上端筋

下端筋

B

CA

B

継手位置は原則として下表による。

（３）あばら筋・腹筋・巾止筋の配置

（４）あばら筋の型 

（５）腹筋・巾止筋の本数、加工

7．大梁、小梁、片持梁

（２）大梁主筋の継手

（１）定着および継手

8．床　版

（１）定着

CL

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

 印は、継手の好ましい位置

※ 柱幅が大きくて、直線部だけで L2

　 がとれる場合でも柱中心線をこえて

　 中間折曲げテール長 150 以上又は、

　 180°フック付とする。

※　つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

　　鉄筋か、同サイズを２本巻きとする。

Ｌ寸法は、鉄筋コンクリート構造

配筋標準図 (1) の 2-(3) による。

L1

L 1

L
1

L
1

L1

L
1

L1

L1

L1

周囲補強筋

斜め補強筋

D13

D13

D13

各 2－D13

各 2－D19

各 2－D13 各 1－D13

各 2－D13

各 2－D16

床版厚さ

D ≦ 150

150 ＜ D ≦ 200

200 ＜ D ≦ 300

周　囲 斜　め

端部 端部

中央中央

D13

D13L1

2D
L1

D

D 
以

下
D
 
以

下

2D

500

D

500

2D

D
D

L1

2D

L1

L1

L1

H
H

D
＜

H≦
2D

D
＜

H
≦

2
D

D10@150

D16

D16

D16

開口の径 (500) 以上の場合

D1
3 D13

D1
3

D13

D13

※

※　設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜め補強筋

　　とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を

　　さけて補強する。

D13

b　間仕切壁との交叉部

600

D10@200

折曲：D10@200

2-D16

2-D16

D10@150

D13@200 ダブル

L1

L1

250

2
0
0

2-D16

2-D16

無筋部分 D10@200、長さ 800 以上。

設計配筋間隔の 1/2 ピッチ、長さ 2L1 以上。

a　軽作業の土間

300 50

D
D

1,200×600 以下

（ダメ穴打継面について）

（２）床版開口部の補強

（３）床版段差

（４）土間コンクリート （５）釜　場

（６）打継ぎ補強

a　梁に b　柱に　（平面図）

d　壁と壁　（平面図）
L2

D13D13

L 2
L 2

a

L 2

L
2
か

つ
中

心
線

を
超

え
る

L2かつ中心線を超える

1
50

 
程

度

L
2

L2

壁配筋と同じ

150 程度

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

D13

受筋 D10

受筋 D10

壁配筋と同じ
D13

D13

D13

2-D13

シングル配筋

2-D13

横筋の配置は上下端とも梁、又は床面

に一段目を配置する。

W

L2 L2

t

W ≦ T/2 かつ 70mm 以下

T

Ｈ

D10@200

D13

150 以上
D10@200

D13

D10@200 ダブル

D10@150 ダブル

10
0
 
以

下

L
2

H
L 1L
1

L
2

120 以上

10
0
 以

下

L2

ダブル配筋

パラペット手摺

Ｌ2
L2

1,000

1,000

L2 L2

L
2 L
2

L
2

L2 L2 L2

9．壁

（１）定着

（２）壁スリット部（設計図に記入のあるとき）

（３）手摺、パラペット

（但し、Ｈ＞800 以上の場合   設計図による。）

厚さ以上とする。

スリット部の鉄筋のかぶり厚さは

2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶり

t は階高の 1/100 程度

D10@400

D13

D10@400

D13

D10

D10@400

下部防水立上りのある場合

L2

L
1

L
1

t

h
o

h

D10@400

D13

D10@400

D13

D10@400

t

一般の場合

L2L2 L2

L
1

L 1

h
o

L2 L2 L2 L2

（４）コンクリートブロック帳壁

注）ho ≦ 25t かつ 3500以下 とする。

　　但し直交方向 25t以内に壁、又は

　　柱がある場合は除く。

注）h はコンクリートブロック段数

　　調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。

※ ※

300 a 300 a

30
0

a
'

a 及び a' ≦ 200

印補強筋は柱と同径同ピッチとする。※

印は補強筋

ハッチ部分の面積 A cm2 

3-D16

A ＜ 500

4-D16

500 ≦ A ＜ 1,000

6-D16

1,000 ≦ A ＜ 1,500

補強筋 （タテ筋）

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

補強筋

補強筋

補強筋あばら補強筋

D10

あ
ば

ら
補

強
筋

巾止筋

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

補強筋は、梁主筋の１段落し径 (D16以上)とする。

腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。

B ≧ 400 の場合は補強筋を３本とする。

a は 100～200 程度。

梁下端増打コンクリートの場合も梁上端

増打コンクリート補強と同様とする。

300 a
B

3
00

a

φφφ

D φ
※

※

L2

L
2

2φ 2φ

45°

100 ＜ φ ≦ 150 150 ＜ φ ≦ 25085 ＜ φ ≦ 100

250 ＜ φ

孔補強の有効範囲と定着長さのとり方

※部分は D/3 以上、又は 250 以上とする。

梁幅が400を超える場合は補強筋で D13 は D16

又は、2-D13 は 3-D13 とそれぞれ読みかえる。

リング型 プレート型 金網型 パイプ型 

L2

（１）柱

（２）梁

10．柱・梁増打コンクリート補強

11．梁貫通孔補強

（１）設置可能範囲

（２）鉄筋標準配筋

（３）既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと。）

配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。

増打するときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。

折筋；2-(N-D13)

縦筋；Str. N-D13@100

折筋；2-(N-D13)

縦筋；Str. N-D13@100

横筋；2-(N-D13)

上・下縦筋；Str．N-D13 上・下縦筋；Str．N-D13

横筋；2-(N-D13)

折筋；4-(N-D13)

配筋は計算により、設計者又は、工事監理者と打合せのこと。

但し φ ≦ D/3 とする。 註）N数値は、肋筋の本数を示す。

縦筋；Str. N-D13@100

φ1 φ2

(φ1+φ2)×3/2 以上

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合せ

のこと。

1/
3

1/
3D

1/
3

10
0

配管が現しとなる範囲

コンクリートコーン破壊範囲

定着長

定
着

長 30
0

貫通孔設置可能範囲

GL

Lx

c　床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

1
2
0

1
5

3
0

1
5
0

（７）土間コンクリートカッター目地

500 500 500500 500 500

500

5
0
0

5
0
0

50
0

カッター目地

独立柱は、布基礎に沿って目地を設ける

通 通 通 通

通

通

b　仕様

シングル配筋：t=120 シングル配筋：t=150

3
0

1
8
0

4
0

20
0

ダブル配筋：t=200ダブル配筋：t=180

a　配置

特記なき限り下図による

※目地底と鉄筋の最小かぶり20mmを確保すること。

1,目地間隔は、@3,000以下とする。　2,目地幅は現場優先とし、標準は3mmとする。

作成日：2024,7

図面番号令和　　 年　　 月　　 日設　計 設　計 製　図 検　図 工事名 教育相談所建設工事 縮
令和　　 年　　 月　　 日訂　正 S-

図　名 尺令和　　 年　　 月　　 日 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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10
0

以
上

内ダイヤフラム

スカーラップ部分は回し

溶接する。

柱脚

ガス抜き孔 20φ

内ダイヤフラム

1
5
0
以

下

80 以下

4

（通しダイヤフラムの場合）G： ルート間隔 R： フェースf： 余盛

S： 脚長

（注）

（ 単位： mm ）

接しないこと

t＞柱フランジのプレ－ト厚

θ= 75°～105°

t

通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　以上は、ＳＮ４９０Ｃ

互にあたらぬこと。

25 以上かつ、エンドタブが
25 以上

2
5
 
以

上

２．溶接規準図１．一般事項

（１）スミ肉溶接
4

4

4

内ダイヤフラムの場合は柱の

角の R に接しないこと。

● 柱が途中で折れる場合

θ

4

1

1

1

4

フランジが柱のＲに

 

 

 

 

1

1

大梁が斜めの場合は溶接と添板の内側板に注意すること

ＢＯＸ型 

4

4

及び梁成が異なる場合

Ａ－Ａ 断面図

A A

通しダイヤフラム　板厚　１６ｍｍ　未満は、ＳＮ４９０Ｂ・ＳＮ４９０Ｃ

余盛はΔａは

0≦Δａ≦0.4ｓ

かつ、Δａ≦4㎜とする。

t は t1,t2 の小なる方とする。

S
t
2

t 1

t ＝ S

片側溶接は、t ＝ S とする。

S t1

S
t
2

S

1

t

S

6

2mm ＜ t ≦ 6㎜ 6mm ＜ t ≦ 16㎜

7 95

4.5

4.5

3.2

3.2

2.3

2.3

13～16

12

D1 ≧ t/3

両側に補強すみ肉溶接を付加する。

t
1

D1 D1

t SS

60
°60°

G＝0

2

3

t ≦ t1

t/4 ≦ S ≦ 10mm

45
°

t

f
f

R≦
2

G＝0～2（裏はつり後裏溶接）

t/4 ≦ f ≦ 10mm

溶接姿勢

t 6mm ＜ t ＜ 19mm

溶接姿勢

t t ＞ 16mm

F.V

4

t/4 ≦ f ≦ 10mm

両側に補強すみ肉溶接を付加する。

5 6

LGθLGθ

6

t1 t1t（mm）

θ

G

25mm以上

t

f

L
t
1

t/4 ≦ f ≦ 10mm

補強すみ肉溶接を付加する。

R
≦

2

f
f

2
/
3t

1/
3
t

t

60°

AAG( ) 内は G C で F.H の場合。

両側に補強すみ肉溶接を付加する。

5

のど厚t（mm）

t ≦ 4

 4 ＜ t ≦ 12

12 ＜ t ≦ 19

t ＜ 19

1

2

3

4

余盛の高さ（mm）

Ｔ形突合せ継手余盛

45
°

(5
5°

)

t

溶接姿勢 F.V

1mm ≦ f ≦ 4mm の場合 a ＞ 4mm の場合

（平継手で板厚が異なる）

G＝0～2

（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

6

削り面

R
≦

2

t
1

f
R≦

2

G＝0～2

t

45ﾟ

1
5

a
t 2

G＝0～2

両側に補強すみ肉溶接を付加する。

（平継手 Ｔ形継手）

AAG

GC

5

溶接姿勢

t 6mm ＜ t ＜ 19mm

F.V

（使用箇所に注意）

7

寸法（mm）

φ B S

 7

 8

 9

10

11

1225

22

19

16

13

 9 4.0

4.5

5.0

8.0

7.0

6.0

フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

9mm～16mm は１パス以上、19mm 以上は

2パス以上とする。

溶接棒角度θは 30ﾟ～40ﾟ とする。

プレート

φ

B

θ

S
t

Ｋ形の場合

（２）フレアー溶接

（３）部分溶け込み溶接

（４）突合せ溶接

軽量形鋼フィレット部詳細図

〃

〃

r S2 

GPL- t2 

S2

柱の肉厚 t1 

S2 = r／√2
6mm ＜ t ＜ 19mm

t1

2.3

3.2

4.5

6.0

9.0 10

8

6

4

3

S2

 6 ≦ t 35° 35°9 7

溶接姿勢

MC

7～9 10～12

スカラップ部分は

回し溶接する

Ｈ 、Ｂ．Ｈ 型 
Ｈ 型

4

4

4

4

4
4

1

1

4

1

1

1

1

41

4

1

1

1

1

1

1

4

4

1

1

1

1 4

4

4

1

1

1

1 4

1

4

4

※ 全周すみ肉溶接又は突合せ （裏あて金付）

4

※ ※

※※

※ ※

※※

B B

Ｂ－Ｂ 断面図

F.V

F.V

(a)

(b)

(c)

構造設計仕様による。

(a)

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

(a) 溶接工

溶接工は施工する溶接に適応する JIS Z 3801 (手溶接) 又は JIS Z 3841

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。

（１）材料及び検査

（２）工作一般

（３）高力ボルト接合

（４）溶接接合

（５）塗装

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 40mm 以下のものとする。

※　但し、ベースプレートの厚さは除く。

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。(c)

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

裏はつり(ﾆ)

規準図の溶接においてAAGと記載の

ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける。

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

をいためない様に、養生を行なう。

(ﾎ)

(半自動溶接)の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。

(ﾛ) 突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

開先面
裏はつり側にする。

仮付溶接

Ⅳ)

(f) 溶接施工

(ｲ) エンドタブ

Ⅰ) 突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

エンドタブを取り付ける。

Ⅱ) エンドタブの材質は、母材と同質とする。

エンドタブの長さは、MC: 35mm 以上

NGC,GC: 40mm 以上とし特記のない

Ⅲ)

場合は、溶接終了後、母材より 10mm 程度

残し切断して、グラインダー仕上げとする。

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

又は工事監理者の承認を得る。

(ﾛ)

エンドタブ
かつ2t以上

35mm以上

t

裏あて金の材質は母材と同質材料とする。

(ﾊ) スカラップ半径は r1=30～35mm と r2=10mm のダブルアールとする。

但し梁成が D=150mm 未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。

下向（Ｆ） 立向（Ｖ） 横向（Ｈ） 上向（Ｏ）

(b) 溶接機器

(c) 溶接方法

交流アーク溶接機 300A～500A

アークエアーガウジング機(直流)600A

溶接棒乾燥器

(ｲ)

(ﾛ)

(ﾊ)

アーク手溶接 （ＭＣ）

ノンガスシールドアーク溶接 （ＮＧＣ）

(ﾆ)

(ﾎ)

(ﾍ)

炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計

サブマージドアーク溶接機1式

ガスシールドアーク溶接 （ＧＣ）

アークエアーガウジング （ＡＡＧ）

(e) 仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。

仮付位置(ｲ)

(d) 溶接姿勢

仮付溶接は溶接の始・終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

良 仮付不良 良仮付不良

(ﾆ) ノンスカラップ工法

r1=30～35mm

θ
r2=10 G

r1=35
G:ルート間隔
θ:開先角度

裏当て金

改訂日：2022,10（第２版）

鋼材種別による溶接条件
入熱（kJ/cm）

40 以下

30 〃

40 〃

30 〃

40 〃

30 〃

40 〃

30 〃

40 〃

40 〃

350 以下

450 〃

350 〃

450 〃

350 〃

250 〃

350 〃

250 〃

350 〃

350 〃

規　格

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3211

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3211

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

YGW11,YGW15

YGW18,YGW19

YGW11,YGW15

YGW18,YGW19

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

E43xx,E49xx

E49xx

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

溶 接 材 料 パス間温度（℃）

溶接材料と入熱量・パス間温度

鋼材の種類

490N級炭素鋼

400N級炭素鋼

(STKR、BCR、

BCPを除く)

(STKR、BCPを除く)

パス間温度（℃）溶 接 材 料規　格 入熱（kJ/cm）

30 〃

40 〃

40 〃

30 〃

250 〃

350 〃

350 〃

250 〃

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3312

JIS Z 3313

YGW11,YGW15

YGW18,YGW19

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

YGW18,YGW19

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

注）ロボット溶接の場合（一社）日本ロボット工業会による建築ロボットの型式認証条件

　　に従うこと。

　　490N/mm2を超える部材は適合する溶着金属を使用すること。

(STKR、BCP)

490N級炭素鋼

(STKR、BCR、BCP)

400N級炭素鋼

鋼材の種類

4
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符　号 部　　材 PL－（１） Ｌ

形鋼ブレ－ス羽子板ボルト

（８）露出柱脚

（ｂ）Ｈ形鋼　（ピン）間柱　B.PL

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（７）デッキプレ－ト

（ｂ）形鋼ブレ－ス

Ｎ－径 備　考
ベ-スプレ-トアンカ－ボルト

径 L 本数 厚 A B g
部　　材符号

（ｂ）露出形式柱脚　（許容応力度計算を行わない場合）

座金

1

1

（９）頭付きスタッド（JIS B 1198）

スタッド材形状

D

T

d L

呼び名

φ19 mm

φ16 mm

φ13 mm

（mm） （mm） （mm） （mm）
頭高さ T 溶接後の長さ L頭径 D軸径 d

13.0

12.7

16.0

15.8

19.0

19.0

22.0

22.2

22.0

25.4

29.0

31.7

32.0

31.7

35.0

34.9  9.5

 9.5

10.0

10.0

10.0

10.0

 7.9

 7.9

 50， 80，100，130

 80，100，130

 80，100，130，150

100，130，150φ22 mm

B ≧ 300 の場合２列打ち

B ＜ 300 の場合１列打ち スタッド
梁幅部位

大梁

小梁

B≧300

B≧300

B＜300

B＜300

列 径 P h g

2

2

1

1

19φ

19φ

300

300

300

300

150

150

（１０）梁貫通補強

1

1

1

プレ－ト補強（片面又は両面） パイプとプレ－ト補強（片面）

貫通孔の間隔

1

1

11

パイプ補強（小径の場合） リブプレ－ト補強

１ １

L

長さ
d

d
1

S
L

7

R

e3

e
2

e1

長さ

P

e1

e
2

e3

RR

d1

d

S 7

PL－6

PL－（１）

1
5

30ﾟ

N

約
＠
60
0

FB－65×9　中ボルト M16

L

P

B g
4
0
以

上

3
0
以

上100

h
t

D φ φ

10 10

φ
1

φ
2

1010

φD

A

B

L

アンカ－ボルト孔径≦ｄ＋5mm

縁端距離（ボルト孔の径に
応じ表に示す数値以上）

アンカ－ボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

ベ－スプレ－ト厚≧1.3d

アンカボルト径（d）

アンカボルト（定着長さ≧20d かぎ状に折曲げる等のし措置）

t
t

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

●梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

●φ≦０.４Ｄ

※修正箇所は下線を引くこと。

（１）高力ボルト・ボルト・アンカーボルトピッチ（Ｐ）

３．継手規準図、その他

［注］（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

外
PL
－

（
１

）
　

内
PL
－

（
２

）

外
PL
－

（
１

）
　

内
PL
－

（
２

）

B1＝350（400）B1＝300B1≦250

外
PL
－

（
１

）
　

内
PL
－

（
２

）

B1

150

175

200

250

B2

300

350

400 170

140

110

100

 80

 70

 60

PL－19以上
（母材と同材質）

Ａタイプ

Ａタイプ使用は

柱 D＝250mm 以下とする

Ｂタイプ Ｃタイプ

（５）柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

符　号
フランジ ウェブ

PL－（１） PL－（２） PL－（３） N2－径N1－径
部　　材

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

１

1

B≦150 B≦300

Ｎ２

e
e

P

L 5 e
P

e

L 5 e
P

e
e

P
e

N2

PL
－

（
１

）

PL－
（

３
）

PL
－

（
３

）

PL
－

（
１

）

PL
－

（
２

）

４ ４

４

４

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

e e

50

N1

PL
－

（
１

）

B1

B2 B2 B2 B2

B1 B1

B2 B2

L

e
e

P
P

5
e

P
P

e

N
1

e
e

4
5

4
5

L 5
e

45
45

e

N
1

e
e

P
P

P

4
5

4
5

5L

e
P

P
P

e

N
1

15040 40 （90）70（90）70 140
PL－（１）

PL－（２）

PL－（３）

PL－（１）

PL－（２）

PL－（３）

14
0

1
00

6
0
4
0

4
0

50 4040

3
8
0

80

e P eP

注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％を行う

注）B＝200～250の N2 は２列並びとする

PL－（１） PL－（１） PL－（１）

〈ＴＹＰＥ－１〉 〈ＴＹＰＥ－２〉 〈ＴＹＰＥ－３〉

（片側）

N－径PL－（２）PL－（１）部　　材タイプ

（２）ピン接合梁継手リスト

符　号

N N

N

１

１
１

１

部材リスト参照

e
e

P
P

eeee 10 e e

e
e

P

e
e

ee P10
10

P

N
2（

片
側

）

N1（片側）
PL－（３）

PL－（２）

PL－（１）

PL－（３）

符　号 部　　材
フランジ ウェブ

PL－（１） PL－（２） PL－（３）M1－径 N2－径

（３）剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（４）ハンチ部の継手

リブプレ－ト

≧１ｍｍフィラプレ－ト併用のこと
Ｆｔ１＋Ｆｔ２＝

Ｗｔ１＋Ｗｔ２＝

Ｗｔ１ Ｗｔ２

Ｆｔ２

Ｆｔ２

Ｆｔ１

Ｆｔ１

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

ハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

r：半径　t：板厚

r＞8t以上

PL－（１）PL－（１）

PL－（２）PL－（２）

e e
10

P ePe

e
P

P
e

ee e e
10

（６）ブレ－ス

（ａ）羽子板ボルト

100 115 125 140 150 165 175

13.0 17.0 17.0 21.5 21.5 23.5 21.5

35 40 45 50 50 55 50

22 28 28 34 34 38 38

4.5 6.0 6.0 9.0 9.0 9.0 9.0

19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

9.09.09.09.06.06.04.5

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

47 52 59 66 66 73 70

85857560555040

M12 M16 M16 M20 M20 M22 M20

2111111

10.81

M12 M14

12.65 14.65

M16 M18

16.33

M20

18.33 20.33

M22 M24

21.99

種　類

ねじの呼び

本　数

板厚

ボルト端から取付ボルト
穴心のあき（最小）

（２）
取付ボルト

溶接長さ（最小）

へりあき
（最小）

板厚
平鋼製

切板製

へりあき
（最小）

（２）

（１）

（１）

最　大

最　小
軸径ｄ１

ねじの呼び（ｄ）

はしあき（最小）

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径
許容差＋０～－０．５ｍｍ

Ｓ

Ｒ

ｅ１

ｅ２

ｔ

ｅ２

ｅ３

ｔ

Ｌ

JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）

採　用

注（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

2PL－（２）

（φ1＋φ2）ｘ3／2以上

2φ

ピッチ（Ｐ）

標準最小（２）（３）の標準（３）（２）（１）

最小縁端距離（ｅ）

穴径

ボルト穴径・最小縁端距離 （mm）

24.0
22.0
18.0 40

50
55
60

28
34
38
44

22
26
28

40
40
40
45

40
50
55
60

60
60
60
70

28
34
38
44

22
26
28

（40）
（40）
（40）
（45）

（40）
（50）
（55）
（60）

（60）
（60）
（60）
（70）

以上

49
54

9d/5呼び径+5

32.0
35.0

4d/3
40

32
36

14.0 30 22 18 30 30 50

M16

M24
M22
M20
M16
M12

呼び径 d

M20
M22
M24
M27
M30
M34

ボルト

ア
ン
カー

ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

（

　）

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す。

26.0

1

g

1

JIS B 1186 1種高力ボルト（F8T）

（JIS規格品とする･･JIS A 5540･･2008／5541･･2008）

既製品面戸（鉄製） 折曲加工梁上通しの場合

50－400 1

受梁へのかかり寸法および端部処理

スラブ端部の補足材 補足受材

スラブ筋をのばす

1

1

6

1
8

1

50－200

L 型鋼

50－400 2－D13

PL－1.6

FB－50×6

2－D13

PL－3.2

50－4002－D13

PL－1.6

φ9－＠300

スラブ筋をのばす

600以下

L－50×50×6 ＠≦600

e e

梁上切断の場合 あて板（鉄製） あて板（非鉄製）

e

ee
ee

ｅ

e

50 50

3050

e

e

200以下

e ≧ 50mm

梁との溶接およびコネクタ－　※乾式床の場合は音鳴り対策を施すこと スタッド材の標準形状・寸法　※部材リストを優先すること

ピッチ、へりあき　および　コンクリートのかぶり　※部材リストを優先すること

径 g t ※

16φ

19φ

80以上

95以上

9以上

9以上

※　梁ウェブ直上に溶接する場合を除く。

19φ

19φ

80

80

80

80

注）継手のスプライスプレートには

　　スタッドを打設しない。

jointjoint

500以
下

〃

〃

※音鳴り対策

joint部へビス接合(上階から下階へ下穴開け後、ビス固定)

接合箇所：@500mm以下（梁上除く）

接合ビス：ピアスビスL15*3㎜

スパン方向：16φ－＠200

アークスポット溶接

幅方向：16φ－＠デッキ谷

32

21（17）
25（21）
27（23）
29（25）

改訂日：2023,11（第４版）
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図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
縮縮縮縮縮縮縮

尺尺尺尺尺尺尺

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 検　図検　図検　図検　図検　図検　図検　図設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正 令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

S-S-S-S-S-S-S-

教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事
06060606060606

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図柱状図

30303030303030

30303030303030

30303030303030

30303030303030

30303030303030

30303030303030

30303030303030

30303030303030

30303030303030

30303030303030

1111111

30303030303030

3333333

位置座標：北緯=　東経=位置座標：北緯=　東経=位置座標：北緯=　東経=位置座標：北緯=　東経=位置座標：北緯=　東経=位置座標：北緯=　東経=位置座標：北緯=　東経=

30303030303030

30303030303030

21.1521.1521.1521.1521.1521.1521.15

20.1520.1520.1520.1520.1520.1520.15

19.1519.1519.1519.1519.1519.1519.15

18.1518.1518.1518.1518.1518.1518.15

17.1517.1517.1517.1517.1517.1517.15

16.1516.1516.1516.1516.1516.1516.15

21212121212121

20202020202020

19191919191919

18181818181818

17171717171717

16161616161616

15151515151515

14141414141414

13131313131313

12121212121212

11111111111111

10101010101010

 9 9 9 9 9 9 9

 8 8 8 8 8 8 8

 7 7 7 7 7 7 7

 6 6 6 6 6 6 6

 5 5 5 5 5 5 5

 4 4 4 4 4 4 4

 3 3 3 3 3 3 3

 2 2 2 2 2 2 2

 1 1 1 1 1 1 1

15.1515.1515.1515.1515.1515.1515.15

14.1514.1514.1514.1514.1514.1514.15

13.1513.1513.1513.1513.1513.1513.15

12.1512.1512.1512.1512.1512.1512.15
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１．工　事　概　要

本地業は、セメントスラリーを用いたスラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良地業である。

この工法は、セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し、原地盤をコラム状に固化する地盤改良を行うものである。

２．一　般　事　項

本地業は、本特記仕様書によるほか、「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（以下指針という）及び

スリーエスG工法　品質・施工マニュアルによる工事を行う。

３．特　記　事　項

(1) コラムの径、掘削深度（改良長＋空掘長）、本数郤置等は設計図書による。但し、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラ

    リーの郤合等について土質や地盤状況により変更した方が遚切と判断される場合は、監督員の承認の上に変更することができる。

(2) コラム設計基準強度はFc=1000kN/㎡、設計時に想定するF検定結果は既往の調査結果から変動係数の推定値を25％以下、不良率

    10％とする。

(3) 施工法は改良体の変動係数が25％以下であることが、公的機関で証明されている工法とする。

(4) 設計の要求する性能を確保するため、遚切な郤合管理、施工管理および品質検査を実施する。

(5) セメントスラリーを用いた機械攪拌式深層混合処理工法のスリーエスＧ工法協会に所属する会員とする。

(6) 工法の遥定は、(財)日本建築総合試験所における性能証明を有する工法を遥定する。

(7) 品質及び施工管理は、スリーエスG工法品質・施工管理マニュアルに基づいて行うものとする。

４．施　工　計　画

工事に先立ち、施工計画書を監査員に提出する。施工計画書は次の事項を明記する。

(1) 地盤概要                                                                 (5) 施工機器及び仮設設備と郤置

(2) 工事内容（コラム径・コラム長・空掘り長・コラム数・設計基準強度）         (6) 郤合管理・施工管理・品質管理の方法

(3) 工事期間及び工程                                                         (7) 建築技術性能証明書

(4) 工事要領（使用固化材・郤合・攪拌翼の昇降速度・吐出量等）                 (8) その他、必要事項

５．施　工　機　械

(1) 攪拌翼はセメントスラリーと原位置土を確実に攪拌混合するための共回り現象を防止する攪拌装置を装備すること

(2) 攪拌翼は上下にセメントスラリー吐出口を設け、掘削時に下吐出口から引上げ時に上吐出口からセメントスラリーを吐出可能な

    吐出切替構造であること

(3) 所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること

(4) 改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したものでリーダー付及び自走式タイプであること

(5) ミキシングプラントは所定吐出量を十分供給できる能力を有していること

６．郤　合　試　験

(1) 本工事に先立ち現場から試料土を採取して、所定の室内郤合試験を実施し、所要の強度が得られるよう郤合条件を決定する。

試験名 室内郤合試験

試料箇所数 1箇所

７．郤　合　管　理

(1) セメントスラリーに使用する固化材は、セメント又はセメント系固化材とする。

(2) 郤合強度

    郤合管理目標変動係数を想定し、「8.品質検査」に規定する抜き取り箇所数Nから表１を用いてαtを決め、郤合強度Xfを設定する。

Xf　＝　Fc×αt

      Xf ： 郤合強度

      Fc ： 設計基準強度

     αt ： 割増係数

表1．割増係数（L(p)=80%,Vd=25%の場合）

郤合管理目標Vd 抜取箇所数(Ｎ)

25% 割増係数αt

1

2.163

2

1.918

3

1.815

4～6

1.719

7～8

1.651

9～

1.594

(3) 郤合量（固化材量とW/C）

    室内郤合試験の結果あるいは遃去の工事実績に基づいて、郤合強度を満足するように決定する。

Xl　＝　Xf／αfl

      Xl  ： 室内郤合強度

      Xf  ： 郤合強度

     αfl ： 現場／室内強度比（強度比0.65；実績より）

暫定郤合量350(kg/m3)、Ｗ/Ｃ＝70％   　【最終的には郤合試験により決定する。】

８．品　質　検　査

(1) 検査対象群、検査対象層及び調査箇所数。

① 検査対象群は概ねコラム300本を１単位とする。（※検査対象層は50㎝以上の土層を対象とする。）

② 検査対象層（埋土,砂質ｼﾙﾄ,砂(貝殻)混りｼﾙﾄ,ｼﾙﾄ質細砂）であり設計対象層を（砂質ｼﾙﾄ）とする。

③ 検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。その場合は、遥定工法による改良体の強度のバラツキデータを

　 添付すること。

④ 調査箇所数（検査対象群に対して）

表２．調査箇所数

検査手法A

頭邪モールドコア試験

深邪コア試験
全長ボーリングコア

モールドコア

1箇所

1箇所

-

注記) 深邪コア採取の内、最低1箇所については機械ボーリングによる全長コア採取を行い、下記(2)コア採取率を調査する。

　　　他の箇所については、モールドコアで行ってもよい。

(2) コア採取率による調査

    コアボーリング調査の内、検査対象群に1箇所の割合でコア採取率を調査する。

    コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％、深さ１ｍごとに粘性土で85％、砂質土で90％以上であることを確認する。

(3) 合否の判定

① 設計対象層についての抜き取り１箇所に対して３個の供試体を採取し、その平均強度をその箇所の強度とする。

② 一軸圧縮試験は、公的機関、第三者機関または検査員立会いのもとに行うものとする。

③ 検査手法は品質のバラツキを想定する場合の検査手法Aとする。

④ 検査手法Aによる品質検査

　 合否の判定は設計対象層におけるN箇所(抜き取り箇所数)の一軸圧縮試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

XN ≧ XL = Fc + ka ･σd

XN ：N箇所の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

XL ：合格判定値（kN/㎡）

Fc：設計基準強度（kN/㎡）

ka：合格判定係数

σd：標準偏差（kN/㎡）　（σd=Vd･qud）

Vd：想定した強度の変動係数

qud ：想定した平均一軸圧縮強さ（kN/㎡）

抜取箇所数N

合格判定係数Ka

1

1.9

2

1.7

3

1.6

4～6

1.5

7～8

1.4

9～

1.3

(4) 六価クロム溶出試験

    郤合計画段階に、六価クロム溶出試験を実施し、試験結果(計量証明書)を提出するものとする。なお、試験方法はセメント

    及びセメント系固化材を使用した改良土等の六価クロム溶出試験要領によるものとする。

    （環境庁第46号（土壌汚染に係る環境基準）による。）

    検査検体数、検査対象層、基準値は下記のものとする。

    検体数：1検体

    対象層：設計対象層（埋土,砂質ｼﾙﾄ,砂(貝殻)混りｼﾙﾄ,ｼﾙﾄ質細砂）

    基準値：0.05 (mg/L)以下

９．工　事　報　告

　　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

① コラム伏図及び番号

② コラムの施工日

③ コラムの径及び改良長

④ 掘削深度

⑤ 固化材の郤合と使用量

⑥ コア圧縮強度試験結果

⑦ 合格判定結果

ス リ ー エ ス G 工 法 特 記 仕 様 書　[GBRC性能証明 第07-21号改2]

スリーエスG工法特記仕様書
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基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100

特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による

１，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)１，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)１，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)１，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)１，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)１，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)１，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)

２，地盤改良により上記地耐力を確保する。２，地盤改良により上記地耐力を確保する。２，地盤改良により上記地耐力を確保する。２，地盤改良により上記地耐力を確保する。２，地盤改良により上記地耐力を確保する。２，地盤改良により上記地耐力を確保する。２，地盤改良により上記地耐力を確保する。

５，　　　印は土間コンクリートを示す。５，　　　印は土間コンクリートを示す。５，　　　印は土間コンクリートを示す。５，　　　印は土間コンクリートを示す。５，　　　印は土間コンクリートを示す。５，　　　印は土間コンクリートを示す。５，　　　印は土間コンクリートを示す。

４，( )内数値はGLからの基礎梁天端レベルを示す。４，( )内数値はGLからの基礎梁天端レベルを示す。４，( )内数値はGLからの基礎梁天端レベルを示す。４，( )内数値はGLからの基礎梁天端レベルを示す。４，( )内数値はGLからの基礎梁天端レベルを示す。４，( )内数値はGLからの基礎梁天端レベルを示す。４，( )内数値はGLからの基礎梁天端レベルを示す。

３，基礎梁天端は設計GL+440とする。３，基礎梁天端は設計GL+440とする。３，基礎梁天端は設計GL+440とする。３，基礎梁天端は設計GL+440とする。３，基礎梁天端は設計GL+440とする。３，基礎梁天端は設計GL+440とする。３，基礎梁天端は設計GL+440とする。
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１，地盤改良工法：スリーエスＧ工法１，地盤改良工法：スリーエスＧ工法１，地盤改良工法：スリーエスＧ工法１，地盤改良工法：スリーエスＧ工法１，地盤改良工法：スリーエスＧ工法１，地盤改良工法：スリーエスＧ工法１，地盤改良工法：スリーエスＧ工法

　　GBRC性能証明第07－21号改2　　GBRC性能証明第07－21号改2　　GBRC性能証明第07－21号改2　　GBRC性能証明第07－21号改2　　GBRC性能証明第07－21号改2　　GBRC性能証明第07－21号改2　　GBRC性能証明第07－21号改2

２，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)２，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)２，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)２，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)２，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)２，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)２，設計地耐力　Ra = 50.0 (KN/㎡)(長期)

　　設計基準強度：Fc=1000kN/㎡　　設計基準強度：Fc=1000kN/㎡　　設計基準強度：Fc=1000kN/㎡　　設計基準強度：Fc=1000kN/㎡　　設計基準強度：Fc=1000kN/㎡　　設計基準強度：Fc=1000kN/㎡　　設計基準強度：Fc=1000kN/㎡

　　改良径φ600mm：30本　　改良径φ600mm：30本　　改良径φ600mm：30本　　改良径φ600mm：30本　　改良径φ600mm：30本　　改良径φ600mm：30本　　改良径φ600mm：30本

３，改良径φ800mm：58本３，改良径φ800mm：58本３，改良径φ800mm：58本３，改良径φ800mm：58本３，改良径φ800mm：58本３，改良径φ800mm：58本３，改良径φ800mm：58本

地盤改良配置図　S=1/100地盤改良配置図　S=1/100地盤改良配置図　S=1/100地盤改良配置図　S=1/100地盤改良配置図　S=1/100地盤改良配置図　S=1/100地盤改良配置図　S=1/100

地盤改良配置図・基礎伏図地盤改良配置図・基礎伏図地盤改良配置図・基礎伏図地盤改良配置図・基礎伏図地盤改良配置図・基礎伏図地盤改良配置図・基礎伏図地盤改良配置図・基礎伏図
S-S-S-S-S-S-S-08080808080808

　　掘削長：GL-16.00ｍ　改良長：15.35ｍ　　掘削長：GL-16.00ｍ　改良長：15.35ｍ　　掘削長：GL-16.00ｍ　改良長：15.35ｍ　　掘削長：GL-16.00ｍ　改良長：15.35ｍ　　掘削長：GL-16.00ｍ　改良長：15.35ｍ　　掘削長：GL-16.00ｍ　改良長：15.35ｍ　　掘削長：GL-16.00ｍ　改良長：15.35ｍ
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図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
縮縮縮縮縮縮縮

尺尺尺尺尺尺尺

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 検　図検　図検　図検　図検　図検　図検　図設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事
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（梁成高)（梁成高)（梁成高)（梁成高)（梁成高)（梁成高)（梁成高)

STP（梁成低)STP（梁成低)STP（梁成低)STP（梁成低)STP（梁成低)STP（梁成低)STP（梁成低)

斜め補強筋：1-D13斜め補強筋：1-D13斜め補強筋：1-D13斜め補強筋：1-D13斜め補強筋：1-D13斜め補強筋：1-D13斜め補強筋：1-D13

ＲＣ部材リスト　S=1/20ＲＣ部材リスト　S=1/20ＲＣ部材リスト　S=1/20ＲＣ部材リスト　S=1/20ＲＣ部材リスト　S=1/20ＲＣ部材リスト　S=1/20ＲＣ部材リスト　S=1/20 （使用材料）（使用材料）（使用材料）（使用材料）（使用材料）（使用材料）（使用材料）　基礎：Fc21 N/㎡、スランプ18cm、鉄筋：SD295　D13以下　基礎：Fc21 N/㎡、スランプ18cm、鉄筋：SD295　D13以下　基礎：Fc21 N/㎡、スランプ18cm、鉄筋：SD295　D13以下　基礎：Fc21 N/㎡、スランプ18cm、鉄筋：SD295　D13以下　基礎：Fc21 N/㎡、スランプ18cm、鉄筋：SD295　D13以下　基礎：Fc21 N/㎡、スランプ18cm、鉄筋：SD295　D13以下　基礎：Fc21 N/㎡、スランプ18cm、鉄筋：SD295　D13以下　　長期許容支持応力度：50 kN/㎡（長期）　　長期許容支持応力度：50 kN/㎡（長期）　　長期許容支持応力度：50 kN/㎡（長期）　　長期許容支持応力度：50 kN/㎡（長期）　　長期許容支持応力度：50 kN/㎡（長期）　　長期許容支持応力度：50 kN/㎡（長期）　　長期許容支持応力度：50 kN/㎡（長期）
　※レベラーは基礎用レベラーを使用する。　※レベラーは基礎用レベラーを使用する。　※レベラーは基礎用レベラーを使用する。　※レベラーは基礎用レベラーを使用する。　※レベラーは基礎用レベラーを使用する。　※レベラーは基礎用レベラーを使用する。　※レベラーは基礎用レベラーを使用する。　　※基礎には土間コンクリートとの差し筋は行わないものとする。　　※基礎には土間コンクリートとの差し筋は行わないものとする。　　※基礎には土間コンクリートとの差し筋は行わないものとする。　　※基礎には土間コンクリートとの差し筋は行わないものとする。　　※基礎には土間コンクリートとの差し筋は行わないものとする。　　※基礎には土間コンクリートとの差し筋は行わないものとする。　　※基礎には土間コンクリートとの差し筋は行わないものとする。
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図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
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尺尺尺尺尺尺尺

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 検　図検　図検　図検　図検　図検　図検　図設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日
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３，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。３，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。３，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。３，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。３，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。３，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。３，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。

４，　　　印は天井下地 C-75x45x15x2.3@900とする。４，　　　印は天井下地 C-75x45x15x2.3@900とする。４，　　　印は天井下地 C-75x45x15x2.3@900とする。４，　　　印は天井下地 C-75x45x15x2.3@900とする。４，　　　印は天井下地 C-75x45x15x2.3@900とする。４，　　　印は天井下地 C-75x45x15x2.3@900とする。４，　　　印は天井下地 C-75x45x15x2.3@900とする。

１，　　　印は水平ブレース (M10 T.B付)とする。１，　　　印は水平ブレース (M10 T.B付)とする。１，　　　印は水平ブレース (M10 T.B付)とする。１，　　　印は水平ブレース (M10 T.B付)とする。１，　　　印は水平ブレース (M10 T.B付)とする。１，　　　印は水平ブレース (M10 T.B付)とする。１，　　　印は水平ブレース (M10 T.B付)とする。

２，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。２，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。２，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。２，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。２，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。２，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。２，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。
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柱脚伏図　S=1/100柱脚伏図　S=1/100柱脚伏図　S=1/100柱脚伏図　S=1/100柱脚伏図　S=1/100柱脚伏図　S=1/100柱脚伏図　S=1/100
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柱脚伏図・屋根伏図柱脚伏図・屋根伏図柱脚伏図・屋根伏図柱脚伏図・屋根伏図柱脚伏図・屋根伏図柱脚伏図・屋根伏図柱脚伏図・屋根伏図

C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2C2

C4C4C4C4C4C4C4 C4C4C4C4C4C4C4

特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による

２，柱芯＝通り芯とする。２，柱芯＝通り芯とする。２，柱芯＝通り芯とする。２，柱芯＝通り芯とする。２，柱芯＝通り芯とする。２，柱芯＝通り芯とする。２，柱芯＝通り芯とする。

１，柱縮尺　S=1/40１，柱縮尺　S=1/40１，柱縮尺　S=1/40１，柱縮尺　S=1/40１，柱縮尺　S=1/40１，柱縮尺　S=1/40１，柱縮尺　S=1/40

３，B.PL下端レベルは設計GL+450とする。３，B.PL下端レベルは設計GL+450とする。３，B.PL下端レベルは設計GL+450とする。３，B.PL下端レベルは設計GL+450とする。３，B.PL下端レベルは設計GL+450とする。３，B.PL下端レベルは設計GL+450とする。３，B.PL下端レベルは設計GL+450とする。

４，　　　印はB.PL下端レベル設計GL+200とする。４，　　　印はB.PL下端レベル設計GL+200とする。４，　　　印はB.PL下端レベル設計GL+200とする。４，　　　印はB.PL下端レベル設計GL+200とする。４，　　　印はB.PL下端レベル設計GL+200とする。４，　　　印はB.PL下端レベル設計GL+200とする。４，　　　印はB.PL下端レベル設計GL+200とする。

５，(　)内数値は設計GLからのB.PL下端レベルを示す。５，(　)内数値は設計GLからのB.PL下端レベルを示す。５，(　)内数値は設計GLからのB.PL下端レベルを示す。５，(　)内数値は設計GLからのB.PL下端レベルを示す。５，(　)内数値は設計GLからのB.PL下端レベルを示す。５，(　)内数値は設計GLからのB.PL下端レベルを示す。５，(　)内数値は設計GLからのB.PL下端レベルを示す。

６，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。６，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。６，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。６，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。６，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。６，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。６，　　　印は鉛直ブレース (M16 T.B付)とする。

７，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。７，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。７，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。７，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。７，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。７，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。７，　　　印は鉛直ブレース (M18 T.B付)とする。
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図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
縮縮縮縮縮縮縮

尺尺尺尺尺尺尺

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 検　図検　図検　図検　図検　図検　図検　図設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

A1 S=1/100A1 S=1/100A1 S=1/100A1 S=1/100A1 S=1/100A1 S=1/100A1 S=1/100

A3 S=1/200A3 S=1/200A3 S=1/200A3 S=1/200A3 S=1/200A3 S=1/200A3 S=1/200

S-S-S-S-S-S-S-

教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事
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▽BPL下端▽BPL下端▽BPL下端▽BPL下端▽BPL下端▽BPL下端▽BPL下端
▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL
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１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。

２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。
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３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。
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４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。
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軸組図２軸組図２軸組図２軸組図２軸組図２軸組図２軸組図２
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１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。
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３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。３，　　　印は横胴縁□-75×75×2.3とする。
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特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による

１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。

２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。２，　　　印は縦胴縁(C-75×45×15×2.3@500以下)とする。
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３，　　　印は□-75×75×2.3とする。３，　　　印は□-75×75×2.3とする。３，　　　印は□-75×75×2.3とする。３，　　　印は□-75×75×2.3とする。３，　　　印は□-75×75×2.3とする。３，　　　印は□-75×75×2.3とする。３，　　　印は□-75×75×2.3とする。
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４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。４，　　　印は2C-75×45×15×2.3とする。
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　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。
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※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ 

　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と

□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)主　材主　材主　材主　材主　材主　材主　材 □-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)□-100×100×3.2(STKR400)
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　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。

断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面

※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ 

　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と

Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１

B.PLB.PLB.PLB.PLB.PLB.PLB.PL

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。
中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)
A.BOLTはダブルナット締メ・先端フック付を使用する。　　ブレースはJISターンバックル筋かい(細部寸法はJIS規格各メーカー寸法を優先する。)とする。A.BOLTはダブルナット締メ・先端フック付を使用する。　　ブレースはJISターンバックル筋かい(細部寸法はJIS規格各メーカー寸法を優先する。)とする。A.BOLTはダブルナット締メ・先端フック付を使用する。　　ブレースはJISターンバックル筋かい(細部寸法はJIS規格各メーカー寸法を優先する。)とする。A.BOLTはダブルナット締メ・先端フック付を使用する。　　ブレースはJISターンバックル筋かい(細部寸法はJIS規格各メーカー寸法を優先する。)とする。A.BOLTはダブルナット締メ・先端フック付を使用する。　　ブレースはJISターンバックル筋かい(細部寸法はJIS規格各メーカー寸法を優先する。)とする。A.BOLTはダブルナット締メ・先端フック付を使用する。　　ブレースはJISターンバックル筋かい(細部寸法はJIS規格各メーカー寸法を優先する。)とする。A.BOLTはダブルナット締メ・先端フック付を使用する。　　ブレースはJISターンバックル筋かい(細部寸法はJIS規格各メーカー寸法を優先する。)とする。
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(必要溶接長130mm以上)(必要溶接長130mm以上)(必要溶接長130mm以上)(必要溶接長130mm以上)(必要溶接長130mm以上)(必要溶接長130mm以上)(必要溶接長130mm以上)
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　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。　B.PLは３面溶接留めとする。

※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ ※鉛直ブレース取付け部のみ 

　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と　座金(□-50×50×9)と
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鉄骨部材リスト１　S=1/10鉄骨部材リスト１　S=1/10鉄骨部材リスト１　S=1/10鉄骨部材リスト１　S=1/10鉄骨部材リスト１　S=1/10鉄骨部材リスト１　S=1/10鉄骨部材リスト１　S=1/10
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PL-16×100×535(SS400)PL-16×100×535(SS400)PL-16×100×535(SS400)PL-16×100×535(SS400)PL-16×100×535(SS400)PL-16×100×535(SS400)PL-16×100×535(SS400)

150150150150150150150

L=400mm以上(埋め込み長)L=400mm以上(埋め込み長)L=400mm以上(埋め込み長)L=400mm以上(埋め込み長)L=400mm以上(埋め込み長)L=400mm以上(埋め込み長)L=400mm以上(埋め込み長)
2-M20(SNR400B)ダブルナット2-M20(SNR400B)ダブルナット2-M20(SNR400B)ダブルナット2-M20(SNR400B)ダブルナット2-M20(SNR400B)ダブルナット2-M20(SNR400B)ダブルナット2-M20(SNR400B)ダブルナット

200200200200200200200

(柱脚補強材)(柱脚補強材)(柱脚補強材)(柱脚補強材)(柱脚補強材)(柱脚補強材)(柱脚補強材)

鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース

L-125×90×10(SS400)L-125×90×10(SS400)L-125×90×10(SS400)L-125×90×10(SS400)L-125×90×10(SS400)L-125×90×10(SS400)L-125×90×10(SS400)

20
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20
d

20
d

20
d

20
d

20
d

20
d

40404040404040 200200200200200200200

断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面 M10(SNR400B)M10(SNR400B)M10(SNR400B)M10(SNR400B)M10(SNR400B)M10(SNR400B)M10(SNR400B)

PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6

溶接長 60以上溶接長 60以上溶接長 60以上溶接長 60以上溶接長 60以上溶接長 60以上溶接長 60以上
ガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートの

（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）

PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5
42424242424242

4444 4444 4444 44

109109109109109109109
36.536.536.536.536.536.536.530.530.530.530.530.530.530.5

水平ブレース（Ｍ１０）水平ブレース（Ｍ１０）水平ブレース（Ｍ１０）水平ブレース（Ｍ１０）水平ブレース（Ｍ１０）水平ブレース（Ｍ１０）水平ブレース（Ｍ１０）柱脚補強詳細図柱脚補強詳細図柱脚補強詳細図柱脚補強詳細図柱脚補強詳細図柱脚補強詳細図柱脚補強詳細図符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 鉛直ブレース（Ｍ１６）鉛直ブレース（Ｍ１６）鉛直ブレース（Ｍ１６）鉛直ブレース（Ｍ１６）鉛直ブレース（Ｍ１６）鉛直ブレース（Ｍ１６）鉛直ブレース（Ｍ１６） 鉛直ブレース（Ｍ１８）鉛直ブレース（Ｍ１８）鉛直ブレース（Ｍ１８）鉛直ブレース（Ｍ１８）鉛直ブレース（Ｍ１８）鉛直ブレース（Ｍ１８）鉛直ブレース（Ｍ１８）

5858 5858 5858 58

65656565656565

45454545454545 10101010101010 55555555555555

165165165165165165165

PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6

PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9

M16(SNR400B)M16(SNR400B)M16(SNR400B)M16(SNR400B)M16(SNR400B)M16(SNR400B)M16(SNR400B)

6868 6868 6868 68

10101010101010
60606060606060

50505050505050 40404040404040

180180180180180180180

PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9

PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9PL-9

M18(SNR400B)M18(SNR400B)M18(SNR400B)M18(SNR400B)M18(SNR400B)M18(SNR400B)M18(SNR400B)

（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）（支圧接合）

ガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートの ガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートのガセットプレートの

1
01
0

1
0

1
0 1
0

1
0

1
0

101
0

1010 1
010 10

HTB 1-M12(F8TまたはF10T)HTB 1-M12(F8TまたはF10T)HTB 1-M12(F8TまたはF10T)HTB 1-M12(F8TまたはF10T)HTB 1-M12(F8TまたはF10T)HTB 1-M12(F8TまたはF10T)HTB 1-M12(F8TまたはF10T) HTB 1-M16(F8TまたはF10T)HTB 1-M16(F8TまたはF10T)HTB 1-M16(F8TまたはF10T)HTB 1-M16(F8TまたはF10T)HTB 1-M16(F8TまたはF10T)HTB 1-M16(F8TまたはF10T)HTB 1-M16(F8TまたはF10T) HTB 1-M20(F8TまたはF10T)HTB 1-M20(F8TまたはF10T)HTB 1-M20(F8TまたはF10T)HTB 1-M20(F8TまたはF10T)HTB 1-M20(F8TまたはF10T)HTB 1-M20(F8TまたはF10T)HTB 1-M20(F8TまたはF10T)

溶接長 100以上溶接長 100以上溶接長 100以上溶接長 100以上溶接長 100以上溶接長 100以上溶接長 100以上 溶接長 130以上溶接長 130以上溶接長 130以上溶接長 130以上溶接長 130以上溶接長 130以上溶接長 130以上

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト
有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432 有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432 有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=432有効長=266有効長=266有効長=266有効長=266有効長=266有効長=266有効長=266

8888888 3333333



図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
縮縮縮縮縮縮縮

尺尺尺尺尺尺尺

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 検　図検　図検　図検　図検　図検　図検　図設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

S-S-S-S-S-S-S-

教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面

断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面

端部端部端部端部端部端部端部 通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部分割部分割部分割部分割部分割部分割部分割部
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10
0

10
05050 5050 5050 50

5050 5050 5050 50

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
05050 5050 5050 50

5050 5050 5050 50

Ｇ１,Ｂ１Ｇ１,Ｂ１Ｇ１,Ｂ１Ｇ１,Ｂ１Ｇ１,Ｂ１Ｇ１,Ｂ１Ｇ１,Ｂ１

C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)

10101010101010

5050505050505040404040404040
G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16

40404040404040

C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)

5050505050505050505050505050
G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16

90909090909090 90909090909090 4040404040404040404040404040

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
05050 5050 5050 50

5050 5050 5050 50

C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)

90909090909090 90909090909090

中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)
鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)，HTB(F10T,F8T)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)，HTB(F10T,F8T)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)，HTB(F10T,F8T)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)，HTB(F10T,F8T)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)，HTB(F10T,F8T)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)，HTB(F10T,F8T)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)，HTB(F10T,F8T)とする。

A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10

A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20鉄骨部材リスト２鉄骨部材リスト２鉄骨部材リスト２鉄骨部材リスト２鉄骨部材リスト２鉄骨部材リスト２鉄骨部材リスト２

鉄骨部材リスト２　S=1/10鉄骨部材リスト２　S=1/10鉄骨部材リスト２　S=1/10鉄骨部材リスト２　S=1/10鉄骨部材リスト２　S=1/10鉄骨部材リスト２　S=1/10鉄骨部材リスト２　S=1/10

平座金平座金平座金平座金平座金平座金平座金
ばね座金（スプリングワッシャー）ばね座金（スプリングワッシャー）ばね座金（スプリングワッシャー）ばね座金（スプリングワッシャー）ばね座金（スプリングワッシャー）ばね座金（スプリングワッシャー）ばね座金（スプリングワッシャー）
平座金(ワッシャー）平座金(ワッシャー）平座金(ワッシャー）平座金(ワッシャー）平座金(ワッシャー）平座金(ワッシャー）平座金(ワッシャー）

母材母材母材母材母材母材母材

中ボルト(強度区分 4.8)中ボルト(強度区分 4.8)中ボルト(強度区分 4.8)中ボルト(強度区分 4.8)中ボルト(強度区分 4.8)中ボルト(強度区分 4.8)中ボルト(強度区分 4.8)

※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。※ 母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。
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G.PL-4.5 中ボルト 2-M12G.PL-4.5 中ボルト 2-M12G.PL-4.5 中ボルト 2-M12G.PL-4.5 中ボルト 2-M12G.PL-4.5 中ボルト 2-M12G.PL-4.5 中ボルト 2-M12G.PL-4.5 中ボルト 2-M12

C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)
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5050 5050 5050 50
5050 5050 5
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40404040404040 G.PL-9 中ボルト 2-M16G.PL-9 中ボルト 2-M16G.PL-9 中ボルト 2-M16G.PL-9 中ボルト 2-M16G.PL-9 中ボルト 2-M16G.PL-9 中ボルト 2-M16G.PL-9 中ボルト 2-M16
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[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)
H-200×100×5.5×8(SS400)H-200×100×5.5×8(SS400)H-200×100×5.5×8(SS400)H-200×100×5.5×8(SS400)H-200×100×5.5×8(SS400)H-200×100×5.5×8(SS400)H-200×100×5.5×8(SS400)H-250×125×6×9(SS400)H-250×125×6×9(SS400)H-250×125×6×9(SS400)H-250×125×6×9(SS400)H-250×125×6×9(SS400)H-250×125×6×9(SS400)H-250×125×6×9(SS400)

G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16 G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16G.PL-6 中ボルト 3-M16
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H-350×175×7×11(SS400)H-350×175×7×11(SS400)H-350×175×7×11(SS400)H-350×175×7×11(SS400)H-350×175×7×11(SS400)H-350×175×7×11(SS400)H-350×175×7×11(SS400) H-300×150×6.5×9(SS400)H-300×150×6.5×9(SS400)H-300×150×6.5×9(SS400)H-300×150×6.5×9(SS400)H-300×150×6.5×9(SS400)H-300×150×6.5×9(SS400)H-300×150×6.5×9(SS400)
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G.PL-9 中ボルト 4-M16G.PL-9 中ボルト 4-M16G.PL-9 中ボルト 4-M16G.PL-9 中ボルト 4-M16G.PL-9 中ボルト 4-M16G.PL-9 中ボルト 4-M16G.PL-9 中ボルト 4-M16 G.PL-9 中ボルト 3-M16G.PL-9 中ボルト 3-M16G.PL-9 中ボルト 3-M16G.PL-9 中ボルト 3-M16G.PL-9 中ボルト 3-M16G.PL-9 中ボルト 3-M16G.PL-9 中ボルト 3-M16

端部端部端部端部端部端部端部 通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部分割部分割部分割部分割部分割部分割部分割部
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G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16
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[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)

G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16

[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400) [-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)[-100×50×5×7.5(SS400)

Ｇ４０,Ｂ４０Ｇ４０,Ｂ４０Ｇ４０,Ｂ４０Ｇ４０,Ｂ４０Ｇ４０,Ｂ４０Ｇ４０,Ｂ４０Ｇ４０,Ｂ４０
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95959595959595 H-400×200×8×13(SS400)H-400×200×8×13(SS400)H-400×200×8×13(SS400)H-400×200×8×13(SS400)H-400×200×8×13(SS400)H-400×200×8×13(SS400)H-400×200×8×13(SS400)
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G.PL-9 中ボルト 5-M16G.PL-9 中ボルト 5-M16G.PL-9 中ボルト 5-M16G.PL-9 中ボルト 5-M16G.PL-9 中ボルト 5-M16G.PL-9 中ボルト 5-M16G.PL-9 中ボルト 5-M16
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0

40404040404040 40404040404040

40404040404040 40404040404040
G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16

G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16G.PL-4.5 中ボルト 2-M16
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断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
縮縮縮縮縮縮縮

尺尺尺尺尺尺尺

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 検　図検　図検　図検　図検　図検　図検　図設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

S-S-S-S-S-S-S-

教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事

主　材主　材主　材主　材主　材主　材主　材

断　面断　面断　面断　面断　面断　面断　面

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト
B.PLB.PLB.PLB.PLB.PLB.PLB.PL G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2

中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12

□-75×75×2.3(STKR400)□-75×75×2.3(STKR400)□-75×75×2.3(STKR400)□-75×75×2.3(STKR400)□-75×75×2.3(STKR400)□-75×75×2.3(STKR400)□-75×75×2.3(STKR400)

2G.PL-3.22G.PL-3.22G.PL-3.22G.PL-3.22G.PL-3.22G.PL-3.22G.PL-3.2

中ボルト 1-M12通しボルト中ボルト 1-M12通しボルト中ボルト 1-M12通しボルト中ボルト 1-M12通しボルト中ボルト 1-M12通しボルト中ボルト 1-M12通しボルト中ボルト 1-M12通しボルト

5050 5050 5050 50

30303030303030 3030303030303010101010101010

3030 3030 3
030 30

3030 3030 3
030 30

縦胴縁縦胴縁縦胴縁縦胴縁縦胴縁縦胴縁縦胴縁 開口部上下受材,縦胴縁受材開口部上下受材,縦胴縁受材開口部上下受材,縦胴縁受材開口部上下受材,縦胴縁受材開口部上下受材,縦胴縁受材開口部上下受材,縦胴縁受材開口部上下受材,縦胴縁受材

8888 8888 8888 88

折板　H=88 t=0.6折板　H=88 t=0.6折板　H=88 t=0.6折板　H=88 t=0.6折板　H=88 t=0.6折板　H=88 t=0.6折板　H=88 t=0.6

主　材主　材主　材主　材主　材主　材主　材

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

B.PLB.PLB.PLB.PLB.PLB.PLB.PL

Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２

30303030303030 50505050505050 30303030303030

G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5

C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)

中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12

分割材部分割材部分割材部分割材部分割材部分割材部分割材部 通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部通し材部端部端部端部端部端部端部端部

50505050505050
20202020202020

10101010101010
454545454545452020202020202025252525252525 45454545454545

90909090909090 90909090909090

2020202020202010101010101010

G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5

C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)C-100×50×20×3.2(SSC400)

Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１

2525252525252520202020202020

中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12 中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12中ボルト 2-M12

PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5 PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5PL-4.5

中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)中ボルトはスプリングワッシャー付，母材の両側には平座金（ワッシャー）を設けること。(胴縁除く)
鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。鉄骨材質　SS400(プレート類)，各主材はリスト参照，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。

A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10A1 S=1/10

A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20A3 S=1/20

折板　H=90 t=0.6折板　H=90 t=0.6折板　H=90 t=0.6折板　H=90 t=0.6折板　H=90 t=0.6折板　H=90 t=0.6折板　H=90 t=0.6

9090 9090 9090 90

鉄骨部材リスト３鉄骨部材リスト３鉄骨部材リスト３鉄骨部材リスト３鉄骨部材リスト３鉄骨部材リスト３鉄骨部材リスト３

G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2G.PL-3.2

中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12中ボルト 1-M12

C-75×45×15×2.3@900以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@900以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@900以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@900以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@900以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@900以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@900以下(SSC400)

天井下地天井下地天井下地天井下地天井下地天井下地天井下地

鉄骨部材リスト３　S=1/10鉄骨部材リスト３　S=1/10鉄骨部材リスト３　S=1/10鉄骨部材リスト３　S=1/10鉄骨部材リスト３　S=1/10鉄骨部材リスト３　S=1/10鉄骨部材リスト３　S=1/10

(ハゼ式)(ハゼ式)(ハゼ式)(ハゼ式)(ハゼ式)(ハゼ式)(ハゼ式) (重ね式)(重ね式)(重ね式)(重ね式)(重ね式)(重ね式)(重ね式)

17171717171717

C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)

C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)C-75×45×15×2.3(SSC400)

8888888 3333333
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G1G1G1G1G1G1G1G1G1G1G1G1G1G1

B40B40B40B40B40B40B40

C1C1C1C1C1C1C1C3C3C3C3C3C3C3 C3C3C3C3C3C3C3

M18M18M18M18M18M18M18

(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)

□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3

C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2

G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5
2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)

G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5G.PL-4.5
2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)2-M16(中ボルト)

□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3

5-M16(中ボルト)5-M16(中ボルト)5-M16(中ボルト)5-M16(中ボルト)5-M16(中ボルト)5-M16(中ボルト)5-M16(中ボルト)
G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9

H-400×200×8×13H-400×200×8×13H-400×200×8×13H-400×200×8×13H-400×200×8×13H-400×200×8×13H-400×200×8×13

(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)(SSC400)
M1:C-100×50×20×3.2M1:C-100×50×20×3.2M1:C-100×50×20×3.2M1:C-100×50×20×3.2M1:C-100×50×20×3.2M1:C-100×50×20×3.2M1:C-100×50×20×3.2

10,80010,80010,80010,80010,80010,80010,800

X11X11X11X11X11X11X11Y28Y28Y28Y28Y28Y28Y28

１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。１，柱芯＝通り芯とする。

特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による特記なき限り下記による

２，鋼材はSS400とする。２，鋼材はSS400とする。２，鋼材はSS400とする。２，鋼材はSS400とする。２，鋼材はSS400とする。２，鋼材はSS400とする。２，鋼材はSS400とする。

３，縦胴縁：C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)３，縦胴縁：C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)３，縦胴縁：C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)３，縦胴縁：C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)３，縦胴縁：C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)３，縦胴縁：C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)３，縦胴縁：C-75×45×15×2.3@500以下(SSC400)

鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース鉛直ブレース

(SNR400B)(SNR400B)(SNR400B)(SNR400B)(SNR400B)(SNR400B)(SNR400B)
M18(T.B付き)M18(T.B付き)M18(T.B付き)M18(T.B付き)M18(T.B付き)M18(T.B付き)M18(T.B付き)

2C-75×45×15×2.32C-75×45×15×2.32C-75×45×15×2.32C-75×45×15×2.32C-75×45×15×2.32C-75×45×15×2.32C-75×45×15×2.3

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
縮縮縮縮縮縮縮

尺尺尺尺尺尺尺

工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名

図　名図　名図　名図　名図　名図　名図　名

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 検　図検　図検　図検　図検　図検　図検　図設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日令和　　 年　　 月　　 日

S-S-S-S-S-S-S-

教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事教育相談所建設工事

鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図

A1 S=1/15A1 S=1/15A1 S=1/15A1 S=1/15A1 S=1/15A1 S=1/15A1 S=1/15

A3 S=1/30A3 S=1/30A3 S=1/30A3 S=1/30A3 S=1/30A3 S=1/30A3 S=1/30

□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3□-75×75×2.3

(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400) (STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)

(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)(STKR400)

４，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。４，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。４，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。４，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。４，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。４，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。４，ボルトは中ボルト(強度区分 4.8、支圧接合)とする。

Y26Y26Y26Y26Y26Y26Y26 X11通り鉄骨詳細図　S=1/15X11通り鉄骨詳細図　S=1/15X11通り鉄骨詳細図　S=1/15X11通り鉄骨詳細図　S=1/15X11通り鉄骨詳細図　S=1/15X11通り鉄骨詳細図　S=1/15X11通り鉄骨詳細図　S=1/15 Y26通り鉄骨詳細図　S=1/15Y26通り鉄骨詳細図　S=1/15Y26通り鉄骨詳細図　S=1/15Y26通り鉄骨詳細図　S=1/15Y26通り鉄骨詳細図　S=1/15Y26通り鉄骨詳細図　S=1/15Y26通り鉄骨詳細図　S=1/15
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4

基礎天端基礎天端基礎天端基礎天端基礎天端基礎天端基礎天端

1
0

BPL下端BPL下端BPL下端BPL下端BPL下端BPL下端BPL下端

18181818181818

8888888 3333333



設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月

教育相談所建設工事

電気設備 特記仕様書

8 3 A1 S=N/S

A3 S=N/S

01E-

３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

　　　　監督員と協議するものとする。

　　フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

・　自動閉鎖設備

・　自動火災報知設備

・　発電設備

・　防犯、入退室管理設備

・　構内情報通信網設備

・　駐車場管制設備

・　構内交換設備

・　監視カメラ設備

・　テレビ共同受信設備

・　テレビ電波障害防除設備

・　ガス漏れ火災警報設備

・　電話配管設備

・　中央監視制御設備

・　受変電設備

・　雷保護設備

・　電熱設備

・　動力設備

・　情報表示設備

・　映像、音響設備

・　拡声設備（非常放送設備）

・　誘導支援、呼出し設備

１.４　工事科目（○印の付いたものを適用する）

電気設備工事特記仕様書
１　工事概要

１.３　工　　期　

１.２　工事場所

１.１　工 事 名

 　　　現場施工期間

契　　　　約　　　　日　から　令和　　年　　月　　日　まで

・　電灯設備

・　電力貯蔵設備

・　昇降機設備

・　医療関係設備

　　項　　　　　目　　 　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 

１０　昇降機設備

　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書による。

　特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標

準仕様書（機械設備工事編）による。

局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

　　ガス漏れ火災警報

　　設備、拡声設備

　　（非常放送設備）

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくものとする。

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ

　　で行うものとする。

８　構内交換設備

９　自動火災報知設備、

４　受変電設備

高圧ケーブル端末部はシースずれ防止対策を施す。

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

高 圧 引 込 引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

（端末処理　　・耐塩用　　　　・一般用　　）

　　　　　　　　　　kVar×　　台

直列リアクトル　　・６％　　・１３％

高圧進相コンデンサ　　　　kVar×　　台

電灯用　　　　　kVA×　　台　

動力用　　　　　kVA×　　台　　　　

定格電圧　　　　kV　　定格遮断電流　　　kA

定格電圧　７．２kV　　定格電流　　　A

交流３相３線式　６.６kV　５０Hz

主 遮 断 装 置

受 電 電 圧

柱上用高圧気中

変圧器設備容量

負荷開閉器(PAS)

６　電力貯蔵設備

（６）位置ボックスの省略

（５）継枠

（４）分電盤

　要としない。

　ード裏面と塗りしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必

　１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ

　　天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕上り面とが

　　分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

受雷部突針はＬＲ１とする。３　雷保護設備

　　途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までとする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別

　　用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの４Ｐを原則とする。

２　動力設備

　具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

　　ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、かつ、照明器

（１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷

　は学校環境衛生基準により実施すること。
　前と改修後の照度測定をJIS C 7612「照度測定方法」により、学校において

　　電灯設備工事に際し、新営工事の場合は新設後の、改修工事の場合は改修

　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 　　項　　　　　目　　

２.３　工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

　プレートを使用することができる。
　　ただし、県営住宅における住戸内のフラッシュプレートついては、樹脂

（３）照度測定

　導灯とし、関係法令に適合したものとする。

　　防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘

（２）照明器具

　　コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

　　スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、２口コンセン

　トは複式を使用してもよい。

７　発電設備

５　構内情報通信

・（概要）

・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　網設備

ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱、耐塵等を考慮する。

・　ディーゼル発電装置　　・　ガスエンジン発電装置

・　ガスタービン発電装置　・　マイクロガスタービン発電装置

・　（概要）

・　太陽光発電装置　　　　・　風力発電装置

・　燃料電池発電装置　　　・　熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

１　電灯設備 （１）配線器具

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製

　　作する。

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて受注者が代行し、その費用は

　　受注者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブル

　　とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を

　　行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定

　　を行い、試験記録を提出する。

　　提出し、承諾後施工する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様書を監督員に

　　行うこと。

　　に提出する。また、停電操作・安全処置は受注者が行い、その費用は受注

　　者の負担とする。

　　学校では学校運営に支障を与えない期間、その他の施設では施設管理者と

　　打合せして設定すること。

　　事説明を実施すること又、工事に先立ち、「工事のお知らせ」等を配布し、

　　周知する。

（７）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

（８）本工事における停電措置が必要な場合、事前に計画書を電気主任技術者

（９）特に騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については、原則として

（10）工事に先立ち、監督員と打合せの上、住民及び関係自治会等に対して工

　　以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

（１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成

　　し、監督員の承諾を受ける。

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ
２,０００

１,８００

〃

　　　　　取付高さ（ｍｍ）

〃

１,０００

一　　般

１,２００

２,０００

台上～中心

　壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として次のとおりとする。

２.４　取付高さ

分電盤、制御盤、開閉器箱

防水型コンセント

復帰ボタン（　　〃　　　）

呼出ボタン（身体障害者用）

〃

〃

（一般）

２,０００

　〃　　（身体障害者用）

スイッチ（一般）

２,０００

   １５０

   ２００（和室）
   ３００

   １５０

〃 (上端1,900以下)1,500

　　

１,１００

１,３００

〃

床上～中心

   ５００床上～中心

   ４００

廊下表示灯（　　〃　　　）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　

   ９００

(上端1,900以下)1,500

２,０００

１,８００

〃

   ５００

〃

測　　点名　　　　　　　　称

   ５００

   ９００

県営住宅

〃

３　その他
３．１　他工事との取合区分

　　　　発注図又は工事区分表による。

３．２　図面上の縮尺

３．３　疑義

　　　　本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

（台上）　　　　　　　　　〃　　　　　　　

　〃　　（人感センサー切換用）

端子盤

　　　　図面上の縮尺は、ＪＩＳ　Ａ１版とした縮尺とする。

(上端1,900以下)1,500

　　　調査結果の報告

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

第１条　この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

　舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるものである。

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

　　　　・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3
　　　　・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）

　　　　・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

　　　　・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収した

２　受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

　濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するものとする。

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな

２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結しなけれ

　ばならないものとする。

３　受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃棄物
　収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

　る産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において定め

　らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき締結した

　委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

２　受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

　更の対象としないものとする。

２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協議す

　るものとする。

　態に維持できるよう必要な事項を定める。なお、この特記仕様書に記載されていない事項は、「昇降

昇降機の適切な維持管理に係る特記仕様書

第１条　この特記仕様書は、昇降機設備工事（新設、増設又は更新）において、昇降機を常時適法な状

　機の適切な維持管理に関する指針」（平成28年２月19日付け国土交通省住宅局建築指導課）による。

第２条　この特記仕様書における用語の定義は、次の各号による。

２　昇降機とは、本工事で施工した昇降機設備をいう。
３　発注者とは、本工事の発注者をいう。

４　受注者とは、本工事の受注者をいう。

５　製造者とは、昇降機の製造者をいう。

６　管理者とは、昇降機の引渡しを受け、施設管理を行う者をいう。

７　保守点検受注者とは、管理者からの委託により、保守・点検業務を受注した者をいう。

４　製造者は、保守点検受注者からの依頼に対し協力すること。

５　受注者は、製造者に対し、前各号の規定を遵守するよう要請すること。

２　製造者は、製造した昇降機の部品等を、昇降機の引渡しから起算して耐用年数を勘案して適切な期

　間供給すること。

３　製造者は、適切な維持管理を行うことができるよう、管理者に対して維持管理に必要な情報又は機

　材を提供又は公開するともに、問い合わせ等に対応する体制を整備すること。

第４条　この特記仕様書に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者が協議して定める。

第３条　製造者または受注者は、次の各号に掲げる責任を果たすよう努めなければならない。

　　全ての建築物、工作物において大気汚染防止法及び石綿障害予防規則の事

　前調査を建築物石綿含有建材調査者により実施し、アスベスト使用有無に
　関わらず、結果を知事又は市長あてに報告する。

官公庁等打ち合わせ機関

施設管理者 ：
電力会社 ：

電話会社 ：

ケーブルテレビ会社 ：
消防本部 ：

建築：

昇降機：

工事範囲の主な既設機器メーカー

機器名称 既設機器メーカー名

２５　アスベスト事前

２６　その他

2025.12

　使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、アスベストを含む

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

　・本工事とする。

　本工事に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

　本工事で　・設ける（規模　　　　　　　　　）　※設けない

　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを

る。
火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出す

１.８　工事概要

２　工事仕様
２.１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。
　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

２.２　特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものがなければ※印を適用し、・印のものは適用しない。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。）

項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用する。

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

とする。なお、資材名、製造所名および発注先を記載した報告書を監督員に提

出し承諾を受けるものとする。

機材等は使用しないこと。

　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこれと同等のもの

　・上記以外の時間に施工する場合は事前に監督員と協議すること。

　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外。

施工時間

３　工事用電力・水

２　施工条件

１　機材等

４　工事用仮設物

５　足場・さんばし類

６　監督員事務所

７　保　　険

１.９　同時期発注の関連工事　　・　建築工事　　　・　機械設備工事

　取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能が良好なことを

確認した上で取付る。なお、その測定結果表を監督員に提出する。

８　再使用機材

　受注者は法定外の労災保険に付し、証書の写し等を監督員に提出する。

に基づく特定調達品目該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断
の基準、配慮事項を満たすこと。

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載する

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は

出力、数量等）を記載すること。

９　完成図書の
電子納品

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(グリーン購入法)に

　すべて受注者の負担とし、構内につくることが　　※できる。　・できない

　設備機器の固定等は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行

政法人建築研究所監修）を参考とする。

　　 敷き均し土　　 　　 　　　管　　種　　別　　　　　　

（１）管路等の敷設に伴う敷き均し土は、標準仕様書のほか下記及び図面特記

　　による。

（２）地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。ただし、低

　　圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

 　　 良質土　　　 

　　硬質ビニル電線管（VE）

　　耐衝撃性塩化ビニル管（HIVE）

　　波付硬質合成樹脂管（FEP）

　　ポリエチレン被覆鋼管（PLP）

　　　行先の表示

　ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ

　湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ

　上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ

い。ただし、接続はボックス内とする。

したねじなし工法としてもよい。

　屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼電線管の接続は、防水処置を施

を巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

（３）地中電線路の敷設は管路式とし、埋設深さは地表面（舗装する部分では

　　路盤材下面）から配管の上端まで原則、600mmとする。ただし、公道への

　　引込み管路等の埋設深さについては、供給事業者と協議のうえ決定する。

　漏電遮断器で保護されている電路と保護されていない電路のＤ種接地極が共

区別する。

用していない場合の接地線は、混触防止のため、緑色、緑／黄又は緑／色帯で

の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

（１）設計用水平地震力

　機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

（２）設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　重要機器

　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

2.0          2.0

水　槽　類

防振支持の機器

（※１）

 1.0          1.0 

1.5          1.0

水　槽　類

防振支持の機器

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

（※１）

1.0          0.6

2.0          1.5

水　槽　類

防振支持の機器

中間階

1.5          1.0

地下・１階

機　　　　　器

上層階

1.5          1.0

1.0          0.6

屋上及び塔屋

機　　　　　器

1.5          1.0

（※１）

0.6          0.4

2.0          1.5

1.0          0.6

2.0          1.5

1.0          0.6

1.0          0.6

機　　　　　器

　　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督

　員の承諾を受けるものとする。

　　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、

　アンカーボルトを選定すること。

　　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又

　は十分な技能及び経験を有した者が行うこと。

　を添付すること。

　　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録

　ル挿入、埋込みの完了が分かる記録を添付すること。

　　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセ

　　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

　　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施する

　ること。

　　　施工アンカー打設

　　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開け及びあと施工アンカー打

　設前に、図面に明示する箇所についてＸ線撮影調査を実施すること。

　　電動ドリル等の刃が鉄筋、金属配管等に接触した場合に、自動で電動工具

　の電源を遮断する装置を使用する。

　※使用を要する　　墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

　　　　　　　　　　（平成30年6月22日付け基発0622第2号）による

　・使用を要しない

　て」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等

  （１）内部足場　※ 脚立足場　　　

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

  本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

  （２）外部足場　※ Ａ種(枠組足場) ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

　に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基

　立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関

　する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

　行うものとする。

　　（フルハーネス型）

　埋め戻し後の建設残土は、※監督員が指示する構内の場所に敷きならす。

ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

　再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌

　　　処理 　　　　　　　　　　　　　・構外搬出適切処理する。

　　　再生アスコン使用

　なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

機器種別

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
　設置場所

・特定の施設 ・一般の施設

１３　地中電線路

１４　回路の種別

１５　電線の接続

１６　電線管の接続

１７　接地工事

１８　建設発生土の

１９　再生砂・再生砕石

２０　耐震施工

２１　あと施工アンカー

２２　はつり及びあと

２３　改修部分の足場

２４　墜落制止用器具

　※再生砂などは使用できない。

　・監督員の承諾を得て、再生砂などを表層を除く箇所に使用できる。

　　配電盤　　発電装置(防災用) 　直流電源装置 　交流無停電電源装置

　　交換機　　火災報知器受信機 　中央監視装置 　太陽光発電装置

教育相談所新築に伴う電気設備工事一式

教育相談所建設工事
埼玉県八潮市中央三丁目29番17地内

9

契　　　　約　　　　日　から　令和　　年　　月　　日　まで9

１.５　指定部分

１.７　建物概要
教育相談所　軽量鉄骨造 地上1階 延べ面積 464.25㎡

駐輪場　　　軽量鉄骨造 地上1階 延べ面積  10.00㎡

完成図の提出部数は、Ａ２二つ折り製本3部とする。

　完成図書の電子納品ガイドライン　　・　適用する　　※適用しない

（４）特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　）

　蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

（１）引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　）

（構外搬出処理費は、※本工事　・別途）

　引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管　　　　　　　　　）

（２）買取処分をするもの　（銅屑・鉄屑　　　　　　　）

１０　発生材処理

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

　盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るものとする。

　　　塗装

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

　露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗

装を行わない。

１１　金属電線管の

１２　鍵

建築、電気設備、機械設備をまとめて製本する。

現場施工に着手するまで１.６　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

8 9

8 9



設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月

S=1/100配置図

CP-8mx14cm
引込柱

LM1

P.B(SUS)
151WP

EM-EEF1.6-3C(G22)

II

AS

△

以降EM-CE3.5°-3C FEP(30)
平面図参照

EM-CE3.5°-3C FEP(30)

EM-CE3.5°-3C FEP(30)

EM-CE3.5°-3C FEP(30)

EM-CE3.5°-3C FEP(30)

△
以降

平面図参照

J

J

J
J

J

J

△

以降
平面図参照

LM23Φ3W EM-CET60°E22°(63)

※・天井内配管配線

1Φ3W LM2 EM-CET38°(51)

P.B(SUS)
151WP

真　 北

東電柱
中馬場225号

LM13Φ3W EM-CET60°FEP(65)

※・地中埋設配管配線

1Φ3W LM1 EM-CET38°FEP(50)

情報 LM1

LM1通信

呼び鉄線　FEP(30)

呼び鉄線　FEP(30)

2,520

7.
51

1
6.

23
7

8.
90

8
7.

88
4

3.
91

5
38.741

13
.4

79

14
.4
86

13
.5
35

13.238

17.149

電柱

来客用
駐車場

緑地 緑地

緑地

緑地

緑地緑地緑地

緑地

1

2

3

4

5

6

7

10

11

来客用
駐車場

グラウンド(ダスト舗装)

駐車場(アスファルト舗装)

外流し

外流し

3,485

22.5m2

法42条1項1号
市道5023号線

車椅子使用者用
駐車スペース

優先駐車区画

優
先
駐
車
区
画

栽培園 スロープ

1,
20

0

▼

8

9

4
,
30
0

6
,
0
00

4
,3
0
0

教育相談所建設工事

配置図

A1 S=N/S

A3 S=N/S

E-02
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図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

盤　名　称

電 気 方 式

幹線サイズ

主幹開閉器

合計負荷容量

回路

番号

電圧

（Ｖ）

分岐開閉器

MCB

負荷容量

(KW)
負荷名称 備　考

３　Ｐ

ＡＦ/ＡＴ
ELB

60°
WH

200 　225/200AT 32.9 電灯・動力盤(LM2)

合計負荷容量

32.9KW

CET60°

AC 3Φ3W
200V

WH

38°AC 1Φ3W
200/100V

1 7.185 CET38°

16.555VA
合計負荷容量

200/
100

LM1

引込開閉器盤

屋外露出型

セパ付

弱電端子盤

　　　内　訳

Ｔ１

　　　備　考

屋内露出型

W800xL800xD200

盤名称

テレビ共聴設備：増幅器スペース

屋内露出型

W400xL400xD200

(VA)

　100/100AT

スペース

盤　名　称

電 気 方 式

幹線サイズ

主幹開閉器

合計負荷容量

回路

番号

電圧

（Ｖ）

分岐開閉器

MCB

負荷容量

（KW）
負荷名称 備　考

２　Ｐ

ＡＦ/ＡＴ

AC 3Φ3W
200V

ELB

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

所員室,給湯室他照明

プレイルーム照明

庭園灯

PAC-1

エントランス廊下照明

男女,多目的トイレ照明・換気

検査室他照明・換気

調理室他照明・換気

学習室他照明・換気

  370

  330

  820

  720

  720

  700

  300

  100

  150

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2

電灯・動力盤(LM2)

LM2

電灯・動力盤盤

屋内自立型

200
3Φ

3Φ
200

3Φ
200

ＡＦ/ＡＴ

３　Ｐ

負荷容量

（ＶＡ）

　 100/75AT

PAC-2

PAC-3

200
3Φ

セパ付

予　備

空調室外機

空調室外機

空調室外機

　  50/30AT

　 100/60AT

15.1

 5.2

12.6

合計負荷容量

32.9KW

　  50/30AT

MCB

100AT
38°

3P100AF

100

100A

B

　　50/20AT

　　50/20AT

非常警報装置

警備保障電源

2001 　　50/20AT 空調室内機 PAC-1-1～3

PAC-2-1～2

PAC-3-1～2

1.050

プレイルーム換気

調理室他換気

スイッチ組込

情報・通信

10L+20P+PDスペース

(W800xL600xD200)

LM1

情報・通信設備：配線スペース

Ｔ２ 情報設備：配線スペース

屋内露出型

W400xL400xD200
Ｔ３ 情報設備：配線スペース

週間式タイム

   50

  100

  750

100 　　50/20AT   600 検査室他コンセント

12 100 　　50/20AT   600 面談室他コンセント

200 　　50/20AT

13 100 　　50/20AT   750 所員室コンセント

14 100 　　50/20AT   600 調理室他コンセント

15 100

16 100

17 100

18 100

19 100

20 100

21 100

23 100

24 100

25 100

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

　　50/20AT

学習室他コンセント  600

プレイルームコンセント  750

更衣室,廊下コンセント  750

エントランス他コンセント  810
洗面自動水栓電源

女子トイレ便座コンセント  630

男女トイレ便座コンセント  630

男子トイレ便座コンセント  630

給湯器冷蔵庫他コンセント1.000

調理室冷蔵庫コンセント  300

各端子盤内コンセント  300

26 100 　　50/20AT 非常灯   40

合計負荷容量

16.555VA

スペース

100 ITV電源　　50/20AT

60°

多機能トイレパックコンセント1.10522 100 　　50/20AT

100 予　備　　50/20AT

27   300

予　備

教育相談所建設工事

引込盤・電灯・動力盤結線図　端子盤

A1 S=N/S

E-03

A3 S=N/S
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図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

Ａ LED埋込型 40形　　　　　　下面開放型W150

参考型番　XFX460PDNLE9

Ｂ Ｃ

映光色一般タイプ、6900ｌｍタイプ
消費電力43.1W、定格出力型、電圧100～242V

本体：亜鉛鋼板

ライトバー(カバー)：ポリカーボネート(乳白)
光源寿命40000時間(光束維持率85％)
昼白色(5000K)、Ra83
電源装置はライトバー側に内蔵

参考型番　XL563PFVJLA9 参考型番　XND0639WNLE9

F

LED直付型 40形　　　　　　　　　　W150

参考型番　XFX450ANNLE9

ひとセンサー付、5200ｌｍタイプ
消費電力31.9W、定格出力型、電圧100～242V

本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー(カバー)：ポリカーボネート(乳白)
光源寿命40000時間(光束維持率85％)
昼白色(5000K)、Ra83
電源装置はライトバー側に内蔵

□350,乳白パネル,調光可能タイプ(約10～100%)
電圧：100～242V
光束維持時間40000時間(光束維持率85％),Ra：83
枠：鋼板(高反射白色粉体塗装)
パネル：アクリル(乳白)

ダウンライト　６０形

LED内蔵＜ワンコア(ひと粒)タイプ＞,電源ユニット内蔵,一般光色タイプ
5000K、Ra85、拡散タイプ
光源遝光角15度、光束維持時間40000時間(光束維持率85％)
器具光束：610ｌｍ、消費電力：4.2W、電圧：100－242V
反射板(上邪)：プラスチック(ホワイト)
反射板(下邪)：鋼板(ホワイトつや消し仕上)
枠：鋼板(ホワイトつや消し仕上)、埋込穴φ100

参考型番　LGB85042LE1

昼白色(5000K),Ra83
器具光束840ｌｍ、消費電力9.5W、電圧100V

カバー：プラスチック(乳白)
スイッチ付,両面化粧タイプ

W=450 H=65 出しろ64

G LEDキッチンライト　　　　FL15形x1灯相当

参考型番　LGB85040LE1

H

反射板：鋼板(高反射白色粉体塗装)

LEDべ-スライト FHP23形x3灯相当　　埋込型

昼白色(5000K)

Ｅ ダウンライト　１００形

LED内蔵＜ワンコア(ひと粒)タイプ＞,電源ユニット内蔵,一般光色タイプ
5000K、Ra85、拡散タイプ
光源遝光角15度、光束維持時間40000時間(光束維持率85％)
器具光束：1035ｌｍ、消費電力：7W、電圧：100－242V
反射板(上邪)：プラスチック(ホワイト)
反射板(下邪)：鋼板(ホワイトつや消し仕上)
枠：鋼板(ホワイトつや消し仕上)、埋込穴φ100

参考型番　XND1039WNLE9

ダウンライト　１５０形

LED内蔵＜ワンコア(ひと粒)タイプ＞,電源ユニット内蔵,一般光色タイプ
5000K、Ra85、拡散タイプ
光源遝光角15度、光束維持時間40000時間(光束維持率85％)
器具光束：1680ｌｍ、消費電力：11.6W、電圧：100－242V
反射板(上邪)：プラスチック(ホワイト)
反射板(下邪)：鋼板(ホワイトつや消し仕上)
枠：鋼板(ホワイトつや消し仕上)、埋込穴φ100

参考型番　XND1539WNLE9

拡散タイプ,天井直付型・壁直付型,コンセント付

LEDブラケット　　　　　　FL15形x1灯相当

昼白色(5000K),Ra83
器具光束840ｌｍ、消費電力9.5W、電圧100V

カバー：プラスチック(乳白)
両面化粧タイプ

W=450 H=65 出しろ64

拡散タイプ,天井直付型・壁直付型

Ⅰ LED直付型 40形　　　　　　防湿型・防雨型

参考型番　XLW433NENZLE9

一般タイプ、3200ｌｍタイプ
消費電力20.6W、定格出力型、電圧100～242V

本体：ステンレス(高反射白色粉体塗装)
防湿型・防雨型ライトカバー：ポリカーボネート(乳白)+アクリルコ-ティング
光源寿命40000時間(光束維持率85％)
IP23防湿型,昼白色(5000K)、Ra83
電源装置はライトバー側に内蔵

ロ-ポ-ルライト

参考型番　XYT2008NZLE1

光速605ｌｍ,消費電力6.7W,電圧100V
昼光色,5000K,Ra70,光速維持時間60000時間
本体：アルミダイカスト(ミディアムグレーメタリック)
グローブ：ポリカーボネート(乳白)
ポ-ル：ステンレス(ミディアムグレーメタリック)
幅Φ105・地上高491,保護等級：1P23

LED内蔵,電源ユニット内蔵,防雨型,拡散郤光タイプ

フットライト40形電球1灯相当

参考型番　YYY66560

壁埋込型,拡散タイプ・埋込ボックス取付
電圧100V,光源寿命40000時間(光速維持率70%)
全面パネル：アクリル(乳白)
枠：アルミダイカスト(ミディアムグレーメタリック)
保護等級：IP23
埋込ボックス寸法：幅口122・埋込深88

LEDフラットランプΦ70

照明器具姿図

J

K 非常灯 ハロゲン電球 9形相当Ne

非常電源内蔵型

参考型番　NNFB90605K

保守率=0.92 評定番号 LALE-004

器具取付高さ

単体郤置 A1

直線郤置 A2

四角郤置 A4

2.4m 2.6m 3.0m

4.0m

9.4m

7.6m

4.0m

9.9m

8.1m

2.8m

10.1m

8.9m

2.1m

3.8m

8.5m

6.9m

Oe 非常灯 ハロゲン電球 13形相当

非常電源内蔵型

参考型番　NNFB91605C

保守率=0.92 評定番号 LALE-004

器具取付高さ

単体郤置 A1

直線郤置 A2

四角郤置 A4

2.4m 2.6m 3.0m

4.6m

10.2m

8.2m

4.7m

8.7m

4.9m

11.9m

9.6m

2.1m

4.2m

9.3m

7.4m

10.8m

LEDベースライト 20形

参考型番　XLX200AENCLE9

一般タイプ、800ｌｍタイプ
消費電力6W、定格出力型、電圧100～242V
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー(カバー)：ポリカーボネート(乳白)
光源寿命40000時間(光束維持率85％)
昼白色(5000K)、Ra83
電源装置はライトバー側に内蔵

M

パネル：アクリル(透明つや消し)

LEDソケットダブル
電圧：100－242V

天井面取付専用

本体：アルミダイカスト(ホワイトつや消し仕上)

軒下用LEDシ-リングライト　１００形L

Ｄ

照明器具姿図

教育相談所建設工事 A1 S=N/S
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A3 S=N/S

参考型番　NNN54540W+NNU140115K



ITV設備　システムブロック図

所員室

ネットワーク

無停電電源装置

ビデオレコーダー

制御 電源

16P

ITVワゴン

解像度

1080P

録画レート 録画時間 録画保存日数

14日以上24時間連続15 ips

録画保存用日数計算例

カメラ台数

3台

AC100V

各機器へ

パワー
ディストリビューター

液晶モニター
18.5型

門扉

Ｐ
ｏ
Ｅ

Ｓ
Ｗ

1

2

3

4

5

6

7

8

18.5型液晶モニター

ベンチレートパネルV

W ワゴン

ブランクパネルB

2

542

98
7

W

ITVワゴンITV架

材　　質

ワゴン

木製（ EI Aマウン ト タ イ プ）

キャスター、鍵付強化ガラス扉（270°開閉可）

WP

WP

サーバー
タイム

地デジ受信設備より

WP ハウジング一体型HDネットワークカメラ

画像サイズ 1920x1080～352x240

最低被写体照度 カラー：0.1 lx、白黒：0 lx

レンズ 焦点距離：2.8 mm～12 mm

デイナイト、プライバシーマスク

機　　能 WDR、microSDカード記録、赤外線LED、

電　　源 DC12 V/PoE（IEEE802.3af、Class3）

性　　能 環境性能：IP67、耐衝撃性能：IK10

フレームレート 最高30 fps：1920x1080（WDR）

画像圧縮方式 H.265/H.264/M-JPEG

φ77 244.1

φ110.8

UTP0.5-4P（Cat.6）

1

V

3

B

5

6

B

7

B

8

B

スライドテーブル

ネットワークビデオレコーダー

タイムサーバー

PoE SW

通線パネル

無停電電源装置

パワーディストリビューター

18.5型液晶モニター

18.5型、LEDバックライト液晶パネル

1,920x1,080解像度

DisplayPort、HDMI、入　　力

2.0 W+2.0 Wスピーカー

D-Sub15ピン（ミニ）、音声

ネットワークビデオレコーダー

最大8台接続カメラ台数

H.265、H.264映像圧縮方式

4 TB内蔵HDD容量

ネットワーク端子

映像出力 HDMI、VGA

Video In x8（100 Mbps）

Ext x1（1000 Mbps）

Client x1（1000 Mbps）

タイムサーバー

NTPv3、 NTPv4、 SNTPv3、 SNTPv4対応プロトコル

U13～U52chの内、 任意の1ch（ 470～710 MHz）受信チャンネル

入力信号 地上デジタルテレビジョン放送信号（フルセグ）

入力時刻精度 �500 ms（ ARI B規格）

10/100/1000BASE-T： 20ポートポート

SFPスロッ ト ： 4ポート

機能 SNMP、 I GMPスヌーピング

給電機能

最大250 W（ 16ポート 計） 給電可能

PoE SW

PoE（ I EEE802. 3at 、 I EEE802. 3af ） 対応

無停電電源装置

出力定格容量 500 VA/300 W

入力最大電流 7. 5 A

インターフェース RS-232C/USB/接点信号入出力

パワーディストリビューター

AC100 V入力 15 Aサーキッ ト ブレーカ ー x1

コンセント（3P） 連動： 背面x6、 非連動： 前面x2、 背面x2

そ の 他 棚板１ 枚共

操作用マウス 付属、接続：USB

560

WP

門扉

門扉

4

V

B

439.5

34
4
.1

157

設　計

訂　正

令和

令和

令和 年

年

年 月

月

月

日

日

日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮
図面番号

尺

教育相談所建設工事 A1 S=N/S

E-

A3 S=N/S
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ITV機器図
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真　 北

PAC-3

PAC-1

LM2

マルチ室外機(面談室他用)

5.2KW(消費電力)

EM-CE5.5°-3C E3.5°(G28)

ＰＡＣ-2 機器設置は機械工事

凡　例

記号 名　称 摘　要

引込開閉器盤 屋外・セパ付

プルボックス

電灯・動力盤

LM23Φ3W EM-CET60°E22°(63)

※・天井内配管配線

1Φ3W

屋内自立型・セパ付

マルチ室外機(プレイルーム用)

12.6KW(消費電力)

EM-CE14°-3C E3.5°(G28)

ＰＡＣ-3 機器設置は機械工事

マルチ室外機(所員室他用)

15.1KW(消費電力)

EM-CE22°-3C E5.5°(G36)

ＰＡＣ-１ 機器設置は機械工事

EM-CE5.5°-3C E3.5°PF(28)

EM-CE14°-3C 
E3.5°PF(28)

EM-CE22°-3C E5.5°VE(36)

E5.5°(39)
EM-CE22°-3C

PAC-3 EM-CET14°E3.5°(31)

PAC-1 EM-CET22°E5.5°(39)

LM2

LM1

ED

EM-CET38°(51)

202WP
P.B(SUS)

201WP
P.B(SUS)

設　計

訂　正

工事名

図　名

検　図製　図設　計令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

A1 S=1/100

A3 S=1/200

教育相談所建設工事

１階平面図(幹線・動力設備)

縮

尺

図面番号

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

廊下

▽

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス エントランス

手洗い

男子
更衣室

女子
更衣室

男子
トイレ

女子
トイレ

検査室1

検査室2

相談室1

相談室2

図書室

収納
1

収納

収納4

3

給湯室

X0

X1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X10

X11X9

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

1階平面図　S=1/100

▽

廊下

▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

所員室

多目的
トイレ

学習スペース

多目的スペース

食器棚

廊下

収納2

学習室・多目的室
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E-06

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

配置図参照
以降

△

E22°VE(16)

8 3

PAC-2

201WP
P.B(SUS)



凡　例

記号 名　称 摘　要

LED照明器具

LED照明器具

分電盤

LED照明器具 直付型

非常灯

換気扇 設備工事

人感ｾﾝｻｰ親機

人感ｾﾝｻ操作用SW

LED照明器具

LED照明器具 誘導灯

埋込型

DF

壁付型

SL 1回路用

記号 名　称 摘　要

埋込スイッチ 1P15A

3W15A埋込スイッチ3

4W15A埋込スイッチ4

埋込スイッチ 1P15A+PL付

1P15Ax3埋込スイッチ

1P15Ax4埋込スイッチ

EM-EEF 1.6-2C

１・特記無き配線は下記による

２・全熱交換器のコントロールスイッチ

特記事項

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-2Cx2

EM-EEF 1.6-2C+3C

EM-EEF 1.6-3C(1C接地線)

EM-EEF 2.0-2C

及び配線は設備工事とする。

３・防火区画貫通部分には国土交通省認定工法とする。

４・ケ-ブル損傷の恐れある箇所は電線管にて保護のこと。

＊  2

検査室

DF
SL

DF DF

SL SL

1A換気扇遅れ

OFF機能付

A

＊  2

相談室

A

＊  2

多目的トイレ

F ＊  2

相談室

A ＊  2

検査室

A

＊  5

廊下

E

＊  5

男子トイレ

E

女子トイレ

＊  1D

＊  5E

＊  1D

＊  9

プレイルーム(大)

A

＊  6

プレイルーム(小)

A

＊  1

収納

M

＊  1M

収納

＊  1

収納

M ＊  3

面談室

A ＊  3

廊下

E

＊ 14

廊下

E＊  6

多目的室

A

＊  6

学習室

A

＊  6

図書室

A

＊  6

調理室

A

＊  1G

＊  2

給湯室

F ＊  1

女子更衣室

B ＊  1

男子更衣室

B

＊  1G

＊ 12

所員室

A

＊  4

エントランス

C

＊  2F

＊  2

玄関ポーチ

L＊  2

スロープ

K

＊  2H ＊  2H

＊  4

廊下

E

1P15Ax5埋込スイッチ

3 3

3
3

3

3
3

3

4

4

LM2

1
2

3

4

5

6

7

8

9

EM-EEF 1.6-2Cx2(1C接地線)

EM-EEF 1.6-2C+3C(1C接地線)

EM-EEF 1.6-3Cx2(1C接地線)

151WP
P.B(SUS)

151WP
P.B(SUS)

10EM-CE3.5°
-3C VE(22)

EM-EEF 2.0-3C(1C接地線)

3
3

33

S

S

S S

図面番号
縮工事名

図　名

検　図製　図設　計設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事

１階平面図(電灯設備)

A1 S=1/100

A3 S=1/200

07E-

尺

8 3

平面図参照
以降

△

平面図参照
△

以降

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

真　 北

廊下
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物干ｽﾍﾟｰｽ
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検査室2相談室2

図書室

収納
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X11X9
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1階平面図　S=1/100

▽

廊下

▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール
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学習スペース

多目的スペース
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Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y6

Y8

Y10

Y12

Y14

Y16

Y18

Y19

Y21

Y23

Y25

Y27

Y28

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,500

6,000 1,000 1,500

2,000

4,000

1,800 6,500

1,800

1,600

2,000 2,000 2,000 1,800 2,000 2,5002,000

2,100

2,500

5,300 3,700 7,800

6,000 2,200 800 3,000 1,800 3,000

400 400

1,500
1
,0

0
0

2,
0
00

1
,5

0
0

2
,
00

0
2
,
00

0
1
,
30

0
2,

2
00

1,
90

0
2
,1

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2,
0
00

2,
00

0
2
,
00

0
2
,0

0
0

1,
9
00

2,
1
00

32
,0

0
0

1,
65

0

4,
0
00

4
,0

0
0

4,
00

0
9
,
00

0
3
,0

00
4,

0
00

4
,
00

0

調理室

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y13

Y14

Y15
Y16

Y17

Y18

Y19

Y20

Y21

Y22

Y23

Y24

Y25

Y26

Y27

Y28

2,
1
00

1,
9
00

2
,0

0
0

2
,
00

0
1
,
10

0
1
,5

00
2,

0
00

2
,0

00
2
,0

0
0

1,
5
00

1
,5

00
1
,6

0
0

1,
00

0
2,

0
00

1
,8

0
0

2,
00

0
2,

0
00

2
,0

00

7
,
50

0
3
,
00

0
1
,6

0
0

3,
0
00

1
,8

0
0

3,
00

0
3
,0

00
2,

1
00

7
,0

0
0

外流し

収納4

プレイルーム(小)

プレイルーム(大)

トイレ
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トイレ

多目的
トイレ

収納2

検査室1

相談室1

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

男子
更衣室

女子
更衣室



真　 北

非常照明(埋込型)

配線リスト表

EM-EEF2.0-2C PF(22)

※：防火区画貫通部分には国土交通省認定工法とする。

特記事項

※：ケ-ブル損傷の恐れある箇所は電線管にて保護のこと。

電灯・動力盤

凡　例

記号 名　称 摘　要

非常電源内蔵型

EM-EEF1.6-2C PF(22)

Ne

Ne

Ne

Ne

Ne

Ne
Ne

Ne

Oe

Oe

Oe

Oe

Oe

Oe

Oe

Oe

Oe

26

設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮

尺

図面番号

E-08

A3 S=1/200

A1 S=1/100教育相談所建設工事

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

廊下

▽

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス エントランス

手洗い

男子
更衣室

女子
更衣室

男子
トイレ

女子
トイレ

図書室

収納
1

収納

収納4

3

給湯室

X0

X1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X10

X11X9
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1階平面図　S=1/100

▽

廊下

▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

所員室

多目的
トイレ

食器棚
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収納2

学習室・多目的室
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8 3

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

１階平面図(非常灯設備)

照明器具 Ne 照射範囲 半径3.6m
照明器具 Oe 照射範囲 半径4.8m

相談室1

相談室2 検査室2

Ne

Ne

Ne

Ne

Ne

Ne

検査室1

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

多目的スペース

学習スペース



真　 北

T1

T2

T3

2S

S
2SEET

2ET

配線リスト表

EM-EEF2.0-2C PF(22)

※：防火区画貫通部分には国土交通省認定工法とする。

特記事項

EM-EEF2.0-3C(1C接地線) PF(22)

※：ケ-ブル損傷の恐れある箇所は電線管にて保護のこと。

EM-CE5.5°-3C(1C接地線) PF(22)
5.5

凡　例

記号 名　称 摘　要

埋込コンセント(扉付) 2P15AS

2S

2SEET

埋込コンセント(扉付) 2P15Ax2

埋込コンセント(扉付) 2P15Ax2 接地極,端子付

電灯・動力盤

弱電端子盤

空調室内機 設備工事

2ET

EET

20A

EWP

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

2P15Ax2 接地端子付

2P15A 接地極,端子付

2P15A 接地付防水型

2P20A 引掛形

2S

2S

2SEET

2S

2S

2S

2S

2S

2S

2S

2S

2S

2ET

EEWP

EEWP

EEWP

2S

2ET

2SEET

2S

2S

2S

2S

2S

S

S

S

S

S

S

2S

2S

2SEET

2SEET

2SEET

2SEET

2SEET

2SEET

2S

2S

LM2

S

S

PAC-3-2

PAC-3-1

PAC-1-3

PAC-1-3

PAC-1-3

PAC-1-2

PAC-2-2PAC-2-2

PAC-2-2

PAC-2-1

PAC-1-1

PAC-1-1

PAC-2-2

PAC-3-1

1

1

11

1213

2

2

2

14

15

16

17

18

19

20

21

2 2P15Ax2 水平高低調整型床付コンセント

ET

ET

ET

23

24

25

EET

S

S

22

警備保障装置 別途工事

27

EEWP
給湯器用

WP

PF(16)

P
F
(1
6
)

RC用

RC用

給湯器リモコン用 PF(16)

リモコンケ-ブル配線は設備工事

B

ITV架

設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮

尺

図面番号
A1 S=1/100

A3 S=1/200

E-09

１階平面図(コンセント設備)

教育相談所建設工事

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)
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トイレ
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▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

多目的
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図書室

学習スペース

多目的スペース

プレイルーム(小)

プレイルーム(大)

給湯室

所員室

相談室2 検査室2

検査室1

相談室1

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用
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真　 北

LM2

UTP CAT6x3 PF(22)

凡　例

記号 名　称 摘　要

呼出し設備

テレビ共聴設備

R テレビ端子 端末 1端子

非常警報装置

モニター付インターホン端末

情報通信設備

電話モジュラージャック 床付　6極4芯

情報コンセント RJ45

弱電用端子盤

非常警報設備

複合装置

カメラ付ドアホン端末 玄関機

情報コンセント 床付　RJ45

以降
配置図参照△

LM1

151WP
P.B(SUS)

マスト：

UHF(全帯域型)20EL

壁面取付形(2.0m)

T1

T2

T3

配線リスト表

EM-EEF2.0-3C(1C接地線) PF(22)

UTP CAT6 PF(16)

UTP CAT6x2 PF(16)

※：防火区画貫通部分には国土交通省認定工法とする。

特記事項

※：ケ-ブル損傷の恐れある箇所は電線管にて保護のこと。

EM-S-5C-FB PF(16)

T EM-EBT0.5-2P PF(16)

T EM-EBT0.5-2Px2 PF(16)

T EM-EBT0.5-2Px3 PF(22)

T

T

T

T

通信

情報

呼び鉄線 PF(28)x1

呼び鉄線 PF(28)x1

情報 呼び鉄線 PF(22)x1

情報

呼び鉄線 PF(22)x1

TV

EM-S-5C-FB PF(16)

R ED

E5.5°VE(16)

カラ-カメラ付玄関子機

3 2896.8

1
2
8.

8

モニター付親機から供給

自動交互通話

1/5型カラーCMOS

自己消火性樹脂
壁取付形

電源電圧

材　　質

通話方式

形　　状

参考型番

カメラ

JS-DA

Ｄ

129 28

1
6
9

カラ-モニタ-付親機

AC100V　50/60Hz

壁取付形

電源電圧

材　　質

通話方式

形　　状

参考型番 JS-1ME-T

本体:自己消火性樹脂

拡声自動交互通話/プレストーク通話

モニター 3.5型TFTカラー液晶

EM-AE0.9-2C PF(16)

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

A

t

B P

D

Ｄ

ITV架

B
P

B
P

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

廊下

▽

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス エントランス

手洗い

男子
更衣室

女子
更衣室

男子
トイレ

女子
トイレ

検査室1

検査室2

相談室1

相談室2

図書室

収納
1

収納

収納4

3

給湯室

X0

X1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X10

X11X9

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

1階平面図　S=1/100

▽

廊下

▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

所員室

多目的
トイレ

学習スペース

多目的スペース

食器棚

廊下

収納2

学習室・多目的室

外流し
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設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮

尺

図面番号

E-10

A1 S=1/100

A3 S=1/200

教育相談所建設工事

１階平面図(弱電設備)
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設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月

A1 S=1/100

A3 S=1/200

M-01

教育相談所建設工事

機械設備 特記仕様書（１）

8 3

　　３．機器類の保温材の種別は、(※グラスウール保温材　・ロックウール保温材)とする。

Ｅ3・（ロ）・Ⅰ

Ｂ ・（ロ）・Ⅰ

Ａ1・（ロ）・Ⅰ

Ｃ1・（ロ）・Ⅲ

Ｄ ・（イ）・Ⅱ

Ｃ2・（イ）・Ⅱ

保 温 種 別

Ｄ ・（ロ）・Ⅰ

Ｃ2・（ロ）・Ⅰ

Ｅ3・（ハ）・Ⅲ

Ｄ ・（ハ）・Ⅲ

Ｂ ・（ハ）・Ⅲ

Ａ1・（ハ）・Ⅲ

Ｅ3・（イ）・Ⅱ

Ｂ ・（イ）・Ⅱ

Ａ1・（イ）・Ⅱ

ｅ3・（ハ）・Ⅶ

ｃ2・（ロ）・Ⅶ
ｂ ・（ハ）・Ⅶ

ａ1・（ハ）・Ⅶ

（厨房の天井内は含まない。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

18　防露保温工事

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

屋内露出（一般居室、廊下）

施　工　箇　所　　　区　　分　　　

（膨張管を含む。）

温　　水　　管

　水管を含む。）

　イラー等への補給

　膨張タンクからボ

（膨張管、空気抜管、

冷水・冷温水管

蒸　　気　　管

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

機械室、書庫、倉庫

屋内露出（一般居室、廊下）

（厨房の天井内は含まない。）

及び浴室、厨房内の多湿箇所

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

機械室、書庫、倉庫

屋内露出（一般居室、廊下）

（厨房の天井内は含まない。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

機械室、書庫、倉庫

（厨房の天井内は含まない。）

浴室、厨房等の多湿箇所

天井内、ＰＳ内及び空隙壁中

機械室、書庫、倉庫

屋内露出（一般居室、廊下）ド　レ　ン　管

　空気調和設備工事の保温の種別

　標準仕様書第２編によるほか下記による。

(注)１．冷媒管は、断熱材被覆銅管を使用し、外装は下記による。

　　　　屋内露出部　※保温化粧カバー（※樹脂製　・亜鉛メッキ鋼板製　・ＳＵＳ製）　

　　　　　　　　　　・保温化粧カバー（※樹脂製　・亜鉛メッキ鋼鈑製　・ＳＵＳ製）

　　２．施工種別Ｂの材料及び施工順序４、５に替え、アルミガラス化粧原紙を使用する。

　　　　屋外露出部　※溶融アルミニウム亜鉛鉄板ラッキング　　・ＳＵＳラッキング

　　章 項　　　目 特　　記　　事　　項

　　２　　工事場所
　　３　　工　　期

　　１　　工事名称
Ⅰ　工事概要

機械設備工事特記仕様書

建物別及び屋外
工　　事　　種　　目

○　排　　　煙　　　設　　　備

　　４　　建物概要

 ①
 ②
 ③
 ④
 ⑤

延面積
（㎡） 令別表第一

消防法施行　　構　造 　　 階　　数　　建　物　名　称 　　備　考

　　５　　工事種目（●印を付いたものを適用する。）

① ② ③ ④ ⑤ 屋外
工　　事　　種　　別

一　式

　　　　　現場施工期間
　　契　　 　 約  　　　日　　から　　令和　　年　　月　　日

●
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
特
 
記
 
事
 
項
 （

続
 
き）

●
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
特
 
記
 
事
 
項
 

○　厨　房　機　器　設　備

一　式

2025.12

　　 ８　工事範囲　　図示のとおり

　　 ９　機械設備工事概要

　　 　　・建築工事　　　・電気設備工事

　　 10　同時期発注の関連工事

Ⅱ　工事仕様

１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県機械設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）、

　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）、公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）

　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。
　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。
（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用

　　する。
（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

２　特記仕様

（１）章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものがなければ、※印を適用し、・印のものは適用しない。

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　章 項　　　目 特　　記　　事　　項

　本工事で　・設ける（規模　　　　　）　※設けない

１　機　　材　　等

　使用機材等については､ｱｽﾍﾞｽﾄ含有の有無を確認し､ｱｽﾍﾞｽﾄを含む機材は､使用しないこと｡
　「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」(グリーン購入法)に規定される
　特定調達品目に該当する機材は、その判断基準、配慮事項を満たすこと。
　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

２　電気保安技術者 　・置く　※置かない

３　施工条件 施工時間

※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外。
・上記以外の時間に施工する場合は事前に監督員と協議すること。

　 及び試験
　 試験、施工の検査

５ 機材の検査及び

　ただし、検査項目は残留塩素、pH値、臭気、外観、大腸菌、濁度、BOD、CODとする。

　試験は上記の飲用に供する場合の方法に従うものとする。
　状態に入った後速やかに（概ね３ヶ月以内）流入水・処理水の水質試験を行う。

※雨水利用システム及び排水再利用システムを設置したときは、工事完成後定常の使用
および⑫残留塩素の12項目とする。
酸態窒素、⑤塩化物イオン、⑥有機物、⑦pH値、⑧味、⑨臭気、⑩色度、⑪濁度

　ただし、検査項目は①一般細菌、②大腸菌、③亜硝酸態窒素、④硝酸態窒素及び亜硝
　て行うものとし、その結果は、監督員に提出するものとする。

　し、公立の保健所、試験所又は認定の試験所（事前に監督員の承諾を得る）に依頼し
　道法による「水質基準に関する省令」に基づく化学的、物理的及び生物化学的試験と

※飲用に供する設備機器の据付け及び取付け完了後、水質試験を行う。水質試験は、水

　検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書及び特別仕様書によるほか下記による。

４　技能士の適用
・熱絶縁施工（保温工事）・冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）
・配管施工（配管工事）　・建築板金施工（風道制作及び取付け）

６　監督員事務所

　　届出手続等

　工事の着手、施工、完成に当り、関係官公署などへの必要な届出手続等は受注者が

代行し遅滞なく行う。

　本工事に必要な工事用電力及び水などの費用は、すべて受注者の負担とする。

　すべて受注者の負担とし、構内につくることが　※できる　・できない

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。　・本工事とする。

７　官公署その他への

８　工事用電力・水等

９　工事用仮設物

10　足場・さんばし類

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のもの
　とする。なお、資材名、製造所名及び発注先を記載した報告書を監督員に提出する。

●
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項
 
特
 
記
 
事
 
項
 

　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施すること。

　埋め戻し後の建設残土は、※監督員が指示する構内の場所に敷きならす。

　　　　　　　　　　　　　・構外搬出適切処理する。

　　再生アスコン使用

　再生砂の使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌の汚染

※引渡しを要するもの以外は構外に搬出し、適切処理する。

　　　　（構外搬出処理費は　※本工事　・別途）

 （１）引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 （２）買取処分をするもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 （３）再生資源化を図るもの（・硬質塩化ビニル管　・　　　　　　　　　）

 （４）特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

（１）機器等の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（１）地中埋設配管（排水管を除く）

　　１）地中埋設標（コンクリート製）　　　※要（図示の箇所）　　　　・不要

　　２）地中埋設鋲（キャッツアイ）　　　　※要（舗装部の分岐、曲部）・不要

　　３）埋設表示テープ（２倍折込み）　　　※要　　　　　　　　　　　・不要

震度Ｋ （Ｋ （Ｋ ／２）を用いて計算する。Ｖ Ｈ

設計用水平震度

設置場所

上層階
屋上及び塔屋

重要機器

中間階

１階及び地下階

一般機器 重要機器 一般機器

耐震安全性の分類

2.0

(2.0)

1.5

(2.0)

1.5

(1.5) (1.5)

(1.0) (1.0)

1.0

0.61.0

1.5

(2.0) (1.5)

1.0

0.6

(1.0)(1.5)

1.0

0.6

(1.0) (0.6)

0.4

<2.0> <1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<0.6>

<0.6>

1.0

に係る環境基準に適合することを確認すること。

（２）電動機出力、燃料消費量及び圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

　※根切土の中の良質土（但しコンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）　・山砂の類12　埋め戻し土・盛土

13　再生砂､再生砕石､

14　発生材の処理等

15　容量等の表示

16　配　　管

17　耐震施工

ボルトを選定すること。

　　　(注)（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

※上層階とは２～６階建の場合は最上階､７～９階建の場合は上層２階､

　10～12階建の場合は上層３階､13階建以上の場合は上層４階）

　中間階とは地下階,１階を除く各階で上層階に該当しないもの （平屋建の場合は無し）

重要機器は次のものを示す。

　 　 給水装置　　　 排水装置　　　　　 換気機器　　　 空調機器　　　 熱源機器

　 　 防災設備　　　 監視制御設備　　　 危険物貯蔵装置

　 　 火を使用する設備　　　 避難経路上に設置する機器　　

を受けるものとする。

　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員の承諾

　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、アンカー

　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又は十分な技

能及び経験を有した者が行うこと。

　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録を添付する

こと。

埋込みの完了が分かる記録を添付すること。
　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセル挿入、

　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

17-1 あと施工アンカー

11　建設発生土の処理

　ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度Ｋ 及び設計用鉛直

　設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

　設備機器の固定等は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行政法人

建築研究所監修）を参考とする。

Ｈ

・特定の施設 ・一般の施設

　※再生砂などは使用できない。

　・監督員の承諾を得て、再生砂などを表層を除く箇所に使用できる。

19　防　凍　保　温

20　塗　　　装

　ただし、自動制御設備に関わる配線は標準仕様書の自動制御設備の項による。

21　電　　　線

　ダクトの保温の種別

Ｌ ・（ロ）・Ⅷ

Ｍ ・（ロ）・Ⅸ
消音チャンバー・消音エルボ

サプライチャンバー消音内貼り

Ｎ ・（ロ）・ⅩⅠ屋内隠ぺい、ＤＳ内

屋内露出（機械室、書庫、倉庫）

屋内露出（一般居室、廊下）

Ｉ ・（ロ）・ⅩⅠ

円 形 ダ ク ト

（厨房の天井内は含まない。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む。）

屋内隠ぺい、ＤＳ内

屋内露出（機械室、書庫、倉庫）

長 方 形 ダ ク ト

保 温 種 別施　工　箇　所　　　区　　分　　　

（厨房の天井内は含まない。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む。）

屋内露出（一般居室、廊下）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

　　　区　　分　　　

ａ1・（ハ）・Ⅶ

ｂ ・（ハ）・Ⅶ

施　工　箇　所 保 温 種 別

給 水 管

天井内

ＰＳ内及び空隙壁中

　給排水衛生設備工事の保温の種別

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む。）

及び浴室、厨房等の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

ｅ3・（ハ）・Ⅶ

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内

ＰＳ及び空隙壁中

 　　　━

 　　　━

ｃ2・（ロ）・Ⅶ

県営住宅ＰＳ内

ｃ2・（ロ）・Ⅶ

ｃ2・（ハ）・Ⅶ

　 　　━

　 　　━

及び浴室、厨房等の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

（膨張管、空気抜管、

　膨張タンクからボ

　イラー等への補給

　水管を含む。）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内

ＰＳ内及び空隙壁中

給 湯 管

ｃ2・（ロ）・Ⅰ

ｄ ・（ロ）・Ⅰ

屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む。）

　　６．便所内露出ＳＵＳ管及び流し内露出ＳＵＳ管は保温を要しない。

(注)１．消火、排水及び通気管のうち見えかかり部は塗装を施す。

　　３．施工種別ｂの材料及び施工順序３､４に替え､アルミガラス化粧原紙を使用する｡

　　４．機器類の保温材の種別は、（※グラスウール　　・ロックウール）とする。

　　２．排水管の管種が耐火二層管、耐火ＶＰの場合は、保温を要しない。

　下記仕様により防凍保温を行う。

　　・保温材をグラスウールとし、凍結防止ヒーターを設置。

　　５．消火管屋外露出部保温仕様は、e3・（ハ）・Ⅶとする。

　　原則としてＦ☆☆☆☆とする。

　※ロックウール・グラスウールのホルムアルデヒド放散量による区分は、
　　　　を採用する場合は、施工箇所によらず保温を要しない。
　　７．空調設備を要する便所（特別支援学校等）以外の便所で高密度ポリエチレン管

排水及び通気管

　　※保温仕様は保温厚さを40mmとする｡

※屋外露出給水管（呼び径20以下のみ）は、保温厚40mmの防凍保温を行うこと。

・図示の屋外露出部（給水管、消火管、給湯管、膨張管、弁類を含む。）は

(注)１．厨房ダクトの保温材は、管轄消防の規則を確認の上、選定すること。

屋外露出及び浴室、厨房内の多湿箇所

（厨房の天井内は含まない。）

ａ1・（ロ）・Ⅰ
ｂ ・（ロ）・Ⅰ

ｅ3・（ロ）・Ⅰ

Ｊ1・（ロ）・ⅩⅠ

Ｉ ・（ロ）・ⅩⅠ

Ｋ3・（ロ）・ⅩⅠ

Ｏ1・（ロ）・ⅩⅠ

Ｎ ・（ロ）・ⅩⅠ

Ｐ3・（ロ）・ⅩⅠ

露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗装を行わ
ない。

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

　特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブルとし、露出

部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

 　　　━

 　　　━

　電動ドリル等の刃が鉄筋、金属配管等に接触した場合に、自動で電動工具の電源を

遮断する装置を使用する。

　やむを得ずそれ以外の工法を採用する場合は監督員の承諾を受ける。

25　絶縁継手の設置

24　既設管分岐・接続

23　管の埋設深さ

※５０Ａ以下は絶縁ユニオンとし、それ以上は絶縁フランジ　・全て絶縁フランジ

※鋼管と銅管及びこれに類する部分　※鋼管とステンレス管及びこれに類する部分

※コンクリートの建築物に出入りする箇所の付近の露出部配管

　　・種別

規定された工法による。

　既設管に接続・分岐する場合は、原則として新設時の接合方法として標準仕様書に

　　300ｍｍとする。

（３）その他の場所では、地表面(舗装する部分では路盤材下面)から管の上端まで

（２）構内車両通路では、路盤材下面から管の上端まで６００ｍｍとする。

（１）公道上は、道路管理者の指定する深さとする。

図面に明示する箇所についてＸ線撮影調査を実施すること。

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開け及びあと施工アンカー打設前に、22　はつり及びあと

　　施工アンカー打設

　受注者は法定外の労災保険に付し、証書の写しを監督員に提出する。

が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出する。

　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを火災

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に帰属するものとする。

　　取合区分 支障を来さない時期までに、必要な位置、大きさなどを明示し、監督員と打合わせる。

　スリーブ、箱入れその他工事との取合いは、工事区分表によるものとし、施工に

　　　　　　　　　　（平成30年6月22日付け基発0622第2号）による

　※使用を要する　　墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

　（フルハーネス型）

　配管等の識別は、その方法等について監督員と協議のうえ行うこと。

　・使用を要しない

26　他工事との

27　施工図等の取扱い

28　保　　　険

29　配管識別

30　墜落制止用器具

　三相誘導電動機はＪＩＳ Ｃ ４２１３（ＩＥ３）トップランナーモーターとする。31　誘導電動機

　　電子納品

を記載すること。

　また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は出力、数量等）

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載すること。
32　完成図書の

は市長あてに報告すること。

13　そ　の　他 （１）図面上の縮尺は、ＪＩＳ　Ａ1版とした縮尺とする。

（２）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

●
 
改
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一
 
般
 
事
 
項
 （

付
 
加
 
事
 
項）

１　共通事項 　改修工事で特別に付加すべき事項について指定するものとし、それ以外は本特記仕様

書の一般共通事項による。

２　改修部分の足場 　本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

※足場を設ける場合は､「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」(厚生労働省

　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法に関するガイドライン」により、

　「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能

　を有する足場とし､足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の

　組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

　行うものとする。

３　既存部分養生・　

　　既存家具等養生

　　　・本工事で負担とする。（種別は（２）による。）

（２）本工事で単独で必要となる養生は、下記による。

　　　※ビニールシート　・合板　・　

４　備品等の移動 　・別途工事　・本工事　※接続配管等の取外し、接続は本工事

５　仮設間仕切り （１）関係請負業者と共用部分

　　　・本工事で負担とする。（種別は（２）による。）

（２）本工事で単独で必要となる仮設間仕切りは、下記による。

６　撤去後機材の扱い （１）改修部分の機材は原則として撤去後新品に取替えるものとし、再使用する場合は

　　　図示区分による。

（２）撤去後再使用の指定がない機材のうち、撤去後使用価値を有すものは、現場発生

　　　品として監督員に報告する。

　　　それ以外の機材は種類別に産業廃棄物として分別処分し、マニフェストを監督員

　　　に提出する。

７　支持金物の再使用

（２）外部足場　※Ａ種(枠組足場)　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種

８　あと施工アンカー

　　の種別

　金属拡張アンカー又は接着系アンカーを使用するものとし、その使用については、

監督員の承諾を受けるものとする。

　冷媒管の撤去に当たっては、すべてのフロンガスを回収し下記の方法で処理する。

　※破壊プラント搬入　・フロン再生後引き渡し　・未再生引き渡し

９　フロン回収

（２）形鋼支持金物等　・再使用できる　※新品

　　　　　　　　　　　※新品

（１）インサート金物　・インサートの径毎に引張試験を行った場合は、再使用できる

　　　※別契約の関係受注者が定着したものは無償で使用できる。

（１）関係受注業者と共用部分

　　　※別契約の関係受注業者が定着したものは無償で使用できる。

（１）内部足場　※　脚立足場　　・枠組足場　・　

10　総　合　調　整

11　既設基礎類の解体

　　はつり 現場内で使用する重機等は、解体建築物の位置及び規模に応じた機種及び規格のものを

　建設機械は、原則として、排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用すること。

選定すること。

・全体再調整　※改修部及び影響部のみ調整

　粉じんの飛散等により周辺環境に影響を及ぼさないよう適宜散水や粉じん発生源を覆
うなど環境対策に配慮すること。

12　アスベスト事前

　　調査結果の報告

　全ての建築物、工作物において大気汚染防止法及び石綿障害予防規則の事前調査を建

築物石綿含有建材調査者により実施し、アスベスト使用有無に関わらず、結果を知事又

　「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づき処理すること。

すること又、工事に先立ち、「工事のお知らせ」等を配布し、周知する。

　工事に先立ち、監督員と打合せの上、住民及び関係自治会等に対して工事説明を実施33　そ　の　他

　　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

　　行うこと。

　　では学校運営に支障を与えない期間、その他の施設では施設管理者と打合せし

（３）特に騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については、原則として学校

　　て設定すること。

　に行うこと。

　確認は、一時取外し前、再取付け後の双方で行うこと。新規設置の場合は設置後

　（一財）日本石油燃焼機器保守協会）が行い、記録を整備すること。なお、動作

　製造者認定の代理店等に所属する「石油機器技術管理士」の登録を受けたもの（

　　ＦＦ式温風暖房機の一時取外し、再取付、新規設置及び動作確認は、製造者又は

（４）ＦＦ式温風暖房機の撤去・再取付、新規設置について

教育相談所建設工事

埼玉県八潮市中央三丁目29番17地内

教育相談所 軽量鉄骨造 1階 464.25 (15)項

●　空　気　調　和　設　備

●　換　　　気　　　設　　　備

●　自　動　制　御　設　備

●　衛　生　器　具　設　備

●　給　　　水　　　設　　　備

●　排　　　水　　　設　　　備

●　給　　　湯　　　設　　　備

●　消　　　火　　　設　　　備

●　ガ　　　ス　　　設　　　備

一　式

一　式
一　式

一　式
一　式
一　式

一　式

教育相談所　新築に伴う機械設備工事一式

9

9　　契　　 　 約  　　　日　　から　　令和　　年　　月　　日

 　　６　指定部分

　完成図書の電子納品運用ガイドライン　　　・適用する　　　　※適用しない

　完成図の提出部数は、Ａ２二つ折り製本3部とする。

　建築、電気設備、機械設備をまとめて製本する。

 　　７　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間 現場施工に着手するまで

8 9

8 9



設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月

A1 S=1/100

A3 S=1/200

M-

教育相談所建設工事

機械設備 特記仕様書（２）

8 3

02

（５）ドレン管（屋外）　※硬質塩化ビニル管ＶＰ(カラー)　・郤管用炭素鋼鋼管（白）　

　　　　　　　　　　　　　※高密度ポリエチレン管（消火用）

　　　　　　　　　地中埋設・ＳＧＰ－ＶＳ　　・ＨＩＶＰ

　　　　　　　　　　　　　※高密度ポリエチレン管（消火用）

　　　　　　　　　地中埋設・ＳＧＰ－ＶＳ　　・ＨＩＶＰ　

２　漏洩検知装置

　　　　　　　　　地中埋設　※ ガス用ＰＥ管　　  ・　

３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として

２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員

設計変更の対象としないものとする。

と協議するものとする。

２　受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

ばならないものとする。また、中間処理業者及び収集遀搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき

第１条　この特記仕様書は、埼玉県機械設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

とする。

４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律におい

・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）
・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるものである。

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収
した濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に遀搬及び処理するもの

２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結し
なければならないものとする。

３　受注者は、自ら遀搬を行う場合を除き、汚泥の収集遀搬業の許可を受けている業者と産業

廃棄物収集遀搬委託契約を締結しなければならないものとする。

て定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、遀搬及び処理に関する方法を定めなけれ

締結した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

２　受注者は、別の中間処理施設を遥定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）
・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

標準仕様書第5編１･６･１の表5.1.7安全装置の表中の△の項目はすべて遚用とする。

　　の遚用

３　安全装置の機能

※レバー式泡沫水栓　・自動水栓２　シンク用水栓

　原則として、移動を前提とする厨房機器を除き地震時に転倒及び位置ずれを起こさ

ないよう、床又は壁に堅固に取り付ける。

１　厨房機器の固定

・液化石油ガス　　一般郤管　※ 合成樹脂被覆鋼管　・ ＳＧＰ（白）　

・邴市ガス　ガス事業者の供給規定による。埋設郤管はＰＥ管を原則とする。

　ガス設備工事の施工者にガスの供給権は付帯しない。

　　供給権

３　液化石油ガスの

　漏洩検知装置は、流量検知式圧力監視型とする。

１　郤管材料

・標準図施工４（　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））　

※埋設用フレキシブルジョイント２本をＬ字状に設ける。

　図示邪分について下記のとおり施工する。２　建物導入邪郤管

不活性ガス消火用　※ＳＴＰＧ370（白）Sch40　・ＳＴＰＧ370（白）Sch80

消火用　　　　　　一般郤管※ＳＧＰ（白）　　・ＳＴＰＧ370（白）Sch40

屋内消火栓用　　　一般郤管※ＳＧＰ（白）　　・ＳＴＰＧ370（白）Sch40１　郤管材料

（１）規格はＪＩＳ又はＪＶとし、指定なきものは５Ｋ、それ以外は図示による。

飲用の場合は、80℃以上で使用可能なものとし、「熱湯注意」の表示をする。

※屋外設置の潜熱回収型　・PS扉内設置の潜熱回収型　

５　電気給湯器

４　ガス瞬間湯沸器

（２）ステンレス管に取付ける弁は、JV8-1による。

３　弁　　　類

※鋼管とステンレス管及びこれに類する邪分

※鋼管と銅管及びこれに類する邪分

　取付邪は下記による。２　絶縁フランジ

・ポリブテン管（さや管ヘッダー工法）

・一般郤管用ステンレス鋼管

・露出邪　Ｍ銅管　その他　保温付被覆銅管（Ｍ銅管）１　郤管材料

　・掃除口付きソケット　※満水試験用掃除口ソケット

４　桝の遚用 　別紙桝表による。

　３階以上にわたる排水立て管には、各階毎に次の継手を設ける。

　洗面器等に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップする。

３　満水試験継手

２　洗面器等の排水管

４．樹脂管には熱伸縮による破損を防止する措置を講ずること。

　固定コマ式とする。

・水抜き栓を使用する場合は、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。ただし屋内は

※給湯用水栓を除き大きさの呼び１３の水栓は、節水コマとする。３　水　　栓

※親メーター（※貸与品　・　　　）　・子メーター（※買い取り・　　　）４　量　水　器

・標準図施工４（　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））　

※埋設用フレキシブルジョイント２本をＬ字状に設ける。

図示邪分について下記のとおり施工する。８　建物導入邪郤管

※水遈事業者指定品　・標準図ＭＣ形５　量水器桝

それ以外は図示及び標準仕様書による。

　規格はＪＩＳ又はＪＶとし、水遈直結邪分は１０Ｋとし、指定なきものは５Ｋ、６　弁　　　類

・防寒コンクリート水栓柱（１２００Ｌ）　※不凍給水栓　７　水　栓　柱

舗装の復旧も含む。

　水遈本管からの給水取出し工事は、本工事範囲とする。また、取出し邪における１１ 本管取出し

　水遈利用加入金は、別途とする。ただし、水遈事業者との調整は本工事に含む。１０ 水遈利用加入金

うえ施工すること。

　水遈事業者の集合住宅に関する戸別検針規程に遚合するように関連工事業者と調整の９　検針方法

図面及び特記仕様書に記載された耐震強度、容量、寸法を満たすものであればよい。

　一体形タンクについての標準図は一般的な形状及び数値を示すものであって、２　一体形タンク

９．住戸内は、さや管ヘッダー郤管システムとする。

※ポリブテン管
・架橋ポリエチレン管

８．樹脂管には熱伸縮による破損を防止する措置を講ずること。

７．地中埋設邪（水遈直結邪分）は水遈事業者の指示による。

　　　一般邪（・圧縮 ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｽ ※拡管）便所・廊下流し廻り露出郤管（※拡管）とする。

　　　 し、管と継手を電気融着にて接合するものをいう。

　 ６．高密度ポリエチレン管とは、主材料に高密度ポリエチレン樹脂（ＰＥ１００）を採用

　　　 の使用も可とする。

　 ５．口径２５Ａにて大便器等に接続する場合は、施工状況に応じて高密度ポリエチレン管

(注)１．ＳＵＳとは、JIS G 3448 またはJWWA G 115 に規定するステンレス鋼管とし、継手は

　 ２．ステンレス管に取付ける弁は、JV8-1による。

　 ４．建物導入邪において、ポリエチレン管と異種管を接合する場合は、接合邪が容易に

　 　　点検できるように点検用桝を設ける。

　 ３．飲料水以外の給水管は、系統別に管外邪に郤管識別テープを巻く。また、誤接続がな

　 　　いことを確認するため衛生器具の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通水試験を行

　 　　う。

※ＨＩＶＰ　・水遈用ポリエチレン管　　

・ポリブテン管※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ

※ＳＵＳ

・
・水遈郤水用ポリエチレン管（ＰＥ）

※ポリブテン管（１０ｍｍ保温付）

※高密度ポリエチレン管（３２Ａ以上）

中
水
郤
管

便所天井内

便所空隙壁内又は衛生器具等接続管

その他の邪分

※ポリブテン管

保温をしない屋外露出邪

地中埋設邪（一般邪分）

便所天井内、ＰＳ内（注５）

・ポリブテン管※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ湿潤シンダー内郤管

・ポリブテン管※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

・ポリブテン管※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ

※ポリブテン管（１０ｍｍ保温付）

※高密度ポリエチレン管（３２Ａ以上）

便所空隙壁内又は衛生器具等接続管

便所天井内

その他の邪分

※ポリブテン管

便所天井内、ＰＳ内（注５）

※ＨＩＶＰ　・水遈用ポリエチレン管　　

※ＳＵＳ

地中埋設邪（水遈直結邪分）

・
・水遈郤水用ポリエチレン管（ＰＥ）

・水遈郤水用ポリエチレン管（ＰＥ）
上
水
郤
管

保温をしない屋外露出邪

地中埋設邪（一般邪分）

・

・ＨＩＶＰ　・水遈用ステンレス鋼管

県営住宅　住戸内

※ＳＵＳ　・ＨＩＶＰ　・ポリブテン管ウエット厨房、浴室等の湿潤シンダー内郤管）

・ポリブテン管※ＳＵＳ

※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　

　郤管材料は　※下記　・図面指示（図面指示が不足する箇所は下記）　による。

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1)又は耐火ＶＰ

※ＳＧＰ（白）・　

耐火性能を要求される箇所

厨房等の温排水

管　種　別施　工　箇　所
床下、暗渠内(ピット内、共同溝を含む｡)

１　郤管材料

　郤管材料は　※下記　・図面指示（図面指示が不足する箇所は下記）　による。

床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）

施　工　箇　所 管　　種　　別
１　郤管材料

　　　３．原則として雑排水郤管、汚水郤管の管接合邪はＹ４５度で行う。

　　　２．雨水排水を含む場合は、雨水排水管は雑排水郤管の材料種別による。

（注）１．リサイクルＶＰ、リサイクルＶＵはJIS K6741の規格をもつ塩ビリサイクル管、

　　RF-VP、RS-VU又は、REP-VUは標準仕様書第２編２．１．２．６による。

耐火性能を要求される箇所

・ＳＧＰ（白）

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1)又は耐火ＶＰ

・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

その他の邪分 ※リサイクルＶＰ又はＲＦ－ＶＰ　・ＶＰ　

通
気
郤
管

・ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　

※ＲＥＰ－ＶＵ(軽荷重の場合)　　　

・ＳＧＰ（白）

雑
排
水
郤
管

・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　床下、暗渠内(ピット内、共同溝を含む｡)

耐火性能を要求される場所

・排水用ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1)又は耐火ＶＰ

※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　その他の邪分

共
通

汚
水
郤
管

・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※ＲＦ－ＶＰ又はリサイクルＶＰ　・ＶＰ　その他の邪分

地中埋設邪 ※ＲＳ－ＶＵ又はリサイクルＶＵ　・ＶＵ　

　トイレブースに設置する。

12　そ　の　他 　衛生設備器具の遚用等の必要なことは別途衛生設備器具表による。

11　擬音装置

・耐火二層換気管　※フレキシブルダクト（・保温付　・保温無）

JIS B 2061（自動水栓）による電気開閉式とし、小便器（※一体形・分離形）とする。

　　換気用耐火二層管）を使用できる。

（１）排気ダクトのうち下記箇所は硬質塩化ビニル管（ＶＵ）（防火区画貫通箇所は

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（※遒隔　・　　　）定格入力ＤＣ24Ｖ，0.7Ａ以下

　騒音の測定　　　　　　　　・する　※しない

○
 
排
 
煙
 
設
 
備

　天井内隠ぺい電線は、図面に特記のない限りケーブル郤線とする。

・ステンレス製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）・塩ビ製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）　

※全熱交換器用の隠ぺい邪ダクト

・高圧１ダクト（亜鉛鉄板製）　　　　　　　・高圧２ダクト（亜鉛鉄板製）　

　それ以外の邪分　　　　　　　※アングルフランジ工法

　風量測定　　　　　　　　　※する　・しない

　風量調整　　　　　　　　　※する　・しない８　試遀転調整

　範囲は図示による）　　　　　　　　　　　　　　　　

※（※厨房　・湯沸室　・　　　）用の隠蔽ぺい邪ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅸとし

　１ｍの邪分とする。

　　保温施工範囲は、給気用ＯＡダクトは全て、また、排気用ＥＡダクトは外壁より

　　仕様はＮ・（ロ）・ⅩⅠとする。

　下記のダクトの保温を行う。７　保　　温

クトには設ける

（２）水抜き管は（※厨房、浴室　※結露水が滞留する邪分　・　　　　　）の排気ダ

　※浴室（シャワー室、脱衣室を含む）　・　

　　ダクト

６　多湿箇所の排気

（２）ピストンダンパー　復帰方式（※遒隔　・　　　）

５　ダンパー

（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し

　　・３００×３００　・３００×５００　※４００×６００　・５５０×７５０

　　下記のとおりとする。

（２）消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設けるものとし、点検口の大きさは

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。４　チャンバー

　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト，外気取入ダクト

　取付け箇所は、図示した箇所及び下記の箇所とする。３　風量測定口

(注)１　使用区分は図示による。

※スパイラルダクト（※亜鉛鉄板製　・ステンレス製）　・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）２　円形ダクト

　　　　　　　　　　　　　　　・アングルフランジ工法

　長辺の長さ１５００ｍｍ以下　※共板工法　・スライドオンフランジ工法

※低圧ダクト（亜鉛鉄板製）１　長方形ダクト１　長方形ダクト

　屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管郤線とする。

　使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線またはＥＭケーブルとする。３　電気計装用機材

　図示による２　構成・機能

・有り　※無し１　中央監視制御装置

検査方法に準ずる。

建築設備定期検査業務基準書（（一財）日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の４　排煙風量測定

開放及び復帰方式　※ワイヤー式　・電気式（遒隔操作　・不要　・要）

　　装置

３　排煙口手動開放

・壁取付　（・スリット形　・スイング形）

※天井取付（・スリット形　※スイング形）２　排煙口の形式

※亜鉛鉄板　・　１　ダ　ク　ト

※ＡＣ１００Ｖ　・乾電池等　・自己発電４　自動水栓類の電源

（２）水抜き栓を使用する場合は、水栓は固定コマ式とする。

（１）器具付属止水栓は　※ドライバー式　・ハンドル式３　衛生器具付属水栓

２　バリアフリー対応

・鏡　　　　※６００×８００（耐食鏡）　・傾斜鏡（・照明無　・照明付）

　　　　　　※スライドバー　・フック　　※止水機能付節水形シャワーヘッド

・シャワー　※サーモスタット式　・ミキシング式

・洗面器　　※自動水栓（・全邪　※一邪）　・レバー式水栓（一邪）

　　　　　　手すり（・本工事　※別途工事）

・小便器　　※全邪ストール形　・一邪ストール形

１　小便器用節水装置

　　ないようにする。

10　水せっけん入れ

９　標　記　板

８　排水器具用ｺﾞﾑ継手

７　掃除流し

　せっけん供給栓等がない場合は、監督員と協議のうえ洗面器、手洗い器に設ける。

すく各トイレ毎に表示する。

　大便器、小便器の洗浄水用に雨水等の利用をしている場合は、その旨をわかりや

※使用できる　・使用できない

※共栓なしとする。　・共栓付とする。

（５）リモコン　・ＡＣ１００Ｖ　・乾電池等　※自己発電

・上層階で使用する大便器洗浄弁は、現地給水管の流動圧を確認し、必要に応じ

　低圧形とする。

・洗浄弁操作方式は、※手動式・電気開閉式（※センサー式・タッチスイッチ式）

　器具表又は下記の場合を除き、※節水Ⅰ型・節水Ⅱ型とする。

　　洗浄用タンク

６　大便器洗浄弁・　

（４）使用流体は、飲料用水遈水とする。

（３）温水洗浄加熱方式　　※瞬間式　・貯湯式

（２）機能種別　　※温水洗浄　※脱臭　・温風乾燥　・トイレ室内暖房

（１）JIS A 4422（温水洗浄便座）とする。５　暖房便座

（２）冷媒　ＨＦＣ（ Ｒ４１０Ａ、Ｒ３２又はＲ４０７Ｃ ）

（３）埼玉県グリーン調遉推逭方針で掲げる成績係数を満たす機器とする。

　　　　使用すること。

　（注１）Ｒ４１０Ａを採用した場合、冷媒郤管は機器の設計圧力を満足するものを

　（注２）Ｒ３２を採用した場合、冷媒郤管の断熱材被覆銅管は難燃性のものを使用

　　　　すること。

（１）圧縮機原動機の制御方式　　　　　※回転数制御　・オンオフ制御　

　標準仕様書によるほか下記による。

　　ポンプ空調機

18　空気熱源ヒート

（注）樹脂管には熱伸縮による破損を防止する措置を講ずること。

　規格はＪＩＳ又はＪＶとし、指定なきものは５Ｋ、それ以外は図示及び共通仕様書による。12　弁　　　類
また、鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

13　温　度　計

※ダクト接続形空気調和機のサプライチャンバー、レタンダクト、

※熱源機器の冷温水管(出入口共)､冷却水管(出入口共)　※空気調和機の冷温水管(出入口共)

　取付邪は下記による。

　工事対象範囲の既設機器遀転状態の記録　　※する　・しない

  37.1℃

  49.4％　 0.5℃

　47.1％

　温度（ＤＢ） 　湿度（ＲＨ）

　　　ドレン管（屋内）　※保温機能付空調用ドレン管（ｴｽﾛﾝACﾄﾞﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟ相当品）　

　　　　　　　　　　　　・郤管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管ＶＰ

　　　（消防協議事項：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（８）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管

 　　　　　　 遯　管　　※圧力郤管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40　　・ステンレス鋼管

（７）蒸気管　給気管　　※郤管用炭素鋼鋼管（黒）　・　

（６）油管　　　　　　　※郤管用炭素鋼鋼管（黒）　・　

　　　ただし、保温機能付空調用ドレン管は、水圧１ｍを超える郤管には使用しない。

　　　　　　　　　　　　・耐火二層管ＶＰ（ＦＤＰＳ－１）　

　騒音の測定　　　　　　　　　　　　　　　・する　※しない

　水量調整　　　　　　　　　　　　　　　　・する　※しない

　風量調整　　　　　　　　　　　　　　　　※する　・しない

　室内気流及びじんあいの測定　　　　　　　・する　※しない

　初期遀転状態の記録　　　　　　　　　　　※する　・しない

　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト､外気取入ダクト､空調機出口チャンバーの分岐ダクト

・ステンレス製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）・塩ビ製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）　

　　　　　　　　（保温厚mm　ガス管　※20以上　・10以上　液管　・20以上　※10以上）

（４）冷媒管　　　　　　※断熱材被覆銅管

（３）ブライン管　　　　※郤管用炭素鋼鋼管（黒）　・　

（２）冷却水管　　　　　※郤管用炭素鋼鋼管（白）・　

（１）冷温水管　　　　　※郤管用炭素鋼鋼管（白）・　11　郤管材料

（２）ピストンダンパー　復帰方式（※遒隔　・　　　）

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（※遒隔　・　　　）定格入力ＤＣ24Ｖ，0.7Ａ以下10　ダンパー

※亜鉛鉄板製　・グラスウール製

　　ボックス

９　吹出口及び吸込口

　　ないようにする。

（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し

　　・３００×３００　・３００×５００　※４００×６００　・５５０×７５０

　　大きさは下記のとおりとする。

　　及びダクト系で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設けるものとし点検口の

（２）ダクト接続形の空気調和機等に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバ

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。８　チャンバー

　取付け箇所は、図示した箇所及び下記の箇所とする。７　風量測定口

(注)１　使用区分は図示による。

・換気用耐火二層管（大臣認定品）　※フレキシブルダクト（・保温付　・保温無）

※スパイラルダクト（※亜鉛鉄板製　・ステンレス製）　・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）６　円形ダクト

・高圧１ダクト（亜鉛鉄板製）　　　　　　　・高圧２ダクト（亜鉛鉄板製）　

　それ以外の邪分　※アングルフランジ工法

　　　　　　　　　　　　　　　・アングルフランジ工法

　長辺の長さ１５００ｍｍ以下　※共板工法　・スライドオンフランジ工法

※低圧ダクト（亜鉛鉄板製）５　長方形ダクト

※別途　・本工事４　煙　　　突

（３）ばいじん量測定口　※設ける（測定口は８０Φとする）・設けない

（２）ばい煙濃度計　※設ける　・設けない

（１）鉄板厚　　（※３．２ｍｍ　・４．５ｍｍ　）３　煙　　　遈

※本工事　・別途２　総合試遀転調整

※外気処理用エアコンの屋内設定値は、夏期湿度50%とする。

　　　％

　　　％

　　　℃

　　　℃

　湿度（ＲＨ）　温度（ＤＢ）

　　　％

　　　％

　湿度（ＲＨ）

　　　℃

　　　℃

　温度（ＤＢ）

　　　％

　湿度（ＲＨ）
　　　％

　20　℃

　28　℃

　温度（ＤＢ）

外　　気

冬　期
夏　期

　一　般　系　統
屋　　　内１　設計温湿度

※冷温水ヘッダー（往）及び各遯り管　※熱交換器の温水管（出入口）　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外気取入ダクト及びレタンチャンバー

・熱源機器の冷温水管、冷却水管の出入口どちらかに（※固定形　・着脱形）を設ける。

・空気調和機の冷温水管の出入口どちらかに（※固定形　・着脱形）を設ける。

16　油面制御装置

15　瞬間流量計

14　圧　力　計

※直交流式　・向流型

※レジオネラ属菌殺菌剤等の自動薬剤注入装置　※自動ブロー装置　・　

補給水は、水遈水とし、補給水接続管邪分に清掃用の水栓を分岐して設ける。

なお、フロートスイッチ邪と制御装置の郤管・郤線は製造者標準仕様とする。

　　　　　　　・返油ポンプ制御　　）の端子を設ける。

　制御盤には（※給油ポンプ制御　※満減油警報　・遒隔警報　・電磁弁制御

※往又は遯どちらかの冷温水ヘッダーの各接続管へ（※固定形　・着脱形）を設ける。

による。なお、着脱邪の指示邪は（※１個　・　個）付属とする。

　瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とし、型式及び取付邪は下記

※冷温水ヘッダー（往）及び各遯り管　※熱交換器の温水管（出入口）　・　

※空気調和機の冷温水管（出入口共）

※熱源機器の冷温水管（出入口共）、冷却水管（出入口共）

　取付邪は下記による。

17　冷却塔

2025.12

　　　　　　　　　　　　※郤管用炭素鋼鋼管（白）　・　
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雨水桝(鋳鉄格子蓋)

設　計

訂　正

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

図面番号
縮

尺

日令和

令和

令和

年 月

日年 月

日年 月

S=1/100

真　 北

配置図

1
00

V
P

以降
平面図参照

RD

RD

RD

RD

RD

RD

RD

RD

△

以降
平面図参照

△平面図参照
以降

△
△

△

平面図参照
以降

オリフィス

VP100

雨水水路に放流

(VP40)

1
0
0
VP

10
0
VP

100VP

65

65

300H

420H

雨水桝
500H

雨水桝

340H
雨水桝

VU
2
00

底板付

φ200

△

GL

樹脂製蓋

汚水桝詳細図 雨水透水桝詳細図

透水シート

単粒度４ 号砕石

浸透ポラコン桝

底塊リング
敷砂

底塊フィ ルター 750

φ350 5050

5
00

4
0

1
0
0
1
10

7
5
085
0

1
00

△

GL

ダスト キャッ チャ-

凡　　例

記　　号 名　　称 仕　　様

耐衝撃性ビニール管(HIVP)

硬質ポリ塩化ビニール管(VU)

JIS10K(ボックス共)

樹脂製蓋 φ200

格子蓋 350Φx600H

汚水小口径桝

仕切弁

雨水管

汚水管(地中)

給水管

雨水浸透桝

硬質ポリ塩化ビニール管(VP)

I 被覆銅管(Mタイプ)給湯管

G 瓦斯管 瓦斯用ポリエチレン管(PE)

雨水小口径桝 樹脂製蓋 φ200

φ200

△

GL

樹脂製蓋

泥溜部

雨水桝詳細図

雨水越流桝
(建築工事)

WHL

△

3
0
0

格子蓋雨水浸透桝
350Φ

HIVP25

HI
V
P
25

350Φ
雨水浸透桝

350Φ
雨水浸透桝

350Φ
雨水浸透桝

350Φ
雨水浸透桝

350Φ
雨水浸透桝

350Φ
雨水浸透桝

下水道管

水路に放流

50

65

1
0
0V

U
12

5
VU

1
2
5V

U

125VU

汚水桝リスト

桝番号

1

2

3

4

5

6

7

8

名　　称 蓋口径

200

管底(mm)

GL-500

GL-570

GL-600

GL-680

桝蓋

樹脂製

樹脂製

樹脂製

樹脂製

樹脂製

樹脂製

樹脂製

樹脂製

備考

GL-840

GL-400

GL-460

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

200

200

200

200

200

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝 200

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝 200 GL-600

既設撤去更新

9 小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝 200 GL-740 樹脂製

1

2 3

4

5

6

8

9

10

11

75

75

100

10
0
V
U

125VU

1
2
5V

U
1
2
5
VU

125VU

小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝 200 GL-940 樹脂製

11 汚水最終桝 GL-1050

雨水桝

下水道管接続放流(既設)

取出管(150Φ)
既設下水道

50ABOX共
既設止水栓

配水管(100Φ)

100VP100VP

既設給水
引込管(PP50Φ)

配水管接続取出(既設)

△

△平面図参照
以降

25

GV-25
BOX共

量水器25mm(貸与品)BOX共

GV-20
BOX共

HIVP20

H
IV

P
2
0

H
I
VP

2
0

RD RD

P
E
3
2

ガス遮断弁32
BOX共

平面図参照
以降

G G

G

G
G

PE32

既設ガス取出管

10

300 鋳鉄製

350□x300H
雨水桝(鋳鉄格子蓋)

350□x300H
雨水桝(鋳鉄格子蓋)

350□x350H
雨水桝(鋳鉄格子蓋)

350□x300H

350□x350H
雨水桝(鋳鉄格子蓋)

350Φ
雨水浸透桝

350Φ
雨水浸透桝

10
0
VP

100VP

1
00

V
P

1
0
0V

P

100VP

7

ガスメーター

V
U
20

0

MB

A-1 S=1/100

A-3 S=1/200

教育相談所建設工事

配置図

2,520

7.
51

1
6.

23
7

8.
90

8
7.

88
4

3.
91
5

38.741

13
.4

79

14
.4
86

13
.5
35

13.238

17.149

電柱

来客用
駐車場

緑地 緑地

緑地

緑地

緑地緑地緑地

緑地

1

2

3

4

5

6

7

10

11

来客用
駐車場

グラウンド(ダスト舗装)

駐車場(アスファルト舗装)

外流し

外流し

3,485

22.5m2

法42条1項1号
市道5023号線

車椅子使用者用
駐車スペース

優先駐車区画

優
先
駐
車
区
画

栽培園 スロープ

1,
20

0

▼

8

9

4
,
3
0
0

6,
0
0
0

4
,
3
0
0

M-

350Φ
雨水浸透桝

雨水浸透桝
350Φ

※汚水管勾配1/00以上とする

8 3
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洗面器手摺り T112CP21-1特

ベビーチェア- YKA15S 固定金具込み １ 　１組

固定金具込みYKA25Sベビーシ-ト 　１組１

フィッチングボ-ド YKA41R 固定金具込み 　１組１

P型　固定金具込み １ 　３組１１

L型　固定金具込みT112CL10大便器手摺り 　２組１１

外部流し ２ 　２組 建築工事

ガス湯沸器(GB-1) GQ-C2032WXBL 屋外壁掛型　先止式　給湯能力20号　36.7KW　オ-トストップ　リモコン,追加リモコン 　１組

ガスカラン 9.5Φ LB二口ヒューズコック １

洗濯機パン

洗濯機用横水栓

PWP640N2W 横引排水トラップ １ 　１組

TW11GR １ 　１組

１

１

設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮

尺

図面番号
A1 S=N/S教育相談所建設工事

衛生機器表・器具表 A3 S=N/S

M-

掃除用流し

多機能トイレパック(汚物流し付)

YM3545F

壁掛洗面器 L-210C

衛生機器・器具表

器　具　名
　型　式

掃除口付床置洋風大便器 CFS-498BC

350x450

リムカバー, 横水栓レバーハンドル式, 壁アングル止水栓, 壁排水金具, バックハンガー

自動単水栓・(AC100V)　給排水金具一式

参考品番
　付　　属　　品

調理室

設　置　場　所

合計

３ 　６組

　７組

男子トイレ 女子トイレ 多目的トイレ 給湯室

１階

フラッシュタンク式、掃除口付、温水洗浄便座便蓋,擬音装置、エコリモコン発電機,タッチ式エコリモコン発電機

壁掛式大便器, 温水洗浄便座,便蓋無し温風乾燥,エコリモコン発電式,洗面・汚物流し電気温水器付(1L,3L) L型手摺,跳ね上げ手摺

立水栓 飲料熱湯用　スパウト回転式

1Φ100V-311W

YH-701

UADAK21L1A1ADD2BB

備　考屋外

３

紙巻器 棚付二連紙巻器　ステンレス製 ３ ３ 　６組

２ ２

廊下手洗

３ 1Φ100V-0,6W

１ 　１組 1Φ100V-1105W

化粧鏡 　７組２ ２ ３

YM6090F 600x900化粧鏡 　１組１

１１ 　２組

シングルレバー混合栓 台付タイプ、他付属品共一式 　１組１

　１組１

8 3

　２組
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取付は設備工事

取付は設備工事

SK-22A

建築工事

家具工事

家具工事



消

設　計

訂　正 令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮

尺

図面番号

A3 S=1/200

A1 S=1/100

M-

教育相談所建設工事

１階平面図(衛生設備)

令和　　 年　　 月　　 日

真　 北

100

2

125VU

1
00

V
U

1
2
5
VU

475

50

6

65

1

3

1
2
5V

U

GV-25
BOX共

HIVP20,VU125

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

廊下

▽

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス エントランス

手洗い

男子
更衣室

女子
更衣室

男子
トイレ

女子
トイレ

検査室1

検査室2

相談室1

相談室2

図書室

収納
1

収納

収納4

3

給湯室

X0

X1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X10

X11X9

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

1階平面図　S=1/100

▽

廊下

▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

所員室

多目的
トイレ

学習スペース

多目的スペース

食器棚

廊下

収納2

学習室・多目的室
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0
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0
2
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,
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0
2,

0
00

1
,
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0
1,

50
0

1,
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0
1
,0

0
0

2
,
00

0
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8
00

2
,0

0
0

2
,
00

0
2,

00
0

7
,5

00
3
,0

00
1,

60
0

3
,
00

0
1,

8
00

3
,0

0
0

3,
00

0
2
,1

0
0

7,
00

0

調理室

G
PE32

1
0
0
VU

7

外流し

I

G

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

詳細図参照

詳細図参照

以降

△

75△以降

△以降

△以降
△

△

以降
配置図参照

平詳図参照

平詳図参照

平詳図参照

平詳図参照

△
配置図参照
以降

△

△配置図参照
以降

△

△ 以降
平詳図参照

△ 以降
平詳図参照

△

配置図参照
以降

ガスメーター

凡　例

記　号 名　称 仕　　　様

給水管

汚水管(地中)

耐衝撃性塩化ビニル管(HIVP)

雨水管

硬質ポリ塩化ビニル管(VU)

硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

特記事項

①・斜線内は詳細図参照のこと。

②・汚水桝,雨水浸透桝等詳細は配置図参照のこと。

汚水小口径桝

雨水浸透桝

樹脂製 200Φ

格子蓋 350Φx600H

被覆銅管（Mタイプ）

硬質ポリ塩化ビニル管(VP)汚水管

給湯管

雨水小口径桝 樹脂製 200Φ

瓦斯用ポリエチレン管（PE）瓦斯管

仕切弁 JIS10K(ボックス共)

8 3

消

消

消火器 ABC粉末10型を示す(BOX型）
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更衣室

調理室

検査室相談室

多目的
トイレ

収納

男子

更衣室

女子

物干ｽﾍﾟｰｽ

収納

手
洗
い

白板

給湯室

食器棚

外流し

真　 北

男子
トイレ 女子

X6X5X4X3X2X1X0

16,800

6,000 2,200 800 3,000 1,800 3,000

廊下

下り壁

腰壁

2,
00

0
1,
40

0
60

0
1,
50

0
1,

50
0

1,
60
0

1,
00
0

2,
00

0
1,

80
0

2,
00
0

2,
00

0
2,

10
0

1,
90

0
2,

00
0

2,
00

0
3,

00
0

1,
60
0

3,
00

0
1,

80
0

X7

Y11

Y12

Y13

Y14

Y15
Y16

Y17

X8 X9 X10

Y18

Y19
Y20

Y22

2,
20

0
1,

30
0

プレイルーム(大)

トイレ

白板

廊下

廊下

腰壁

設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮

尺

図面番号
教育相談所建設工事

１階平面詳細図(衛生設備)

A1 S=1/50

M-

A3 S=1/100

8 3

※給湯器　固定仕様は別添納入仕様図による
上記の固定仕様により国土交通省告示1447号に対応する 1階平面詳細図　S=1/50

△
△

△

以降別図参照

以降別図参照
50

5
0

65

5
0

5
0

65 65
COA65

△

G

20 20

2
0

ガスメーター

△ 32

GB

1
I

2
0

I

COA75

6
5

50

6
5

50

COA75
50

6
5

50

75

COA65

20

20

25

4
0

75

1
0
0

75

65

75

COA100

COA75

6
5

6
5

65

40

75

50

COA65

100

2
0

5050

50

6
5

65

4
0

COA65

VC80
(SUS)

以降別図参照

△

COA100

75

75

75

75

75

10
0

75

2
0

25

100

△

△

GV25(BOX共)

以降別図参照

75
1
0
0 COA65

20

50

50

75
以降別図参照

△

06



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200

M-

機     器     仕     様

名   称機器番号 数量
静　圧

Pa

電 気 特 性

項　目

φ×Ｖ

電圧相×

m /h

風　量容　量

付 属 品・特 殊 仕 様

防振

装置

CRスイッチ 参考型番
仕　　様

集中３KW(W)

換気扇

備  考設 置 場 所シックハウス

排気m /h３ 給気m /h３

ＥＦ－１

ＥＦ－２

ＥＦ－３

　2

P-18WQUVC SUS・フード250  350

天井換気扇

　1
VD-15ZPC14VC SUS・フードファン 1x100  8520W   130

HN100φ

サニタリ-用　樹脂　低騒音型　十字格子パネル

風圧式シャッタ-

　2

天井換気扇 サニタリ-用　樹脂　低騒音型　十字格子パネル

風圧式シャッタ-　コントロールスイッチ(24時間換気用)

VD-20ZB14VC SUS・フード男子トイレ

女子トイレHN150φ

ファン 1x100 100  290

天井換気扇 台所用　金属製　低騒音型　グリル金属

風圧式シャッタ-

VC SUS・フード調理室　給湯室

HN150φ

ファン 1x100  90  40058W

低騒音型　樹脂製　フルフラットインテリアパネル

風圧式シャッター　コントロールスイッチ
　４

ファン 1x100  50 13.5W

100φ HN

VC SUS・フード VD-15ZX14-FP検査室x2

相談室x2

VD-18ZX14-FPVC SUS・フードプレイルーム(小)
　１

ファン

150φ HN

1x100  70  200

VC SUS・フード

150φ HN

　１

ファン 1x100  80  350 74W

ＯＦ－２ 給気グリル

ＯＦ－１ 給気レジスタ- 丸型給気レジスタ-　風量調節付

外気洗浄フィルター付
　７

給気グリル　風量調節付

１５０□（外気洗浄フィルター付）
　２

HN150φ

HN100φ

P-13GH5 10  130

多目的トイレ

換気機器表

24時間換気量
実容積天井高

室　　名

ｍ

Ｑ

ｍ３ ｍ３/ｈ

Ｖ

(V=0.5Q)
階　　数

１　階

所員室 2.7 145.8

床面積

ｍ２

Ａｆ

 54.0

 12.0 2.7給湯室

調理室

学習室

多目的室

面談室

2.7

 32.4

 64.8

換気風量計算表

24時間換気量
対象機器実容積天井高

室　　名

ｍ

Ｑ

ｍ３ ｍ３/ｈ

Ｖ 記号・型番 風量

(V=0.5Q)

ｍ３/ｈ

階　　数

１　階

検査室 2.7  24.3

床面積

ｍ２

Ａｆ

  9.0

エントランス

男子トイレ

換気回数

回/h

判　定

44W

VD-20ZP13

図書室　学習室

多目的室　面談室

VC SUS・フード低騒音型　樹脂製　フルフラットインテリアパネル

　４

ファン 1x100  50  16020W

100φ HN

プレイルーム(大)

VC SUS・フード

150φ HN

ファン 1x100 100  275 所員室
　２

VC SUS・フード

150φ HN

ファン 1x100  80  600 95W 調理室
　１

多目的トイレ

給気グリル　風量調節付

２００□（外気洗浄フィルター付） HN150φ

P-18GH5 30  290
　２

給気グリルＯＦ－３ 男子トイレ

女子トイレ

 24.0

図書室 2.7  64.8 24.0

2.7  64.8 24.0

2.7  64.8 24.0

2.7  48.6 18.0

女子トイレ

3.0

2.7

2.7

  4.5

 22.5

 11.3

 13.5

 60.8

 30.5

 11.3  30.5

OK 580.0(EF-2)x2台

2.7

合計

ＥＦ－４ 天井換気扇   100

ＥＦ－５ 天井換気扇 VD-15ZXP14-FP

風圧式シャッター　コントロールスイッチ

ＥＦ－６ 天井換気扇 低騒音型　樹脂製　フルフラットインテリアパネル

風圧式シャッター　コントロールスイッチ

 25.5W

ＥＦ－７ 天井換気扇

風圧式シャッター　コントロールスイッチ

低騒音型　樹脂製　フルフラットインテリアパネル VD-23ZX13-FP

ＥＦ－８ 天井換気扇 低騒音型　樹脂製　フルフラットインテリアパネル

風圧式シャッター　コントロールスイッチ

VD-20ZX14-FP 42W

ＥＦ－９ 天井換気扇 台所用　金属製　低騒音型　グリル金属 VD-23ZPH13

相談室

所員室,給湯室,調理室

プレイルーム(大),(小)

給気レジスタ-ＯＦ－４

HN100φ

丸型給気レジスタ-　風量調節付

外気洗浄フィルター付
　７

面談室,検査室x2,相談室

図書室,学習室,多目的室

P-13WQU

検査室

相談室

相談室

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

2.7

2.7

2.7

  9.0

  9.0

  9.0

 24.3

 24.3

 24.3

2.7

2.7

廊　下

エントランスホール

 79.2 2.7 213.8

  0.5

風圧式シャッター　コントロールスイッチ

8 3

換気機器表・計算書

 48.75

 28.00

131.6

 75.6

1139.5 569.7
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M-

A1 S=1/100

A3 S=1/200

教育相談所建設工事

１階平面図(換気設備)

縮

尺

図面番号
工事名

図　名

検　図製　図設　計令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

訂　正

設　計

６

150ΦSPD (防虫網付)
SVC150

５

SVC100
(防虫網付)

５

S
P
D

1
0
0
Φ
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0Φ

８

150ΦSPD
SVC150

(防虫網付)

４
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４ 100Φ
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４

SPD
100Φ
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４
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(防虫網付)

５

S
PD

1
0
0
Φ

SVC100
(防虫網付)
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SVC150
(防虫網付)

150Φ
SPD

２
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２
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SVC150
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１
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100ΦSPD 100ΦSPD

(防虫網付)
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(防虫網付)
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８

150ΦSPD
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OF-1

OF-1

OF-4

OF-4

OF-4

SVC150
(防虫網付)

OF-1

OF-1

真　 北

プレイルーム(大)

廊下

▽

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス エントランス

手洗い

男子
更衣室

女子
更衣室

図書室

収納
1

収納

収納4

3

X0

X1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X10

X11X9

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

1階平面図　S=1/100

▽

廊下

▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

所員室

学習スペース

食器棚

廊下

収納2

学習室・多目的室
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5
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2,
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00
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1
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0
0
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,
00

0
2,

00
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2,
0
00

1
,
50

0
1,

50
0

1,
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00
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0
0
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00
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00

2
,0

0
0

2
,
00

0
2,

00
0

7
,5

00
3
,0

0
0

1,
6
00

3
,
00

0
1,

8
00

3
,0

0
0

3,
00

0
2
,
10

0
7,

0
00

調理室

多目的スペース

プレイルーム(小)

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

検査室1

相談室1

相談室2

女子
トイレ

特記事項

2：給気ダクトは全て保温巻とする。

3：調理室流し台用排気ダクトはロックウール50mm巻とする。

1：ダクトはスパイラルダクトとし,外壁より1m以上は保温施工とする。

4：防火区画貫通部分には国土交通省認定工法とする。

凡　　例

２４時間換気計画区域以外を示す

　出入口ﾄﾞｱｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ・ｶﾞﾗﾘを示す
(建築工事)

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

8 3

５

EF

EF

EF

EF

EF

EF

EF

EFEF

EF

EF

EF

EF

給湯室

３
EF

男子
トイレ

多目的
トイレ

検査室2
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図面番号
縮

尺

工事名

図　名

設　計 製　図 検　図設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

名　　称
電気容量

φ Ｖ

備　　考仕　　　　様

空 調 機 器 表

参考型番記　　号
数　　量

合計

送風機(内)

圧縮機

送風機(外) 　１　１

基礎(建築工事)

配管・配線　１２.７,２５.４,,２Ｃ,,２Ｃ　保護網(セット)

ＰＡＣ-１ ビル用マルチ形空調機

（室外機）

ヒートポンプ式冷暖切替形　冷房能力４５.０KW　暖房能力５０.０KW（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ 3   200

RXYA-450A

ＰＡＣ-１－２ ビル用マルチ形空調機

（室内機）

13.3x1

0.66x2

0.043

屋外

圧縮機

送風機(外)

送風機(内)

1   200

厨房天吊型８０形　冷房能力８.０ＫＷ　暖房能力８.０ＫＷ（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

ロングライフフィルター付、ドレンアップ　運転リモコン

配管・配線　９.５,１５.９,,２Ｃ,ＶＰ２５ FXYTA-80NAA0.127

ＰＡＣ-１－１ ビル用マルチ形空調機

（室内機）

 １

圧縮機

送風機(外)

送風機(内)

1   200

　１

調理室

１階

天井カセツト５６形　冷房能力５.６ＫＷ　暖房能力６.３ＫＷ（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

化粧パネル(四方吹出)吹出ユニット、ドレンアップ　運転リモコン

配管・配線　６.４,１２.７,,２Ｃ,ＶＰ２５ FXYFA-56AA

 ３ 　３

消費電力(15.1KW)

ＰＡＣ-１－３ ビル用マルチ形空調機

（室内機）

ビル用マルチ形空調機

（室外機）

ＰＡＣ-２ 消費電力(5.2KW)

基礎(建築工事)

　１　１

ＰＡＣ-２－２ ビル用マルチ形空調機

（室内機）

ＰＡＣ-２－１ ビル用マルチ形空調機

（室内機）

ビル用マルチ形空調機

（室外機）

ＰＡＣ-３

ＰＡＣ-３－２ ビル用マルチ形空調機

（室内機）

ＰＡＣ-３－１ ビル用マルチ形空調機

（室内機）

学習室
多目的室

配管・配線　９.５,１５.９,,２Ｃ,ＶＰ２５ FXYFA-71NAA0.072

 ２

圧縮機

送風機(外)

送風機(内)

1   200

　２

所員室

化粧パネル(四方吹出)吹出ユニット、ドレンアップ　運転リモコン

天井カセツト７１形　冷房能力７.１ＫＷ　暖房能力８.０ＫＷ（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

冷媒温度制御形　冷房能力１４.０KW　暖房能力１６.０KW（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

配管・配線　９.５,１５.９,,２Ｃ,,２Ｃ　保護網(セット)

3   200 4.66x1

0.26x1

RXTA-160A送風機(内)

送風機(外)

圧縮機

天井カセツト４５形　冷房能力４.５ＫＷ　暖房能力５.０ＫＷ（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

化粧パネル(四方吹出)吹出ユニット、ドレンアップ　運転リモコン
配管・配線　６.４,１２.７,,２Ｃ,ＶＰ２５ 0.037

送風機(外)

送風機(内) FXYFA-45AA

 １ 　１

面談室

圧縮機 1   200

天井カセツト２２形　冷房能力２.２ＫＷ　暖房能力２.５ＫＷ（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

化粧パネル(一方吹出)吹出ユニット、ドレンアップ　運転リモコン
配管・配線　６.４,１２.７,,２Ｃ,ＶＰ２５ 0.038

送風機(外)

送風機(内) FXYKA-22AA

 ４ 　４

相談室x2

圧縮機 1   200

検査室x2

図書室

消費電力(12.6KW)

基礎(建築工事)

　１　１

RXYA-335A

1.03x1

11.1x13   200

送風機(外)

送風機(内)

圧縮機ヒートポンプ式冷暖切替形　冷房能力３３.５KW　暖房能力３７.５KW（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

配管・配線　１２.７,２２.２,,２Ｃ,,２Ｃ　保護網(セット)

プレイルーム(大)

プレイルーム(小)

　２ ２

　１ １

FXYFA-90AA

FXYFA-112AA

0.128

1   200圧縮機

送風機(外)

送風機(内)配管・配線　９.５,１５.９,,２Ｃ,ＶＰ２５

化粧パネル(四方吹出)吹出ユニット、ドレンアップ　運転リモコン

天井カセツト９０形　冷房能力９.０ＫＷ　暖房能力１０.０ＫＷ（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

0.187

1   200圧縮機

送風機(外)

送風機(内)

天井カセツト１１２形　冷房能力１１.２ＫＷ　暖房能力１２.５ＫＷ（ＪＩＳ条件）ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

化粧パネル(四方吹出)吹出ユニット、ドレンアップ　運転リモコン

配管・配線　９.５,１５.９,,２Ｃ,ＶＰ２５

KW

CR 集中管理コントローラー

所員室

　１

タッチコントローラー

OCL401B1

 １
1   100

0.020

A1 S=N/S

空調機器表

教育相談所建設工事
M-

A3 S=N/S

8 3
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設　計

訂　正

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計 製　図 検　図 工事名

図　名

縮

尺

図面番号
教育相談所建設工事 A1 S=1/100

A3 S=1/200

M-

真　 北

PAC-1-3

PAC-1-3

PAC-3-2

PAC-3

PAC-1

PAC-3-1

PAC-3-1

PAC-1-3

PAC-1-2

PAC-1-1

PAC-1-1

PAC-2-1

PAC-2-2

PAC-2-2

PAC-2-2 PAC-2-2

R

R
R

R

R
R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R
R

R

D

D

D

D

DD

D
D

D

D

D

D

D

D

D

D
D

D

25

25
25

25

25

25

25

2
5 2
5

25

2
5

25
25

30

50

50
50

25

4
0

5050

a

a

b

b

b

b

b

b

c

d

d

d

d

d

c

c

c

d

f

f

g

f

i

i

e

h

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

廊下

▽

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス エントランス

手洗い

男子
更衣室

女子
更衣室

男子
トイレ

女子
トイレ

収納
1

収納

収納4

3

給湯室

X0

X1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X10

X11X9

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

1階平面図　S=1/100

▽

廊下

▽UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

所員室

多目的
トイレ

食器棚

廊下

収納2

学習室・多目的室

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y6

Y8

Y10

Y12

Y14

Y16

Y18

Y19

Y21

Y23

Y25

Y27

Y28

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y13

Y14

Y15
Y16

Y17

Y18

Y19

Y20

Y21

Y22

Y23

Y24

Y25

Y26

Y27

Y28

外流し

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,500

6,000 1,000 1,500

2,000

4,000

1,800 6,500

1,800

1,600

2,000 2,000 2,000 1,800 2,000 2,5002,000

2,100
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00

調理室

特記事項

2：ドレン配管にて端部には、防虫網(SUS製)を設け開放する。

3：被覆銅管の保温材は難燃性とする。

4：室外機～室内機間の連絡線は、冷媒管共巻施工とする。

1：冷媒管屋外箇所の保温カバ-は亜鉛鋼板とする。

5：防火区画貫通部分には国土交通省認定工法とする。

冷媒管リスト

記 号 液 管 ガス管

9.5φ

9.5φ

12.7φ

22.2φ

15.9φ

15.9φ

連絡線(共巻)

EM-CEE1.25□-2C12.7φ6.4φ

EM-CEE1.25□-2Cx2

19.1φ9.5φ

EM-CEE1.25□-2C

EM-CEE1.25□-2C25.4φ12.7φ

EM-CEE1.25□-2C

EM-CEE1.25□-2C

EM-CEE1.25□-2Cx2

9.5φ

12.7φ6.4φ

a

b

c

d

EM-CEE1.25□-2Cx2

22.2φ

EM-CEE1.25□-2C19.1φ9.5φe

f

g

h

i

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

１階平面図(空調設備)

8 3

10

検査室1

相談室1

相談室2 検査室2

プレイルーム(大)

図書室

学習スペース

多目的スペース

プレイルーム(小)

PAC-2R
c



図面番号
縮

尺

工事名

図　名

検　図製　図設　計令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

令和　　 年　　 月　　 日

設　計

訂　正

教育相談所建設工事

１階平面図(自動制御設備)

A1 S=1/100

A3 S=1/200

M-

真　 北

PAC-1-3

PAC-1-3

PAC-3-2

PAC-3

PAC-1

PAC-3-1

PAC-3-1

PAC-1-3

PAC-1-2

PAC-1-1

PAC-1-1

PAC-2-1

PAC-2-2

PAC-2-2

PAC-2-2 PAC-2-2

EF
４

EM-CEE 2°-4C G(22)

EM-CEE 2°-4C G(22)

151WP
P.B(SUS)

151WP
P.B(SUS)

151
P.B

201
P.B

P.B
151

P.B
151

P.B
151

P.B
201

EF
４

EF
４

EF
４

EF
５

EF
５

EF
５

EF
５

EF
６

EF
７

EF
８

EF
８

EF
９

CS

HE

HECS

CS HE

CS

HE

CS

HE

CS

HE

CR

CS HE

CSHE

HE

CS

HECS

CS

HE

CS

HE

HE

特記事項

凡　例

CR 集中コントローラ-

室内機用リモコン(個別)CS

換気扇用コントロールスイッチ(個別)HE

※：防火区画貫通部分には国土交通省認定工法とする。

※：ケ-ブル損傷の恐れある箇所は電線管にて保護のこと。

制御配線リスト表

記　号 制御線

EM-CEE 2°-2C PF(22)

EM-CEE 2°-3C PF(22)

EM-CEE 2°-4C PF(22)

凡例
令114条区画（防火上主要な間仕切壁）
※防火上主要な間仕切壁を貫通する場合
施行令第112条20項に適合する事とする
隙間の充填剤は耐火パテ(NM-3918-1)を使用

垂壁H700

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,500

6,000 1,000 1,500

2,000

4,000

1,800 6,500

1,800

廊下

▽

物干ｽﾍﾟｰｽ

エントランス

収納
1

収納
3

X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X11X9

外流し

▽

廊下

UP

勾配1/12以下スロープ

ホール

白板

白板

調理室

廊下

学習室・多目的室

1,600
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00

多目的
トイレ

男子
トイレ

女子
トイレ

収納4

ランドセル入れ

白板

白板

給湯室

手洗い

エントランス

下駄箱

白板

女子
更衣室

男子
更衣室

検査室1

相談室1

面談室
(ﾊｺﾆﾜﾙｰﾑ)

所員室

図書室

学習スペース

多目的スペース

プレイルーム(小)

プレイルーム(大)

相談室2 検査室2

8 3

11

収納2

PAC-2

151WP
P.B(SUS)

EM-CEE 2°-4C G(22)


